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臨
済
宗
五
山
派
・
美
濃
大
円
寺
の
興
亡
史

横

山

住

雄

一
、
大
円
寺
の
概
要

　

大
円
寺
は
、
美
濃
国
の
東
端
・
恵
那
郡
に
在
っ
た
。
過
去
形
な
の
は
、
廃
寺
と
な
っ
て
久
し
く
、
今
は
跡
が
残
る
の
み
だ
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
美
濃
国
内
の
多
く
の
五
山
派
寺
院
と
異
な
り
、
妙
心
寺
派
と
し
て
再
興
さ
れ
な
が
ら
も
廃
亡
し
た
と
い
う

特
殊
な
歴
史
を
有
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
大
円
寺
の
歴
史
を
見
る
時
に
、
恵
那
郡
の
山
中
に
忽
然
と
寺
が
建
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
恵
那
郡
の
地
頭
で
あ
っ
た

遠
山
氏
の
支
援
が
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
六
年
刊
の
『
岩
村
町
史
』
も
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
（
1
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
遠
山
氏
は
初
代
を
加
藤
次じ

景か
げ

廉か
ど

と
い
い
、
源
頼
朝
か
ら
恵
那
郡
の
大
半
を
占
め
る
遠
山
荘
ほ
か
の
地
頭
職
を

拝
領
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
子
景
朝
が
遠
山
荘
を
相
続
し
、
以
後
岩
村
・
明
知
・
苗
木
そ
の
他
に
分
与
相
続
さ
れ
て
い
っ

た
。
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
補
遺
に
、
年
月
日
不
詳
の
「
近
衛
家
所
領
目
録
」
が
見
え
、
恵
那
郡
で
は
岩
村
郷
・
苗

木
郷
・
手と

う

げ向
郷
（
明
知
な
ど
）
が
近
衛
家
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
三
郷
を
主
体
と
す
る
遠
山
荘
の
成
立
が
平
安
時

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
見
れ
ば
、
こ
の
荘
園
に
対
し
て
景
廉
が
地
頭
職
を
拝
領
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

『
岩
村
町
史
』
で
も
諸
系
図
を
比
較
し
て
種
々
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
景
廉
・
景
朝
以
降
の
中
世
前
期
の
遠
山
氏
の
確
実
な
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こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
に
名
古
屋
の

蓬ほ
う

左さ

文
庫
で
発
見
さ
れ
た
「
諸
士
系
図
」
に
、
良
質
な
「
加
藤
遠
山
系
図
」
が
あ
り
、

網
野
善
彦
氏
が
平
成
三
年
刊
・
小
川
信
編
『
中
世
古
文
書
の
世
界
』
に
「
加
藤
遠
山

系
図
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
円
寺
創
建
期
に
重
な
る

建
武
期
の
遠
山
氏
に
つ
い
て
も
大
略
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
（
末
尾
掲
載
）
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
岩
村
遠
山
氏
の
そ
の
頃
の
当
主
は
、
景
明
（
左
衛
門
尉
、
大
和
守
）
か
そ
の

子
景
秀
（
太
郎
左
衛
門
尉
、
大
蔵
少
輔
）
の
頃
と
み
ら
れ
る
。
景
朝
か
ら
景
員
・
景

資
・
景
茂
・
景
明
と
五
代
ほ
ど
を
経
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
景
明
・
景
秀
の
代
に
大
円

寺
が
創
建
さ
れ
た
と
な
る
と
、
そ
れ
以
前
の
遠
山
氏
は
何
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
『
岩
村
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
岩
村
町
北
部
に
極
楽
寺
遺
跡
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
多
数
の
遺
物
が
出
土
す
る
と
い
う
。
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

鎌
倉
の
初
め
遠
山
庄
の
中
心
と
し
て
岩
村
に
城
が
置
か
れ
、
遠
山
氏
が
こ
こ
に
住
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
が
要
害

の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
外
に
、
こ
の
地
に
文
化
的
、
経
済
的
に
或
程
度
の
発
達
が
な
さ
れ
て
居
り
、
聚
落
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　
　
　

伝
説
に
よ
る
と
山
上
村
の
邑
長
が
景
廉
を
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
山
上
村
に
そ
れ
だ
け
の
基
盤
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、
考
古
学
的
に
見
て
、
極
楽
寺
の
遺
跡
、
そ
し
て
そ
の
地
続
き
で
あ
る
山
上
地
方
の
集
落
に
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
て
み
た
い
。
極
楽
寺
と
い
う
寺
は
い
つ
創
立
さ
れ
た
寺
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
遺
物
か
ら
考
察
す
る
と
平
安
末
期
頃
か

ら
存
在
し
、
室
町
初
期
頃
ま
で
存
在
し
た
寺
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
夥
た
だ
し
い
出
土
品
か
ら
見
て
相
当
繁
栄
し
た
民
衆

大円寺跡（恵那市岩村町）
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寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
大
円
寺
の
遺
物
と
比
較
し
て
遙
か
に
豊
富
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
寺
で
あ
り
こ
の
寺

を
中
心
と
し
た
山
上
部
落
も
優
勢
な
聚
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
、
そ
う
い
う
力
が
岩
村
に
城
を
築
き
、
遠
山
庄
た
る
恵

那
郡
全
円
の
中
心
本
所
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
の
文
か
ら
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
初
期
に
景
廉
も
し
く
は
景
朝
が
、
現
在
の
岩
村
城
の
地
に
城
を
築
い
た
と
さ
れ

て
い
て
、
何
の
疑
い
も
持
た
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
天
嶮
の
山
に
城
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
少
な

く
と
も
南
北
朝
の
動
乱
期
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
景
廉
・
景
朝
が
岩
村
へ
入
部
し
た
頃
は
、
極
楽
寺
の
近
く
の

山
上
村
に
居
館
を
構
え
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
し
て
、
常
陸
国
の
佐
竹
氏
が
領
下
の
極
楽
寺
に
帰
依
し
た
よ
う
に
、
遠
山
氏
も

分
根
の
丘
陵
に
極
楽
寺
を
招
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
円
寺
の
創
建

　

大
円
寺
は
、
大
応
派
祖
・
南
浦
紹
明
の
直
弟
・
峰
翁
祖
一
を
開
山
と
し
て
い
る
。
岩
村
の
地
に
創
建
さ
れ
た
。
本
来
の
関
係

は
、
京
都
南
禅
寺
栖
真
院
の
末
寺
と
し
て
大
円
寺
が
あ
り
、
大
円
寺
の
末
寺
と
し
て
但
馬
の
大だ

い

明み
よ
う寺じ

・
伊
予
の
善
昌
寺
と
大
通

寺
が
あ
る
。
大
明
寺
の
末
寺
に
岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
の
大
安
寺
が
あ
っ
た
（
2
）
。

　

『
岩
村
町
史
』
は
、
建
武
年
間
に
峰
翁
が
大
円
寺
を
創
建
し
た
と
い
う
が
（
1
）
、
『
峰
翁
和
尚
語
録
（
3
）
』
を
良
く
検
討
し
て
み

る
と
、
実
際
の
創
建
は
十
数
年
新
し
く
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

南
北
朝
前
期
の
開
創
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。
恐
ら
く
は
現
在
の
城
地
に
岩
村
城
を
築
い
た
と
思
わ
れ
る
遠
山
景
明

か
景
秀
の
寄
進
建
立
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
大
円
寺
は
岩
村
・
明
知
・
苗
木
な
ど
遠
山
氏
全
体
の
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
4
）
、
苗
木
家
は
中
津
川
市
福
岡
町
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植う
わ

苗な

木ぎ

に
菩
提
寺
と
し
て
智
源
山
広こ

う

恵え

寺じ

（
廃
寺
）
が
あ
り
、
夢
窓
疎
石
の
弟
子
枯
木
紹
栄
が
開
山
と
な
っ
て
、
観
応
元
年
（
一

三
五
〇
）
十
月
十
七
日
に
入
寺
し
た
と
い
わ
れ
る
（
5
）
。
明
知
家
に
つ
い
て
も
恐
ら
く
は
領
内
に
菩
提
寺
を
建
て
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
の
で
、
大
円
寺
を
遠
山
氏
全
体
の
菩
提
寺
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
。

官
寺
の
指
定
へ

　

開
創
か
ら
六
十
年
以
上
を
経
た
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
に
、
将
軍
足
利
義
持
が
、
進
叟
性
勝
を
大
円
寺
住
職
に
任
命
す

る
と
い
う
職
状
が
出
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
す
で
に
室
町
幕
府
の
官
寺
で
あ
る
諸
山
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
い
つ

の
指
定
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
少
し
前
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
岩
村
遠
山
氏
で
は
太
郎
景
興
か
六
郎
太
郎
景
重
の
代
に

当
る
の
で
は
な
い
か
。
指
定
に
当
っ
て
は
、
遠
山
氏
の
ほ
か
美
濃
守
護
の
土
岐
頼
益
あ
た
り
も
尽
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

妙
心
寺
派
と
な
る

　

大
円
寺
は
、
天
文
初
年
か
そ
の
少
し
前
に
兵
火
に
罹
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
『
岩
村
町
史
』
に
は
見
え
な
い
が
、
内

閣
文
庫
本
『
明
叔
録
』
に
、

　
　

東
濃
大
円
禅
寺
、
蓋
正
宗
大
暁
禅
師
挿
草
也
、
寺
罹
兵
火
、
而
礼
楽
亦
廃
矣
、
不
忍
斉
国
寺
僧
、
瑞
吟
蔵
司
、
一
日
謀
于

衆
、
欲
再
興
、
欽
墜
典
因
矯
檀
越
命
、
天
文
甲三

午年

六
月
中
澣
、
俾
山
僧
、
刷
視
篆
羽
儀
、
…
…
、

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
た
だ
誰
が
岩
村
に
攻
め
て
来
た
の
か
な
ど
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
衰
亡
し
た
大
円
寺
を

再
興
す
る
た
め
、
可
児
郡
御
嵩
町
の
愚
渓
寺
か
ら
、
妙
心
寺
派
の
明
叔
慶
浚
が
招
か
れ
た
の
で
あ
る
。
妙
心
寺
派
は
南
浦
紹
明

を
派
祖
と
す
る
大
応
派
の
一
分
派
に
は
相
違
な
い
が
、
林り

ん

下か

と
さ
れ
て
大
円
寺
の
よ
う
な
官
寺
に
は
入
寺
で
き
な
い
。
し
か
し
、
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室
町
幕
府
が
衰
退
し
た
天
文
年
間
で
は
、
将
軍
の
公
帖
な
し
で
、
檀
命
の
み
で
入
寺
す
る
こ
と
も
可
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

南
浦
紹
明　
　
　

峰
翁
祖
一

大
虫
全
岑

月
庵
宗
光

大
有
理
有

笑
堂
常
訢

無
為
義
端

　
　
　
　
　
　

滅
宗
宗
興

　
　
　
　
　
　

宗
峰
妙
超

関
山
慧
玄

授
翁
宗
弼

無
因
宗
因

日
峰
宗
舜

義
天
玄
承

希
庵
玄
密
と
大
円
寺
の
廃
亡

　

希
庵
は
明
叔
の
法
嗣
で
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
の
明
叔
示
寂
を
う
け
て
大
円
寺
中
興
二
世
と
な
っ
た
。
二
十
年
後

の
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
一
月
二
十
六
日
に
武
田
信
玄
の
兵
に
殺
さ
れ
、
寺
は
放
火
さ
れ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
創
建
以
来

二
百
余
年
を
経
て
お
り
、
岩
村
城
主
遠
山
景
任
の
死
去
断
絶
と
同
じ
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
、
開
山
峰
翁
祖
一

そ
の
略
歴

　

相
模
国
の
人
で
、
一
説
に
北
条
高
時
の
子
と
い
う
。
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
に
二
十
四
歳
で
出
家
し
、
三
年
を
経
て
（
正
安

二
年
）
二
十
六
歳
で
下
野
国
那
須
の
雲
岩
寺
へ
行
っ
て
高
峰
顕
日
に
参
じ
、
ま
た
筑
前
国
太
宰
府
の
崇
福
寺
で
南
浦
紹
明
の
室

に
入
り
、
左
右
に
侍
す
こ
と
六
年
、
三
十
歳
の
峰
翁
は
重
病
に
か
か
っ
た
。
南
浦
と
の
問
答
で
大
悟
す
る
と
共
に
、
病
も
一
瞬

の
う
ち
に
癒
え
た
と
い
う
（
6
）
。
大
悟
し
た
時
、
峰
翁
は
次
の
よ
う
な
一
偈
を
詠
じ
た
と
い
う
。

　
　
　

大
暁
禅
師
投
機

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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一
蹈
々
飜
曠
劫
眼
、
馿
腮
馬
面
眼
皮
穿
、
清
風
明
月
法
王
法
、
不
識
斯
時
向
孰
伝
、

		


（
愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
）

　

そ
の
後
、
峰
翁
は
南
浦
の
法
を
嗣
ぎ
、
間
も
な
く
の
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
、
峰
翁
三
十
四
歳
の
時
に
南
浦
が
亡
く
な
っ
た
。

そ
し
て
太
宰
府
崇
福
寺
の
第
三
世
に
な
っ
た
と
い
う
。
福
岡
県
岡
垣
町
の
海
蔵
寺
に
も
住
山
し
た
と
伝
え
る
。
南
北
朝
時
代
を

迎
え
て
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
は
、
弟
子
の
大
虫
全
岑
に
頼
ま
れ
て
頂
相
に
自
賛
し
て
い
る
。
頂
相
は
現
存
せ
ず
、
そ

の
賛
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

真
影
自
賛

　
　

空
断
毘
盧
、
発
開
万
戸
、
入
水
如
龍
、
倚
山
似
虎
、
撃
石
火
間
、
逼
塞
今
古
、
閃
電
光
中
、
定
奪
旗
皷
、
鬼
面
神
頭
、
西

天
東
土
、
末
後
一
句
、
付
岑
蔵
主
、
暦
応
壬

（

元

年

）
午
臘
月
八
日
、
先
住
崇
福
峰
翁
祖
一
、

		


（
『
峰
翁
和
尚
語
録
』
末
尾
）

　

伝
承
な
ど
に
よ
れ
ば
、
暦
応
元
年
（
延
元
三
年
、
一
三
三
八
）
に
美
濃
国
の
大
禅
寺
へ
峰
翁
が
住
山
し
た
と
い
う
（
7
）
。
ま
た
、

暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
に
峰
翁
が
三
河
国
渥
美
郡
老
津
の
真
言
宗
太
平
寺
を
改
宗
し
て
第
一
祖
と
な
っ
た
と
い
う
（
8
）
。
興
国

四
年
（
一
三
四
三
）
に
は
、
美
濃
国
で
大
通
寺
・
吉
祥
寺
に
住
山
し
た
と
い
う
（
7
）
。
こ
れ
ら
の
寺
々
を
筆
者
が
調
査
し
た
も
の

の
、
確
実
な
史
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
貞
和
年
間
（
一
三
四
五
〜
五
〇
）
に
は
、
峰
翁
が
伊
予
国
大
通
寺
の
開
山
に
な
っ
た
と

い
う
（
9
）
。
松
山
市
北
条
の
大
通
寺
に
は
南
北
朝
時
代
の
峰
翁
の
木
像
が
あ
る
（
10
）
。

　

『
峰
翁
和
尚
語
録
』
に
よ
っ
て
大
円
寺
の
住
山
を
十
二
年
間
と
見
る
と
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
頃
大
円
寺
へ
住
山
し
、
そ

の
開
山
と
な
っ
た
ら
し
い
。
住
山
四
年
目
の
観
応
三
年
（
一
三
五
〇
）
に
は
、
信
道
上
人
に
黙も

く

翁お
う

と
の
道
号
を
授
け
、
次
の
よ

う
な
頌
を
の
こ
し
て
い
る
。
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孤
立
大
方
堪
結
舌
、
貪
生
逐
日
心
如
拙
、
人
間
天
上
無
知
音
、
笑
殺
清
風
与
明
月
、

　
　

右
賦
黙
翁
号
与
信
道
上
人
、

　
　
　

観
応
第
三
十
月　

日　

大
円
叟
（
朱
印
）

		


（
妙
興
寺
文
書
）

　

住
山
十
年
目
の
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
頃
の
三
月
、
大
円
寺
を
出
て
某
所
の
大
宝
寺
へ
入
寺
し
、
翌
年
大
宝
寺
で
上
堂
の

語
を
の
こ
し
、
三
月
に
大
円
寺
へ
帰
っ
た
（
『
峰
翁
和
尚
語
録
』
）
。

　

そ
し
て
同
年
（
延
文
元
年
、
文
和
五
年
、
一
三
五
六
）
十
月
二
十
四
日
を
期
し
て
尾
張
国
妙
興
寺
へ
住
山
し
た
。
語
録
に
、

　
　

尾
州
長
島
山
妙
興
報
恩
禅
寺
語
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
者　

宗
（

月

庵

）
光
編

　
　

師
延
文
元
年
丙
申
十
月
二
十
四
日
入
寺

　
　

（
本
文
略
）

と
あ
る
。
妙
興
寺
を
開
い
た
法
弟
の
滅
宗
宗
興
に
請
わ
れ
て
の
入
寺
で
、
妙
興
寺
開
山
の
称
号
を
付
与
さ
れ
た
。
妙
興
寺
で
の

峰
翁
の
塔
院
は
耕
雲
庵
で
あ
る
。
峰
翁
の
妙
興
住
山
は
短
期
間
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
入
寺
法
語
に
は
、
南
浦
紹
明
の
年
忌
（
十

二
月
二
十
九
日
）
の
香
語
、
歳
旦
の
語
な
ど
が
み
え
る
の
で
、
年
明
け
に
は
大
円
寺
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
年
後
の
延
文

三
年
三
月
に
示
寂
し
た
。
八
十
四
歳
と
い
う
（
11
）
。
中
興
二
世
の
希
庵
玄
密
は
天
文
二
十
二
年
頃
に
か
峰
翁
の
二
百
年
忌
法
要

を
行
っ
て
い
る
（
後
述
）
。

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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三
、
第
二
世
以
後
の
世
代

大
虫
全
岑

　

生
国
・
俗
姓
は
不
詳
と
い
う
が
（
12
）
、
『
北
条
市
の
文
化
財
』
の
大
虫
倚
像
解
説
で
は
宋
の
人
と
あ
る
。
峰
翁
門
下
の
嫡
嗣
で

あ
っ
た
ら
し
い
（
13
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
早
く
も
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
峰
翁
の
頂
相
に
自
賛
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

嫡
嗣
と
見
て
も
良
い
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
伊
予
国
に
宗
昌
寺
・
大
通
寺
を
開
創
し
た
（
13
）
。
大
通
寺
の
開
山
は
峰
翁
に
な
っ

て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
大
虫
が
開
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
六
月
に
、
大
虫
は
宗
昌
寺
で
宗

昌
寺
家
訓
を
書
い
て
お
り
（
14
）
、
こ
の
頃
は
伊
予
国
で
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
峰
翁

が
示
寂
し
た
の
を
う
け
て
、
嫡
嗣
で
あ
る
大
虫
が
大
円
寺
第
二
世
と
し
て
住
山
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
北
条
市
の
文
化
財
』

で
は
、
大
虫
は
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
七
月
十
九
日
に
但
馬
国
の
大
明
寺
で
示
寂
し
た
と
あ
る
。
三
年
忌
の
貞
治
三
年
に
、

宗
昌
寺
で
は
木
造
倚
像
と
石
造
宝
篋
印
塔
が
造
立
さ
れ
た
と
い
う
が
、
大
虫
の
倚
像
の
頭
部
内
刳
り
に
「
康
安
二
年
（
一
三
六

二
）
…
…
」
の
朱
書
が
あ
る
（
同
書
）
。
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
で
は
応
永
十
八
年
七
月
十
九
日
示
寂
と
あ
る
が
誤

り
だ
ろ
う
。
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
に
月
庵
の
尽
力
で
大
証
禅
師
と
勅
謚
さ
れ
た
（
15
）
。
寿
八
十
八
歳
で
あ
っ
た
（
16
）
。

玉
林
宗そ

う

璨さ
ん

　

『
岩
村
町
史
』
は
南
浦
か
ら
月
庵
に
至
る
法
系
図
を
掲
げ
、
玉
林
に
「
大
円
寺
二
世
」
と
注
記
し
て
い
る
。
玉
林
竹
二
氏
は

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
月
庵
宗
光
の
条
で
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
玉
林
が
大
円
寺
に
嗣
住
し
た
と
す
る
。
玉
林
は
筑
前

国
の
崇
福
寺
二
十
二
世
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
南
堂
宗
薫
（
十
三
世
）
よ
り
も
後
の
住
山
で
あ
る
。
崇
福
寺
は
暦
応
四
年
（
一

8



三
四
一
）
に
十
刹
の
第
三
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
玉
林
も
し
か
る
べ
き
諸
山
に
住
山
し
た
の
ち
崇
福
寺
へ
入
寺
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

玉
林
は
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
五
山
版
「
大
応
国
師
語
録
」
を
編
纂
出
版
し
た
五
人
の
内
に
、

　
　

前
崇
福
禅
寺
住
持
法
孫
比
丘
宗
璨
同
助

と
い
う
名
で
見
え
て
い
る
（
『
岩
村
町
史
』
）
。
こ
の
時
す
で
に
崇
福
寺
住
山
を
果
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
『
月
庵
和
尚
語
録
』
に
、

大
興
開
山
玉
林
和
尚
と
題
す
る
一
詩
が
み
え
る
が
、
因
幡
国
の
大
興
寺
開
山
は
同
語
録
に
よ
っ
て
心
王
と
あ
る
の
で
、
玉
林
は

伊
予
国
の
大
興
寺
で
あ
ろ
う
か
。

心し
ん

王の
う

　

こ
の
人
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
の
大
応
派
の
条
に
、
峰
翁
祖
一
の
法
嗣
と
し
て
進
叟
・
大
虫
の
次
に
大
興
心

王
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
興
は
因
幡
国
の
大
興
寺
の
こ
と
で
、
心
王
の
道
号
で
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
宝
蔵
館

『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
で
も
、
心
王
に
つ
い
て
、
因
幡
大
興
寺
の
初
祖
と
な
り
、
宗
興
寺
を
開
い
た
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

『
岩
村
町
史
』
は
心
王
性
守
と
し
て
い
る
が
、
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
で
は
定
庵
性
守
を
挙
げ
て
、
峰
翁
の
法
嗣
で
あ
る
も
の
の

別
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

松
が
岡
文
庫
の
『
月
庵
和
尚
語
録
』
上
に
、
大
興
寺
開
山
心
王
和
尚
の
十
三
回
忌
拈ね

ん

香こ
う

語の
ご

が
収
め
ら
れ
、
大
明
寺
の
月
庵
が

某
年
六
月
一
日
に
、
そ
の
十
三
回
忌
に
当
っ
て
香こ

う

語ご

を
述
べ
た
と
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
ど
こ
の
大
興
寺
か
わ
か
ら
な
い
が
、

文
を
読
み
進
む
と
、
「
一
旦
縁
を
因
州
に
契ち

ぎ

っ
て
…
…
」
と
あ
る
の
で
、
因
幡
国
の
大
興
寺
と
判
明
す
る
。
月
庵
は
康
応
元
年

（
一
三
八
九
）
に
示
寂
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
十
三
年
前
と
い
う
と
、
応
安
の
頃
（
一
三
六
八
〜
七
五
）
の
六
月
一
日
に
心
王
は
示

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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寂
し
た
と
み
ら
れ
る
。
峰
翁
の
法
嗣
な
の
で
、
大
虫
に
続
い
て
大
円
寺
へ
住
山
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

定
庵
性
守
ほ
か

　

こ
の
人
に
つ
い
て
は
妙
興
寺
二
世
に
挙
げ
ら
れ
、
伊
予
国
に
大
興
寺
を
創
建
し
た
こ
と
以
外
不
明
で
あ
る
。
同
じ
く
峰
翁
の

法
嗣
で
あ
る
的
伝
宗
冑
・
梵
才
□
俊
・
鈍
庵
□

・
雪
心
玄
可
・
本
逸
・
徳
岩
保
誉
に
つ
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
た
だ
峰

翁
示
寂
後
、
こ
れ
ら
法
嗣
た
ち
の
輪
番
制
の
よ
う
な
形
で
大
円
寺
住
持
を
継
承
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

月
庵
宗
光

　

月
庵
は
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
四
月
八
日
に
京
都
で
生
ま
れ
た
（
17
）
。
の
ち
父
母
の
出
身
地
・
美
濃
へ
帰
り
、
幼
く
し
て

岩
村
の
大
円
寺
で
峰
翁
祖
一
に
入
門
し
、
峰
翁
か
ら
宗
光
と
の
諱
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
（
17
）
。
前
述
の
よ
う
に
峰
翁
の
大
円

寺
入
寺
は
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
頃
の
こ
と
な
の
で
、
大
円
寺
で
の
入
門
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

峰
翁
は
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
、
月
庵
十
五
歳
の
時
に
、
京
都
等
持
寺
の
古
先
印
元
に
参
じ
た
の
ち
、
暦
応
四
年
（
一
三
四

一
）
南
禅
寺
の
竺
仙
梵
僊
に
師
事
し
た
。
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
竺
仙
が
鎌
倉
建
長
寺
に
住
す
る
と
、
宗
光
も
こ
れ
に
従
っ
た
。

竺
仙
の
寂
後
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
二
十
六
歳
に
な
っ
た
月
庵
は
、
大
円
寺
に
戻
っ
て
峰
翁
に
師
事
し
、
文
和
四
年
（
一
三

五
五
）
に
至
っ
て
印
可
を
得
た
と
玉
村
竹
二
氏
は
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
で
述
べ
て
い
る
。

　

延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
峰
翁
が
示
寂
す
る
や
、
常
陸
の
法
雲
寺
（
復
庵
宗
己
）
、
美
濃
大
円
寺
（
峰
翁
の
高
弟
・
玉
林
宗
璨
）
、

出
雲
雲
樹
寺
（
孤
峰
覚
明
）
、
山
城
龍
翔
寺
、
伊
予
宗
昌
寺
（
大
虫
全
岑
）
な
ど
を
遍
歴
し
、
三
十
六
歳
の
時
の
康
安
元
年
（
一
三

六
一
）
に
大
虫
か
ら
印
可
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に
至
っ
て
、
但
馬
国
黒
川
に
大だ

い

明み
よ

寺う
じ

を
開
い
た
。

10



月
庵
は
伊
予
の
最
明
寺
（
応
安
七
年
再
興
と
伝
え
る
）
、
摂
津
の
禅
昌
寺
（
永
徳
元
年
、
禅
昌
月
庵
叟
書
の
頂
相
あ
り
）
、
但
馬
円
通
寺

（
永
徳
三
年
の
頂
相
あ
り
）
な
ど
の
開
山
に
な
っ
て
い
る
。
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
に
、
大
明
寺
住
山
中
の
月
庵
は
、
山
名
時
義

主
催
の
亡
父
十
三
回
忌
法
要
で
導
師
を
つ
と
め
た
（
18
）
。
そ
の
翌
年
の
康
応
二
年
（
一
三
八
九
）
三
月
二
十
三
日
に
大
明
寺
で
示

寂
し
た
（
19
）
。

　

こ
の
生
涯
の
間
に
、
月
庵
も
大
円
寺
へ
住
山
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
年
月
を
確
定
で
き
な
い
。
『
月
庵
和
尚
語
録
』
上

に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

　
　
　

先
師
大
円
開
山
尊
像　

円
芳
首
座
請

　
　

此
地
無
二
、
両
金
俗
人
、
沽
三
升
酒
、
咦
、
用
尽
自
己
心
、
笑
彼
佗
人
口
、

　

こ
れ
は
、
大
円
寺
の
子
院
の
住
僧
で
あ
ろ
う
か
円
芳
首
座
と
い
う
人
が
、
月
庵
に
峰
翁
の
頂
相
賛
を
求
め
た
の
で
一
文
を
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
月
庵
が
大
円
寺
の
住
持
を
つ
と
め
て
い
た
も
の
と
思
う
。
十
人
ほ
ど
の
峰
翁
の
法
嗣
に
よ

る
大
円
寺
住
山
が
一
と
お
り
終
わ
っ
た
あ
と
、
月
庵
が
孫
弟
子
の
最
初
に
住
山
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
人
当
た
り
二
年
（
三
年

二
夏
）
と
し
て
、
峰
翁
示
寂
後
二
十
年
ほ
ど
後
（
永
和
四
年
、
一
三
七
八
）
が
月
庵
の
大
円
入
寺
の
目
安
に
な
る
だ
ろ
う
。

南
山
□
薫

　

筑
前
崇
福
寺
の
十
三
世
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
に
南
堂
宗
薫
が
あ
る
。
崇
福
寺
歴
代
で
あ
る
も
の
の
大
応
派
の
人
で
は
な
く
、

中
国
伝
法
の
虎
丘
派
霊
石
如
芝
の
法
嗣
で
あ
る
。
『
岩
村
町
史
』
は
こ
の
南
堂
宗
薫
に
「
大
円
住
（
祖
一
門
人
）
」
と
注
を
入
れ

て
い
る
。
寛
永
十
七
年
版
『
正
法
山
六
祖
伝
』
の
養
源
日
峰
舜
禅
師
の
条
で
は
、

　
　

（
日
峰
は
）
ま
た
無
文
を
辞
し
て
、
濃
陽
に
之ゆ

き

て
、
遠
山
大
円
寺
の
薫
南
山
に
見ま

み

ゆ
。

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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と
あ
る
。
無
文
元
選
は
遠
江
の
方
広
寺
で
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
閏
三
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
直
前
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
の
大
円
寺
住
持
は
南
山
□
薫
と
い
い
、
南
堂
宗
薫
と
相
違
す
る
。
南
山
の
法
系
は
不
詳
で
あ
る
。

宝
林
清
円

　

『
月
庵
和
尚
語
録
』
の
末
尾
に
収
録
の
行
実
は
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
八
月
に
月
庵
法
嗣
の
茂
林
興
樹
が
書
い
た
も
の

で
、
そ
れ
に
「
嗣
法
の
上
首
は
円
通
の
理
有
、
大
円
の
宝
林
」
と
あ
る
。
月
庵
第
二
の
法
嗣
宝
林
が
応
永
十
三
年
頃
大
円
寺
に

住
山
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
『
大
雲
山
誌
稿
』
に
峰
翁
下
の
法
系
図
が
見
え
、
月
庵
の
法
嗣
に
、
大
有
理
有
・
宝
林
清
円
・

禅
海
明
灯
・
宝
林
祖
印
・
大
蔭
西
堂
・
香
林
宗
簡
・
茂
林
興
樹
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
宝
林
の
と
こ
ろ
に
、

　
　

正
誤
宗
派
、
作
宝
輪
、
住
大
円
寺

と
の
注
が
あ
る
。
ま
た
宝
林
の
法
嗣
に
は
斧
山
宗
持
が
書
か
れ
て
い
る
。

進
叟
性
勝

　

『
一
宮
市
史
』
資
料
編
五
・
妙
興
寺
文
書
に
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
の
妙
興
寺
天
祥
庵
規
式
が
あ
り
、
三
十
五
人
の
僧
が
名

を
連
ね
、
花
押
が
あ
る
。
そ
の
付
箋
に
開
山
（
滅
宗
宗
興
）
の
直
弟
子
三
十
五
人
の
連
判
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
性
勝

の
名
が
あ
り
、
進
叟
性
勝
は
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
に
峰
翁
祖
一
第
一
の
法
嗣
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
峰
翁
の
法
弟
・

滅
宗
宗
興
の
法
嗣
と
み
ら
れ
る
。
性
勝
首
座
は
、
応
永
十
六
年
に
は
峰
翁
の
妙
興
寺
で
の
塔
院
で
あ
る
耕
雲
庵
主
を
つ
と
め
て

お
り
（
20
）
、
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
八
月
六
日
に
は
次
の
よ
う
な
足
利
義
持
の
公
帖
を
得
て
大
円
寺
へ
住
山
し
た
。

　
　

美
濃
国
大
円
寺
住
持
職
事
、
任
先
例
可
執
務
之
状
如
件
、
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応
永
十
七
年
八
月
六
日　
　

（
花
押
）

　
　
　
　
　

性
勝
首
座

	

（
『
一
宮
市
史
』
資
料
編
五
・
妙
興
寺
文
書
）

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
円
寺
が
す
で
に
諸
山
の
指
定
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
住
山
は
応
永
十
九
年

夏
ま
で
で
あ
ろ
う
。
西
堂
位
を
得
た
性
勝
は
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
に
鎌
倉
寿
福
寺
へ
出
世
し
た
（
21
）
。
応
永
二
十
五

年
（
一
四
一
八
）
に
は
再
び
妙
興
寺
耕
雲
庵
に
居
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
21
）
。
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
進
叟
性
勝
は
弟
子
の

た
め
に
遣
戒
を
書
き
残
し
、
同
年
五
月
九
日
に
、
田
地
一
町
一
反
を
法
嗣
の
瑞
萼
祖
慶
侍
者
に
譲
る
と
の
一
札
を
「
耕
雲
庵
主

性
勝
」
の
名
で
の
こ
し
て
い
る
（
21
）
。
そ
の
後
も
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
ま
で
妙
興
寺
文
書
に
そ
の
名
を
と
ど
め
、
同
年
八
月

三
十
日
に
示
寂
し
た
（
22
）
。

絶
照
□
晃

　

『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
に
「
心
田
播
禅
師
疏
」
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
諸
山
の
部
に
「
絶
照
晃
首
座
住
大
円
寺
」
の
疏
が

み
え
る
。
そ
の
標
題
下
の
注
に
、

　
　

嗣
鈍
庵
、
錦
屏
境
致
、
大
蔭
西
堂
昆
弟
、
虚
堂
悟
処
社
、
天
河
詩
云
、
縦
被
微
雲
掩
、
終
能
永
夜
清
之
句
云
々
、

と
あ
る
。
こ
れ
で
峰
翁
下
の
鈍
庵
□

の
法
を
嗣
い
だ
こ
と
や
、
月
庵
下
の
大
蔭
宗
松
と
共
に
修
行
し
た
こ
と
を
知
る
。
ま
た

東
大
史
料
編
纂
所
の
『
九
鼎
重
禅
師
疏
』
に
も
「
東
山
第
二
座
絶
照
光
公
住
錦
屏
山
大
円
」
の
疏
が
み
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
は

嗣
法
な
ど
の
こ
と
は
読
み
と
れ
な
い
。
『
中
世
前
期
の
美
濃
国
に
於
け
る
禅
宗
の
発
展
』
（
以
下
玉
村
論
考
）
で
は
、
『
心
田
播
禅

師
疏
』
の
ほ
か
瑞
巖
龍
惺
の
『
蝉
闇
外
集
』
の
疏
の
部
の
「
同
門
」
の
項
に
「
絶
照
住
大
円
」
の
同
門
疏
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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無
言

　

『
玉
村
論
考
』
の
大
円
寺
の
条
で
無
言
宗

の
注
一
七
五
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

瑞
巖
龍
惺
の
「
蝉
闇
外
集
」
の
疏
の
部
の
「
諸
山
」
の
項
に
「
無
言
住
大
円
」
の
諸
山
疏
が
見
え
る
。
無
言
と
は
、
恐
ら

く
大
徳
寺
第
二
十
四
世
の
無
言
宗

で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
は
河
内
金
剛
寺
の
日
山
の
法
嗣
で
、
河
内
の
如
意
山
禅
福
寺

（
一
に
善
福
寺
）
に
住
し
た
人
。
日
山
は
宗
峰
妙
超
の
直
弟
子
で
あ
り
、
大
徳
派
下
と
し
て
は
傍
流
に
属
す
る
異
色
の
人
で
、

五
山
派
に
接
近
し
た
人
と
し
て
、
五
山
派
の
寺
院
へ
の
出
住
を
遂
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
大
円
寺
に
は
、

同
じ
大
応
派
下
以
外
の
人
も
入
住
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

中
怡
西
堂

　

こ
の
人
は
、
『
大
日
本
古
記
録
』
の
「
建
内
記
」
五
に
、

　
　

 

（
嘉
吉
三
年
五
月
）

　
　

六
日
庚
申
、
天
晴
、
…
…
、

　
　

大
円
寺
中
怡
西
堂
入
来
、
同
香
厳
院
并
鹿
苑
院
便
路
云
々
、

と
あ
る
。
そ
し
て
中
怡
西
堂
に
（
悦
林
）
と
の
注
が
付
し
て
あ
る
。
編
者
は
中
怡
西
堂
を
夢
窓
派
の
人
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
大
円
寺
歴
代
が
ほ
と
ん
ど
大
応
派
の
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
事
実
な
ら
八
方
住
持
制
に
よ
っ
て
の
入
寺
で
あ
っ
た

の
か
、
他
の
史
料
の
出
現
を
待
つ
以
外
に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
夢
窓
派
下
の
悦
林
に
至
る
法
系
図
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　

夢
窓
疎
石

青
山
茲
永

柏
庭
清
祖

悦
林
中
怡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
田
清
播
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宗
才
首
座

　

『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
三
月
二
十
日
の
条
に
、

　
　

濃
州
大
円
寺
宗
才
首
座
、
遠
州
安
国
寺
光
虔
首
座
、
公
文
御
判
被
遊
也
、

と
あ
り
、
宗
才
首
座
の
住
持
就
任
が
わ
か
る
。
こ
の
五
年
前
の
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
三
月
は
大
暁
禅
師
峰
翁
の
百
年
忌
に

当
り
、
こ
れ
に
景
南
英
文
が
和
し
て
い
る
。
豊
橋
市
の
太
平
寺
蔵
『
雪
叟
詩
集
』
に
、

　
　
　

大
暁
百
年
忌

　
　

虚
堂
托
出
大
円
鑑
、
仏
現
祖
来
捴
是
塵
、
照
見
道
人
真
面
目
、
遠
山
無
限
碧
鱗
皴

し
ゅ
ん

、
景
南

と
あ
る
。
景
南
は
聖
一
派
の
人
で
享
徳
三
年
（
一
三
五
四
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
（
23
）
、
数
年
早
め
て
百
年
忌
法
要
が
行
わ

れ
た
ら
し
い
。

了
室
宗
縁

　

『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
五
月
二
十
九
日
条
に
、

　
　

美
濃
国
大
円
寺
宗
縁
首
座
、
（
中
略
）
公
文
御
判
被
遊
也
、

と
あ
る
。
宗
才
が
三
年
の
任
期
を
終
え
、
了
室
に
交
替
し
た
ら
し
い
。
了
縁
は
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
生
ま
れ
の
五
十

一
歳
で
の
入
寺
で
あ
っ
た
（
逆
算
に
よ
る
）
。

　

そ
の
後
了
縁
は
大
円
寺
の
孫ま

ご

末ま
つ

（
大
明
寺
の
末
寺
）
に
当
る
各
務
原
市
鵜
沼
の
大
安
寺
へ
も
歴
住
し
た
ら
し
く
、
延
徳
二
年

に
は
大
安
寺
の
子
院
慈
徳
（
院
か
）
に
居
た
（
24
）
。
延
徳
二
年
夏
に
京
都
か
ら
自
院
へ
戻
り
、
す
ぐ
ま
た
秋
に
上
洛
す
る
と
い
う

の
で
、
大
安
寺
の
諸
徒
が
寺
内
の
子
院
ら
し
い
蔵
春
軒
に
集
っ
て
祖
筳
の
会え

を
設
け
た
（
24
）
。
そ
こ
へ
万
里
集
九
も
招
か
れ
て
、

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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一
偈
を
上
呈
し
た
。
そ
の
注
に
、
了
室
は
七
十
七
歳
で
あ
る
と
万
里
が
書
い
て
い
る
（
24
）
。

竺
華

　

『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
に
、
「
前
住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」
が
み
え
、
竺
華
は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
二
月
の
末
に
、
三
日

間
床
に
伏
し
て
翌
正
月
一
日
に
大
円
寺
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
竺
華
は
こ
れ
よ
り
前
の
文
明
年

間
頃
に
は
大
円
寺
住
持
を
つ
と
め
た
人
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
五
山
派
と
し
て
の
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
兵
火
で
全
焼
し
、

妙
心
寺
派
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
中
興
・
妙
心
寺
派
時
代

明
叔
慶
浚

　

明
叔
は
、
飛
騨
国
益
田
郡
の
人
で
三
木
直
頼
の
兄
と
い
わ
れ
て
い
る
（
25
）
。
し
か
し
、
下
呂
市
中
呂
の
禅
昌
寺
蔵
『
明
叔
慶

浚
等
諸
僧
法
語
附
録
』
（
以
下
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
と
略
称
す
る
）
の
三
木
良
頼
幼
子
・
岩
鶴
公
に
つ
い
て
の
明
叔
の
一
文
の
は

じ
め
に
、
「
余
の
外
戚
藤
原
氏
三
木
良
頼
翁
」
と
あ
っ
て
、
兄
で
も
良
頼
の
妻
の
兄
で
、
義
兄
に
当
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
俗
姓
や
生
年
は
不
詳
で
あ
る
。

　

明
叔
は
若
く
し
て
妙
心
寺
派
の
龍
泉
派
景
堂
玄
訥
に
師
事
し
た
ら
し
く
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
の
龍
安
寺
西
源
院
の

敷
地
定
書
に
、
妙
心
寺
当
住
玄
訥
と
共
に
、
「
侍
衣
慶
浚
」
の
名
で
署
名
し
て
い
る
（
26
）
。
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
大
永
八
年
（
一

五
二
八
）
四
月
に
は
妙
心
寺
へ
入
寺
し
た
（
27
）
。
建
仁
寺
の
月
舟
寿
桂
に
よ
る
同
門
疏
（
27
）
に
、
「
前
第
一
座
明
叔
法
兄
禅
師
」
と
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あ
っ
て
初
住
と
判
明
す
る
。
月
舟
の
同
門
疏
は
『
続
群
書
類
従
』
十
三
上
「
幻
雲
稿
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
年
月
を
欠

く
。
た
だ
、
末
尾
に
、

　
　

公
嗣
大
心
院
主
景
堂
訥
、
頃
居
岐
陽
、
妙
心
号
正
法
山
、
院
曰
拈
華
、
祖
塔
曰
洋
嶼
、

と
あ
る
。
ま
た
、
愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
に
は
、
「
明
叔
和
尚
正
法
山
妙
心
禅
寺
入
寺
法
語
」
が
あ
り
、
標
題
下
に
、

　
　

享
禄
二
夷
則
十
二
日
、
於
愚
渓
寺
開
堂
、
此
時
山
門
境
盤
石
、
始
而
壘
焉
、

と
い
う
注
記
が
み
え
る
。
明
叔
は
大
永
八
年
に
妙
心
寺
住
持
職
の
綸
命
を
拝
し
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
都
合
で
入
寺
式
が
遅
れ
、

一
年
三
ヶ
月
ほ
ど
後
の
こ
の
時
、
妙
心
寺
で
の
奉
勅
入
寺
式
で
は
な
く
、
愚
渓
寺
で
居い

成な

り
の
儀
式
臨
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
同

時
に
ま
た
愚
渓
庵
の
復
興
も
成
り
、
愚
渓
寺
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
じ
く
新
建
成
っ
た
八
百
津
町
の
正
宗
寺
で
は
、
明
叔
の
師
・
景
堂
が
、
享
禄
三
年
の
歳
旦
に
当
り
偈
を
唱
え
た
の
に
、
明

叔
も
和
韻
を
し
た
（
28
）
。
こ
の
年
十
月
頃
、
明
叔
は
三
木
氏
に
招
か
れ
て
南
飛
の
龍
源
山
興
聖
寺
へ
移
り
、
こ
れ
を
賀
し
て
景

堂
が
河
北
（
木
曽
川
の
北
側
）
の
正
宗
寺
か
ら
手
紙
を
出
し
た
の
に
、
明
叔
が
答
礼
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
（
28
）
。
明
叔
は
享
禄

四
年
に
は
愚
渓
寺
へ
戻
り
（
28
）
、
同
年
十
月
、
南
飛
中
呂
の
円
通
寺
へ
住
山
し
た
（
28
）
。
住
山
は
三
年
に
及
ん
だ
か
ど
う
か
確
認

出
来
な
い
。
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
六
月
、
明
叔
は
大
円
寺
へ
入
寺
し
た
。
入
寺
の
法
語
が
愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
に
み
え

る
。
法
語
で
は
、
前
住
妙
心
現
居
正
宗
の
景
堂
の
法
を
嗣
い
だ
明
叔
が
、
大
檀
越
藤と

う

の
景か

げ

前さ
き

公
の
支
援
に
よ
っ
て
入
寺
し
た
こ

と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
内
閣
文
庫
本
『
明
叔
録
』
で
は
、
天
文
三
年
六
月
中
旬
に
明
叔
が
大
円
寺
へ
入
寺
し
、
ゆ
え
あ
っ
て

十
日
余
り
で
弟
子
の
悦
崗
に
後
事
を
託た

く

し
て
愚
渓
寺
へ
帰
っ
た
と
い
う
。
大
円
寺
住
山
中
に
明
叔
は
瑞

蔵
主
に
香
長
（
29
）
、

宗
羊
上
司
に
仙
甫
（
30
）
と
の
道
号
を
与
え
た
。

　

そ
の
後
、
明
叔
は
大
円
寺
（
天
文
五
年
）
、
南
飛
の
禅
昌
寺
（
天
文
六
年
）
、
大
円
寺
（
天
文
六
年
冬
〜
七
年
秋
）
、
禅
昌
寺
（
天
文

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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七
年
秋
〜
八
年
春
）
、
大
円
寺
（
天
文
八
年
夏
〜
秋
）
、
愚
渓
寺
（
天
文
八
年
）
、
禅
昌
寺
（
天
文
九
年
）
、
大
円
寺
（
天
文
十
年
）
と
、

三
ヶ
寺
を
兼
務
往
来
し
て
い
た
。

　

天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
四
月
に
至
っ
て
、
明
叔
は
駿
河
の
今
川
義
元
に
招
か
れ
て
、
駿
府
の
臨
済
寺
へ
入
っ
た
（
31
）
。
そ
し

て
同
年
秋
に
明
叔
は
甲
州
河
内
に
至
り
、
領
主
穴
山
信
友
の
す
す
め
で
天
輪
寺
に
数
日
留
ま
っ
た
。
そ
し
て
信
友
に
法
諱
・
剣

江
義
鉄
を
付
与
し
、
「
剣
江
」
の
道
号
頌
を
書
い
て
い
る
（
32
）
。
明
叔
は
こ
の
時
甲
州
恵
林
寺
へ
入
寺
す
る
途
次
で
の
こ
と
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
住
山
を
終
え
た
明
叔
は
、
天
文
十
一
年
三
月
に
再
び
臨
済
寺
に
至
り
、
今
川
氏
輝
（
臨
済
寺
殿
用
山
玄
公
）
の

七
周
忌
法
要
で
副
導
師
を
つ
と
め
た
（
33
）
。
こ
の
法
要
を
終
え
て
明
叔
は
大
円
寺
へ
戻
っ
た
ら
し
く
、
つ
い
で
同
年
十
二
月
に

犬
山
の
瑞
泉
寺
へ
一
年
間
の
輪
番
住
山
を
し
た
。
住
山
中
の
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
五
月
に
、
訢き

ん

輝き

所
撰
の
清じ

ん

規ぎ

の
講
義

を
瑞
泉
寺
で
行
っ
た
。
こ
れ
を
毎
回
聴
講
し
た
泰
秀
宗
韓
は
、
二
十
年
前
に
妙
心
寺
で
親
し
く
交
際
し
た
こ
と
を
思
い
、
明
叔

に
一
偈
を
上
呈
し
た
（
34
）
。
同
年
秋
に
瑞
泉
寺
を
退
い
た
明
叔
は
、
以
後
大
円
寺
に
長
養
し
た
。
天
文
十
八
年
に
は
病
を
得
て
、

同
年
八
月
中
旬
か
ら
九
月
末
ま
で
下
呂
の
湯
之
島
で
湯
治
を
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
七
・
八
日
間
は
近
く
の
禅
昌
寺
に
泊
っ
た
。

法
嗣
で
禅
昌
寺
開
山
と
な
っ
た
杲
天
恵
紹
の
七
周
忌
（
天
文
十
八
年
九
月
二
十
九
日
正
当
）
を
目
前
に
し
て
、
急
用
の
た
め
明
叔

は
美
濃
へ
帰
っ
た
。
帰
る
に
当
り
、
禅
昌
寺
後
住
の
仁
谷
（
明
叔
の
法
嗣
）
に
一
緡び

ん

と
一
偈
を
贈
っ
た
（
35
）
。
養
生
し
つ
つ
大
円

寺
で
活
動
し
て
い
た
明
叔
は
、
つ
い
に
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
八
月
七
日
に
示
寂
し
た
。

希
庵
玄
密

　

大
円
寺
中
興
二
世
と
な
っ
た
の
は
、
明
叔
の
法
嗣
の
希
庵
玄
密
で
あ
る
。
希
庵
は
京
都
の
人
と
い
い
、
夢
窓
派
下
の
月
谷
光

岫
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
月
谷
の
法
兄
弟
で
あ
る
雪
嶺
永
瑾
に
師
事
し
た
。
月
谷
・
雪
嶺
と
も
に
美
濃
の
安
国
寺
へ
住
山
し
て
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い
る
の
で
、
希
庵
も
美
濃
へ
来
て
明
叔
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
希
庵
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
六
十

三
歳
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
（
36
）
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

　

雪
嶺
が
示
寂
し
た
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
以
後
に
明
叔
の
も
と
に
移
籍
し
た
の
で
は
な
く
、
希
庵
は
そ
れ
よ
り
も
相
当
前

に
明
叔
の
も
と
で
修
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
希
庵
が
明
叔
か
ら
自
賛
頂
相
を
も
ら
っ
た
の
は
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
二
月

の
こ
と
で
（
愚
渓
寺
所
蔵
）
、
こ
の
頃
に
明
叔
の
法
嗣
と
認
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

明
叔
か
ら
嗣
法
し
た
の
は
、
杲
天
恵
紹
・
悦
崗
宗
怡
・
希
庵
玄
密
・
仁
谷
宗
腆
の
順
と
思
わ
れ
、
杲
天
は
天
文
二
年
に
南
飛

萩
原
の
禅
昌
寺
開
山
と
な
っ
て
法
灯
を
守
り
、
天
文
十
二
年
九
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
た
。
そ
の
後
住
は
仁
谷
が
つ
と
め
て
い

る
。
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
に
明
叔
が
亡
く
な
っ
た
時
、
悦
崗
は
三
木
氏
に
招
か
れ
て
興
聖
寺
に
住
山
中
で
、
希
庵
が

大
円
寺
を
看
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
天
文
二
十
一
年
冬
に
大
円
寺
で
入
寺
式
を
済
ま
せ
た
希
庵
（
38
）
は
、
翌
年
八
月
七
日

に
明
叔
の
一
周
忌
法
要
を
行
っ
た
。
版
本
の
『
頌
文
雑
句
』
五 

六
十
丁
に
、

　
　

肝
膓
狼
毒
舌
龍
泉
、
罵
倒
諸
方
社
撰
禅
、
贏
得
無

（
マ
マ
）

　
　

風
清
月
白
法
堂
前
、

と
の
偈
が
見
え
、
玄
怡
（
悦
崗
宗
怡
か
）
ら
の
二
十
四
句
ほ
ど
の
和
韻
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
雪
叟
詩
集
』
で
は
こ
の
明
叔
の

偈
を
悦
崗
作
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
引
き
続
い
て
天
文
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日
に
大
円
寺
開
山
大
暁
禅
師
（
峰
翁
祖
一
）
の
二
百
年
忌

を
と
り
行
っ
た
。
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
三
月
と
言
わ
れ
る
示
寂
か
ら
数
え
て
、
正
当
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
三
月
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
四
年
早
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
39
）
。
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
六
月
、
南
飛
の
雄
族
・
三み

つ

木き

大
和
守
直

頼
が
亡
く
な
り
、
希
庵
も
一
偈
を
さ
さ
げ
た
（
40
）
。
こ
の
年
冬
、
希
庵
は
北
伊
勢
桑
名
の
自
坊
・
隣
松
院
か
ら
妙
心
寺
へ
出
世

し
た
（
41
）
。
隣
松
院
は
景
川
宗
隆
の
法
嗣
春
江
紹
蓓
を
開
山
と
す
る
寺
で
（
42
）
、
桑
名
城
下
に
在
り
、
希
庵
が
住
山
し
て
か
ら
弘

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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治
二
年
（
一
五
五
六
）
で
十
五
年
を
経
た
と
い
う
（
43
）
。
中
世
末
に
か
廃
寺
と
な
り
、

桑
名
の
地
誌
類
・
市
史
等
に
も
全
く
登
場
し
な
い
。

　

妙
心
寺
出
世
後
の
希
庵
は
、
大
円
寺
に
留
る
こ
と
が
多
く
、
弘
治
二
年
（
一
五
五

六
）
一
月
下
旬
に
は
、
大
円
寺
に
武
田
晴
信
（
信
玄
）
の
制
札
を
掲
げ
て
も
ら
っ

た
（
43
）
。

　

弘
治
三
年
夏
、
希
庵
は
請
わ
れ
て
、
亀
年
の
引
退
を
う
け
て
妙
心
寺
へ
再
住
し

た
（
44

）
。
再
住
の
定
め
に
よ
っ
て
、
希
庵
は
妙
心
寺
に
実
住
し
た
。
そ
し
て
引
き
続

い
て
か
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
七
月
に
は
三
住
中
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
45
）
。

つ
づ
い
て
四
住
・
五
住
を
つ
と
め
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
春
ま
で
の
五
ヶ
年
ほ

ど
を
妙
心
寺
で
過
ご
し
た
希
庵
は
、
隣
松
院
へ
戻
っ
た
。
そ
し
て
希
庵
に
替
わ
っ
て

大
円
寺
へ
住
山
し
て
い
た
悦
崗
の
あ
と
を
う
け
て
大
円
寺
へ
移
っ
て
い
た
が
、
永
禄
六
年
十
二
月
に
至
っ
て
、
武
田
信
玄
か
ら

恵
林
寺
入
寺
の
招
請
状
が
来
た
。
希
庵
は
、
高
齢
で
も
あ
り
（
六
十
三
歳
）
、
翌
年
暖
く
な
っ
た
ら
必
ず
恵
林
寺
へ
入
る
こ
と
を

信
玄
に
報
じ
た
（
46
）
。
入
寺
の
際
の
「
甲
州
乾
徳
山
恵
林
禅
寺
入
寺
法
語
」
が
、
東
大
『
快
川
希
庵
等
語
録
』
や
『
異
本
葛
藤

集
』
に
見
え
る
。

　

希
庵
は
永
禄
七
年
十
月
頃
に
は
大
円
寺
へ
戻
り
、
代
っ
て
快
川
紹
喜
が
恵
林
寺
へ
再
住
し
た
。
希
庵
は
大
円
寺
で
長
養
し
つ

つ
、
隣
松
院
に
も
時
折
訪
れ
て
い
る
（
47
）
。
七
十
四
歳
を
迎
え
た
最
晩
年
の
希
庵
は
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
一
月
に
、
伊

勢
へ
と
旅
立
っ
た
。
岩
村
城
は
、
弘
治
元
年
以
来
武
田
信
玄
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
信
長
輩
下
の
河
尻
秀
隆
ら
が
こ
の
年
十

月
に
占
領
し
て
し
ま
っ
た
。
激
怒
し
た
信
玄
は
奪
回
を
秋
山
伯
耆
守
ら
に
命
じ
た
。
守
将
の
織
田
信
広
（
信
長
の
庶
兄
）
が
弱

希庵殺害の場所（恵那市飯羽間）
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腰
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
十
一
月
十
四
日
頃
、
城
は
簡
単
に
落
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
信
玄
は
希
庵
を
恵
林
寺
に
招
い

た
と
い
う
。
希
庵
は
こ
れ
を
き
ら
い
、
十
一
月
二
十
六
日
に
僧
二
人
を
伴
っ
て
伊
勢
へ
と
出
発
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
武
田
兵

は
、
一
里
も
行
か
な
い
う
ち
に
追
い
つ
き
、
三
名
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
（
48
）
。
そ
の
場
所
は
希
庵
橋
と
い
い
、
遺
体
は
村
人
に

よ
っ
て
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
山
の
中
腹
に
葬
ら
れ
た
。
今
で
も
希
庵
塚
と
称
し
て
飯い

い

羽ば

間ま

の
人
々
が
管
理
し
て
い
る
。
事

件
が
起
き
た
時
、
快
川
は
次
の
よ
う
に
飯
田
市
の
開
善
寺
・
速
伝
宗
販
に
申
し
送
っ
て
い
る
。

　
　

謹
ん
で
啓
上
す
る
。
大
円
寺
希
庵
和
尚
は
、
勢
州
発は

つ

軫し
ん

途
中
賊
難
の
旨
、
去
る
九
日
に
彷
彿
と
し
て
こ
れ
を
聞
く
に
、
驚

愕
に
堪
え
ず
。
飛
脚
を
も
っ
て
承
る
べ
き
と
こ
ろ
、
十
日
午う

ま

の
時
、
天
輪
寺
よ
り
御
遷
化
の
改
具
は
一
書
を
も
っ
て
告
報

あ
り
。
寔
に
宗
門
滅
却
は
こ
の
時
に
在
り
。
言
端
語
端
を
絶
や
せ
り
。
あ
あ
あ
あ
、
御
心
底
推
し
て
こ
れ
を
察
せ
り
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
長
禅
寺
と
円
光
院
と
談
合
せ
し
め
、
大
円
寺
の
義
は
、
異
義
な
く
法
嗣
の
諸
和
尚
が
住
院
あ
る
の
様よ

う

、
太

守
（
信
玄
）
の
檀
命
を
得
ら
れ
、
偏

ひ
と
え

に
外
護
を
頼
み
奉
る
由
、
穴
山
金
吾
連
署
を
も
っ
て
啓
達
せ
り
。
こ
の
旨
、
貴
寺
よ

り
慥

た
し
か

に
大
円
寺
へ
仰
せ
達
せ
ら
る
べ
し
。
定
め
て
陣じ

ん

下か

よ
り
直
に
判
形
を
も
っ
て
仰
せ
つ
け
ら
る
べ
し
。
も
し
ま
た
こ
の

方
の
返
書
の
次
に
、
仰
せ
越
さ
せ
る
に
お
い
て
は
、
こ
こ
よ
り
進
献
す
べ
し
。
恐
惶
敬
白
。

　
　
　

臘
（
十
二
）月

十
二
日　
　
　

紹
喜　

快
川
也

　
　
　

進
上
開
善
寺　

侍
衣
閣
下

　

快
川
は
こ
の
よ
う
に
、
大
円
寺
の
相
続
も
信
玄
に
頼
ん
だ
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
が
、
結
局
大
円
寺
の
再
興
は
叶

わ
な
か
っ
た
。
秋
山
伯
耆
守
に
よ
っ
て
焼
か
れ
、
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
（
49
）
。

　

こ
の
た
め
、
希
庵
の
自
賛
頂
相
は
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
も
の
が
下
呂
市
金
山
の
玉
龍
寺
に
あ
る
。
記
録
で
は
、

『
葛
藤
集
』
一
五
一
丁
に
、
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金
襴
黒
竹
紫
袈
裟
、
伝
受
還
佗
老
克
家
、
真
相
元
来
是
無
相
、
儼
然
面
目
趙
昌
花
、

　
　
　

希
庵
和
尚
肖
像
自
賛

と
あ
る
の
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

五
、
大
円
寺
の
伽
藍
等

山
号
に
つ
い
て

　

大
円
寺
は
山
号
を
明
覚
山
と
称
し
た
こ
と
は
一
般
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
『
心
田
播
禅
師
疏
』
の
諸
山

の
部
に
「
絶
照
晃
首
座
住
大
円
寺
」
疏
が
あ
り
、
標
題
下
の
注
に
、

　
　

嗣
鈍
庵
、
錦
屏
境
致
、
大
蔭
西
堂
昆
弟
、
…
…
、

と
あ
り
、
『
九
鼎
重
禅
師
疏
』
に
も
「
東
山
第
二
座
絶
照
光
公
住
錦
屏
山
大
円
」
と
の
標
題
が
あ
っ
て
、
こ
の
頃
の
大
円
寺
の

山
号
は
明
覚
山
で
は
な
く
て
錦
屏
山
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
峰
翁
和
尚
語
録
』
に
、
月
庵
宗
光
編
「
濃
州
明
覚
山
大
円

禅
寺
語
録
」
が
み
え
、
開
創
当
初
は
明
覚
山
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
途
中
の
一
時
期
に
錦
屏
を
山
号
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

伽
藍
に
つ
い
て

　

大
円
寺
跡
に
つ
い
て
は
、
発
掘
も
一
部
な
さ
れ
て
井
戸
跡
な
ど
も
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
伽
藍
配
置
を
確
認
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
愛
知
県
犬
山
市
の
徳
授
寺
に
あ
る
本
尊
は
、
木
造
玉
眼
の
聖
観
音
菩
薩
坐
像
で
、
湛

22



慶
の
作
と
伝
え
、
「
濃
州
岩
村
大
渕
寺
山
門
の
本
尊
」
と
の
伝
承
が
あ
る
。
大
渕
寺
は
大
円
寺
の
誤
伝
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
門

に
仁
王
像
以
外
の
仏
像
を
安
置
す
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
も
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
を
有
し
て
い
る
。

十
境

　

愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
の
天
文
三
年
六
月
の
明
叔
に
よ
る
「
明
覚
山
大
円
禅
寺
入
寺
法
語
」
の
末
尾
に
、

　
　

無
門
関
、
十
境
ノ
一
也
、

と
あ
る
。
ま
た
『
葛
藤
集
』
一
一
丁
に
、

　
　

大
吉
書
来
新
歳
経
、
一
香
三
復
祝
朝
廷
、
豁
開
衆
宝
蔵
厳
城
、
山
自
水
晶
峰
錦
屏
、

　
　
　

遠
山
大
円
寺
十
境
内
、
有
水
晶
山
・
錦
屏
峰
、

と
あ
り
、
水
晶
山
や
錦
屏
峰
も
十
境
の
内
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
じ
『
葛
藤
集
』
一
二
丁
に
も
、

　
　

聖
代
祇
今
逢
太
平
、
一
香
祝
望
帝
王
城
、
新
年
便
作
万
年
計
、
花
自
長
松
嶺
上
栄
、

　
　
　

長
松
嶺
者
、
大
円
十
境
其
一
也
、　
　

希

と
あ
り
、
長
松
嶺
が
十
境
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
あ
と
塔
頭
・
栽
松
庵
の
と
こ
ろ
で
紹
介
す
る
龍
門
関

を
あ
わ
せ
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
六
つ
を
知
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
『
雪
叟
詩
集
』
一
八
丁
に
、

　
　
　

遠
山
截
流
橋
頌

　
　

不
進
鍑
兮
不
題
柱
、
往
来
人
具
截
流
機
、
希
庵

と
い
う
一
文
が
み
え
、
『
乙お

つ

津し
ん

寺じ

歴
代
偈
頌
』
に
は
、

　
　
　

通
天
橋　

希
庵
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柴
霓
横
空
紋
彩
霞
、
紅
蜆
截
流
跨
洪
波
、
一
条
活
路
須
弥
頂
、
日
月
還
従
脚
下
過
、

と
あ
る
。
大
円
寺
門
前
を
流
れ
る
川
に
架
か
る
截
流
橋
に
つ
い
て
、
希
庵
が
通
天
橋
と
名
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
塔　
　

頭

大
聖
院

　

『
岩
村
町
史
』
は
、
海
蔵
寺
文
書
に
よ
る
と
し
て
、
峰
翁
が
崇
福
寺
内
に
大
聖
庵
を
開
基
し
た
と
す
る
。
大
円
寺
に
は
大
聖

院
ま
た
は
大
聖
軒
が
在
っ
た
。
内
閣
文
庫
本
お
よ
び
愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
に
文
叔
古
公
首
座
禅
師
予
修
下
火
法
語
が
あ
り
、

文
中
で
、
大
聖
軒
宰
の
文
叔
古
公
座
元
が
罹
病
し
た
の
で
葬
儀
を
予
修
す
る
と
い
い
、
導
師
を
明
叔
が
つ
と
め
た
と
あ
る
。
享

禄
五
年
（
一
五
三
二
）
八
月
の
こ
と
で
、
明
叔
は
ま
だ
大
円
寺
に
入
寺
す
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
叔
の
あ
と
は
桂
天
が
院

主
を
つ
と
め
た
ら
し
く
、
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
、

　
　

昌
々
嫩
桂
蓋
乾
坤
、
識
得
西
来
直
下
孫
、
八
十
趙
州
行
脚
事
、
倒
騎
仏
殿
出
山
門
、

　
　
　

大
聖
院
主
宰
桂
天
堅
昌
蔵
主　
　

同
（
明
叔
）

と
あ
る
。
ま
た
、
前
大
聖
院
の
文
叔
座
元
七
周
忌
法
要
を
天
文
七
年
八
月
十
七
日
に
紹
得
外
史
が
催
し
、
明
叔
が
導
師
を
つ
と

め
た
よ
う
で
あ
る
（
50
）
。

栽
松
庵

　

愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
の
天
文
三
年
六
月
、
明
叔
に
よ
る
「
明
覚
山
大
円
禅
寺
入
寺
法
語
」
の
末
尾
に
、
明
叔
が
峰
翁
祖
塔
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の
前
で
諷
経
し
、
一
偈
を
述
べ
た
と
あ
る
。
そ
の
次
に
、

　

龍
門
関
、
十
境
ノ
一
也
、
栽
松
庵
、
開
山
隠
者
ノ
場
也
、

と
あ
り
、
開
山
塔
院
・
大
聖
院
と
は
別
に
峰
翁
の
隠
居
し
て
い
た
建
物
を
栽
松
庵
と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。

綱
宗
院

　

『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
の
「
前
住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」
に
よ
れ
ば
、
明
応
十
年
（
一
五
〇
一
）
正
月
一
日
に
大
円
寺
で
亡
く

な
っ
た
竺
華
を
弔
う
た
め
、
万
里
集
九
が
二
月
十
九
日
の
大
円
寺
綱
宗
院
で
の
四
十
九
日
忌
法
要
に
出
席
し
た
。

正
法

　

『
葛
藤
集
』
に
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
明
叔
が
明
覚
山
正
法
主
宰
の
宗
羊
上
司
に
仙
甫
と
の
道
号
を
授
け
た
一
文
が
あ

る
（
30

）
。
ま
た
、
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
久
嶽
禅
定
門
悼
偈
が
み
え
、
正
法
主
宰
の
某
僧
の
た
め
に
悦
崗
宗
怡
が
唱
え
た
ら

し
い
。
排
列
か
ら
見
る
と
こ
れ
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
頃
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

倚い
し
よ
う
け
ん

松
軒

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
と
推
定
さ
れ
る
十
二
月
十
三
日
、
瑞
泉
寺
当
住
中
の
岐
秀
と
推
定
さ
れ
る
人
が
大
円
寺
へ
あ
て
た

手
紙
に
、
「
倚
松
主
盟
へ
も
手
紙
を
出
し
た
い
が
、
多
忙
ゆ
え
に
あ
な
た
か
ら
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
言
い
、
悦
崗
宗
怡
の
瑞
泉

寺
あ
て
十
二
月
十
九
日
付
け
の
返
書
が
み
え
る
（
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
）
。
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永
七
下
文
」

次
郎

修
理
亮

左
衛
門
尉

法
名
保
勝

安
芸
寺

弥
次
郎

八
郎

安
芸
守

左
馬
助

律
師

右
京
亮

又
五
郎

五
郎

九
郎

六
郎

又
次
郎

弥
五
郎

式
部
少
輔

与
一

孫
七

与
次

太
郎

六
郎
太
郎

彦
七

駿
河
守

右
馬
助

新
次
郎

伊
豆
守

〔
以
下
筆
者
補
足
〕

長
享
二

左
衛
門
尉

永
正
八
下
文

右
京
亮

左
京
進

康
正
元
下
文

彦
太
郎

加
藤
七

彦
次
郎

大
蔵
充

大
和
守

大
夫
判
官

加
藤
遠
山
系
図
蓬
左
文
庫
所
蔵
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景
朝　
　

景
村　
　
　

景
守　
　
　
　
　

景
国　
　

景
勝　
　
　
　
　
　
　

景
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
濃
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
五
郎　
　

景
久

　
　
　
　

景
重　
　
　

景
長　
　
　
　
　

朝
廉　
　

景
忠　
　
　
　
　
　
　

景
房　
　

景
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
宗　
　
　
　
　
　
　

景
俊　
　

頼
景　
　
（
景
基　
　

景
次　
　

景
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
朝　
　
　
　
　
　
　

景
秋　
　

景
冬　
　
　
　

左
衛
門　
　

景
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
基　
　

重
朝　
　
　

景
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
郎
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
綱　
　

景
純　
　

景
盛　
　

景
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豪
運　
　

景
賢　
　

景
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
継　
　

景
実　
　

経
景　
　

景
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
藤　
　

益
景　
　
　
　
　
　

景
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
行　
　

景
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
包　
　

景
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
豪　
　

豪
運

　
　
　
　

景
員　
　

景
資　
　
　
　
　

景
茂　
　

景
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
明　
　
　
　
　
　
　
　

景
秀　
　

景
興　
　

景
重　
　

持
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
光　
　
　
　
　
　
　
　

景
義

　
　
　
　
　
　
　
　

景
賢　
　
　
　
　

景
経　
　

景
高　
　
　
　
　
　
　
　

景
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
定

大
蔵
少
輔

左
衛
門
尉

号
遠
山

太
郎

右
衛
門
尉

右
衛
門
太
郎

三
郎
兵
衛
尉

少
輔
六
郎

岩
村

左
衛
門
尉

大
和
守

右
衛
門
尉

左
兵
衛
尉

左
衛
門
尉

大
和
守

安
木

三
郎
左
衛
門
尉

式
部

又
太
郎

左
衛
門
太
郎

新
三
郎

馬
籠

太
郎

六
郎
次
郎

山
城
守

神
野

宮
内
少
輔

六
郎

飯
間

太
郎
左
衛
門
尉

大
蔵
少
輔

孫
太
郎
左
衛
門
尉

法
名
上
円

加
藤
次

法
名
覚
心

法
名
宗
心

加
藤
孫
次
郎

三
郎

少
輔
律
師

六
郎

彦
六

建
武
二
年

十
二
月
二
日

於
遠
江
国

鷺
坂
打
死

小
次
郎

十
郎

左
近
蔵
人

駿
河
守

法
名
円
頭

「
櫛
原

応
永
七
下
文
」

次
郎

修
理
亮

左
衛
門
尉

法
名
保
勝

安
芸
寺

弥
次
郎

八
郎

安
芸
守

左
馬
助

律
師

右
京
亮

又
五
郎

五
郎

九
郎

六
郎

又
次
郎

弥
五
郎

式
部
少
輔

与
一

孫
七

与
次

太
郎

六
郎
太
郎

彦
七

駿
河
守

右
馬
助

新
次
郎

伊
豆
守

〔
以
下
筆
者
補
足
〕

長
享
二

左
衛
門
尉

永
正
八
下
文

右
京
亮

左
京
進

康
正
元
下
文

彦
太
郎

加
藤
七

彦
次
郎

大
蔵
充

大
和
守

大
夫
判
官

加
藤
遠
山
系
図
蓬
左
文
庫
所
蔵
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七
、
大
円
寺
雑
感

　

大
円
寺
の
興
亡
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
っ
て
取
組
ん
だ
が
、
甚
だ
粗
雑
な
論
考
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
円
寺
が
岩
村
の
地
で
輝
い
た
二
百
年
間
の
歴
代
住
職
も
、
伽
藍
の
状
況
に
つ
い
て
も
史
料
不
足
の
壁
の
前
に
は
何
と
も
な
ら

な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
心
王
の
因
幡
大
興
寺
に
つ
い
て
、
何
か
手
が
か
り
を
と
思
っ
て
鳥
取
県
史
編
纂
室
に
問
い
合
わ
せ
た

り
『
鳥
取
県
史
』
を
見
た
り
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
と
も
に

史
料
の
探
索
を
続
け
る
つ
も
り
な
の
で
、
大
方
の
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
本
論
考
の
執
筆
に
当
り
、
多
く
の

著
書
や
多
く
の
方
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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南
浦
紹
明

峰
翁
祖
一　
　
　
　

大
虫
全
岑　
　
　
　
　

月
庵
宗
光　
　
　
　
　
　

茂
林
興
樹

　
　
　
　
　
　
　

延
文
三
年
寂	

　

貞
治
元
年
寂	

　

康
応
元
年
寂	

　

応
永
十
三
、
月
庵
行
実
を
著
す

　
　
　
　
　
　
　

大
暁
禅
師	

　

大
証
禅
師	

　

正
続
大
祖
禅
師	

大
有
理
有

笑
堂
常
訢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
王　
　
　
　
　
　
　

雪
窓
□
諭	

　

円
通
寺	

　

大
安
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
幡
大
興
寺	

香
林
宗
蕑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
庵
性
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔭
宗
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
予
大
興
寺	

宝
林
清
円

斧
山
宗
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
林
宗
璨

松
岳
守
貞	

　

大
円
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
円
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
伝
宗
冑

一
関
祖
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梵
才
□
俊　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈍
庵
□

絶
照
□
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
心
玄
可　
　
　
　
　
　

大
円
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
岩
保
誉

錦
渓
守
文

大
応
派
峰
翁
下
略
系
図
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景
川
宗
隆

春
江
紹
蓓

　
　
　
　

　

隣
松
院
開
山

　
　
　
　

景
堂
玄
訥

明
叔
慶
浚　
　
　
　

杲
天
恵
紹

　
　
　
　
　
　
　
　

大
心
院
、
正
宗
寺	

　

愚
渓
寺
、
大
円
寺	

　

禅
昌
寺

	

悦
崗
宗
怡

	

　

愚
渓
寺
、
大
円
寺

	

希
庵
玄
密　
　
　
　

正
屋
宗
統

	

　

隣
松
院
、
大
円
寺	

夾
山
玄
璘

	

仁
谷
宗
腆	

徳
庵
宗
誕

	

　

禅
昌
寺	

功
叔
宗
補

玉
雲
宗
麟

	

天
室
祖
鑑	

　

禅
昌
寺

	

文
益
瑞
奎	

才
岳
宗
佐

芳
沢
祖
恩

	
　

丸
子
誓
願
寺	

梅
心
宗
銕

	
三
芝
等
惟	

雲
叟
祖
運

	

　

愚
渓
寺	

	

竺
雄
宗
寅	

	

不
聞
宗
聞

	

立
叔
瑞
建

妙
心
寺
龍
泉
派
略
系
図
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注
（
１
）	

昭
和
三
十
六
年
刊
『
岩
村
町
史
』
一
二
三
頁
に
、

　
　
　
　

大
円
寺
は
地
頭
遠
山
氏
の
菩
提
寺
で
、
南
北
朝
建
武
の
頃
、
臨
済
宗
の
高
僧
峰
翁
祖
一
禅
師
の
開
創
で
あ
る
。

　
　

	

と
あ
る
。

（
２
）	
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
12
の
、
玉
村
竹
二
「
中
世
前
期
の
美
濃
に
於
け
る
禅
宗
の
発
展
」
大
円
寺
の
条
に
よ
る
。

（
３
）	

『
峰
翁
和
尚
語
録
』
は
、
愛
知
県
一
宮
市
の
妙
興
寺
に
伝
来
し
、
博
多
崇
福
寺
に
そ
の
写
本
が
在
っ
た
の
を
、
辻
東
山
が
筆
写
し

た
本
が
松
が
岡
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
崇
福
寺
本
（
現
在
不
明
）
を
昭
和
五
十
四
年
に
電
子
複
写
し
た
博
多
妙
楽
寺
本

を
同
寺
住
職
の
好
意
で
拝
見
し
た
。

（
４
）	

『
岩
村
町
史
』
一
二
五
頁
に
、

明
知
遠
山
氏
も
大
円
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
大
円
寺
は
遠
山
氏
全
部
の
菩
提
寺
と
し
、
遠
山
氏
総
力
に

よ
っ
て
建
立
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
遠
山
氏
系
譜
が
こ
の
時
代
不
明
な
の
で
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
ぬ
。

　
　

	

と
あ
る
。

（
５
）	

広
恵
寺
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
刊
、
岸
上
耿
久
『
苗
木
城
』
に
詳
し
い
。
ま
た
『
福
岡
町
史
』
所
載
の
「
福
岡
村
諸
事
留

書
帳
」
の
広
恵
寺
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）	

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
峰
翁
祖
一
の
条
。

（
７
）	

『
岩
村
町
史
』
一
二
八
頁
に
、

　
　
　
　

峰
翁
禅
師
は
大
円
寺
開
基
の
外
、
延
元
三
年
に
武
儀
郡
富
野
村
大
禅
寺
、
興
国
四
年
に
大
通
寺
、
吉
祥
寺
を
開
創
す
。

　
　

	

と
あ
る
。

（
８
）	

『
豊
橋
市
史
』
第
一
巻
五
三
四
頁
参
照
。

（
９
）	

『
愛
媛
県
史
』
中
世
七
一
九
頁
参
照
。

（
10
）	

『
北
条
市
の
文
化
財
』
木
造
大
暁
禅
師
倚
像
（
県
文
化
財
）
参
照
。
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（
11
）	

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
峰
翁
祖
一
の
条
で
は
示
寂
の
日
を
記
し
て
い
な
い
。

（
12
）	

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
大
蟲
全
岑
の
条
で
は
、
生
国
・
俗
姓
不
詳
と
す
る
。

（
13
）	

『
岩
村
町
史
』
一
二
五
頁
参
照
。

（
14
）	
『
愛
媛
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
お
よ
び
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
補
遺
に
収
録
。
家
訓
二
十
三
ヶ
条
の
う
し
ろ
で
、
大

虫
は
「
私
が
濃
州
遠
山
へ
行
く
時
は
、
留
守
中
の
規
矩
な
ど
別
紙
に
書
い
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
順

し
た
が

う
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
文
和

二
年
（
一
三
五
三
）
の
段
階
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
円
寺
に
住
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
15
）	

宗
昌
寺
所
蔵
の
次
の
よ
う
な
綸
旨
が
、
昭
和
七
年
の
『
伊
予
史
談
』
白
石
虎
月
「
勅
諡
正
続
大
祖
禅
師
に
就
て
」
に
見
え
る
。

　
　
　
　

上
卿　

中
院
中
納
言

　
　
　
　

永
徳
二
年
二
月
一
日　

宣
旨

宗
昌
寺
開
山
大
虫
和
尚
者
、
為
正
宗
大
暁
禅
師
上
足
、
発
明
心
源
、
開
暁
眼
根
、
爰
依
月
庵
和
尚
之
挙
、
謚
大
證
禅
師
之
号
而

已
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
人
左
少
弁
平
知
輔
奉

（
16
）	

（
15
）
の
論
文
の
中
で
、
白
石
氏
は
宗
昌
寺
所
蔵
の
大
虫
の
遺
謁
を
紹
介
し
て
い
て
、
大
虫
の
寿
齢
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
虫
和
尚
遺
謁

　
　
　
　
　

咄
々
我
何
物
、
八
十
八
春
秋
、
転
身
端
的
底
、
火
裡
大
虫
咬
鉄
乎
、

（
17
）	

岩
瀬
文
庫
本
『
月
庵
和
尚
語
録
』
の
「
行
実
」
に
よ
る
。

（
18
）	

松
が
岡
文
庫
本
『
月
庵
和
尚
語
録
』
上
に
法
語
が
み
え
る
。

（
19
）	

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
月
庵
宗
光
の
条
に
よ
る
。

（
20
）	

『
一
宮
市
史
』
資
料
編
五
・
妙
興
寺
文
書
に
、
応
永
十
六
年
に
妙
興
寺
耕
雲
庵
性
勝
首
座
に
売
渡
し
た
三
通
の
田
地
売
券
と
服
部

宗
直
ら
の
田
地
寄
進
状
一
通
が
み
え
る
。

（
21
）	

『
一
宮
市
史
』
資
料
編
五
・
妙
興
寺
文
書
に
よ
る
。
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（
22
）	

『
一
宮
市
史
』
資
料
編
五
・
妙
興
寺
文
書
の
進
叟
頂
相
慶
応
三
年
修
補
記
に
よ
る
。

（
23
）	

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
景
南
英
文
の
条
に
よ
る
。

（
24
）	

万
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
三
上
「
灯
下
話
旧
」
に
よ
る
。

（
25
）	
『
岩
村
町
史
』
一
三
六
頁
参
照
。

（
26
）	
『
大
雲
山
誌
稿
』
十
五
に
西
源
院
敷
地
定
書
写
が
み
え
る
。

（
27
）	

『
妙
心
寺
派
語
録
』
二
の
「
愚
渓
寺
本
明
叔
和
尚
語
録
」
に
、
月
舟
寿
桂
に
よ
る
次
の
よ
う
な
同
門
疏
が
見
え
る
。

○
同
門
茲
諗
、
正
法
山
妙
心
禅
寺
、
欽
奉　

綸
命
、
敦
請　

前
第
一
座
明
叔
法
兄
禅
師
、
住
持
本
寺
、
播
揚
大
教
、
於
是
茅
茹
于

法
系
者
、
聞
斯
盛
挙
、
靡
勝
忻
慰
、
駢
儷
其
詞
、
致
推
穀
之
忱
云
、
瑞
巖
論
拈
華
於
雑
録
、
服
宋
太
史
究
書
、
率
庵
因
落
梅
而
上

堂
、
咲
林
処
士
詠
句
、
緇
苑
尚
駐
春
色
、
紫
泥
忽
承
天
恩
、
共
惟
、
新
命
妙
心
明
叔
法
兄
大
禅
師
、
奪
驪
頷
珠
、
提
兎
角
杖
、
洋

嶼
五
百
活
馬
、
魔
外
難
触
四
蹄
、
林
際
九
万
大
鵬
、
生
仏
親
遭
一
口
、
密
在
汝
付
正
法
眼
、
見
過
師
伝
大
仙
心
、
襟
宇
明
月
清
風
、

機
関
舟
崖
翠
壁
、
岐
陽
嘯
歌
山
水
、
何
必
待
文
王
、
而
復
興
漢
宮
、
整
頓
乾
坤
、
咸
謂
為
劉
氏
者
左
祖
、
悠
哉
前
朝
古
寺
、
奈
此

両
京
兵
塵
、
釈
之
色
空
、
儒
之
陰
陽
、
其
則
不
遠
、
法
為
弟
毘
、
義
為
朋
友
、
吾
宗
大
興
、

　
　
　

大
永
八
年
戊
子
四
月
日
疏
、　

建
仁
桂
月
舟
製
焉
、

（
28
）	

愚
渓
寺
本
『
明
叔
録
』
に
よ
る
。

（
29
）	

内
閣
文
庫
本
『
明
叔
録
』
に
よ
る
。

（
30
）	

東
大
影
写
本
『
葛
藤
集
』
一
三
五
丁
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

　
　
　

明
覚
山
正
法
主
宰
宗
羊
上
司
、
号
曰
仙
甫
、
述
一
偈
為
其
証
云
、

　
　
　

頑
石
起
来
頭
角
新
、
真
人
妙
処
絶
九
塵
、
宗
門
亦
有
安
心
薬
、
分
作
青
山
不
老
春
、

　
　
　
　

天
文
三
申午

歳
林
鐘
如
意
珠
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
妙
心
現
住
大
円
明
叔
叟
慶
浚　

印

（
31
）	

『
妙
心
寺
派
語
録
』
二
の
「
明
叔
慶
浚
等
諸
僧
法
語
雑
録
」
（
以
下
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
と
略
す
）
に
見
え
る
。

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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（
32
）	

山
梨
県
の
南
松
院
所
蔵
、
永
禄
十
年
希
庵
作
武
田
信
友
画
賛
に
よ
る
。

（
33
）	

『
葛
藤
集
』
一
二
九
丁
に
、
今
川
氏
輝
七
周
忌
法
要
の
小
拈
香
が
み
え
、
円
覚
寺
の
和
尚
が
導
師
を
つ
と
め
、
臨
済
寺
住
持
の
慶

浚
が
副
師
を
つ
と
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
も
今
川
氏
輝
七
周
忌
陞
座
語
（
一
偈
）
が
見
え
る
。

（
34
）	

愛
知
県
犬
山
市
の
永
泉
寺
蔵
『
永
泉
余
滴
』
下
二
四
丁
に
よ
る
。
そ
の
一
偈
は
次
の
と
お
り
、

　
　
　

大
智
海
寛
僧
有
龍
、
克
興
礼
楽
又
弘
宗
、
老
禅
方
丈
霊
山
会
、
天
雨
曼
陀
午
講
鐘
、

（
35
）	

禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
参
照
。

（
36
）	

大
仙
寺
蔵
『
日
峰
希
庵
悦
崗
等
法
語
雑
録
』
の
「
希
庵
恵
林
寺
入
寺
法
語
」
に
よ
る
。

（
37
）	

禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
愚
渓
寺
再
興
中
の
明
叔
が
、
こ
れ
を
手
伝
う
よ
う
に
命
じ
た
弟
子
あ
て
の
手
紙
が
あ
り
、
宛
名
が
「
悦

崗
・
希
庵
・
仁
谷
和
尚
・
天
室
・
文
益
・
三
芝
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

（
38
）	

『
葛
藤
集
』
一
〇
一
丁
に
次
の
よ
う
な
希
庵
書
状
が
見
え
る
。

先
師
御
戢
化
之
砌
、
一
円
不
存
、
不
呈
一
香
、
相
似
于
忘
、
恋
々
之
故
意
、
山
長
水
遠
恕
察
、
愚
也
壬
子
之
冬
、
依
檀
望
着
獅
皮

作
狐
鳴
、
取
笑
於
傍
人
者
不
鮮
矣
、
和
尚
出
世
、
何
晏
乎
哉
、
愚
所

者
在
盧
前
者
也
、
亦
復
雖
僭
越
之
儀
候
、
此
孔
方
弐

四
百
文
加
運
賃
而
都
合
弐
貫
六
百
四
十
文
進
献
、
妙
心
佐
首
座
方
へ
以
便
啇
的
伝
所
庶
幾
也
、
快
川
法
兄
甲
府
御
寓
居
、
近
日
投

便
書
岐
秀
仁
甫
諸
老
、
同
途
同
轍
、
実
夷
狄
之
君
子
也
、
惜
哉
々
々
、
何
日
再
万
風
雨
床
而
碩
倒
肝
膽
乎
哉
、
恐
惶
敬
白　
　
　

夷
則
晦
日　
　
　

玄
密
判

　
　

進
上　

崇
福
堂
上　

侍
衣
閣
下

礼
紙	

行
人
倉
卒
、
心
緒
紛
冗
、
泰
山
一
毫
也
、
此
地
累
卵
而
已
、
豈
荀
息
十
二
碁
子
云
乎
哉
、
佐
子
方
へ
一
札
与
孔
方
兄
把

手
倶
行
則
珎
重
、
小
刀
壱
ツ
、
聊
表
不
空
云
、

（
39
）	

東
大
印
哲
の
『
異
本
葛
藤
集
』
上
六
三
丁
に
、

謹
言
上
、
尊
体
起
居
億
福
、
開
山
大
暁
禅
師
一

（
二
）

百
年
拈
香
、
大
称
祖
意
者
天
幸
、
尊
偈
可
驚
動
衆
聴
、
希
有
々
々
、
将
又
赴
和
州

太
守
請
、
可
有
視
篆
興
雲
寺
之
由
、
至
祝
至
祷
、
東
漸
仏
法
再
西
者
乎
、
至
祝
、
諸
山
歓
喜
者
必
矣
、
随
而
木
棉
一
段
進
上
、
聊
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抽
寸
丹
、
採
納
多
幸
、
濃
州
破
却
、
今
即
果
然
、
太
守
帰
国
時
至
者
乎
、
唯
願
再
対
風
雨
床
慰
、
此
長
齟
齬
、
此
旨
奏
達
所
希
、

恐
惶
敬
白
、

　
　
　
　

進
上
大
円
寺　
　
　
　
　
　
　

快
川

　
　
　

と
あ
る
。

（
40
）	
『
葛
藤
集
』
六
五
丁
に
よ
る
。

（
41
）	

『
葛
藤
集
』
五
七
丁
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

　
　
　

謹
依　

尊
韻
、
奉
賀　

正
法
山
入
寺
之
視
篆
云
、
伏
望　

慈
削
、

　
　
　

伝
得
金
襴
擲
木
棉
、
釈
迦
後
也
逸
多
前
、
仰
高
今
仏
出
於
世
、
天
上
人
間
誰
此
肩
、

　
　
　
　

天
文
甲
寅
廿
又
三
冬
至
後
三
日　

殊
栄
九
拝

　
　
　
　

拝
覆　

隣
松
堂
上
老
師　

尊
前

（
42
）	

お
茶
の
水
図
書
館
『
禅
林
無
尽
蔵
』
の
松
岳
宗
繕
に
よ
る
春
江
頂
相
賛
に
み
え
る
。

（
43
）	

禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
よ
る
。

（
44
）	

『
禅
林
無
尽
蔵
』
に
弘
治
三
年
の
希
庵
の
「
正
法
山
妙
心
寺
解
夏
上
堂
の
語
」
が
あ
る
。

（
45
）	

禅
昌
寺
本
『
明
叔
録
』
に
よ
る
。

（
46
）	

『
異
本
葛
藤
集
』
上
六
二
丁
に
次
の
よ
う
な
信
玄
あ
て
希
庵
の
書
状
が
み
え
る
。

芳
墨
薫
閲
、
不
耐
快
然
、
就
中
、
恵
林
・
継
統
両
寺
可
領
主
席
之
懇
請
、
年
来
耳
濡
感
激
々
々
、
雖
然
老
懶
衰す

い

堕だ

閑
退
、
不
可
入
、

且
亦
寒
天
旅
泊
、
惟
小
根
劣
機
之
所
堪
、
必
来
年
乗
春
暖
、
可
応
厳
命
也
、
黄
太
史
曰
、
百
書
不
如
一
見
面
矣
、
昔
聞
此
句
、
今

得
其
意
者
也
、
猶
曲
折
長
禅
東
光
両
和
尚
并
使
僧
、
吐
露
可
有
啓
達
候
、
恐
惶
髫
首
、

　
　
　
　

臘
月
十
三　
　
　

玄
密

　
　
　
　

徳
栄
軒　

貴
報

　
　
　

上
書
云
、
甲
州
太
守　

閣
下　
　

玄
密　

大
円
寺

臨済宗五山派・美濃大円寺の興亡史
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（
47
）	

永
禄
九
年
七
月
に
、
尾
張
熱
田
の
海
国
寺
叔
栄
の
弟
子
・
禅
公
知
蔵
に
「
碧
鴎
斎
」
の
号
を
授
け
て
一
文
を
書
き
（
『
異
本
葛
藤

集
』
下

二
四
丁
）
、
同
年
十
一
月
に
熱
田
の
商
人
加
藤
氏
の
夫
人
の
肖
像
画
に
希
庵
が
賛
を
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に
も
隣
松

院
往
復
の
途
次
熱
田
を
通
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
八
月
に
は
、
熱
田
の
瑞
光
院
で
犬
山
瑞
泉
寺
の
建
章
瑞
寅
に
「
夢
梅
斎
」
の
号
説
を
書
き
与
え

て
い
て
（
大
仙
寺
「
日
峰
悦
崗
希
庵
等
法
語
雑
録
」
）
、
こ
の
頃
も
隣
松
院
へ
出
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

（
48
）	

『
甲
陽
軍
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
希
庵
殺
害
の
刺
客
は
伊
奈
の
松
沢
源
五
郎
・
小
田
切
与
介
・
林
勘
介
の
三
人
と
い
う
。
三
人
と
も
に
、

殺
害
後
十
五
日
以
内
に
気
が
狂
っ
た
り
落
馬
し
て
死
ん
だ
と
い
う
。

（
49
）	

『
け
い
な
ん
』
一
五
七
号
岩
村
町
・
樹
神
弘
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
史
蹟
を
た
ず
ね
て
・
大
円
寺
最
後
の
住
職
希
庵
禅
師
殺
害
の

謎
（
一
）
」
。

（
50
）	

内
閣
文
庫
本
『
明
叔
録
』
に
よ
る
。
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『
覆
簣
集
』
解
題
と
翻
刻

堀

川

貴

司

　

書
誌
を
簡
略
に
記
す
。

所
蔵　

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫　

請
求
番
号 0

9
1
-
ト
2
1
5
-
1

書
名　

覆
簣
集　

元
和
一
〇
年
（
寛
永
元
年
、
一
六
二
四
）
写　

大
本
一
冊

体
裁　

改
装
栗
皮
表
紙　

二
五
・
六
×
一
八
・
九
糎　

袋
綴　

全
丁
全
裏
打
（
補
修
前
の
虫
損
多
し
）

外
題　

な
し

内
題　

序
・
巻
首
・
巻
尾
に
「
覆
簣
集
」
と
あ
り
。

写
式　

無
辺
無
界
九
行
一
六
字
。
詩
句
は
二
字
ア
キ
で
分
か
ち
書
き
、
一
行
二
句
。
注
一
字
下
げ
。
字
高
二
〇
・
四
糎
、
墨
に

よ
る
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
竪
点
、
朱
に
よ
る
句
点
・
朱
引
・
合
点
を
付
す
。
一
部
別
筆
に
よ
る
墨
の
注
記
・
訂
正
あ
り
。

内
容　

序
一
丁
（
天
文
一
一
年
〈
一
五
四
二
〉
閏
三
月
守
貞
性
愚
）
・
本
文
二
五
丁
、
計
二
六
丁
。
遊
紙
な
し
。

書
写
奥
書　

「
元
和
拾
年
〈
甲
子
〉
帰
鳥
下
旬
」

印
記　

「
月
明
荘
」
（
朱
陽
長
方
印
、
巻
末
）
（
反
町
茂
雄
）
た
だ
し
弘
文
荘
関
係
の
目
録
に
見
え
ず
。

　

序
文
に
よ
る
と
、
学
ぶ
べ
き
詩
が
多
く
途
方
に
暮
れ
て
い
る
小
童
に
対
し
て
、
一
昨
年
の
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
、
秉
払
の

『覆簣集』解題と翻刻
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た
め
上
京
し
た
と
き
に
見
た
詩
五
〇
首
を
書
き
与
え
た
が
、
更
に
こ
れ
に
注
を
付
け
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
注
を
付
し
た
の
が
本

書
だ
と
い
う
。
著
者
守
貞
性
愚
に
つ
い
て
は
生
没
年
、
法
系
等
未
詳
で
あ
る
が
、
序
文
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
地
方
寺
院
の
住

持
で
あ
ろ
う
か
。

　

所
収
の
詩
は
四
六
首
で
、
こ
こ
で
い
う
五
〇
首
に
四
首
足
り
な
い
。
単
に
概
数
を
記
し
た
と
も
取
れ
る
が
、
別
の
可
能
性
と

し
て
は
、
本
文
中
第
二
丁
ウ
ラ
と
第
三
丁
オ
モ
テ
の
つ
な
が
り
が
不
自
然
で
、
こ
こ
に
四
首
分
（
二
丁
程
度
か
）
落
丁
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

本
書
は
他
に
伝
本
を
知
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
室
町
後
期
の
五
山
禅
林
に
お
け
る
、
五
山
詩
に
対
す
る
標
準
的
な

評
価
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
序
文
に
書
か
れ
た
成
立
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
当
時
五
山
に
お
い
て
あ
る

程
度
流
布
し
て
い
た
五
山
詩
の
集
成
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
簡
略
な
が
ら
注
が
付
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、

『
花
上
集
鈔
』
『
中
華
若
木
詩
抄
』
く
ら
い
し
か
類
例
が
な
く
、
そ
の
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の

両
書
や
『
翰
林
五
鳳
集
』
と
の
関
係
な
ど
、
内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
と
も
か
く
全
文
の
紹
介
を
行
い

た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

＊
体
裁
…
詩
ご
と
に
一
行
ア
キ
と
し
、
題
に
通
し
番
号
を
振
る
。
詩
は
句
ご
と
に
分
か
ち
書
き
、
注
は
一
字
下
げ
と
す
る
。

＊
用
字
…
通
行
字
体
を
用
い
る
。
虫
損
の
た
め
推
読
し
た
と
こ
ろ
も
多
く
、
難
読
部
分
は
「
□
」
で
示
す
。

＊
訓
点
…
原
文
の
訓
点
の
う
ち
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
、
句
点
は
内
容
に
応
じ
て
句
点
・
読
点
・
ナ
カ
グ
ロ

に
振
り
分
け
、
適
宜
添
削
す
る
。
竪
点
・
朱
引
は
省
略
す
る
。
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＊
翻
刻
注
…
本
文
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訂
正
・
注
記
等
の
箇
所
、
翻
刻
上
注
記
す
べ
き
箇
所
に
は
＊
を
付
し
、
末
尾
に
翻
刻
注

と
し
て
一
括
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
訂
正
の
場
合
、
本
文
は
訂
正
後
の
も
の
を
採
用
す
る
。

＊
そ
の
他
…
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
注
に
お
け
る
典
籍
の
引
用
部
分
を
カ
ギ
括
弧
で
括
る
。
面
替
わ
り
を
「
（
１
オ
）
」
の
ご

と
く
表
示
す
る
。

〔
本
文
〕

覆
簣
集
序

夫
レ

詩
ハ

者
到
二マ

テ

于
天
地

ノ

之
造
化
、
古
今

ノ

之
興
亡
、
風
俗

ノ

之
消
長
、
山
川
草
木
禽
獣
鱗
介
昆
虫
之
属タ

ヒ

、
無

シレ

不
レス

ト
云
コ
ト

知
ラ

矣
。

魯
人

ノ

曰
、
不
レン

ハ

学
レヒ

詩
ヲ

無
シ二

以
テ

言
一コ

ト

也
。
良

マ
コ
ト
ニ有
ルレ

以
哉

カ
ナ
ヤ

。
傍

ラ
ニ

有
二

丫
童
一、
問

テ二

愚
カ

之
斯

ノ

言
ヲ一

而
嘆

シ
テ

曰
、
吾

カ

性
天
然
魯

ナ
リ

也
。

欲
レト

モ

学
レン

ト

詩
ヲ

不
レス

成
ラ。

毛
詩
三
百
五
篇
、
李
杜
蘇
黄
或

ハ

廿
或

ハ

廿
五
巻
、
以

テ二

吾
カ

魯
一ナ

ル
ヲ

学
レヒ

ハ

之
ヲ、

唇
尽

テ

命
終
。ラ

ン

請
フ

夫
謂
レ

図
レト

レ

之
。
而
愚
曰
、
誠
哉

カ
ナ

子
之
言コ

ト

矣
也
。
愚
天
文
九
之
夏
、
秉
払

ノ

之
時
、
在

テ二

京
師

ニ一

而
所
レ

看
ル

之
詩
五
十
首
、
書

テ

以
テ

授
レク

之
ニ。
目

テ

曰
二

覆
簣
集
。
覆
（
１
オ
）
簣
者
、
語
曰
「
譬

ヘ

如
レ

平
地

ノ。
雖
レト

モ

覆
ト二

一
簣

ヲ一

進
マ
ハ

吾
モ

往
也
」
。
杜
甫

カ

詩
ニ

「
一
簣

ノ

功
ハ

盈
レツ

尺
ニ

」
。
爾

チ

思
レヘ

之
ヲ

矣
。
童
珍
重

シ
テ

而
去

ン
ヌ

矣
。
後
レテ

庚
ニ

又
来
曰
、
雖

モ二

所
レロ

ノ

受
ル

之
詩
編＊

ト一、
難
レシ

到
リ二

其
理

ニ一。
願

ク
ハ

為
レニ

予
カ

註
レセ

ヨ

之
ヲ。

愚
又
為
レメ

ニ

之
カ

註
ス。

延
君
註
二シ

テ

堯
典
二
字

ヲ一、
至

テ二

十
余
万
言

ニ一

而
シ
テ

人
譏

ソ
シ
ル

二

其
繁

ヲ一。
子
襄
註
二シ

テ

周
易
一
書

ヲ一、
纔

カ

二
三
万

言
ニ
シ
テ

而
人
恨
二

其
ノ

略
ヲ一。

註
解
古
今
所

ロレ

難
シ
ト
ス
ル

也
。ナ

リ

杜
預

ハ

有
リ二

左
伝

ノ

癖
一

而
註

シ、
子
夏

ハ

有
テ二

毛
詩

ノ

癖
一

而
序

ス。
豈

ニヤ

夫レ

謾ミ
タ
リ
ニ

  


註
ン

乎
哉
。
雖
レト

モ

然
リ
ト

爾
カ

言
ト

難
レシ 

拒フ
セ
キ。

遂
ニ

註
スレ

之
ヲ。

他
ノ

君
子

ノ

嘲
ケ
リ

為
ニレ

爾
カ

蒙
ル

而
已
。
于
時
天
文
十
一
壬
寅
閏
三
月
中
澣
守
貞

性
愚
序
。
（
１
ウ
）
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覆
簣
集

１
進
学
軒

　

家
ノ

号
也
。
如

シ二

高
君
素

カ

頤
軒

ノ一。
進
学
字
、
退
之

カ

有
二

進
学

ノ

解
一

曰
ク

「
国
子
先
生
晨ツ

ニ

入
テ二

大
学

ニ一

招
テ二

諸
生

ヲ一

立
二ラ

ヘ

館
下

ニ一、
誨

テレ

之
曰

ク、
業

ハ

精
二シ

テ

于
勤

ニ一

荒ス
サ
ム于

嬉タ
ノ

一ム
ニ

」
云
々
。
又
大
学
曰
「
王
宮
国
都
、ヨ

リ

以
テ

及
二マ

テ

閭
巷

ニ一、
莫
レ

不
レス

ト
云
コ
ト

有
レ

学
フ

」
。
学
者
学
館

也
。　
　
　

江
西

少
年
易
レシ

テ

老
学
難
レ

成　
　

杜
牧
「
昨
日

ハ

少
年
今

ハ

白
頭
」
。
本
朝

＊
　

九
淵
和
二

少
年

ノ

試
筆

ノ

詩
ヲ一

「
苦
レシ

メ
テ

心
ヲ

須
レ

学
少
年

ノ

時
」

矣
。
江
西
与

ハ二

九
淵
一

阮
咸
阮
籍
□＊

。
（
２
オ
）

一
寸

ノ

光
陰
不
レ

可
レ

軽
ス　

　

陶
侃
曰
「
大
禹

タ
モ

聖
人
惜

ム二

寸
陰
一、
至
二テ

ハ

於
凡
人
一

当
ニレ

惜
二

分
陰

ヲ一

」
。
淮
南
子

ニ

「
聖
人
重
二シ

テ

分
寸

之
陰

ヲ一

而
軽

ス二

尺
璧

ヲ一

」
。
論
語

ニ

「
学

テ

而
時

ニ

習
レ

之
」
。
王
粛
曰

ク

「
時

ト
ハ

者
学
者
以
レ

時
誦
習
、シ

テ

誦
習
以
レス

ル
ト
キ

時
ヲ、

学カ
ク

無
レシ

廃
レス

ル
コ
ト

業
ヲ

」
矣
。

未ス

タレ

覚
池
塘
芳
草

ノ

夢　
　

堦
前

ノ

梧
葉
已

ニ

秋
声

　

三
ノ

句
ハ

曰
レ

春
、
四

ノ

句
ハ

曰
レ

秋
。
光
陰
早

キ

也
。
宋

ノ

謝
恵
連
十
歳

ニ
シ
テ

能
ク

属
スレ

文
ニ。

霊
運

カ

云
ク、

毎
ニ

有
二レ

ハ

篇
章
一、
対
二シ

テ

弟
恵

連
ニ一

得
二タ

リ

佳
語

ヲ一。
嘗

テ

於
永
嘉
西
堂

ニ一

思
レ

詩
不
レ

就
、
忽
夢

ニ

見
二

恵
連

ヲ一、
即

チ

得
下

「
池
塘
生

ル二

春
草
一

」
句

ヲ上。
大
以
（
２
ウ
）
高

宗
夢
得
レタ

リ

説
、
使
レシ

テ

百
工

ヲ一

営
セ一

求
ム二

諸コ
レ
ヲ

野
ニ一

得
二タ

リ

諸コ
レ
ヲ

傅
岩

ニ一。
又
云
、
若
歳

シ

大
旱

セ
ハ

用
レ

汝
ヲ

作
ン二

霖
雨

ト一。

２
寿
昌
棄

ツレ

官
ヲ　

　

寿
昌
、
姓

ハ

朱
、
字

ハ

康
叔
、
楊
州
人
。ナ

リ

七
歳

ニ
シ
テ

父
出

ス
二

其
母＊

ヲ一

劉
氏

ヲ一。
寿
昌
行

テ二

四
方

ニ一

求
テレ

之
ヲ、

得
レタ

リ

焉
。

坡
曰

ク

「
朱
寿
昌
郎
中
少

ト
キ

不
レ

知
二

母
ノ

所
在

ヲ一、
刺サ

シ
テレ

血
ヲ

写
レシ

テ

経
ヲ

求
レム

ル
コ
ト

之
ヲ

五
十
年
、
去
歳
得
二

之
ヲ

蜀
中

ニ一、
以
レテ

詩
ヲ

賀
レ

之

曰
ク、

嗟
ス

君
七
歳

ニ
シ
テ

知
ルレ

念
レコ

ト
ヲ

母
ヲ、

憐
ア
ワ
レ 

ム

君
カ

壮
大

ニ
シ
テ

心
愈
苦
、キ

コ
ト
ヲ

羨
君

カ

臨
レン

テ

老
ニ

得
テ二

相
逢
、一コ

ト
ヲ

喜
極

テ

無
レシ

テ

言
コ
ト

涙
如
レ
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雨
」
云
々
。　
　
　

継
天

血
二

写
仏
経

ヲ一

人
ノ

姓
ハ

朱　
　

棄
レテ

官
ヲ

求
レム

ル
コ
ト

母
ヲ

古
今
無
（
３
オ
）

老
テ

逢
テ二

孝
子

ニ一

有
リ二

慚
ル

色
ロ一　

　

流
二

落
シ
テ

民
家

ニ一

見
ユ二

両
夫

３
贋
釣
斎　
　

贋
吾
晏
切
、
不
直
也
。　
　
　

万
里

厳
糸

ハ

易
レク

動
＊

　

呂
竿

ハ

危
シ　

開
闢
未

スレ

聞
カ

真
ノ

釣
磯

猶
洒サ

ラ
ス二

姓
名

ヲ一

煙
浪

ノ

上　
　

白
鴎
一
片
棹

テレ

頭
ヲ

飛
フ

　

厳
子
釣

ヲ

垂
二

七
里
灘

ニ一、
雖
レ

然
出
二

光
武

ノ

朝
ニ一。

呂
望

ハ

釣
ス二

渭
水

ニ一、
起

ツ二

文
王

ノ

召
。一ス

ニ

共
ニ

非
二

真
ノ

釣
機

（
マ
マ
）

 

ニ一。
雖
二

真
ノ

釣
一

如
レ

此
ノ。

況
ヤ

洒
二

贋
釣

ト

姓
名

ヲ一、
白
鴎
不
レ

狎ナ

レ二

此
ノ

釣
者
一、
棹
レ

頭
ヲ

飛
去
。
白
鴎
能

ク

知
二

人
ノ

機
ヲ一

者
。
列
子
「
海
上
之
人
好

ムレ

鴎
ヲ

者
。ア

リ

毎

旦
之

テ二

海
上

ニ一

従
テ二

鴎
鳥

ニ一

遊
フ。

鴎
之
至

モ
ノ

者
百
数

ニ
シ
テ

而
不
レ

止
。
其

ノ

父
ノ

曰
、
吾
聞
鴎
（
３
ウ
）
鳥

ハ

皆
従

フレ

汝
ニ。

好
ク

取
リ

来
レ、

吾
玩
レハ

ン

之
ヲ。

明
日
海
上
鴎
舞

テ

不
レ

下
」
。
温
庭
筠
磻
渓

ノ

詩
「
呂
公

ハ

栄
達

シ

子
陵

ハ

帰
ル、

万
古

ノ

煙
波
繞

ル二

釣
磯

ヲ一、
橋
上

ヒ

一
通
二シ

テ

名
利

ノ

路
一ニ、
至
レマ

テ

今
ニ

江
鳥
肖
レテ

人
ニ

飛
フ

」
。

４
莫バ

ク

摘
花
果　
　

海
録
砕ス

イ

事
ニ

云
ク

「
惜
春
鳥
其

ノ

声
曰
二

莫バ
ク

摘
花
果

ト一。
人
謂

フ二

之
ヲ

護
山
鳥

ト一

」
。　
　

月
翁

桑
字

ノ

帝
王
仙
李

ノ

家　
　

紅
鈴
曾
綴

テ

護
二

紅
霞

ヲ一

　

玄
宗
雖
二

五
十
年
太
平

ノ

天
子
、一タ

リ
ト

四
十
八

ニ
シ
テ

死
ス

矣
。
或
時
有
二

一
枚

ノ

鏡
一、
裡
有
二

桑
字
一。
占
者

ノ

曰
ク、

桑
字
四
十
八
也
。
玄

宗
四
十
八

ニ
シ
テ

而
薨
。セ

ン

遂
然
矣
。
益
（
４
オ
）
部＊

耆
旧
伝
曰
「
何＊

祇
夢

ル三

桑
ノ

生
二ス

ル
コ
ト
ヲ

井
之
中

ニ一。
趙
直
占

テ

曰
ク、

桑
字
四
十
八
、

君
寿
恐

ク
ハ

不
レ

可
レ

過
レ

此
、
祇
四
十
八

ニ
シ
テ

而
卒

ス

也
」。
玄
宗
栄
花

ノ

余
リ

学
二

仙
道

ヲ一、
廃

ス二

帝
道

ヲ一、
依

テ二

李
氏
一ナ

ル
ニ

為
二

李
老
君
仙
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人
ノ

袒
ト一。

天
宝
七
載
老
君
降

ス二

於
朝
元
閣

ニ一。
改

テ

曰
二

降
聖
閣

ト一。
雖
レ

学
二

長
生

ヲ一、
四
十
八

ニ
シ
テ

薨
ス。

春
ハ

野
禽

ノ

恐
レレ

蹈
二コ

ト
ヲ

後
苑

ノ

花
ヲ一、

組
テ二

紅
糸

ヲ一

為
レシ

テ

縄
ト、

綴
テ二

金
鈴

ヲ一

繋
テ二

花
梢

ノ

上
ニ一、

以
テ

驚
ス二

鳥＊

鵲
ヲ一。

号
ス二

護
花
鈴

ト一。
如
レ

此
雖
レ

拒フ
セ

下ク
ト

ル二

虚
空
一

鳥＊

鵲
ヲ上、

難
レ

拒
二

鹿＊

山
乱

ヲ一

矣
。
蕭
氷
崖
花
上

ノ

金
鈴

ノ

詩
ニ

「
揺
二

曳
ス

金
鈴

ヲ一

日
ニ

幾
回
、ヒ

ソ

不
レ

教
メ三

レ

紅
紫

ヲ一

委イ

セ二

蒼
苔

ニ一、
誰
知
鳥＊

鵲
驚
飛

シ

（
４
ウ
）
去

テ、

別
ニ

有
二ン

ト
ハ

銜
ムレ

花
ヲ

野
鹿

ノ

来
ル一

」。
本
朝
茂＊

彦
「
山
禽
野
鳥
雖
レ

難
レ

到
、
又
奈

ン二

満
城
風
雨

ノ

時
ヲ一

」。

芳
魂
化

シ
テ

作
テ二

人
間

ノ

鳥
ト一　

　

猶
叫

ブ二

春
山
莫
摘
花

ト一

　

芳
魂

ハ

謂
下

玄
宗
在

ル二

人
間

ニ一

時
、
綴

テ二

紅
鈴

ヲ一

護
上ス
レル

ヲ

花
。
薨

シ
テ

猶
其

レ

有
テ二

余
習
一

作
テ二

惜
春
鳥

ト一、
居
二

春
山

ニ一、
喚
二

莫
摘
花
々
々
々

ト一。

唐
ノ

雍
裕
之

カ

宮
人
斜

ノ

詩
ニ

「
幾
多

ノ

紅
粉

カ

委
ス二

黄
泥

ニ一、
野
鳥
如

クレ

歌
又
似
レタ

リ

啼
、ク

ニ

応
レ

有
下

春
魂

ハ

化
シ
テ

為
テレ

燕
ト、

年
々
飛

テ

入
テ二

未

央
ニ一

棲
ム上

」
。

５
茅
舎

ノ

燕　
　

斉
ニ
ハ

曰
レ

燕
、
梁

ニ
ハ

曰
レ

乙
。
化
作
巣＊

避
巳
日
一。
吟
詠

ス
ル
ニ

「
旧
時

ノ

王
謝
堂
前

ノ

燕
、
飛
入
二

尋
常
百
（
５
オ
）

姓
ノ

家
一ニ

」
。　
　
　

鄂
隠

燕
子

ハ

不
レ

嫌
茅
舎

ノ

低
コ
ト
ヲ　

　

孤
村

ノ

煙
雨
帯
二

芹
泥
一ヲ

　

不
レ

入
二

金
殿
玉
楼
一ニ、
只
安
二

茅
舎

ノ

低
。一キ

コ
ト
ヲ

孤
村

ノ

字
謂
二

茅
舎
一ヲ。
本
朝
村＊

菴
「
村
舎

ノ

主
人
情
不
レ

浅
、
為
レニ

君
カ

留
テ

護
二

旧
巣

ノ

痕
一ヲ

」
。
委

ク

見
二

下
註
一ニ。

王
公

カ

第
宅
遂＊

レテ

時
ヲ

変
ス　

　

一
度

ハ

尋
レ

巣
一

度
ハ

迷
フ

　

明
二ス

茅
舎

ニ

来
ル

義
一ヲ。
王
公
今
日
金
殿
玉
楼
、
明
日
変
レ

灰
、
旧
巣
難
レ

認
。
故

ニ

来
二

茅
舎
一

也
。
坡

カ

驪
山

ノ

詩
「
幾

カ

変
二

雕
墻
一ト

幾
カ

変
レス

灰
ト

」
云
々
。
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６
坡
仙
泛
レ

潁
ニ

図　
　

東
坡
、
姓

ハ

蘇
、
諱

ハ

軾
、
字

ハ

子
瞻
。
（
５
ウ
）
眉
州
眉
山
県

ノ

人
ナ
リ

也
。
景
祐
三
年
丙
子
十
二

月
十
九
日

卯
ノ

時
ニ

生
ス。

六
十
六

ニ
シ
テ

死
ス

矣
。
潁
湖
在
二

潁
州
一ニ。
方
輿
勝
覧

ニ

「
杭
州
西
湖

ノ

注
、
蘇
子
瞻
云
、
杭
有
二

西
湖
一、
潁

モ

亦
有
二

西

湖
一。
皆
為
二ス

遊
賞

ノ

之
勝
一ト

」
矣
。
又
潁
州
西
湖

ノ

詩
ニ

「
未
レタ

覚
杭
潁
誰

カ

雌
雄
」
、
又
「
西
湖
雖
レ

小
シ
ト

亦
西
子
」
注
「
先
生
在
二

杭
州
一

有
レ

詩
、
若

シ

把
二テ

西
湖
一ヲ

比
二ハ

西
子
一ニ、
淡
粧
濃
抹
惣＊

ニ

相
宜
」
。
今
言
、
西
湖
雖
レ

小
、
亦
西
子
即
指
二

潁
州
一ヲ。　
　
　

謙
岩

玻
璃
拭
出

ス

潁
湖

ノ

波　
　

意
匠
経
営

シ
テ

清
気
多

シ

　

潁
湖
之
清
如
二

玻
璃
一。
季＊

見
二

題
下

ノ

註
一ニ。
臨
二

潁
水
一

（
６
オ
）
、
則
意
匠
清
気
多

シ。
坡
泛
レ

潁
ニ

詩
ニ

「
我
性
喜
レ

臨
レコ

ト
ヲ

水
ニ、

得
レテ

潁
ヲ

意
甚

タ

奇
ナ
リ

」
。
又
云
「
流
水
有
二リ

令
姿
一

」
。

只
合
二シ

水
中
身

ヲ

化
レス

百
ト　

　

由
来
天
地
一

東
坡

　

潁
水
之
清
閑

ノ

処
ニ、

合
レキ

ニ

有
二ル

身
ヲ

化
レス

百
ト、

煕
豊
之
間
出

テ

聴
二

是
非
一ヲ。
坡

カ

詩
ニ

「
乱
二ル

我
鬚

ト

与
レト

ヲ

眉
、
散

シ
テ

為
二ル

百
東
坡
一ト

」
矣
。

或
曰
「
煕
豊
以
来
是
非
万
端
」
、
此
即
為
二

百
東
坡
一

也
。
雖
レ

然
畢
竟
唯
一
東
坡
也
。
蓋
山
谷
賛
所
謂

ル

「
是
亦
一
東
坡
、
非

亦
一
東
坡
、
吁
百
是
百
非
、
都

テ

帰
ス二

一
東
坡
一ニ

」
。
以
二

百
ノ

字
一ヲ

加
二コ

ト
ハ

名
ノ

上
一ニ

者
多

シ

矣
。
東
都
事
略
列
伝

ニ

子
駿
伝

ニ

云
「
蘇

軾
カ

（
６
ウ
）
曰
、
子
駿

ハ

福
星
也
。
京
東

ノ

人
困

コ
ト

甚
シ、

且
今
子
駿
救
レ

之
、
安

ソ

得
二テ

百モ

ノ

子
駿
一ヲ、
布
二

之
天
下
一ヲ

乎
」
。
翰
墨
全

書
「
韓
珂＊

徳
多
、
欧
陽
修
亦
有
レ

徳
。
上
曰
、
累
レト

モ

百
ノ

欧
陽
修
一ヲ、
何

ソ

敢
テ

望
二ン

韓
公
一ヲ

」
。
後
漢
孔
融
伝

ニ

云
ク

「
孔
融
薦
二テ

称＊

衡
一ニ

曰
ク、

鷙＊

鳥
累
レ

百
、
不
レ

如
二

一
鴞
一

」
矣
。
百
欧
陽
・
百
子
駿
・
百
東
坡
、
皆
自
二

孔
融
伝
一ニ

百
ノ

字
出
歟
。

７
煨ヲ

イ
レス

栗
ヲ　

　
　

横＊

川

山
居
収
レテ

栗
ヲ

過
二ク

秋
風
一ヲ　
　

老
去

テ

懶
レシ

於
リ
モ

煨
芋

ノ

翁
一

　

衡
岳
寺

ノ

僧
明
瓚
禅
師
、
性
懶

ニ
シ
テ

而
食
レス

芋
ヲ、

号
二ス

懶
（
７
オ
）
残
一ト。
所イ

言
ル

煨
芋

ノ

翁
是
也
。
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昨
夜
炉
辺
心
未
レタ

足　
　

野
猿
盗

テ

入
二ル

白
雲

ノ

中
一ニ

　

李
洞
「
雲
深

シ
テ

猿
盗
レム

栗
ヲ

」
。

８
西
山

ニ

采ト

レル 

薇
ワ
ラ
ヒ 

ヲ

図

素
士
青
雲
天

ノ

一
涯　
　

西
山
其

ノ

下
老
二タ

リ

煙
霞
一

　

坡
詩
「
古
来
西
山
与
二

東
丘
一

」
、
注
「
西
山

ハ

伯
夷
、
東
丘

ハ

盗
跖
也
。
伯
夷
死
二ス

名
ニ

於
西
山
之
上
一、
盗
跖

ハ

死
二ス

利
ニ

於
東
陵
之

下
一ニ

」
。

到
レマ

テ

今
ニ

人
食
二ム

干
戈

ノ

粟
一ヲ　
　

春
雨
蕨
肥

テ

依
二ル

野
花
一ニ

９
曙
灯　
　
　

梅
渓
（
７
ウ
）

盞
油
漸＊

尽
影
青
熒　
　

一
点
猶
挑

ク

欲
レ

曙
ン
ト

櫺

対
レシ

テ

巻
ニ

不
レ

知
朝
日

ノ

出
ル
コ
ト
ヲ　

　

孤
光
淡
々

ト
シ
テ

似
二リ

秋
蛍
一ニ

10
宮
鶯　
　
　

蘭
坡

雨
過
禁
花
紅
更
妍

ナ
リ　

　

為
レニ

カ

誰
カ

百
囀

シ
テ

訴
二フ

流
年
一ヲ

　

鶯
見
二テ

禁
花

ノ

妍
、一ナ

ル
ヲ

今
日
雖
二

開
花
一、
明
日
可
二シ

落
花
一ス。
千
万
囀

シ
テ

惜
二ム

流
年
一ヲ、
人
無
二

此
ノ

心
一。
然

ル
ニ

為
レニ

カ

誰
カ

頻
リ
ニ

訴
哉
。
雍

陶
詩

ニ

「
春
風

ハ

堪
レヘ

賞
ス
ル
ニ

還
テ

堪
レタ

リ

恨
、ル

ニ

纔
ニ

見
二ハ

開
花
一ヲ

又
落
花
」
。

暁
来
慎

テ

勿
レ

呼
二コ

ト

春
夢
一ヲ　
　

板
築

ノ

遺
賢
属
二ス

枕
鳥＊

一ニ
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鶯
声
訴
二

流
年
一ヲ

而
譁

シ。
殊

ニ

宮
中
也
。
莫
四

帝
王
之
（
８
オ
）
夢

ノ

呼
三

覚
如
二ナ

ル
ヲ

殷
湯

ノ

之
夢
一ノ。
可
レキ

有
二

呼
覚
一

則
ン
ハ

如
二

傅
説
一、

賢
人
難
レ

出
、
不
レ

出
二

天
下

ノ

危
一ヲ

矣
。
板

ト

与
レ

飯
同

シ。
布
綰
反
。
板

ハ

図
也
。
高
宗
夢

ニ

得
レリ

説
ヲ、

覚
テ

尋
二

群
臣

ノ

之
内
一ニ、
既
無
二

其
ノ

人
一。
使
三
レ

百
官

ヲ

以
テ

所
レノ

夢
之
形
象
経
営

シ
テ

求
二

之
ヲ

於
野
外
一ニ、
得
二タ

リ

于
傅
氏

ノ

岩
一ニ。
説
築
二

傅
岩

ノ

野
一ニ、
出
佐
二テ

殷＊

王
一

而
治
二

天
下
一ヲ。
本
朝
香＊

竹
禁
鐘

ノ

詩
ニ

「
撞
破

ス

宮
雲
万
朶

ノ

紅
、
春
鐘
暁
動
画
楼

ノ

風
、

々

ア
ン

恐
ク
ハ

徹
二シ

テ

君
王

ノ

枕
一ニ、
板
築

ノ

遺
賢
残
夢

ノ

中
」
。
九
淵
賛
二ス

傅
説
一ニ

「
鐘
残

テ

龍
寝
夢

ノ

回
ル

晨
、
社
稷
安
危
繋
二ク

野
人
一、
閑

ニ

展ノ
ヘ

二テ

新
図
一ヲ

認
二ム

顔
色
一ヲ、
霜
鬢
雪
髪
（
８
ウ
）

老
レタ

リ

於
レ

真
」
。

11
海
棠　
　
　

明
皇
沈
香
亭

ニ

召
二ス

妃
子

ヲ一、
時

ニ

卯
酒
未
レ

醒
、
鬢
乱
釵

カ
ン
サ
シ横
フ。

上
ノ

曰
ク、

真
ノ

海
棠
花
睡
未
レ

足
矣
。
自
レ

此
謂
二

海
棠
一

而
比
二ス

楊
妃
一。
坡
詩

ニ

「
只
恐

ル

夜
深

テ

花
ノ

睡
リ

去
、コ

ト
ヲ

高
ク

焼
二テ

銀
燭
一ヲ

照
二ス

紅
粧
一ヲ

」
。
本
朝

ノ

村
菴
明
皇
貴
妃
並
笛
図

ノ

詩
ニ

「
只

因
二テ

偏
愛
海
棠
睡
一ニ、
落
二

尽
ス
ル
モ

梅
花

ヲ一

也
不
レス

知
ラ

」
。

杜
甫

カ

吟
行
錦
水

ノ

春　
　

海
棠
処
々
馬
蹄

ノ

塵

　

杜
甫
一
世
不
レ

作
二

海
棠

ノ

詩
一ヲ。
母
名
二ク

ル

海
棠
一ト

故
ニ

不
レ

侵
レ

名
也
。
故

ニ

雖
二

海
棠
佳
一ナ

リ
ト

不
レ

吟
、
空

ク

作
二ル

馬
蹄

ノ

塵
一ト。
（
９
オ
）

王
軒
海
棠

ノ

詩
「
梅

ハ

太
タ

清
癯
桃

ハ

太
タ

肥
、タ

リ

不
レ

濃
不
レ

淡
此
花
宜

シ、
何
人

カ

筆
下

ニ

有
二テ

香
字
一、
為
二

杜
陵
翁
一

補
二

逸
詩
一ヲ

」
。

対
レシ

テ

花
ニ

不
三ス

是
レ

無
二キ

ニ

佳
句
一　
　

只
恐

ル

呼
レテ

名
ヲ

触
二

太
真
一

　

不
レ

無
二

海
棠
佳
句
一、
如

シ

作
二

海
棠

ノ

詩
一、
触
二

太
真
、
此

ヲ

以
テ

不
レ

作
レ

言
。
平
生
恐
我
母
諱
不
作
。
爰
曰
不
レ

恐
二

我
母
名
一ヲ、
只

恐
レル

触
二ル

コ
ト
ヲ

太
真
一ニ。

12
扇
面
海
棠
梅
松

『覆簣集』解題と翻刻

45



憶
フ

着＊

シ

黄
崗
蘇
王
棠　
　

為
レ

花
秉
レ

燭
照
二ス

紅
粧
一ヲ

松
風
夜

ル

自
二リ

梅
辺
一

過
ク　

　

人
ハ

道
フ

海
棠
吹
二ト

暗
香
一ヲ

（
９
ウ
）

　

竹
楼
記

ニ

「
黄
崗
之
地

ニ

多
レ

竹
」
矣
。
東
坡
在
二テ

黄
州
一

作
ス。

棠
照
二

紅
粧
一

事
、
見
二リ

上
註
一ニ。

13
松
鴎　
　
　

宜
竹

乾カ
ン

濤
吹
レテ

月
ヲ

似
二

江
湖
一ニ　
　

是
レ

我
カ

庭
前
松
一

株

夜
聴
二テ

風
声
一ヲ

閑
ニ

擁
レス

被
ヲ　

　

不
レ

知
夢

ニ

作
二ル

ヤ

白
鴎
一ト 

無イ
ナ
ヤ

　

山
谷
「
晨
鶏
催

ト
モ

不
レ

起ヲ

キ、
擁
レシ

テ 

被ヒ
イ
ヲ

聴
二ク

松
風
一ヲ

」
。
又
「
夢

ニ

作
二

白
鴎
一ト

臥
二ス

秋
江
一ニ

」
。

14
十
月
白
牡
丹　
　
　

東
坡
冬
日

ノ

牡
丹

ノ

詩
ニ

「
花

ノ

開
ク
ル

時
節
雨
連
レシ

テ

風
ヲ、

却
テ

向
二

霜
余
一

染
二ム

爛
紅
一ヲ、
漏
二

泄
ス

春
光
一ヲ

私
ノ

一
物
、

此
ノ

心
未
レ

信
出
一コ

ト
ヲ

天
工
一ヲ

」
矣
。
詩
林
広
（
10
オ
）
記
冬

ノ

字
作
二ル

秋
ノ

字
一ニ。
玄
宗
之
朝

ニ 

挙
コ
ソ
ツ 

テ

賞
二

牡
丹
一、
多
比
二

貴
妃
一。
「
一

朶
能
行

ク

白
牡
丹
」
、
此
言
レ

妓
也
。
明
皇
沈
香
亭
前
花
繁
開

ク、
曰
二フ

賞
二

名
花
一ヲ、
対
二ト

妃
子
一ニ

焉
。
又
民
間

ニ

貢
二ス

牡
丹
一ヲ、
為
二メ

ニ

野

鹿
一ノ

銜
ミ

去
、ラ

ル

応
二ス

禄
山
之
乱
一ニ。
本
朝
村
菴
白
牡
丹

ノ

詩
ニ

「
堂
後
新
開

ク

氷
玉

ノ

姿
、
却

テ

疑
夜
雨

ノ

洗
二カ

ト

臙
脂
一ヲ、
豪
家
争

イ

買
フ

紅
ト

兼
レト

紫
、
一
種

ノ

風
流
人
不
レ

知
」
。

換
尽

ス

姚
黄
魏
紫

ノ

霞　
　

白
レキ

於
レリ

モ

雪
者

ノ

数
枝
加

フ

　

姚
家

ノ

牡
丹
黄
也
。
魏
家

ノ

牡
丹
紫
也
。
村
菴
詩
「
黄

ハ

買
二

姚
家
一ニ

紫
ハ

魏
家
、
此

ノ

心
非
二ス

是
レ

競
豪
花
一ニ

」
云
。
（
10
ウ
）

猶
疑

フ

十
月
温
湯

ノ

水　
　

洗
出

ス

沈
香
亭
下

ノ

花

　

坡
冬
日

ノ

牡
丹

ノ

詩
ニ

「
一
朶

ノ

妖
紅
翠
欲
レ

流
、
春
光
回
照

シ
テ

雪
霜
羞ハ

ツ

」
矣
。
地
理
志
「
太
宗
貞
観
十
八
年
、
営
二

建
御
湯
一ヲ、
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名
二ク

湯
泉
宮
一ト。
高
宗
咸
亨
二
年
、
名

ク二

温
泉
宮
一ト。
明
皇
天
宝
六
年
、
改
為
二

華
清
宮
一ト

」
。
王
建
「
内
園
分
二

得
温
湯

ノ

水
一ヲ、
二
月

中
旬

ニ

已
ニ

進
レム

瓜
ヲ

」
。

15
瀑
布
灯　
　
　

灯
ノ

名
也
。

千
尺

ノ

飛
流
灯
万
枝　
　

影
如
二ニ

シ
テ

瀑
布
一ノ

掛
二ク

天
涯
一ニ

余
光
移

シ
テ

向
二

我
窓
下
一ニ　
　

不
下
為
二ニ

除＊

疑
一カ

照
中

悪
詩
上

　

坡
詩
「
端
門
万
枝

ノ

灯
」
。
瀑
布
之
事
、
見＊

二

廬
山
詩
注
一。
（
11
オ
）

16

二
月
進
レ

瓜　
　
　

唐
ニ

置
二

温
湯
監
一ヲ、
種
レ

瓜
随
レ

時
貢
二

奉
ス

瓜
一ヲ。
夏
熟
者
、
二
月

ニ
シ
テ

而
進

ム。
蓋

シ

譏
ル下

明
皇
違
レ

時
及
レ

物
、

求
二

テ

口

体

奇＊

巧
之
奉
一ヲ、
以

テ

悦
中

婦
人
上。
実
二
月

ニ

不
レル

ナ
リ

進
也
。
或

人
ノ

曰
ク、

此
佳
、
二
月
非
二

瓜
時
一ニ。
答
曰

ク、
驪
山
温
湯
地

煖
、ニ

シ
テ

可
二

人
力
為

ス一
レ

之
ヲ。

按
、ス

ル
ニ

秦
ノ

始
皇
密

ニ

令
シ下
テレ

人
種
中

瓜
ヲ

驪
山
□＊

谷
中
上。
実
成

ル、
使
レ

人
上
書

シ
テ

曰
ク、

瓜
冬
有
レ

実
。
乃

チ

詔
二

諸
生
一

往
テ

視
。シ

ム

因
テ

坑
レニ

ス

之
。
然
則
温
瓜
方
レテ

冬
ニ

已
熟

ス

矣
。

聞
ク

昔
内
園
春
進
レ

瓜　
　

華
清

ノ

風
雨
野
人

ノ

家

温
湯
一

物
山
河
潰＊

ク
ハ
イ
タ
リ

　
　
　

万
里
橋

ノ

西
二
月

ノ

花
（
11
ウ
）

　

誇
テ

本
二ト

シ
テ

婬
乱
一ヲ

紛
二ル

帝
道
一ヲ、
肖
二テ

時
物
一

而
求
二

口
体

ノ

奇＊

一ヲ、
故

ニ

早
ク

滅
フ。

万
里
橋

ハ、
在
二

蜀
ノ

成
都
一ニ。
劉
禹
錫

カ

家
ハ

在
二

成
都

ノ

万

里
橋
一ニ。
曾
原
一

楊
妃
襪
詩

ニ

「
万
騎
西

ノ
方

行
テ

駐
二

馬
嵬
一ニ、
凌
波
曾

テ

此
ニ

堕
二ス

塵
埃
一ニ、
誰
知
一
掬
香
羅

ノ

小
、
蹈
二

転
シ

開
元

ノ

宇
宙
一ヲ

来
ル

」
。
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17
古
寺
愛
レス

楓
ヲ　

　
　

光
岳

寺
古

テ

東
山
地
不
レ

塵
セ　

　

満
庭
紅
葉
賦
レシ

テ

詩
ヲ

新
ナ
リ

主
人
安
楽

ナ
レ
ハ

竹
知
気　
　

楓
亦
如
レク

花
別

ニ

置
レ

春
ヲ

　

長
安
京＊

城
門
、
唐
喜＊

宗
ノ

時
キ

有
二リ

于
祐
一。
晩

ニ

歩
二ム

禁
衢
一、
流
二

一
紅
葉
一ヲ、
上

ニ

有
レ

句
曰

ク

「
殷＊

勤
ニ

謝
二ス

紅
葉
一ヲ、
好
（
12
オ
）
去

テ

到
レ二

人
間

ニ一

」
。
祐
復

タ

題
シ
テ

曰
ク

「
曾

テ

聞
ク

葉
上

ニ

題
二ス

紅
怨
一ヲ、
葉
上
題
レ

詩
寄
二

与
ス

誰
一カ

」
。
後

ニ

娶
二ル

宮
人
韓
氏
一ヲ。
即

チ

題
二ル

詩
ヲ

紅

葉
一ニ

者
也
。
其
後
又
云
「
今
日
却

テ

成
二

鸞
鳳
友
一、
方

ニ

知
ル

紅
葉

ハ

是
良
媒
」
。
山
谷
「
主
人
安
楽
、ナ

レ
ハ

花
竹

ニ
モ

和
気
」
。
杜
牧

「
霜
葉

ハ

紅
也レ 

於
ヨ
リ
モ

二

二
月

ノ

花
一

」
。

18
同　
　
　

英
甫

従
レイ

師
ニ

尋
レ

寺
共

ニ

忘
レス

還
ル
コ
ト
ヲ　

　

落
日
停
レム

車
ヲ

楓
樹

ノ

間

三
百
年
来
張
継

ノ

後　
　

題
二

詩
ヲ

此
ノ

地
一ニ 

亦
モ
マ
タ

寒
山

　

谷
詩
「
従
レ

師
レ

学
道
魚

ノ

千
里
」
。
杜
牧
「
遠

ク

上
二レ

ハ

寒
山
一ニ

石
径
斜
、ナ

リ

白
雲
生

ル

処
ロ

有
二リ

人
家
一、
停
レテ

車
ヲ

坐
愛

ス

楓
（
12
ウ
）

林
ノ

晩
、
霜
葉

ハ

紅
レ

於
二

二
月

ノ

花
一

」
。
張
継
詩

ニ

「
姑
蘇
城
外

ノ

寒
山
寺
、
夜
半

ノ

鐘
声
到
二ル

客
船
一ニ

」
。

19
公
子
春
遊

ノ

図　
　
　

天
隠

不
レ

業
二

詩
書
一ヲ

業
二ト

ス

酒
杯
一ヲ　
　

酔
顔
日
々
玉
山
頽ク

ヅ
ル

笙
歌
雲
熱

ス

宿
レ

花
ニ

夜　
　

路
ニ

有
二

貧
民
一

痩
レタ

リ

似
レ

梅
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20
壇
浦　
　
　

中
岩

晩
浦
煙
横
日
影
斜

ナ
リ　

　

漁
歌
送
レテ

恨
落
二ス

蘋
花
一ヲ

封
侯
能

ク

有
二テ

カ

幾
人
一

得
ル　

　

戦
骨
乾
枯

シ
テ

堆
二

白
沙
一ニ

　

曹
松
詩
「
憑
レテ

君
ニ

莫
レレ

話
ル
コ
ト

封
侯

ノ

事
、
一
将
功
成

テ

万
骨
枯

ル

」
。
杜
牧
赤
壁

ノ

詩
ニ

「
折
戟
沈
レテ

沙
ニ

鉄
未＊

タス
レ

銷
」
。
本
（
13
オ
）

朝
野
夫

ノ

詩
ニ

「
昨
日

ハ

英
雄
今

ハ

白
骨
、
春
風
原
上
草
青
々
」
。
横
川
扇
面
竹

ノ

詩
ニ

「
江
湖
骨
白

シ

戦
場

ノ

月
、
乱
後
無
レ

人
截
二ル

釣
竿
一ヲ

」
。

21
桃
花
茶　
　
　

梅
渓

　

桃
花

ハ

蓋
シ

茶
ノ

名
也
。
茶

ヲ

名
二ク

ル

桃
花
一ト

之
謂

ハ、
未
レ

詳
。
但

シ

見
二ル

ニ

坡
カ

詩
一ヲ、
海
録

ニ

曰
ク

「
仙
人
掌
茶
出
二ツ

荊
州

ノ

玉
泉
寺
一ニ、
其
状

如
レ

平
、
故

ニ

号
二

仙
人
掌
茶
一ト。
玉
泉

ノ

真
公
采

テ

而
食
レ

之
、
年
八
十
余
歳
、
顔
色
如
二

桃
花
一ノ

」
云
々
。
依
レテ

是
ニ

謂
フ

歟カ

。
坡
大

治
ノ

長
老

ニ

乞
二

桃
花
茶
一ヲ。
栽
東
坡
詩
「
周
詩
記
二

苦
茶
一、
茗
飲
出
二ツ

近
世
一ニ

」
云
々
。
又
云

ク、
（
13
ウ
）「
他
年
雪
堂

ノ

品
、
尚
記
二ス

桃
花
裔
一ヲ

」
。
李
白
答
二

族
姪
僧
中
孚
贈
二ニ

玉
泉
仙
人
掌
茶
一ヲ

曰
ク

「
余
聞

ク

荊
州

ノ

玉
泉
寺
、
近
二

清
渓
諸
山
一、
々
洞
往
々

ニ

有
二

乳

窟
一、
々
中
多
二シ

玉
泉
一

交
流
。
其

＊
ソ
ノ

中
有
二

白
蝙
蝠
一、
大

サ

如
レシ

鴉
ノ。

仙
経

ニ、
蝙
蝠
一

ノ

名
ハ

仙
鼠
、
千
歳
之
后
体
白

シ
テ

如
レ

雪
ノ。

蓋
シ

飲
二テ

乳
水
一ヲ

而
長
生

ス

也
。
其

ノ

水
辺
処
々
有
二

茗
草
一、
羅＊

生
二シ

テ

枝
葉
一ヲ

如
二

碧
玉
一ノ。
唯
玉
泉

ノ

真
常

ニ

来
テ

而
飲
レ

之
、
年
八
十
四

歳
、ニ

シ
テ

顔
色
如
二

桃
花
一ノ。
而
竹
茗
清
香
滑
熟

ニ
シ
テ

異
レリ

於
レ

他
者
、
能
還
童
扶
二

人
寿
一

也
。
謂

ル

茗
生
二

此
ノ

中
一ニ、
石
泉
流

テ

不
レス

ト

歇
」
云
々
。
（
14
オ
）

龍
団
雀
舌
各
何

ソ

珍
ト
セ
ン　

　

別
ニ

有
二

桃
花
一

味
最
真

ナ
リ

　

龍
団
・
雀
舌
謂
レ

茶
。
谷
詩

ニ

「
矞イ

ツ

雲
従
レフ

龍
ニ

小
蒼
璧
」
。
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両
地

ノ

風
光
倶

ニ

一
啜　
　

武
陵

ノ

紅
雨
建
渓

ノ

春

　

晋
ノ

大
元
中

ニ

武
陵

ノ

漁
人
渓
行
、シ

テ

忽
逢
二

桃
花
林
一、
窮
レテ

林
得
二タ

リ

一
山
一ヲ。
従
二リ

小
口
一

入
テ、

行
コ
ト

数
十
歩
、ニ

シ
テ

土
地
平
曠
、ニ

シ
テ

屋
舎
儼

然
、
田
地
桑
竹
悉

ク

如
二シ

外
人
一。
見
二テ

漁
人
一ヲ

大
驚

テ

云
、
先
世
避
二

秦
ノ

乱
一ヲ

来
二ル

絶
境
一ニ、
問
今
何
世

ソ。
乃
不
レス

知シ

レラ

有
二

漢
晋＊

一。
漁
人

辞
去

ル。
詣
二シ

テ

大
守
一ニ、
即
遺＊

レ

人
随
往

ク、
迷

テ

不
レ

得
レ

路
矣
。
杜
句

ニ

「
桃
花
乱
落
若
二

紅
雨
一ノ

」。
建
渓

ハ

茶
ノ

道
地

ナ
リ

也
。
（
14
ウ
）

22
楓
橋
夜
泊　
　
　

楓
橋

ハ

在
二

蘇
州
呉
県

ノ

西
十
里
一ニ。
有
二

楓
樹
一、
故
名

ク。　
　
　

厳
中

月
ハ

落
ツ

姑
蘇
城
外

ノ

天　
　

一
篷
霜
白

シ
テ

宿
二ス

江
煙
一ニ

寒
山

ノ

鐘
ハ

似
二

与
レ

愁
約
一ス

ル
ニ　

　

不
レ

到
二

官
船
一ニ

到
二ル

客
船
一ニ

　

張
継
「
月
落
鳥＊

啼
霜
満
天
、
江
楓
漁
火
対
愁
眠
、
姑
蘇
城
外
寒
山
寺
、
夜
半
鐘
声
到
客
船
」
。

23
山
市
晴
嵐　
　
　

景
南

一
刻
千
金
春
夜

ノ

月　
　

寸
陰
尺
璧
暮
山

ノ

嵐

市
人
唯
競
二テ

日
中

ノ

利
一ヲ　
　

豈
レニ

ヤ

識
奇
珍

ノ

在
二ル

コ
ト
ヲ

不
貪
一ニ

　

宜
竹
「
市
中

ニ

有
レ

虎
無
二

虚
語
一、
人
面
獣
心
争
レフ

利
ヲ

時
」
。
（
15
オ
）

24
雁
足
灯　
　

漢
ノ

宣
帝
製

ス　
　
　

綿
谷

雁
足
灯
前
迎
二

上
元
一ヲ　
　

僧
房
無
事

ニ
シ
テ

隔
二ツ

端
門
一ヲ

　

坡
上
元

ニ

過
二

祥
符
僧
可
久
房
一ニ、
蕭
然

ト
シ
テ

無
二シ

灯
火
一

詩
ニ

「
門
前

ノ

歌
舞
闘

テ

分
レツ

朋
ヲ、

一
室
清
風
冷

ニ
シ
テ

欲
レ

氷
、
不
下

把
二テ

琉
璃
一ヲ
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閑
照
上
レ

仏
ヲ、

始
テ

知
ル

無
尽

ハ

本
無
レコ

ト
ヲ

灯
」
。
端
門

ハ、
宣
徳
門
也
。
元
夕

ニ

皇
帝
登
二

端
門
一、
以

テ

宴
二

群
臣
一ニ。
元
祐
七
年
壬
申
、

坡
自
二

揚
州
一

召
還
、サ

レ
テ

侍
二ス

上
元

ノ

宴
一ニ。
明
年
至
二

恵
州
一

「
前
年
侍
二

玉
輦
、
端
門
万
枝
灯
一ニ

」
。

深
更
試

ニ  


剔
ホ
シ
イ
マ
マ

二

  


ニ
シ
テ

残
心
一ヲ

看
ヨ　

　

影
ハ

似
二

平
沙
月
一
痕
一ニ

（
15
ウ
）

25

識
レハ

字
ヲ

憂
患

ノ

始　
　
　

坡
詩

ニ

「
人
生
識
レハ

字
ヲ

憂
患

ノ

始
、
姓
名
但
記

ス

可
二シ

以
テ

休
一ス

」
。
項
籍
少
時
学
レ

書
不
レ

成
、
其
父
怒
レ

之
ヲ。

籍
ノ

曰
ク、

書
ハ

足
三ラ

ク

以
テ

記
二ス

ル
ニ

姓
名
一ヲ

而ノ

已ミ

、
不
レス

足
レ

学
。

老
杜

ハ

三＊

洲
蘇

ハ

八
州　
　

何
人

カ

世
上
不
レ

多
レ

憂
イ

　

杜
流
二ル

三＊

洲
一ニ、
故

ニ

憂
ノ
ミ

耳
也
。
謂

イ
ル

杜
甫
一

生
憂
。
坡
作
二

八
州

ノ

督
一ト。
詩

ニ

「
蚤

ク

謀
二

二
項
田
一、
莫
レ

待
二

八
州

ノ

督
一ヲ

」
。
謂

ル

八

州
ハ

密
・
除＊

・
湖
・
登
・
杭
・
潁
・
揚
・
定
也
。

夜
船
莫
レ

泛
巴
江

ノ

月　
　

聞
説

ク

春
波
学
レテ

字
ヲ

流
ル

26
昭
君
出
レ

塞
図　
　
　

西
京
雑
記
「
漢

ノ

元
帝

ノ

宮
人
（
16
オ
）
欲
レス

ル

幸
者
、
披
レテ

図
ヲ

以
テ

召
ス。

宮
人
多

ク 

賄
マ
カ
ナ 

二フ

画
工
一ニ。
昭
君
無
レ

之
。
工
毀

ソ
コ
ナ 

二ウ

其
ノ

状
一ヲ。
匈
奴
求
二

美
女
一ヲ。
以
二テ

昭
君
一ヲ

行
。シ

ム

召
シ
テ

見
、シ

ム

帝
悦＊

レ

之
。
而

モ

名
字
已

ニ

去
、
不
二

復
留
一。
帝
怒

テ

殺
二ス

画
工

毛
延
寿
一ヲ。

掩
レテ

涙
ヲ

遅
々

ト
シ
テ

出
二ツ

帝
城
一ヲ　
　

胡
山
積
雪
与
レ

天
平

ナ
リ

琵
琶

ハ

不
レ

似
二

君
恩

ノ 

蒲
＊
ウ
ス

一キ
ニ　

　

馬
上
慇
懃

ニ

慰
二

妾
カ

情
一ヲ

　

許
忱
甫
詩

ニ

「
馬
背ハ

イ
ノ

東
風
去
路
縣＊

ハ
ル
カ
ナ
リ

、 　

 

幾
多

ク
ノ

幽
意

ソ

寄
二ス

琵
琶
一ニ、
妾

カ

身
若
是
能

ク

傾
レケ

ハ

国
ヲ、

尽
ク

捲
二テ

胡
沙
一ヲ

入
二ン

漢
家＊

一ニ

」
。

僧
季
潭
「
玉
貌

ハ

風
沙

ニ
モ

勝
二レ

リ

画
図
一ニ、
琵
琶
難
レ

写
シ

旧
恩

ノ

疎
、ル

コ
ト
ヲ

宮
中
咫
尺
如
二シ

千
里
一ノ、
況

ン

復
タ

如イ

今マ

（
16
ウ
）
万
里
余

ヲ
ヤ

」
。
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王
之
渙
「
夢
裡
分
明

ニ

入
二ル

漢
宮
一ニ、
覚
来

レ
ハ

灯
背
錦
屏
空

シ、
紫
台
月
落

ツ

関
山

ノ

暁
、
腸

ハ

断
フ

君
王

ノ

信
二ス

ル
コ
ト
ヲ

画
工
一ヲ

」
。
本
朝
村

菴
「
画
図

ハ

非
二ス

是
レ

妾
顔
色
一ニ、
惹ヒ

二キ

得
テ

虚
名
一ヲ

万
里

ニ

行
ク

」
。

27
売
花

ノ

声　
　
　
　

村
菴

紅
音
紫
韻
語
高
低　
　

春
色
於
レテ

人
ニ

価
不ス

レ

斉ヒ
ト
シ
カ
ラ

似
レテ

識
三ル

ニ

貧
家
多
二キ

コ
ト
ヲ

酒
債サ

イ
一　
　

数
声
唱
過

ク

画
楼

ノ

西

28

雪
裡

ノ

芭
蕉　
　
　

筆
談
画
評
「
王
維

カ

画
多

ク

不
レス

問
二

四
時
一ヲ。
以
二

桃
李
芙
蓉
蓮

ヲ

同
画

ク。
袁
安
臥
雪

ノ

図
有
二

雪
裡

ノ

芭
蕉
一。

得
レ

心
応
レ

手
、
意
到
便
成
。　
　

懶
室
（
17
オ
）

凍
雨
霏
々

ト
シ
テ

白
雪
飄

ル　
　

何
人

カ

持
レシ

テ

呪
ヲ

保
二ツ

芭
蕉
一ヲ

昔
年
自
レリ

入
二テ

王
維

カ

筆
一ニ　
　

無
レキ

限
春
風
吹

ト
モ

不
レ

揺＊

29
移
レス

蘭
ヲ　

　
　

江
西

新
ニ

開
二テ

九
畹＊

一ヲ

剪
二ル

榛
菅
一ヲ　
　

扶
ク
ル
ニ

以
二テ

シ

小
笆
一ヲ

囲
ム
ニ

以
レテ

ス

欄
ヲ

寄
レ

語
三
閭
宗＊

国
ノ

主　
　

養
レコ

ト

賢
ヲ

何
ソ

似
二ン

養
レコ

ト
ノ

花
ヲ

難
一キ

ニ

　

三
閭
在
二

楚
官
一

也
。
漁
父

ノ

辞
「
屈
原
既

ニ

放
テ、

游
二フ

於
江
潭
一ニ、
行

〃

吟
二フ

沢
畔
一ニ。
顔
色
憔
悴
、シ

テ

形
容
枯
高＊

。セ
リ

漁
父
見

テ

而
問
レテ

之
ニ

曰
ク、

子
非
二ス

ヤ

三
閭

ノ

大
夫
一ニ

与
、
何

カ

故
ヘ
ソ

至
二ル

ヤ

於
斯
一ニ

矣
」
。
離
騒

ニ

「
屈
原
紉
二テ

秋
蘭
一ヲ

為
レス

佩ビ

ト

」
。
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30
雪
裡

ノ

海
棠　
　
　

月
舟
（
17
ウ
）

海
棠
臘
雪
色
交

〃

加
フ　

　

要
ス下

向
二

寒
梅
一ニ

定
中ン

ト

等
差

ヲ上

知
ヌ

是
レ

天
上
聚
二テ

其
ノ

類
一ヲ　
　

不
香
花

ハ

伴
二フ

不
香
花
一ニ

　

雪
与
レ

棠
同

ク

不
香
花
也
。
王
子
信
詩

ニ

「
宴
罷

テ

瑤
池
方

ニ

熟
睡
、
燕
脂
臉レ

ン

上
白
雪
香

シ

」
。
本
朝
村
菴
雪

ノ

詩
ニ

「
霏
々
未

タス
レ

霽

已
ニ

春
鴉
、
数
片
随
レテ

風
ニ

入
レテ

帽
ニ

斜
、ナ

リ

莫
レ

比
二

人
間

ノ

桃
杏
李
一ニ、
飛
来

ル

天
上

ノ

不
香
花
」
。

31
王
維
雪
裡
芭
蕉
図　

事
見
レ

上　
　
　

月
舟

自
レリ

古
芭
蕉
不
レ

耐
レ

秋　
　

輞
川

ノ

画
ハ

取
二テ

四
時
一ヲ

留
ム

　

王
維
字

ハ

摩
詰
、
別
墅
在
二リ

輞
川
一。
秦＊

ノ

太
虚
云

ク

「
予
臥
レス

病
ニ。

高
符
仲
携
二テ

輞
川
図
一ヲ

示
レ

予
ニ

曰
ク、

閲
レテ

此
ヲ

可
二

（
18
オ
）
以

テ

愈
レス

病
ヲ。

予
喜

コ
ト

甚
シ、

怳
然

ト
シ
テ

若
下

与
二

摩
詰
一

入
中ル

カ

輞
川

ニ上。
数
日

ニ
シ
テ

病
愈

ユ

」
。
東
坡
曰
「
味
二フ

ニ

摩
詰
之
詩
一ヲ、
々
中

ニ

有
レ

画
、

観
二ル

ニ

摩
詰
之
画
一ヲ、
々
中

ニ

有
レ

詩
矣
」
。
謂

イ
ル

無
声

ノ

詩
ハ、

則
画
。ナ

リ

謂
ル

有
声

ノ

画
ハ、

則
チ

詩
ナ
リ

也
。

牡
丹
紅
簇

ル

藍
関

ノ

雪　
　

韓
若

シ

比
レセ

ハ

公
ニ

輸
二ケ

ン

一
籌
一ヲ

　

韓＊

湘
ハ

愈
カ

之
姪
孫

ナ
リ

也
。
自
言

フ、
能

ク

開
二

頃
刻

ノ

花
一ヲ。
愈

カ

曰
、
子

チ

豈
ニ

能
ク

奪
二テ

造
化
一ヲ

而
開
レカ

ン

花
ヲ

乎ヤ

。
湘
乃
聚
レテ

土
ヲ

以
レ

盆

覆
レ

之
、
俄

ニ
シ
テ

而
挙
レ

盆
、
有
二

碧
牡
丹
二
朶
一、
葉

ニ

有
二

小
金
字
一

云
ク、

雲
横
二テ

秦
嶺
一ニ

家
何

ニ
カ

在
ル、

雪
擁
二シ

テ

藍
関
一ヲ

馬
不
レ

前
。

愈
后
謫
二テ

潮
州

ニ一

至
二テ

藍
関
一ニ

遇
レ

雪
、
乃
（
18
ウ
）
悟

ル。
今
退
之
集
中

ニ

示
二

姪
孫
湘
一ニ

詩
ニ。

韓
湘

ハ

唐
元
和
中

ノ

者
ナ
リ

也
。

32
雪
後

ノ

洛
山　
　
　

月
舟

洛
山

ノ

晴
雪
向
レテ

人
誇

ル　
　

秋
月
春
花
蔑ナ

二シ

以
テ

加
一ル

コ
ト
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三
十
六
峯
天
一
色　
　

朝
来
不
レル

ハ

白
只
寒
鴉

33
蟾
蜍
水
滴　
　

広
川
王
廃
家

ニ

得
二

玉
蟾
蜍
一ヲ、
容
二

五
合

ノ

水
一ヲ、
以

テ

為
二ス

書
滴
一ト。
谷
「
不
レヤ

見
龍
蛇

ノ

筆
、
新

ニ

乾
ク

硯
滴

ノ

蜍
」
。

天
上

ノ

銀
蟾
千
里
明

ナ
リ　

　

吸
二イ

河
漢
一ヲ

尽
シ
テ

洒
二ク

陶
泓
一ニ

　

月
中

ニ

有
二

蟾
蜍
一、
背
黒

シ。
寿
三
千
歳

ナ
ル

者
ノ、

頭
ニ

有
レ

角
、（
19
オ
）
頷
下
丹

シ
テ

書
二ス

八
字
一ヲ。
羿

カ

妻
切
レ

薬
奔
レ

月
、
為
二

蟾
蜍
一ト

矣
。

毛
穎
与
二

絳
人
陳
玄
・
弘
農
陶
泓
相
友
善
也
。
陳
玄

ハ

墨
、
陶＊

泓
ハ

硯
也
。

兎
毫
亦
是
月
中

ノ

物　
　

共
向
二

書
窓

ニ一

尋
ヌ二

旧
盟
一ヲ

　

兎
ハ

視
レテ

月
ヲ

而
生

ス、
故
曰

ク、
明

ニ

視
三

兎
ノ

居
二

月
ノ

之
腹
一

而
天
下
之
兎
望
レ

焉
。
咀
嚼
者
九
竅
、
胎

ニ

生
ス。

独
リ

兎
八
竅

ナ
ル

者
ノ、

五

月
ニ
シ
テ

而
吐ハ

レク

子
ヲ。

兎
口
有
レ

缺
、
吐
而
生
レス

子
。
五
月

ニ
シ
テ

而
吐ハ

レク

子
ヲ、

故
ニ

卜
二シ

テ

秋
月
之
明
暗
一ヲ、
以

テ

知
二ル

兎
ノ

之
多
寡
一ヲ

也
。
左

伝
ニ

「
哀
十
一
年
、
魯
公
会
レス

呉
、
々
請
レフ

尋
レン

コ
ト
ヲ

盟
ヲ。

子
貢
曰

ク、
盟
弗
レ

可
レ

改
ム

也
。
若

シ

可
レン

ハ

尋
（
19
ウ
）
也
、
亦
可
レ

寒
也
」
。

兎
、
吐
也
。
缺

ハ、
呼
尺
反
、
器
破
也
。

34
画
レ

雪
学
レ

字

過
レ

午
ヲ

階
前
雪
始
収

ル　
　

鳥＊

藤
信
レテ

手
ニ

写
二ス

銀
鉤＊

一ヲ

春
風
明
日
消

シ
テ

成
レラ

ハ

水
ト　

　

又
タ

入
二テ

巴
江
一ニ

学
レテ

字
ヲ

流
レ
ン

　

鳥＊

藤
ハ

杖
也
。
坡
詩

ニ

「
莫
下

把
二

山
林
一ヲ

笑
中コ

ト

朝
市
上、老
夫
手
裡

ニ

有
二リ

鳥＊

藤
一

」
谷

ニ

「
書

シ

成
ス  

蠆
タ
イ
／
ハ
チ尾

銀
鉤
」
云
々
。
謂
二

字
勢
一。

巴
江

ハ

見
レ

上
。
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35
対
レシ

テ

花
ニ

無
レ

詩

棠
ハ

恨
二ミ

唐
人
一ヲ

梅
ハ

楚
人　
　

胡
ナ
ン
ス
レ
ゾ

為
緘
レテ

口
ヲ

送
二ル

残
春
一ヲ

野
僧
不

ス三

是
レ

無
二キ

ニ

吟
興
一　
　

若
シ

入
二レ

ハ

悪
詩
一ニ

花
亦
塵

　

唐
ノ

杜
甫
不
レ

作
二

海
棠

ノ

詩
一ヲ、
義
見
レ

上
ニ。

楚
ノ

屈
原
見
（
20
オ
）
離
騒
経
廿
五
篇
、
無
二

梅
之
字
一。
然

ル
ニ

離
騒

ニ

云
ク

「
梅
伯

受
レク 

醢
＊
カ
イ
ヲ、

箕
子
詳
狂
」
。
注
「
梅
、
音

ハ 

浼
＊
ハ
イ

、
詳
、
音

ハ

佯
。
梅
伯

ハ

紂
諸
侯
也
。
数
諫イ

サ
レム

紂
、
怒

テ

乃
殺
レス

之
、
醢カ

イ
二ス

其
身
一ヲ

」

云
々
。
柳
文
十
四
「
梅
伯
受
レ

醢
ヲ、

箕
子
佯
狂
」
。
註

ニ

「
梅
、
音
浼
。
対

シ
テ

云
ク、

醢
レ

梅
奴
レ

箕
」
云
々
。
本
朝
万
里

ノ

曰
ク

「
雖
レ

非＊

二ス
ト

梅
花
之
梅
、
而
其

ノ

音
浼バ

イ

。
離
騒
之
中
有
二

梅
之
字
一

証
也
。
韻
会
上
平

ニ

梅
字
注

ニ、
『
姓
也
。
殷
有
二

梅
伯
一、
為
レ

紂

所
レ

醢
』
。
用
二

韻
会
之
義
一、
則
其
音
梅
花
之
梅

ニ
シ
テ

而
上
平
也
。
用
二

離
騒
及
柳
文
対
レ

之
義
一、
則

ハ

其
音
毎
而
上
声
。
蓋
梅
有
二

両
音
一

歟
」
。
趙
（
20
ウ
）
君
実
梅

ノ

詩
ニ

「
霊
均
不
二

敢
テ

軽
ク

題
品
一セ、
誰

カ

道
フ

離
騒
忘
二

却
梅

ヲ」
。
曾
蒼
山
海
棠

ノ

詩
ニ

「
少
陵

カ

忘

却
渾

テ

閑
事
、
更

ニ

有
リ三

離
騒

ニ

忘
二

却
ス
ル

梅
一ヲ

」
。
愚
謂
、ラ

ク

雖
レ

有
二

離
騒
梅

ノ

字
一、
非
二

梅
花
之
梅
一。
本
朝
江
西
梅
船

ノ

詩
ニ

「
猶
有
二リ

離
騒
遺
恨

ノ

在
一ル、
風
吹
不
レ

到
汨
羅
江
」
。
村
菴
梅
詩

ニ

「
忘
二

却
ス

姓
名
一ヲ

千
古

ノ

恨
、
一
生
手
未
レス

触
二

離
騒
一ニ

」
。

36
夢

ニ

遊
二

廬
山
一

北
窓
和
レシ

テ

夢
ニ

到
二ル

南
康
一ニ　
　

五
老
峯
前
六
月

ノ

涼

今
日
若

シ

編
二ハ

輿
地
志
一ヲ　
　

廬
山

ハ

唯
在
二ラ

ン

黒
甜

ノ

郷
一ニ

　

黒
甜

ハ

睡
也
。
事
見
二

房＊

山
瀑
布
詩
下
一ニ。
（
21
オ
）

37
六
月
売
レ

氷
図
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六
月
清
風
価
不
レ

軽　
　

午
窓
忽
聴

ク

売
氷

ノ

声

団
々
琢
出

ス

荊
山

ノ

璧　
　

一
掬

ノ

些
涼
十
五
城

　

西
征
記

ニ

「
陵
台

ノ

氷
井
六
月
猶
堅

シ

矣
」
。
趙
得
二

和
氏
璧
一ヲ。
秦

ノ

昭
王

ノ

之
曰

ク、
願

ク
ハ

以
二テ

十
五
城
一ヲ

易
レン

璧
ニ。

遣
二シ

テ

相
如
奉
レテ

璧

入
レ

秦
、
相
如
視
レ

秦
無
レ

意
レ

償
二

趙
城
一ヲ。
乃
前

テ

曰
、
璧

ニ

有
レ

瑕
、
請
指
二

示
セ
ン

王
一ニ。
因

テ

持
レ

璧
却

テ

立
。
怒
髪
上
衝
レ

冠
曰

ク、

王
必
欲
レ

殺
レ

臣
、
々
頭
与
レ

璧
倶
砕
柱
矣
。
遂

ニ

使
レ

人
以

テ

璧
ヲ

帰
レ

趙
。

38
范
蠡
泛

フレ

湖
ニ

図　
　

越
ノ

范
蠡＊

滅
レシ

テ

呉
変
二シ

テ

姓
名
一ヲ

為
二ル

（
21
ウ
）
鴟
夷
子
皮
一ト。
耕
二シ

テ

於
海
岸
一

致
レコ

ト

産
数
千
万
。
斉
人＊

聞
二

其
ノ

賢
一、
以

テ

為
レス

相
ト。

蠡
曰

ク、
久
受
二

尊
名
一

不
祥
。ナ

リ

乃
帰
二

相
印
一ヲ

尽
ク

散
二シ

テ

其
ノ

財
一ヲ

与
二

知
友
一、
問
二

行
止

ヲ

於
陶
一ニ、
号
二

陶
朱
公
一

矣
。

周
礼
「
即
大
湖

ハ、
其
派
有
レ

五
、
故

ニ

名
ク

」
。
又＊

曰
、
「
周

リ

五
百
里
、
故

ニ

名
ク

」
。
蘇
州

ノ

図
経

ニ

「
大
湖
接
二ス

蘇
・
常
・
湖
・
秀

四
州

ノ

界
一ニ

」
。
范
蠡
泛
二

五
湖
一ニ、
当
レニ

シ

在
レ

此
。

古
来
好
レテ

色
ヲ

国
皆
亡

フ　
　

范
蠡
忠
心
日
月

ノ

光

若
シ

載
二テ

西
施
一ヲ

不
二ン

ハ

帰
去
一ラ　
　

越
王
依
レテ

旧
ニ

是
レ

呉
王

　

寰
宇
記

ニ

「
西
施
、
々
其
姓＊

也
。
会
稽
諸
曁
県
有
二

東
施
家
西
施
家
一。
会
稽
県

ノ

東
六
里
有
二

土
城
（
22
オ
）
山
一、
勾
践
得
二

諸

曁
一ヲ、
採
薪

ノ

二
女
西
施
・
鄭
旦
令
レ

習
二

礼
ヲ

於
土
城
山
上
一、
以

テ

献
二ス

呉
王
一ニ。
山
辺

ニ

有
レ

石
、
是

レ

西
施
浣
紗
石
。ナ

リ

張
衡
曰

ク、
淑

性
窈
窕
秀
色
美
艶
矣
」
。
図
経

ニ

「
苧
羅
山
在
二

諸
曁
県

ノ

南
五
里
一ニ。
呉
越
春
秋

ニ、
越
王
謂
二テ

大
夫
種
一

曰
ク、

孤
聞
呉
王
淫

ニ
シ
テ

而

好
レテ

色
ヲ、

惑
乱
沈
湎

シ
テ

不
レ

顧
二

政
事
一ヲ、
因
レテ

此
而
謀

ラ
ハ

可
ナ
ラ
ン
カ

乎
。
呉
王
淫

ニ
シ
テ

而
好
レ

色
、
唯
王
選
二

択
美
女
一ヲ、
進
二

之
越
王
一ニ。

乃
於
二テ

苧
羅
山
一

得
二

鬻ヒ
サ

レク

薪
之
女
一ヲ、
曰
二フ

西
施
・
鄭
旦
一。
飾

ニ

以
二シ

羅
縠
一ヲ、
教

ニ

以
二

行
歩
一、
習
二

於
土
城
一、
臨
二

於
都
巷
一、
三
年
学

服＊

而
献
二ハ

於
呉
一ニ

矣
。
斉
（
22
ウ
）
賢
曰
、
呉
王
都
二

蘇
州
一ニ

有
桂
苑
・
姑
蘇
台
・
春
霞
宮
・
海
霊
館
・
々
娃
閣
一、
以
二

宮
妓
千
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人
一ヲ、
為
二ス

長
夜

ノ

飲
一ヲ、
造
二

千
石

ノ

酒
一、
鍾

ヲ

作
二

天
池
一、
々
中
作
二

青
龍
舟
一、
々
中
盛

ニ

陳
二

妓
楽
一、
日

〃
ニ

与
二

西
施
一

為
二

水
戯
一ヲ

矣
」
。

呂
仲
見
詩

ニ

「
一
戦
功
成

テ

早
ク

製
レス

身
ヲ、

釣
竿
軽

ク

動
ク

五
湖

ノ

雲
、
宮
中
拾
二

得
娥
眉

ノ

斧
一ヲ、
不
レル

ハ

献
二

吾
カ

君
一ニ

是
レ

愛
レナ

リ

君
ヲ

」
。

39
読
二

杜
牧
集
一ヲ

赤
壁

ノ

英＊

雄
遺
二ス

折
戟
一ヲ　
　

阿
房
宮
殿
後
人
悲

ム

風
流
独
愛

ス

樊
川
子　
　

禅
榻

ノ

茶
煙
吹
二ク

鬢
糸
一ヲ

　

杜
牧
赤
壁
詩

ニ

「
折
戟
沈
レテ

沙
ニ

鉄
半

ハ

銷
ス、

自
ラ

将
二テ

磨
（
23
オ
）
洗
一ヲ

認
二ト

ム

前
朝
一ヲ

」
。
又
阿
房
宮

ノ

賦
ニ

「
蜀
山
兀ゴ

ツ

、ト
シ
テ

阿
房
出
。

覆フ
ク

二

圧ア
ツ
シ
テ

三
百
余
里
一ヲ、
隔
二

離
ス

天
日
一ヲ

」
。
卒＊

句
ニ

「
秦
人
不
レ

暇
二

自
哀
一、
而

シ
テ

後
ノ

人
哀
レム

テ

之
而
不
レ

鑑
之
。
亦
使
二

後
人
一

而
復マ

タ

哀
二シ

ム

後
ノ

人
一ヲ

也
」
。
又
酔
後

ニ

題
二

僧
院
一ニ

詩
ニ

「
今
日
鬢
糸
禅
榻

ノ

畔
、
茶＊

煙
軽

ク

颺
ル

落
花

ノ

風
」
。
読
集
之
二
字

ニ

着
レ

眼
。

40
松
間

ノ

桜
雪　
　

大＊

白

桜
雪

ハ

可
レ

看
松

ハ

可
レ

聴
ク　

　

両
株
雑
レテ

色
ヲ

映
二ス

窓
櫺
一ニ

明
朝
若

シ

有
二ラ

ハ

洗
レフ

花
ヲ

雨
一　
　

痩
鶴
飛
辺
一

様
青

ラ
ン

41
華
清
宮　
　
　

岳
隠
（
23
ウ
）

　

驪
山

ノ

温
泉
宮
太
宗

ノ

所
レ

建
。
玄
宗
天
宝
六
載
改

テ

名
二

華
清
宮
一。
天
宝
十
四
年
六
月
一
日
、
華
清
宮
為
二

貴
妃
一

作
二

生
日
一。

其
ノ

年
十
一
月
禄
山
反
幽
陵
。
平
原
太
守
顔
真
卿
遺
李
平
間
道
奏
。
時
帝
在
二

華
清
一、
反
書
聞
失
レ

色
。

湧
殿
飛
楼
煙
靄

ノ

間　
　

花
驕
鳥
喚
報
二ス

龍
顔
一ニ
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明
皇
天
宝
六
年
改

テ

為
二

華
清
宮
一、
北

ノ
方

向
二

正
門
一

曰
二

津
陽
一、
東
曰
二

開
陽
一、
西
曰
二

望
京
一、
南
曰
二

昭
陽
一。
其
中
有
二

瑤
光

殿
・
飛
霜
殿
・
九
龍
殿
・
宜
春
亭
・
朝
元
閣
・
長
生
殿
・
羯
鼓
楼
・
重
明
閣
・
芳
風
閣
（
24
オ
）
、
凡

ソ

十
八

ノ

名
一。
龍

顔
ハ

謂
二

玄
宗
一ヲ。
以
二テ

天
子
一ヲ

比
レス

龍
ニ。

蛾
眉
一
作
二

馬
嵬

ノ

土
一　
　

贏
得

リ

驪
山
風
月

ノ

旧

　

楽
極

ル

則
ハ

悲
生

ス。
「
漁
陽

ノ

鼙
鼓
動
レシ

地
ヲ

来
ル、

九
重
城
闕
煙
塵
生

ス、
西

ノ
方

出
二テ

ヽ
都
門
一ヲ

百
余
里
、
六
軍
不
レ

発
無
二

奈
何
一

」
。
貴

妃
殺
二

馬
嵬
坡
下
一ニ、
自
レ

此
驪
山

ノ

風
月
閑
。
坡
詩

ニ

「
功
成

テ

雖
レ

欲
二

善
ク

待
レン

ト

盈
ヲ、

可
レ

嘆
前
王

ノ

恃タ
ノ

二ム
コ
ト
ヲ

太
平
一ヲ、
辛
若＊

ス

驪

山
々
下

ノ

土
、
阿
房
纔

ニ

廃
レ
ハ

又
タ

華
清
」
。

42
牡
丹
蝶

ノ

画　
　

唐
ノ

穆
宗
禁
中
千
葉

ノ

牡
丹
開

ク。
有
二

黄
白
蛺
蝶
万
類
一、
飛
二

集
ル

花
間
一ニ、
張
レテ

網
ヲ

得
二

数
百
一、
乃

イ

金
玉
也
。

　
　
　

天
与＊

（
24
ウ
）

待
レコ

ト

花
ヲ

日
久
見
レ

花
纔

ワ
ツ
カ　

　

無
レ

雨
無
レ

風
満
意

ニ

開
ク

一
夢
沈
香
亭
下

ノ

宴　
　

春
魂
為
レ

蝶
又

タ

飛
来

ル

　

沈
香
亭
下

ハ、
牡
丹
在
所
也
。ナ

リ

詳
ニ

見
レ

上
ニ。

43
美
人
撲
レツ

蛍
ヲ

図

秋
夜
閨
寒

シ
テ

御
幸
稀

ナ
リ　

　

流
蛍
触
レテ

扇
ニ

影
輝
々

多
情
最
好

シ

臨
レテ

風
ニ

撲ウ

ツ
コ
ト
ヲ　

　

恐
ク
ハ

帯
二テ

恩
光
一ヲ

別
院

ニ

飛
ン

　

王
建
「
銀
燭
秋
光
冷
二

画
屏
一、
軽
羅

ノ

小
扇
撲
二

流
蛍
一ヲ

」
。
注
「
撲
レ

蛍
以

テ

戯
写
レス

憂
ヲ

也
」
。
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44
魚
苗

漁
家
租
税
似
二ニ

農
家
一ニ　
　

種
二

得
魚
児
一ヲ

百
感
□＊

（
25
オ
）

　

陶
朱
公
養
レ

魚
、
以
二

六
畝

ノ

地
一ヲ

為
レ

池
、
々
有
二

九
□
。
求
二

懐
レ

子
鯉
魚
長
三
尺
者
二

十
頭
、
牡
鯉
四
頭
、
二
月
上
旬

ノ

日
、

納イ

二ル

之
池
一ニ、
令
レ

無
声
。
凡
魚
遠

ク

行
ク

則
ン
ハ

肥
。
池
聚
レテ

石
作
二

九
島
一、
魚
繞
レテ

之
ヲ

日
〃

行
コ
ト

千
里
。

若
シ

有
二

煕
寧
王
宰
相
一　
　

青
苗

ノ

法
ハ

及
二ン

水
梭
花
一

　

宋
ノ

王
安
石
行
二

青
苗

ノ

法
一ヲ

矣
。
僧
家
謂
レテ

魚
ヲ

為
二

水
梭
花
一ト。
坡
詩

ニ

「
疲
民
尚
作
二ル

魚
尾

ノ

赤
一ト

」
。
注
「
詩

ニ、
魴
魚
赬ア

カ
キ

尾
。ア

リ

注
ニ、

魚
労
則

ハ

尾
赤
」
。
坡
此

ノ

詩
注

ニ

「
此
詩

ハ

譏
ル三

朝
廷
行
二コ

ト
ヲ

青
苗
助
役

ノ

法
一

」
。

45
九
折

ノ

珍
簟
（
25
ウ
）

不
ス下

与
二

蘄
州

ノ

八
尺
一

同
ラ上　

　

簟
紋
九
折
自

ラ

含
レム

風
ヲ

人
間
平
地
羊
腸

ノ

路　
　

望
ハ

断
フ

青
雲

ノ

避
暑
宮

　

坡
カ

詩
ニ

「
余
香
在
二

蘄
竹
一ニ

」
。
注
「
蘄
竹

ハ

簟
也
。
自
二

蘄
州
一

出
ル

也
」
。
韓

カ

詩
「
捲

テ

送
ル

六
尺

ノ

含
風
漪
」
矣
。
趙
倹
塞
名
、

山
頭
屈
辟
如
二

羊
腸
一ノ。
潞ロ

州
ノ

長
安
県
太
原
・
嵐
州

ノ

上
党
壺
関
、
皆
有
二

羊
腸
坂
一。

46
書
帯
草　
　

鄭
玄
教
授
山
下

ニ

生
レ

草
如
二

薤
葉
一、
因

テ

名
二

書
帯
草
一ト。

何
ノ

草
ソ

青
々

ト
シ
テ

如
二

薤
茎
一ノ　
　

窓
前
曾
伴

フ

鄭＊

康
成

秋
来
若
是
化
レ

蛍
去

ラ
ハ　

　

又
照
二

残
書
一ヲ

換
二ン

短
檠
一ニ

（
26
オ
）

　

月
令
「
腐
草
化

シ
テ

作
レ

蛍
」
矣
。
車
胤
家
貧
、ニ

シ
テ

以
二テ

紗
嚢
一

盛
レテ

蛍
ヲ

照
レス

書
ヲ。

杜
カ

詩
ニ

「
案
頭
乾
死

ス

読
書

ノ

蛍
」
矣
。
韓
曰
、
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「
長
檠

ハ

八
尺
、
短
檠
二ハ

尺
」
。

覆
簣
集

〔
翻
刻
注
〕

（
１
ウ
）	

＊
編
…
言
＋
扁
に
見
え
る
が
虫
損
の
た
め
不
明
。
仮
に
意
を
取
っ
て
編
と
す
る
。

（
２
オ
）	

＊
（
空
白
）
…
何
か
書
き
か
け
て
や
め
た
よ
う
な
墨
付
き
が
あ
る
。
闕
字
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
＊
□
…
虫
損
。
「
也
」
な
ど
の
助

字
か
。

（
３
オ
）	

＊
母

ヲ一

…
送
り
仮
名
・
返
り
点
と
も
不
要
か
。

（
３
ウ
）	

＊
（
空
白
）
…
不
明
。

（
４
ウ
）	

＊
部
…
都
の
誤
写
か
。
＊
何
祇
…
上
欄
に
「
何
祇
人名

」
と
注
記
。
＊
鳥
鵲
…
烏
鵲
の
誤
写
か
（
三
箇
所
と
も
）
。
＊
鹿
山
…
禄
山

の
宛
字
か
。

（
５
オ
）	

＊
茂
彦
…
策
彦
の
誤
写
か
。
＊
巣
避
…
右
傍
に
「
戊
」
と
注
記
、
二
字
の
間
へ
補
入
か
。
正
し
く
は
「
巣
避
戊
巳
」
と
な
る
べ

き
か
。

（
５
ウ
）	

＊
村
菴
…
「
□
菴
」
二
字
抹
消
、
右
傍
訂
正
も
抹
消
し
、
上
欄
に
「
村
菴
」
と
注
記
す
る
。
＊
遂
…
逐
の
誤
写
か
。

（
６
オ
）	

＊
惣
…
も
と
「
総
」
。
下
欄
に
「
惣上

」
と
注
記
。
＊
季
…
委
の
誤
写
か
。

（
７
オ
）	

＊
珂
…
琦
の
誤
写
か
。
＊
称
…
禰
の
誤
写
か
。
＊
鷙
…
左
傍
に
「
撃
也
」
と
注
記
。
＊
横
川
…
原
文
で
は
前
行
末
尾
に
あ
る
が
、

翻
刻
者
の
判
断
で
こ
の
位
置
に
移
動
さ
せ
た
。

（
８
オ
）	

＊
漸
…
句
末
よ
り
補
入
。
＊
鳥
…
辺
（
邊
）
の
誤
写
か
。

（
８
ウ
）	

＊
殷
…
「
湯
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
上
欄
に
「
殷下

」
と
注
記
。
＊
香
竹
…
宜
竹
の
誤
写
か
。
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（
９
ウ
）	

＊
着
…
上
欄
に
「
昔下

歟
」
と
注
記
。

（
11
オ
）	

＊
除
疑
…
徐
凝
の
誤
写
か
。
＊
見
…
左
傍
よ
り
補
入
。

（
11
ウ
）	

＊
奇
…
「
□
」
（
奇
と
寿
の
中
間
の
よ
う
な
字
）
の
右
傍
に
「
奇
」
と
注
記
。
＊
□
…
石
扁
に
利
と
書
く
。
硎
の
誤
写
か
。
＊
潰

…
下
に
「
散
也
」
と
注
記
。

（
12
オ
）	
＊
奇
…
「
□
」
（
奇
と
寿
の
中
間
の
よ
う
な
字
）
の
下
に
「
奇
」
と
注
記
。
＊
京
…
右
傍
よ
り
補
入
。
＊
喜
…
僖
の
誤
写
か
。
＊

殷
勤
…
左
傍
に
「
慇
懃
」
と
注
記
。

（
13
オ
）	

＊
未
…
半
の
誤
写
か
。

（
14
オ
）	

＊
其
…
「
□
」
右
傍
に
「
上
」
、
上
欄
に
「
其
下

」
と
注
記
。
＊
羅
…
蘿
の
誤
写
か
。

（
14
ウ
）	

＊
晋
…
右
傍
に
○
、
上
欄
に
「
秦
歟
」
と
注
記
。
＊
遺
…
遣
の
誤
写
か
。

（
15
オ
）	

＊
鳥
…
烏
の
誤
写
か
。

（
16
オ
）	

＊
三
洲
…
三
川
の
誤
写
か
（
二
箇
所
と
も
）
。
＊
除
…
徐
の
誤
写
か
。

（
16
ウ
）	

＊
悦
…
惜
の
誤
写
か
。
＊
蒲
…
上
欄
に
「
薄下

歟
」
と
注
記
。
＊
縣
…
賖
の
誤
写
か
。
＊
家
…
「
宮
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
右
傍
に

「
家
」
と
注
記
。

（
17
ウ
）	

＊
揺
…
ほ
と
ん
ど
欠
損
。
残
画
お
よ
び
韻
に
よ
り
推
定
。
＊
畹

ヲ一

…
全
体
に
や
や
不
明
瞭
、
右
傍
に
「
畹

ヲ一

」
と
書
き
直
し
。
＊

宗
…
右
傍
に
「
宋
」
と
注
記
。
＊
高
…
「
稿
」
の
誤
写
か
。

（
18
オ
）	

＊
秦

ノ

太
虚
…
太
虚
は
秦
観
の
字
な
の
で
、
「
ノ
」
衍
字
か
。

（
18
ウ
）	

＊
韓
…
旁
や
や
不
明
瞭
、
上
欄
に
「
韓
」
と
書
き
直
し
。

（
19
ウ
）	

＊
陶
…
旁
や
や
不
明
瞭
、
行
末
に
「
陶
上

」
と
注
記
。

（
20
オ
）	

＊
鳥
…
烏
の
誤
写
か
。
＊
鉤
…
右
傍
に
「
鈎
」
と
注
記
。
＊
鳥
…
右
傍
に
「
烏
」
と
注
記
。
＊
鳥
…
烏
の
誤
写
か
。

（
20
ウ
）	

＊
醢
…
上
欄
に
「
○
醢　

六
海
／
肉
醤
／
也
□
醢
肉
／
牛
炙
云
々
」
と
注
記
。
＊
浼
…
上
欄
に
「
○
浼　

母
罪
切
」
と
注
記
。

＊
非
…
同
行
二
字
目
の
「
梅
」
字
下
よ
り
補
入
。
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（
21
オ
）	

＊
房
…
右
傍
に
「
廬
」
と
注
記
。

（
21
ウ
）	

＊
蠡
…
行
末
右
傍
よ
り
補
入
。

（
22
オ
）	

＊
人
…
「
為
」
を
墨
滅
し
て
右
傍
に
「
人
」
と
注
記
。
＊
又
…
右
傍
よ
り
補
入
。
＊
姓
…
右
傍
よ
り
補
入
。

（
22
ウ
）	

＊
服
…
成
の
誤
写
か
。

（
23
オ
）	
＊
英
…
「
莫
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
右
傍
に
「
英
」
と
注
記
。

（
23
ウ
）	

＊
卒
…
右
傍
に
○
、
上
欄
に
「
末下

歟
」
と
注
記
。
＊
茶
…
「
茶
」
と
「
恭
」
の
中
間
の
よ
う
な
字
の
左
傍
に
「
茶
」
と
注
記
。

＊
大
…
太
の
誤
写
か
。

（
24
ウ
）	

＊
若
…
左
傍
に
「
苦
」
と
注
記
。
＊
与
…
欠
損
多
い
た
め
推
読
。
隠
の
誤
写
か
。

（
25
オ
）	

＊
□
…
加
か
。

（
26
オ
）	

＊
鄭
…
右
傍
に
「
玄
字
康
成
」
と
注
記
。
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白
隠
墨
跡
和
歌
考
③

 

―
― 

白
隠
慧
鶴
と
夢
窓
疎
石 

―
― 

千

坂

英

俊

は

じ

め

に

　

筆
者
は
拙
稿
「
白
隠
墨
跡
和
歌
考
（
1
）
」
「
白
隠
墨
跡
和
歌
考
②
（
2
）
」
に
お
い
て
、
白
隠
の
墨
跡
和
歌
と
、
そ
の
出
典
と
な

る
和
歌
と
を
比
較
考
察
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
取
り
扱
う
の
も
前
稿
で
取
り
扱
っ
た
墨
跡
の
ツ
レ
で
、
そ
の
和
歌
の
出
典
は
『
正
覚
国
師
集
（
3
）
』
に
求
め
ら
れ
る
。

　

正
覚
国
師
夢
窓
疎
石
（
建
治
元
〔
一
二
七
五
〕
年
～
観
応
二
〔
一
三
五
一
〕
年
）
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
臨
済
宗
の
僧
で
、
そ
の
門
弟
は
当
時
の
一
大
門
派
を
築
い
た
。
そ
の
法
系
を
記
す
と
以
下
の
様
に
な
る
。

…
密
庵
咸
傑
―
破
庵
祖
先
―
無
準
師
範
―
無
学
祖
元
―
高
峯
顕
日
―
夢
窓
疎
石
…

　

夢
窓
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
甥
で
あ
り
高
弟
で
も
あ
る
春
屋
妙
葩
に
よ
る
『
天
竜
開
山
夢
牕
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』
な

ど
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
元
に
玉
村
竹
二
氏
が
ま
と
め
上
げ
た
、
『
夢
窓
国
師
（
4
）
』
に
よ
り
か
な
り
詳
細
に
辿
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
夢
窓
か
ら
約
四
百
年
後
の
人
で
あ
る
白
隠
が
、
夢
窓
の
和

歌
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
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ま
ず
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
墨
跡
和
歌
を
以
下
に
挙
げ
る
。
ま
た
、
当
該
す
る
墨
跡
の
、
『
白
隠
禅
画
墨
蹟
』
（
墨
蹟

篇
）（
5
）
に
お
け
る
掲
載
番
号
を
付
す
。

　

①
さ
く
と
見
し
ま
よ
ひ
よ
り
こ
そ
ち
る
は
な
お
風
の
と
か
と
も
か
こ
ち
け
る
哉
（
286
）

　

②
世
を
そ
む
く
の
ち
は
な
か
め
ぬ
な
ら
い
な
ら
は
月
に
は
し
は
し
よ
を
お
し
ま
ゝ
し
（
288
）

　

③
世
の
中
を
い
と
ふ
と
も
な
き
す
ま
ひ
し
て
な
か
な
か
す
こ
き
山
か
つ
の
い
ほ
（
272
）

　

④
う
か
れ
い
つ
る
事
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
あ
り
と
て
も
ま
た
あ
き
は
つ
へ
き
か
わ
（
279
）

　

こ
れ
ら
の
和
歌
を
、
そ
の
出
典
と
な
る
『
正
覚
国
師
集
』
の
歌
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
は
相
違
が
見
ら
れ
、
そ

れ
は
単
に
「
て
に
を
は
」
の
類
の
相
違
に
留
ま
ら
ず
、
白
隠
の
墨
跡
和
歌
に
お
い
て
、
か
な
り
大
胆
に
語
句
の
置
き
換
え
が
な

さ
れ
て
い
る
の
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
、
語
句
の
相
違
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、
証
本
の
有
無
、
即
ち
、
『
正
覚
国
師
集
』
が
手
元
に
な
か
っ
た

為
、
記
憶
に
頼
っ
て
記
し
た
こ
れ
ら
の
歌
は
語
句
が
違
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
稿
で
も
触
れ
た

が
、
白
隠
が
生
存
し
て
い
た
頃
に
流
布
し
て
い
た
『
正
覚
国
師
集
』
の
版
本
は
『
仏
国
禅
師
集
』
と
の
合
綴
で
、
両
家
集
が
一

冊
に
併
せ
て
収
録
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
白
隠
が
目
に
し
て
い
た
の
も
合
綴
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
紙
面
の
関
係

上
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
『
仏
国
禅
師
集
』
を
典
拠
と
す
る
白
隠
の
墨
跡
和
歌
に
は
、
ほ
と
ん
ど
異
同
が
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は
、
白
隠
が
『
仏
国
禅
師
集
』
を
座
右
に
お
い
て
和
歌
墨
跡
を
作
成
し
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
『
仏
国
禅
師
集
』

と
合
綴
で
あ
っ
た
『
正
覚
国
師
集
』
に
つ
い
て
も
同
様
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

故
に
、
『
正
覚
国
師
集
』
を
典
拠
と
す
る
墨
跡
和
歌
で
異
同
が
多
い
こ
と
の
因
由
を
、
証
本
の
有
無
に
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
当
該
歌
に
見
ら
れ
る
語
句
の
相
違
は
、
白
隠
が
意
図
的
に
行
っ
た
書
き
換
え
で
あ
る
と
い
う
こ
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と
に
な
る
。

　

コ
ト
バ
と
は
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
情
報
と
は
詠
者
の
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
、
当
該
歌
に
そ

れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
コ
ト
バ
の
相
違
は
、
典
拠
歌
の
詠
者
夢
窓
と
、
コ
ト
バ
を
改
変
し
た
白
隠
と
の
思
想
の
違
い
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
人
の
禅
僧
が
云
わ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
は
何
か
。
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

１

　

①
さ
く
と
見
し
ま
よ
ひ
よ
り
こ
そ
ち
る
は
な
お
風
の
と
か
と
も
か
こ
ち
け
る
哉
（
286
）

　

こ
の
歌
は
『
正
覚
国
師
集
』
に

　
　

又
華
を
み
給
ひ
て

さ
く
と
見
る
ま
よ
ひ
よ
り
こ
そ
ち
る
花
を
風
の
と
が
と
ぞ
お
も
ひ
な
れ
ぬ
る

				





（
正
覚
国
師
集7

）（
6
）

と
あ
る
歌
に
拠
っ
て
い
る
。

　

古
来
、
花
（
桜
）
は
春
を
代
表
す
る
景
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
散
る
様
が
世
の
無
常
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
、

　
　

題
し
ら
ず	

恵
慶
法
師

さ
く
ら
散
る
は
る
の
山
辺
は
う
か
り
け
り
世
を
の
が
れ
に
と
こ
し
か
ひ
も
な
く
				






（
新
古
今
集
・
春
歌
下
・1

1
7

）
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な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
様
は
「
憂
し
」
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
花
を
散
ら
せ
る
物
と
し

て
は
、
「
雨
」
「
風
（
嵐
）
」
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

　
　

題
し
ら
ず	

赤
人

春
雨
は
い
た
く
な
ふ
り
そ
桜
花
ま
だ
み
ぬ
人
に
ち
ら
ま
く
も
を
し

				





（
新
古
今
集
・
春
歌
下
・1

1
0

）

　
　

見
山
花
と
い
へ
る
心
を	

大
納
言
経
信

や
ま
ふ
か
み
す
ぎ
の
む
ら
立
見
え
ぬ
ま
で
尾
上
の
風
に
花
の
ち
る
か
な

				





（
新
古
今
集
・
春
歌
下
・1

2
2

）

　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
春
歌	

二
条
院
讃
岐

山
た
か
み
嶺
の
あ
ら
し
に
ち
る
花
の
月
に
あ
ま
ぎ
る
あ
け
が
た
の
空

				





（
新
古
今
集
・
春
歌
下
・1

3
0

）

な
ど
の
詠
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
仏
教
的
立
場
か
ら
い
う
と
、
全
て
の
も
の
は
「
諸
行
無
常
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
涅

槃
寂
静
」
の
境
界
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
憂
し
」
と
捉
え
る
こ
と
は
な
い
。
釈
教
歌
に
お
け
る
、
「
散
る
花
」
の

イ
メ
ー
ジ
は
、

　
　

法
花
経
序
品
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る	

藤
原
伊
綱

春
ご
と
に
な
げ
き
し
も
の
を
の
り
の
に
は
ち
る
が
う
れ
し
き
花
も
あ
り
け
り
				






（
千
載
集
・
釈
教
歌
・1

2
3
9

）
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の
よ
う
に
、
「
佛
説
此
経
已
。
結
跏
趺
坐
。
入
於
無
量
義
處
三
昧
。
身
心
不
動
。
是
時
天
雨
。
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼
陀
羅
華
。

曼
殊
沙
華
。
摩
訶
曼
殊
沙
華
。
而
散
佛
上
。
及
諸
大
衆
。
普
佛
世
界
。
六
種
振
動
。（
7
）
」
と
い
う
法
華
経
序
品
の
、
釈
尊
が
教

え
を
説
い
た
と
き
に
天
が
華
を
雨
ら
せ
た
と
い
う
経
文
か
ら
、
「
う
れ
し
」
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
、
「
心
外
無
別
法
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
咲
い
た
と
見
る
の
も
、
そ
れ
が
散
っ
て
ゆ
く
と
見
る
の
も
、
ど
ち
ら

も
心
の
迷
い
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
風
の
所
為
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
墨
跡
和
歌
、
及
び
『
正
覚
国

師
集
』
所
収
歌
の
大
体
の
歌
意
で
あ
る
。

　

さ
て
、
夢
窓
の
和
歌
と
白
隠
の
墨
跡
和
歌
と
、
語
句
の
相
違
は
三
か
所
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
一
句
目
の
「
さ
く
と
見
る
」

「
さ
く
と
見
し
」
、
四
句
目
の
「
風
の
と
が
と
ぞ
」
「
風
の
と
か
と
も
」
と
五
句
目
の
「
お
も
ひ
な
れ
ぬ
る
」
「
か
こ
ち
け
る
哉
」

で
あ
る
。

　

こ
の
三
か
所
の
相
違
の
う
ち
、
一
つ
目
に
つ
い
て
は
詠
作
主
体
が
想
定
し
て
い
る
花
の
状
態
に
拠
る
相
違
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
華
を
み
給
ひ
て
」
と
い
う
詞
書
を
有
す
る
夢
窓
の
和
歌
で
は
、

さ
く
と
見
る
ま
よ
ひ
よ
り
こ
そ
ち
る
花

と
あ
り
、
こ
の
場
合
、
夢
窓
が
目
に
し
て
い
た
の
が
、
咲
い
て
い
る
状
態
の
花
か
、
そ
れ
と
も
散
り
ゆ
く
花
な
の
か
、
判
然
と

は
し
難
い
。
歌
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
「
ち
る
花
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
眼
前
に
し
て
の

詠
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
現
在
満
開
の
花
を
目
に
し
、
そ
れ
が
散
っ
て
ゆ
く
姿
を
想
定
し
て
の
詠
と
捉

え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
白
隠
の
墨
跡
和
歌
に
お
い
て
は
、

さ
く
と
見
し
ま
よ
ひ
よ
り
こ
そ
ち
る
は
な
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と
あ
る
の
で
花
の
盛
り
を
見
て
い
た
の
は
過
去
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
詠
者
が
想
定
し
て
い
る
花
の
状
態
は
散
っ
て
し
ま
っ
た

（
あ
る
い
は
散
り
つ
つ
あ
る
）
花
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
「
し
（
過
去
の
助
動
詞
『
き
』
）
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
四
句
目
の
「
風
の
と
が
と
ぞ
」
と
「
風
の
と
か
と
も
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
夢
窓
の
和
歌
が
係
助
詞
「
ぞ
」
に
よ
っ

て
、
「
風
の
せ
い
で
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
白
隠
の
方
は
並
列
を
表
す
係
助
詞
「
も
」
に
よ
っ
て
、

風
以
外
に
も
花
を
散
ら
せ
る
要
因
（
例
え
ば
雨
と
か
）
を
想
定
し
て
い
る
。
夢
窓
の
歌
に
つ
い
て
は
、
『
正
覚
国
師
集
』
に
、

鎌
倉
亜
相
并
武
衛
直
義
朝
臣
、
臨
川
寺
の
前
に
て
会
の
あ
り
け
る
に
来
臨
、
法
談
の
後
、
嵐
山
の
花
を
見
て
、
当
座
の
人

人
歌
よ
み
け
る
次
に
（
正
覚
国
師
集3

詞
書
）

征
夷
将
軍
尊
氏
、
西
芳
寺
の
花
の
さ
か
り
に
お
は
し
て
、
法
談
之
後
歌
よ
み
け
る
次
に
（
正
覚
国
師
集9

詞
書
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
夢
窓
が
詠
じ
た
「
花
」
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
晩
年
に
住
し
た
臨
川
寺
あ
る
い
は
西
芳
寺
、
つ
ま
り
は

嵐
山
で
詠
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
『
正
覚
国
師
集
』
所
収
の
「
花
」
の
歌
数
は
全
体
の
25
％
を

超
え
て
お
り
、
晩
年
の
夢
窓
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
「
花
」
の
歌
を
詠
じ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
本
稿
に
は
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
と
も
あ
れ
、
夢
窓
が
詠
じ
て
い

た
の
は
「
嵐
山
」
の
花
（
桜
）
で
あ
り
、
そ
の
地
名
と
の
縁
に
よ
り
、
散
る
際
は
「
風
（
嵐
）
」
に
よ
る
も
の
と
強
調
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
実
際
、
夢
窓
が
詠
じ
た
「
花
」
の
歌
を
見
て
い
く
と
、

　
　

又
華
を
み
給
ひ
て

ち
る
花
を
こ
ず
ゑ
の
よ
そ
に
ふ
き
た
て
て
あ
ら
し
ぞ
し
ば
し
枝
と
な
り
け
る

				





（
正
覚
国
師
集4

）

の
よ
う
に
、
風
（
嵐
）
に
よ
る
「
ち
る
花
」
の
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
「
ち
る
花
」
の
歌
は
皆
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無
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
白
隠
の
場
合
は
、
夢
窓
の
和
歌
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
白
隠
自
身
が
想
定
し
て
い
る
の
は
「
嵐

山
」
の
花
（
桜
）
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
「
ち
る
花
」
の
要
因
と
し
て
特
に
「
風
（
嵐
）
」
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
が

「
も
」
と
い
う
並
列
の
係
助
詞
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
文
字
で
は
あ
る
が
、
両
者
の
相
違
を
読
み
解
い
て
い
く

と
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
五
句
目
の
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
正
覚
国
師
集
』
に
は
「
お
も
ひ
な
れ
ぬ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
複
合
動

詞
「
お
も
ひ
な
る
」
の
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
「
ぬ
る
」
（
直
前
に
あ
る
係
助
詞
「
ぞ
」
に
よ
っ
て
結
び
が
変

化
し
た
形
）
が
接
続
し
た
も
の
で
、
「
お
も
ひ
な
る
」
は
「
思
ひ
慣
る
」
、
つ
ま
り
「
そ
う
思
っ
て
い
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
正
覚
国
師
集
』
に
お
け
る
一
首
の
解
釈
は
、

（
花
が
）
咲
く
と
見
る
の
は
迷
い
で
あ
り
、
そ
の
迷
い
が
あ
る
か
ら
散
る
花
が
あ
る
。
（
つ
ま
り
、
迷
い
が
な
け
れ
ば
咲
く
花
も

散
る
花
も
な
く
、
落
花
に
心
を
痛
め
る
こ
と
も
な
い
）
そ
れ
な
の
に
、
花
が
散
る
の
を
風
の
罪
だ
と
し
て
思
う
こ
と
が
習
慣
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
白
隠
の
五
句
目
は
「
か
こ
ち
け
る
哉
」
で
あ
り
、
現
代
語
の
「
か
こ
つ
け
る
（
他
の
せ
い
に

す
る
）
」
の
意
の
「
か
こ
つ
」
の
連
用
形
に
、
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
「
け
る
」
、
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
が
接

続
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
墨
跡
和
歌
の
場
合
は
、

（
花
が
）
咲
い
た
と
見
た
の
は
迷
い
か
ら
そ
う
見
え
た
の
で
、
そ
の
迷
い
が
あ
っ
た
か
ら
今
花
が
散
っ
て
い
る
と
見
え
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
そ
れ
を
風
の
罪
と
し
て
か
こ
つ
け
て
い
た
の
だ
な
あ
。

と
な
る
。
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こ
の
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
白
隠
が
用
い
た
「
か
こ
つ
」
の
語
で
あ
る
が
、
原
歌
で
あ
る
夢
窓
の
、
「
（
本

当
は
そ
う
で
は
な
い
の
に
）
ち
る
花
を
風
の
罪
だ
と
思
う
」
と
い
う
表
現
に
既
に
「
他
の
せ
い
に
す
る
」
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、

わ
ざ
わ
ざ
「
か
こ
つ
」
を
用
い
て
改
変
す
る
必
要
性
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
改
変
の
意
図
は
ど
の
よ
う
な
所
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
か
こ
つ
」
と
い
う
語
は
、

「
こ
の
二
月
ば
か
り
に
な
む
。
例
に
似
ず
悩
ま
し
く
侍
れ
ば
、
そ
れ
に
か
こ
ち
て
な
む
。
『
今
し
ば
し
。
一
度
に
ま
か
で

よ
。
』
と
仰
せ
の
た
ま
へ
れ
ど
」
と
申
し
た
ま
ふ
。
（
『
う
つ
ほ
物
語
』
「
嵯
峨
の
院
」
）（
8
）

の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
和
歌
に
お
い
て
は

　
　

（
恋
歌
の
中
に
）	

自
性
法
師

恋
し
さ
を
た
が
と
が
と
て
か
か
こ
つ
べ
き
う
き
を
ば
人
の
う
き
に
な
す
と
も

				





（
玉
葉
集
・
恋
歌
四
・1

6
7
5

）

の
よ
う
に
、
比
較
的
新
し
い
時
代
の
詠
に
多
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

　

一
方
で
「
お
も
ひ
な
る
」
と
い
う
複
合
動
詞
は
、
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、

　
　

（
建
仁
元
年
三
月
歌
合
に
、
逢
不
遇
恋
の
こ
こ
ろ
を
）	

寂
蓮
法
師

う
ら
み
わ
び
ま
た
じ
い
ま
は
の
身
な
れ
ど
も
お
も
ひ
な
れ
に
し
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空

				





（
新
古
今
集
・
恋
歌
四
・1

3
0
2

）

ま
た
、
私
家
集
に
お
い
て
も
、

　
　

よ
し
の
山
花
に
あ
は
れ
は
思
ひ
な
れ
ぬ
色
づ
く
野
べ
に
春
風
の
吹
く
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（
拾
玉
集3

4
0
2

）

な
ど
に
わ
ず
か
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
、
一
般
的
な
用
語
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、

　
　

む
ろ
の
や
し
ま
を
よ
め
る	

藤
原
顕
方

た
え
ず
た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
の
煙
か
な
い
か
に
つ
き
せ
ぬ
お
も
ひ
な
る
ら
ん

				





（
千
載
集
・
雑
歌
上
・1

0
4
1

）

の
よ
う
に
、
「
思
ひ
」
に
助
動
詞
「
な
り
」
が
接
続
し
た
形
や
、
「
思
ひ
成
る
」
と
い
う
複
合
動
詞
の
方
が
用
例
と
し
て
は
多
く

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
白
隠
の
時
代
に
「
思
ひ
慣
る
」
と
い
う
意
味
が
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
が
、
一
般
的
な
用
語
と
は

言
い
難
く
、
ほ
か
の
語
と
混
同
し
や
す
い
「
お
も
ひ
な
る
」
よ
り
は
、
現
代
ま
で
一
般
的
な
語
と
し
て
在
り
続
け
た
「
か
こ

つ
」
を
用
い
た
方
が
親
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

２

　

②
世
を
そ
む
く
の
ち
は
な
か
め
ぬ
な
ら
い
な
ら
は
月
に
は
し
は
し
よ
を
お
し
ま
ゝ
し
（
288
）

こ
の
歌
は
『
正
覚
国
師
集
』
の

　
　

題
し
ら
ず

世
を
そ
む
く
後
は
な
が
め
ぬ
こ
と
な
ら
ば
月
に
や
し
ば
し
身
を
を
し
ま
ま
し
				






（
正
覚
国
師
集4

6

）
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と
い
う
歌
に
拠
っ
て
い
る
。

　

「
世
」
と
い
う
言
葉
は
「
男
女
の
仲
」
「
夫
婦
の
仲
」
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
俗
世
」
と
捉
え
る
。
「
世
を

そ
む
く
」
は
出
家
を
表
す
表
現
と
し
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。

故
按
察
大
納
言
は
、
世
に
亡
く
て
久
し
く
な
り
は
べ
り
ぬ
れ
ば
、
え
し
ろ
し
め
さ
じ
か
し
。
そ
の
北
の
方
な
む
、
な
に
が

し
が
姉
妹
に
は
べ
る
。
か
の
按
察
隠
れ
て
後
、
世
を
背
き
て
は
べ
る
が
、
こ
の
ご
ろ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
は
べ
る
に
よ
り
、
か

く
京
に
も
ま
か
で
ね
ば
、
頼
も
し
所
に
籠
り
て
も
の
し
は
べ
る
な
り
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
（
『
源
氏
物
語
』
「
若
紫
」
）（
9
）

和
歌
に
お
い
て
も
、

い
そ
の
神
と
い
ふ
て
ら
に
ま
う
で
て
、
日
の
く
れ
に
け
れ
ば
、
夜
あ
け
て
ま
か
り
か
へ
ら
む
と
て
と
ど
ま
り
て
、
こ

の
寺
に
遍
昭
侍
り
と
人
の
つ
げ
侍
り
け
れ
ば
、
も
の
い
ひ
心
見
む
と
て
い
ひ
侍
り
け
る

		

小
野
小
町

　
　

い
は
の
う
へ
に
旅
ね
を
す
れ
ば
い
と
さ
む
し
苔
の
衣
を
我
に
か
さ
な
ん

返
し	

遍
昭

　
　

世
を
そ
む
く
苔
の
衣
は
た
だ
ひ
と
へ
か
さ
ね
ば
う
と
し
い
ざ
ふ
た
り
ね
ん

				





（
後
撰
集
・
雑
三
・1

1
9
6

）

の
よ
う
に
、
比
較
的
古
い
時
代
か
ら
使
用
が
認
め
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、

　
　

八
月
、
つ
き
に
あ
そ
び
し
心

む
し
の
ね
も
さ
や
け
き
月
も
な
に
な
ら
ず
い
ま
は
こ
の
よ
を
そ
む
く
べ
け
れ
ば
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（
四
条
宮
主
殿
集7

3

）

な
ど
の
歌
を
見
る
と
、
出
家
の
後
は
花
鳥
風
月
に
心
を
留
め
な
い
も
の
だ
と
い
う
当
時
の
感
覚
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
は
お
そ
ら
く
日
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
的
・
大
陸
的
な
性
質
の
強
い
禅
宗
に
お
い
て
は

希
薄
な
感
覚
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
『
無
門
関
』
十
九
話
の
頌
に
、

春
有
百
花
秋
有
月　

夏
有
涼
風
冬
有
雪

若
無
閑
事
挂
心
頭　

便
是
人
間
好
時
節
（
10
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
各
季
節
の
風
物
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
真
如
な
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
別
の
言
葉
で
表
す
と
、

「
渓
聲
便
是
廣
長
舌
、
山
色
豈
非
清
浄
身
」
（
『
碧
巌
録
』
三
七
則
評
唱
）（
11
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
上
句
と
下
句
を
接
続
す
る
「
ば
」
は
順
接
の
仮
定
条
件
を
あ
ら
わ
す
。
「
も
し
～
な
ら
ば
」
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

上
句
の
「
世
を
そ
む
く
後
は
な
が
め
ぬ
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
夢
窓
が
仮
に
想
定
し
た
状
況
で
あ
っ
て
、
実
際
は
そ
う
で
は
な

い
。

　

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
下
句
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
五
句
目
に
「
を
し
ま 

ま
し 

」
（
「
ま
し
」
は
反
実
仮
想
の
助
動
詞
）
と
あ
る

の
で
、
下
句
で
は
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
が
ま
ず
了
解
さ
れ
る
。

『
正
覚
国
師
集
』
に
あ
る
「
身
を
惜
し
む
」
と
い
う
表
現
は
元
々
、

か
く
て
し
も
き
え
や
は
て
む
と
し
ら
つ
ゆ
の
お
き
ど
こ
ろ
な
き
み
を
を
し
む
か
な

				





（
秋
篠
月
清
集6

9
6

）

な
ど
の
よ
う
に
、
慣
用
的
な
語
で
あ
っ
た
が
、
当
該
歌
に
お
い
て
は
、
「
出
家
と
な
っ
た
わ
が
身
を
惜
し
い
と
思
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
月
に
や
し
ば
し
」
の
「
や
」
は
疑
問
や
反
語
を
表
す
係
助
詞
で
あ
る
か
ら
、
『
正
覚
国
師
集
』
の
解
釈
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と
し
て
は
、

も
し
出
家
し
た
後
は
眺
め
な
い
の
な
ら
ば
、
月
（
が
出
て
い
る
状
況
）
に
、
暫
し
の
間
、
出
家
を
し
た
わ
が
身
を
惜
し
い
と

思
う
だ
ろ
う
か
。
（
い
や
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
白
隠
の
墨
跡
和
歌
は
、
三
句
目
が
「
な
ら
ひ
な
ら
は
（
ば
）
」
に
、
四
、
五
句
目
が
「
月
に
は
し
は
し
よ
を
お
し
ま
ゝ

し
」
と
な
っ
て
お
り
、
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　

三
句
目
、
『
正
覚
国
師
集
』
で
「
こ
と
な
ら
ば
」
と
あ
っ
た
部
分
を
「
な
ら
ひ
な
ら
は
（
ば
）
」
と
し
た
改
変
は
「
出
家
し
た

後
」
は
「
月
を
な
が
め
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
よ
り
強
制
力
を
持
た
せ
た
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、

五
句
め
の
「
よ
を
を
し
ま
ゝ
し
」
に
つ
い
て
は
、
「
月
」
と
の
縁
か
ら
「
夜
」
が
導
か
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

　
　

だ
い
し
ら
ず	

正
三
位
知
家

つ
ひ
に
ゆ
く
み
ち
の
わ
か
れ
の
あ
る
も
の
を
い
つ
ま
で
と
て
か
よ
を
を
し
む
ら
ん

				





（
続
古
今
集
・
哀
傷
歌
・1

4
7
9

）

な
ど
に
見
ら
れ
る
如
く
、
仏
教
的
な
「
諸
行
無
常
」
を
詠
じ
た
和
歌
に
既
に
用
例
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
表
現
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
で
の
「
世
」
は
俗
世
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
、
墨
跡
和
歌
に
お
い
て
は
「
俗
世
を
惜
し
い
と
思

う
」
の
意
に
な
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
墨
跡
和
歌
を
解
釈
す
る
と
、

も
し
出
家
し
た
後
は
眺
め
な
い
し
き
た
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
月
（
が
出
て
い
る
状
況
）
に
は
、
暫
し
の
間
、
俗
世
を
惜
し

い
と
思
う
だ
ろ
う
に
。
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と
な
る
。
『
正
覚
国
師
集
』
の
解
釈
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
来
た
三
句
目
及
び
五
句
目
の
異
同
は
、
実
際

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
問
題
と
な
る
の
は
四
句
目
の
「
月
に
や
し
ば
し
」
（
『
正

覚
国
師
集
』
）
と
「
月
に
は
し
は
（
ば
）
し
」
（
墨
跡
和
歌
）
と
の
相
違
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
夢
窓
の
歌
に
見
ら
れ
る
「
や
」
は
疑
問
や
反
語
を
表
す
係
助
詞
で
、
「
～
ダ
ロ
ウ
カ
（
イ
ヤ
、
～
デ
ハ
ナ

イ
）
」
の
意
に
な
る
。
一
方
で
墨
跡
和
歌
の
方
は
、
あ
る
事
柄
を
他
と
区
別
す
る
係
助
詞
「
は
」
を
用
い
て
い
る
の
で
、
原
歌

に
あ
っ
た
疑
問
・
反
語
の
意
は
解
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
夢
窓
と
白
隠
の
思
想
的
相
違
が
表
出
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

上
句
の
「
出
家
し
た
後
は
眺
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
仮
定
条
件
で
繋
い
で
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で
仮

に
想
定
し
た
状
況
と
い
う
立
場
に
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
夢
窓
は
「
も
し
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
、
出
家
し
た
我

が
身
を
惜
し
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
、
い
や
思
う
ま
い
」
と
い
う
自
問
自
答
で
あ
り
、
白
隠
は
「
も
し
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
ら
、
俗
世
を
惜
し
い
と
思
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
独
白
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
は
そ
の
条
件
は
あ
り
得
な
い
し
、
「
俗
世
を

惜
し
い
と
思
う
」
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
花
園
院
の
御
製
に
、

　
　

居
一
切
時
不
起
妄
念	

院
御
歌

雁
の
と
ふ
た
か
ね
の
雲
の
ひ
と
な
び
き
月
い
り
か
か
る
山
の
は
の
ま
つ

				





（
風
雅
集
・
釈
教
歌
・2

0
6
2

）

が
あ
り
、
こ
れ
は
正
見
に
よ
っ
て
妄
念
に
捉
わ
れ
ず
に
、
あ
り
の
ま
ま
に
眼
前
の
風
景
を
見
た
、
所
謂
「
現
成
公
案
」
の
詠
歌

で
あ
る
。
従
来
、
釈
教
歌
の
世
界
で
は
「
月
」
は
釈
尊
を
は
じ
め
様
々
な
も
の
に
喩
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
御
詠
に
は
そ
の
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よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
月
」
は
あ
く
ま
で
「
月
」
で
し
か
な
い
。
こ
れ
と
同
様
、
出
家
し
よ
う
が
在
家
の

ま
ま
で
あ
ろ
う
が
、
変
わ
ら
ず
月
は
月
で
在
り
続
け
る
。
出
家
し
た
前
後
で
月
の
価
値
が
変
わ
る
の
で
あ
れ
ば
惜
し
い
と
思
う

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
、
俗
世
を
惜
し
む
こ
と
な
ど
な
い
、
と
い
う
の
が
、
白
隠

の
墨
跡
和
歌
の
歌
意
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
俗
世
」
と
は
何
か
。
一
般
的
に
は
出
世
間
に
対
す
る
俗
世
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
白
隠
の
家
集
で
あ
る
『
藻
塩
集
（
12
）
』
に
は
、

　
　

人
々
山
居
の
事
そ
こ
よ
こ
ゝ
よ
と
物
語
な
ど
あ
り
し
を
聞
つ
け
玉
ひ
て

山
居
せ
ば
よ
し
の
ゝ
奥
よ
そ
れ
よ
り
は
隻
手
の
聲
や
ふ
か
き
か
く
れ
家

と
あ
っ
て
、
た
と
え
ど
ん
な
に
静
謐
な
山
奥
に
隠
遁
し
た
と
て
、
見
性
し
な
い
限
り
は
俗
世
間
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
白

隠
は
吉
野
の
山
奥
に
隠
遁
す
る
よ
り
も
隻
手
の
聲
を
聞
く
こ
と
に
取
り
組
む
方
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
大
隠
隠
朝
市
、

小
隠
隠
山
林
」
の
語
が
示
す
如
く
、
こ
れ
は
白
隠
の
み
な
ら
ず
、
臨
済
禅
に
共
通
の
考
え
方
と
い
え
よ
う
。

　

極
言
を
す
る
と
、
白
隠
に
と
っ
て
「
隻
手
の
聲
を
聞
く
」
こ
と
、
即
ち
見
性
す
る
こ
と
こ
そ
が
一
大
事
な
の
で
あ
っ
て
、
出

家
す
る
と
か
し
な
い
と
か
、
月
を
眺
め
る
と
か
眺
め
な
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
於
仁
安
佐
美
』
（
巻
之
上
一
九
丁
）（
13
）
に

夫
レ
成
佛
作
祖
底
ノ
大
事
ハ
、
疑
團
打
破
、
開
佛
智
見
道
ノ
一
刹
那
ニ
ア
リ
。
見
性
悟
道
セ
ズ
シ
テ
成
佛
ヲ
遂
ル
事
ハ
、

馬
蛭
ノ
口
ニ
白
象
芽
ヲ
生
ジ
、
石
女
ノ
腹
ヨ
リ
黒
牸
牛
ヲ
産
シ
、
鷦
鷯
口
ヲ
張
ツ
テ
、
嘉
州
ノ
大
像
ヲ
含
ミ
去
リ
、
蚊
虻

觜
ヲ
鳴
シ
テ
陝
巫
ノ
鐵
牛
ヲ
啄
破
シ
タ
リ
ト
モ
、
成
佛
ハ
存
ジ
モ
依
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
。

と
あ
る
部
分
と
一
致
す
る
思
想
な
の
で
あ
っ
た
。
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３

　

③
世
の
中
を
い
と
ふ
と
も
な
き
す
ま
ひ
し
て
な
か
な
か
す
こ
き
山
か
つ
の
い
ほ
（
272
）

　

こ
の
歌
の
元
と
な
っ
た
の
は
、

相
模
国
に
そ
て
く
ら
と
い
ふ
温
泉
に
く
だ
り
給
ひ
け
る
時
、
そ
の
山
の
お
く
の
人
里
も
つ
づ
か
ぬ
谷
の
そ
こ
、
岩
の

は
ざ
ま
に
、
山
賤
の
庵
の
さ
び
し
く
す
み
な
せ
る
を
見
て
、
お
な
じ
く
す
ま
ば
世
を
す
て
て
こ
そ
と
よ
め
る
古
歌
思

出
で
ら
れ
け
る
時
、
う
ち
か
へ
し
て
お
も
へ
ば
、
世
を
す
て
た
る
ひ
と
は
、
い
か
に
も
世
を
す
て
が
ほ
な
る
心
の
け

が
れ
も
あ
り
、
こ
の
山
が
つ
の
あ
り
さ
ま
は
、
中
中
法
理
に
も
か
な
へ
る
心
ち
し
て
、
よ
み
給
ひ
け
る

世
の
な
か
を
い
と
ふ
と
は
な
き
す
ま
ひ
に
て
な
か
な
か
す
ご
き
山
が
つ
の
庵

				





（
正
覚
国
師
集6

1

）

で
あ
る
。
『
正
覚
国
師
集
』
の
詞
書
に
あ
る
「
そ
て
く
ら
」
の
地
名
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
あ
る
い
は
「
そ
こ
く
ら
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
日
本
地
名
辭
書
』
の
「
底
倉
」
の
項
に
は
「
蘆
湯
の
北
に
あ

た
り
、
早
川
の
谷
に
在
り
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
詞
書
の
「
温
泉
」
「
山
の
お
く
の
人
里
も
つ
づ
か
ぬ
谷
の
そ
こ
」
と
あ
る
部

分
に
も
合
致
す
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
古
歌
に
つ
い
て
も
未
確
認
で
あ
る
が
、
「
同
じ
く
す
ま
ば
世
を
す
て
て
こ
そ
」
の
句
か

ら
察
す
る
に
、
「
木
こ
り
も
出
家
も
、
人
里
離
れ
た
山
中
に
住
む
の
で
あ
る
が
、
ど
う
せ
山
中
に
住
む
の
で
あ
れ
ば
出
家
し
て

隠
棲
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
の
歌
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
古
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
「
う
ち
か
へ
し
て
」
即
ち
逆
に

思
う
こ
と
は
、
「
世
を
す
て
た
る
ひ
と
は
、
い
か
に
も
世
を
す
て
が
ほ
な
る
心
の
け
が
れ
も
あ
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
い
く
ら
人
里
離
れ
た
山
中
に
籠
っ
て
も
、
見
性
し
な
い
か
ぎ
り
そ
こ
は
俗
世
と
変
わ
り
は
無
い
、
と
い
う
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の
が
臨
済
禅
に
共
通
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。
俗
世
を
離
れ
る
こ
と
に
捉
わ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
迷
い
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
表
し
て
い
る
の
が
詞
書
の
「
世
を
す
て
が
ほ
な
る
心
の
け
が
れ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
正
覚
国
師
集
』
に
は
こ
の
「
世
を
す
て
が
ほ
」
を
詠
み
込
ん
だ
一
首
が
存
す
る
。

　
　
　

仏
身
無
為
に
し
て
諸
趣
に
堕
せ
ず
と
云
ふ
心
を

　

わ
す
れ
て
は
世
を
す
て
が
ほ
に
お
も
ふ
か
な
の
が
れ
ず
と
て
も
か
ず
な
ら
ぬ
身
を

				





（
正
覚
国
師
集5

8

）

　

こ
の
歌
の
詞
書
に
あ
る
「
仏
身
無
為
に
し
て
諸
趣
に
堕
せ
ず
」
と
い
う
の
は
、
『
維
摩
経
』
「
弟
子
品
第
三
」
に
あ
る
、

諸
如
来
身
即
是
法
身
非
思
欲
身
佛
爲
世
尊
過
於
三
界
佛
身
無
漏
諸
漏
已
盡
佛
身
無
爲
不
墮
諸
數
如
此
之
身
當
有
何
疾
（
傍

線
部
筆
者
）

と
い
う
部
分
の
こ
と
で
あ
る
（
14
）
。

　

ま
た
、
『
正
覚
国
師
集
』
に
は
、

　
　

題
し
ら
ず

世
に
す
む
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
を
す
て
ぬ
れ
ば
山
な
ら
ね
ど
も
身
は
か
く
れ
け
り

				





（
正
覚
国
師
集7

3

）

の
よ
う
に
、
同
様
の
趣
旨
を
詠
じ
た
歌
が
あ
り
、
当
時
の
隠
遁
思
想
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
和
歌
の
解
釈
で
あ
る
が
、
如
上
の
反
隠
遁
思
想
に
基
づ
い
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
世
の
中
」
は
前
述
し
た
よ
う
に

俗
世
間
を
表
す
が
、
「
山
の
お
く
の
人
里
も
つ
づ
か
ぬ
谷
の
そ
こ
、
岩
の
は
ざ
ま
に
」
あ
っ
た
山
賤
（
木
こ
り
）
の
家
は
、
「
世

の
な
か
を
い
と
ふ
と
は
な
き
」
様
子
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
「
山
賤
」
は
遁
世
し
よ
う
と
し
て
山
に
居
る
の
で
は
な
い
、
彼
ら
は
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生
活
の
為
に
山
に
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
世
の
な
か
を
い
と
ふ
」
様
子
が
な
い
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ

が
却
っ
て
夢
窓
に
は
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
す
ご
し
」
と
は
、
あ
る
物
事
に
接
し
た
時
に
衝
撃
を
受
け
る
感
覚

の
こ
と
で
、
こ
の
場
合
は
「
た
い
へ
ん
趣
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
。

　

夢
窓
は
、
決
し
て
山
奥
に
棲
む
こ
と
を
戒
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
夢
窓
自
身
も
、

濃
州
虎
渓
と
云
ふ
山
中
に
棲
み
給
け
る
こ
ろ
、
一
す
ぢ
の
道
だ
に
も
さ
だ
か
に
ふ
み
つ
た
へ
ぬ
山
の
お
く
な
れ
ど
、

参
学
の
志
あ
る
た
ぐ
ひ
訪
来
た
り
け
る
を
い
と
ひ
給
ひ
て

　
　

世
の
う
さ
に
か
へ
た
る
山
の
さ
び
し
さ
を
と
は
ぬ
ぞ
人
の
な
さ
け
な
り
け
る

				





（
正
覚
国
師
集5

9

）

と
あ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
多
く
参
集
す
る
修
行
僧
に
辟
易
し
て
、
人
里
遠
い
山
奥
に
移
り
住
ん
で
い
た
（
夢
窓
が
美
濃
虎

渓
山
に
隠
居
し
た
の
は
正
和
二
〔
一
三
一
三
〕
年
、
三
九
歳
の
時
）
の
で
あ
る
。
夢
窓
が
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、
山
奥
に
隠
遁
し

た
人
々
の
「
世
を
す
て
が
ほ
な
る
心
の
け
が
れ
」
の
方
で
あ
っ
た
。

総
州
の
退
耕
庵
に
棲
み
た
ま
ひ
け
る
時
、
あ
る
人
来
て
、
こ
の
す
ま
ひ
の
め
づ
ら
し
さ
に
心
の
と
ま
る
よ
し
を
歌
に

よ
み
た
り
し
返
し
に

　
　

め
づ
ら
し
く
す
み
な
す
山
の
い
ほ
り
に
も
こ
こ
ろ
と
む
れ
ば
う
き
世
と
ぞ
な
る

				





（
正
覚
国
師
集7

1

）

右
の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、
山
奥
の
庵
に
棲
ん
で
い
て
も
、
そ
の
こ
と
に
心
を
留
め
て
し
ま
う
と
そ
こ
は
浮
世
に
な
っ
て
し
ま

う
。
山
奥
に
棲
む
こ
と
は
結
構
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
囚
わ
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
夢
窓
は
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
白
隠
の
墨
跡
和
歌
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
語
句
の
改
変
が
見
ら
れ
る
の
は
、
「
い
と
ふ
と
は
な
き
」
と
「
い
と
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ふ
と
も
な
き
」
、
「
す
ま
ひ
に
て
」
と
「
す
ま
ひ
し
て
」
の
二
か
所
で
あ
る
。

　

一
つ
目
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
つ
の
こ
と
を
取
り
立
て
て
い
う
意
の
「
は
」
と
、
並
列
を
表
す
「
も
」
と
の
違
い
で

あ
り
、
『
正
覚
国
師
集
』
で
は
「
世
の
な
か
を
い
と
ふ
」
こ
と
を
取
り
立
て
て
、
そ
の
こ
と
が
な
い
、
と
云
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
墨
跡
和
歌
で
は
「
世
の
な
か
を
い
と
ふ
」
こ
と
の
他
に
も
色
々
な
状
況
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
全
て
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
、
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
つ
目
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
「
す
ま
ひ
」
に
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
と
接
続
助
詞
「
て
」
が

付
い
て
「
住
居
で
あ
っ
て
」
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
す
ま
ひ
」
に
サ
変
動
詞
「
す
」
を
接
続
さ
せ
て
再
び
動
詞
化
し
、

「
住
ん
で
い
て
」
と
な
る
の
で
、
前
者
は
下
句
の
「
庵
」
に
つ
い
て
の
説
明
、
後
者
は
下
句
の
「
山
が
つ
」
に
つ
い
て
の
説
明

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
り
た
て
て
俗
世
を
厭
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
住
居
で
あ
る
の
に
、
か
え
っ
て
趣
が
あ
る
（
法
理
に
か
な
っ
た
）
木
こ
り
の

庵
で
あ
る
な
あ
。
（
『
正
覚
国
師
集
』
）

俗
世
を
厭
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
（
何
に
も
心
を
囚
わ
れ
な
い
）
生
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
、
か
え
っ
て
趣
が
あ
る
木
こ
り

の
庵
で
あ
る
な
あ
。
（
墨
跡
和
歌
）

云
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
山
奥
に
隠
遁
し
て
隠
者
づ
ら
を
し
て
い
る
人
々
へ
の
警

鐘
で
あ
る
。
と
く
に
夢
窓
の
方
は
、
「
俗
世
を
厭
う
」
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
当
時
「
俗
世
を
厭
う
」
て
隠
遁
す
る

人
々
が
多
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
俗
に
在
っ
て
俗
に
染
ま
ら
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
一
方
で
白
隠

の
方
は
、
「
俗
世
」
云
々
に
拘
泥
せ
ず
、
何
事
に
お
い
て
も
心
を
囚
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の

間
に
は
語
句
の
相
違
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
微
妙
な
思
想
の
違
い
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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４

　

④
う
か
れ
い
つ
る
事
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
あ
り
と
て
も
ま
た
あ
き
は
つ
へ
き
か
わ
（
279
）

　

こ
の
歌
は
、

又
三
浦
の
庵
を
す
て
て
総
州
へ
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
其
の
庵
の
檀
那
に
て
あ
り
け
る
三
浦
安
芸
前
司
貞
連
の
も
と

へ
つ
か
は
さ
れ
け
る

う
か
れ
い
づ
る
こ
と
を
う
ら
み
と
お
も
ふ
な
よ
あ
り
と
て
も
又
あ
り
は
て
ん
か
は

				





（
正
覚
国
師
集6

4

）

と
あ
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
詞
書
に
「
又
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
前
に
挙
げ
ら
れ
た
詞
書
に
連
続
し
て
い
る
事
を
示

し
て
い
る
。
以
下
に
挙
げ
る
と
、

相
州
三
浦
の
よ
こ
す
か
と
云
ふ
所
に
、
い
り
海
に
の
ぞ
み
て
、
泊
船
庵
と
て
す
み
給
ひ
け
る
こ
ろ
、
中
納
言
為
相
卿
訪
来

ら
れ
た
り
け
る
を
、
舟
に
て
お
く
り
い
だ
し
給
ひ
け
る
と
き
、
よ
み
た
ま
ひ
け
る

で
あ
る
。
こ
の
後
に
、
夢
窓
と
冷
泉
為
相
と
の
贈
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
該
歌
詞
書
に

あ
る
「
三
浦
の
庵
」
と
は
、
横
須
賀
の
湾
口
に
面
し
た
泊
船
庵
を
指
す
。
夢
窓
の
伝
記
に
よ
る
と
、
三
浦
の
泊
船
庵
に
住
し
た

の
は
元
応
元
（
一
三
一
九
）
年
夏
の
こ
と
で
、
上
総
千
町
庄
に
退
耕
庵
を
建
て
て
移
り
住
ん
だ
の
が
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
夢
窓
四
十
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
泊
船
庵
か
ら
退
耕
庵
へ
移
り
住
む
際
に
、
泊
船
庵
の
檀
那
で
あ
っ
た
人

物
に
贈
っ
た
の
が
当
該
歌
で
、
「
う
か
れ
い
づ
」
は
、
「
あ
て
も
な
く
家
を
出
る
」
の
意
で
、
泊
船
庵
を
出
て
、
上
総
に
移
っ
た

こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
「
あ
り
」
は
泊
船
庵
に
住
す
る
こ
と
の
他
に
、
「
生
存
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
含
意
さ
れ
て
い
よ
う
か
ら
、
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泊
船
庵
を
で
て
余
所
に
移
る
こ
と
を
恨
み
に
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
た
と
え
今
回
泊
船
庵
に
そ
の
ま
ま
居
た
と
し
て
も
、

最
後
ま
で
そ
こ
に
居
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
（
こ
の
世
は
諸
行
無
常
で
あ
り
、
）
い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
居
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

と
い
う
歌
意
と
な
ろ
う
。

　

さ
て
、
白
隠
の
墨
跡
和
歌
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
五
句
目
「
あ
り
は
て
ん
か
は
」

（
正
覚
国
師
集
）
と
「
あ
き
は
つ
へ
（
べ
）
き
か
わ
（
は
）
」
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
両
句
を
さ
ら
に
細
か
く
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

正
覚
国
師
集
…�

あ
り
［
自
ラ
変
「
あ
り
」
連
用
形
］　

は
て
［
補
動
「
は
つ
」
未
然
形
］　

ん
（
む
）［
助
動
「
む
」
連
体

形
］　

か
は
［
係
助
「
か
は
」
］

墨
跡
和
歌　

…�

あ
き
［
自
カ
四
「
あ
く
」
連
用
形
］　

は
つ
［
補
動
「
は
つ
」
終
止
形
］　

へ
（
べ
）
き
［
助
動
「
べ
し
」　

　
　
　
　
　
　

連
体
形
］　

か
わ
（
は
）［
係
助
「
か
は
」
］

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
『
正
覚
国
師
集
』
の
「
あ
り
」
（
在
り
）
が
墨
跡
和
歌
で
は
「
あ
き
」
（
飽
き
）
に
、
『
正
覚
国
師
集
』
の

「
ん
（
む
）
」
が
墨
跡
和
歌
で
は
「
へ
（
べ
）
き
」
に
そ
れ
ぞ
れ
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
の
、
「
あ
り
」
と
「
あ
き
」
、
「
ん
（
む
）
」
と
「
へ
（
べ
）
し
」
の
相
違
の
内
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
少
し
触
れ
た

よ
う
に
、
共
に
推
量
の
意
味
を
有
す
る
「
む
」
と
「
べ
し
」
で
あ
る
が
、
「
は
て
ん
（
む
）
」
と
、
原
歌
の
ま
ま
の
表
現
を
使
わ

ず
、
「
は
つ
べ
き
」
と
書
き
換
え
た
白
隠
の
意
図
と
し
て
、
推
量
の
「
む
」
を
用
い
た
「
は
て
ん
（
む
）
」
の
表
現
が
、
白
隠
の

時
代
に
は
解
り
に
く
い
表
現
で
あ
っ
た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
書
き
換
え
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
前
者
の
方
で
あ
る
。
「
あ
り
」
（
在
り
）
を
「
あ
き
」
（
飽
き
）
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
の
解
釈
に
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ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
あ
く
（
飽
く
）
」
は
「
満
足
す
る
」
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
に
補
助
動
詞
の
「
は
つ
」
が
付
属
し
て
「
あ
き
は
つ
」
で
「
完
全

に
満
足
す
る
」
「
満
足
し
き
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
最
後
ま
で
在
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
、

い
や
、
在
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
」
と
い
う
『
正
覚
国
師
集
』
か
ら
、
「
完
全
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ

う
か
、
い
や
、
満
足
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
」
と
い
う
墨
跡
和
歌
へ
の
変
貌
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
『
正
覚
国
師
集
』
の
「
あ
り
と
て
も
又
あ
り
は
て
ん
か
は
」
の
部
分
は
、
三
法
印
で
云
う
と
こ
ろ
の

「
諸
行
無
常
印
」
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
墨
跡
和
歌
「
あ
り
と
て
も
ま
た
あ
き
は
つ
へ
（
べ
）
き
か
わ
」

が
表
し
て
い
る
の
は
「
諸
法
無
我
印
」
の
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
居
つ
づ
け
た
と
し
て
も
、
最
後
ま
で
満
足
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
そ
の
満
足
す
る
主
体
が
「
我
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
く
し
て
「
無
我
」
と
な
ら
な
い
限
り
満
足
と
い
う
も
の
は

得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
句
双
葛
藤
抄
』
な
ど
の
句
集
に
は
、

無
我
無
人
無
所
住
金
剛
正
體
露
堂
堂

の
句
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
禅
語
字
彙
（
15
）
』
で
は
「
無
我
無
人
、
無
處
住
の
時
は
、
佛
性
現
前
、
露
堂
々
と
し
て
目
前
に
あ
り

の
意
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
正
に
白
隠
の
云
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
「
無
我
無
人
無
所
住
金
剛
正
體
露
堂
堂
」
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

お

わ

り

に

　

足
早
に
四
首
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
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筆
者
は
、
夢
窓
疎
石
に
つ
い
て
、
そ
の
和
歌
詠
者
と
し
て
の
面
か
ら
、
も
う
少
し
高
く
評
価
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
和
歌
を
用
い
て
大
衆
を
教
化
し
よ
う
と
す
る
「
導
歌
」
で
あ
り
な
が
ら
、
夢
窓
の
歌
は
勅
撰
集
に
十
一
首
も
入

集
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
隠
が
夢
窓
の
和
歌
を
引
用
し
た
の
も
納
得
の
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
隠
の
絵
画
・
墨
跡
と
い
え
ば
、
達
磨
図
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
豪
放
で
迫
力
の
あ
る
も
の
を
思
い
浮
か
べ

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
近
年
芳
澤
勝
弘
氏
が
多
く
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
（
16
）
、
例
え
ば
軸
中
軸
の
仕
掛
け
や
、
富
士
大
名
行
列
図
、

渡
唐
天
神
図
の
よ
う
に
、
綿
密
に
計
算
さ
れ
た
絵
画
・
墨
跡
も
ま
た
白
隠
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
一
連
の
墨
跡
和
歌
は
後
者

に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
白
隠
に
よ
っ
て
綿
密
に
施
さ
れ
た
言
葉
の
仕
掛
け
が
存
在
す
る
。

　

白
隠
は
単
に
歌
の
雰
囲
気
を
鑑
賞
さ
せ
よ
う
と
し
て
こ
の
墨
跡
を
遺
し
た
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
歌
を
綿

密
に
読
み
解
い
て
い
く
と
、
当
時
の
学
人
を
叱
咤
激
励
す
る
、
白
隠
の
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

注
（
1
）	

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢　

第
四
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

（
2
）	

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢　

第
五
号　

二
〇
一
〇
年
三
月

（
3
）	

前
稿
同
様
、
種
々
の
標
題
を
持
つ
高
峯
顕
日
・
夢
窓
疎
石
の
家
集
に
つ
い
て
は
、
「
仏
国
禅
師
集
」
「
正
覚
国
師
集
」
の
名
称
で
統

一
す
る
。

（
4
）	

サ
ー
ラ
叢
書
10
『
夢
窓
国
師
』
一
九
五
八
年　

平
楽
寺
書
店

（
5
）	

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
編　

監
修
・
解
説
芳
澤
勝
弘　

二
〇
〇
九
年
三
月　

二
玄
社

（
6
）	

『
仏
国
禅
師
集
』
『
正
覚
国
師
集
』
を
始
め
と
す
る
和
歌
の
引
用
は
、
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
引
用
の
際
そ
の
歌
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番
号
を
付
し
た
。

（
7
）	

『
法
華
経
』
本
文
は
岩
波
文
庫
本
（
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
）
に
よ
る
。

（
8
）	

『
う
つ
ほ
物
語
』
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
中
野
幸
一
訳
注
）
に
よ
る
。

（
9
）	
『
源
氏
物
語
』
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
訳
注
）
に
よ
る
。

（
10
）	
『
無
門
関
』
本
文
は
岩
波
文
庫
本
（
西
村
恵
心
訳
注
）
に
よ
る
。

（
11
）	

『
碧
巌
録
』
本
文
は
岩
波
書
店
本
（
末
木
文
美
士
編
）
に
よ
る
。

（
12
）	

「
白
隠
禅
師
法
語
全
集
」
第
十
三
冊
（
芳
澤
勝
弘
訳
注
）

（
13
）	

「
白
隠
禅
師
法
語
全
集
」
第
二
冊
（
芳
澤
勝
弘
訳
注
）

（
14
）	

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
『
維
摩
経
講
話
』
（
加
藤
咄
堂
著　

史
籍
出
版
）
は
、
諸
の
如
来
の
身
は
之
れ
法
身
、
思
欲
身
に
あ
ら
ず
、

思
は
肉
身
の
思
行
、
欲
は
即
ち
煩
悩
、
此
の
思
欲
、
煩
悩
の
身
に
於
て
こ
そ
生
死
も
あ
り
、
老
病
も
あ
れ
、
佛
の
身
は
不
生
不
滅
の

法
身
、
何
の
病
か
あ
る
べ
き
、
佛
は
世
尊
た
り
、
三
界
に
過
ぎ
た
ま
へ
り
、
三
界
は
之
れ
病
の
境
な
れ
ど
、
已
に
三
界
を
過
ぐ
、
三

界
の
中
は
有
漏
と
て
迷
ひ
の
境
な
れ
ど
、
三
界
を
過
ぐ
れ
ば
無
漏
と
て
煩
悩
の
あ
る
べ
き
は
な
い
。
僧
肇
は
註
し
て
「
夫
れ
法
身
は

虚
微
に
し
て
妙
に
常
境
を
絶
し
、
情
累
も
染
む
能
は
ず
、
心
想
も
議
る
能
は
ず
、
故
に
諸
漏
已
に
盡
く
と
い
ふ
」
と
い
ふ
、
次
ぎ
の

佛
身
は
無
爲
に
し
て
諸
數
に
堕
せ
ず
と
あ
る
も
同
義
で
、
佛
身
は
無
爲
即
ち
悟
り
の
境
で
、
有
爲
と
て
迷
ひ
の
境
で
な
い
か
ら
、
五

陰
十
二
處
十
八
界
な
ぞ
と
い
ふ
諸
數
に
堕
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

と
説
い
て
い
る
。

（
15
）	

中
川
壮
助
著　

昭
和
一
〇
年　

柏
林
社
書
店

（
16
）	

『
白
隠
禅
師
の
不
思
議
な
世
界
』
（
ウ
ェ
ッ
ジ
選
書
33　

二
〇
〇
八
年
七
月
）
な
ど
。
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明
僧
道
者
超
元
の
帰
国
に
つ
い
て

林　
　
　

觀　

潮

目　

次

は
じ
め
に	

一
、
生
涯
と
語
録	

二
、
檀
越
と
の
軋
轢	

三
、
道
者
嗣
法
の
問
題	

四
、
亘
信
付
法
の
真
否	

五
、
告
発
の
波
紋	

六
、
隠
元
の
惜
し
み	

お
わ
り
に

は

じ

め

に

　

明
末
仏
教
の
日
本
伝
来
に
関
し
て
、
道
者
超
元
（
一
五
九
九
―
一
六
六
二
）
の
功
績
は
大
い
に
認
め
ら
れ
る
。
黄
檗
宗
の
祖
隠

元
隆
琦
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）
よ
り
、
四
年
先
に
渡
来
し
た
道
者
は
、
足
掛
け
九
年
間
、
日
本
に
法
を
広
め
た
。
彼
は
早
く

か
ら
明
の
禅
風
を
齎
し
、
多
く
の
日
本
僧
と
交
渉
を
持
ち
、
尊
敬
を
集
め
、
臨
済
宗
の
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
―
一
六
九
七
）
や
、

明僧道者超元の帰国について
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曹
洞
宗
の
独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇
―
一
六
九
八
）
の
よ
う
な
優
れ
た
弟
子
を
得
、
江
戸
仏
教
の
復
興
に
影
響
を
与
え
た
。
あ
る
意

味
で
、
仏
教
伝
来
の
港
町
長
崎
を
発
信
地
と
し
て
、
隠
元
の
臨
済
宗
黄
檗
派
を
受
容
す
る
環
境
を
整
え
た
の
は
、
道
者
の
功
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
る
（
1
）
。

　

し
か
し
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
突
然
、
日
本
よ
り
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
道
者
の
事
業
は
挫
折
し
た
。
道
者
帰
国
の

原
因
に
つ
い
て
、
盤
珪
や
独
庵
な
ど
は
、
隠
元
一
門
の
黄
檗
派
僧
の
排
斥
に
よ
る
と
言
う
。
独
庵
は
、
「
此
土
外
侮
を
絶
ち
、

兄
弟
徒
に
鬩
牆
す（
2
）
。」
と
詠
じ
、
黄
檗
派
僧
を
非
難
し
た
。
ま
た
、
盤
珪
の
行
業
に
は
、「
明
暦
元
、
乙
未
。
師
、
歳
三
十
四
。

春
、
禅
侶
四
五
輩
を
領
し
て
、
再
び
航
し
て
崎
陽
に
抵
り
て
道
者
禅
師
を
訪
ふ
、
禅
師
歓
待
す
る
に
優
礼
を
以
て
す
。
時
に
大

明
黄
檗
の
宗
師
東
来
し
、
そ
の
徒
属
屡
牆
に
鬩
ぎ
、
各
各
門
戸
を
立
て
、
彼
此
牛
角
相
容
れ
ず
。
圜
悟
、
高
庵
の
党
の
如
し
。

遂
に
道
者
禅
師
を
し
て
席
を
崇
福
に
散
ぜ
し
め
、
大
明
に
還
す
の
議
を
構
成
す
（
3
）
。
」
と
記
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
隠
元
一
門
の
排
斥
説
は
現
在
も
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
（
4
）
。
し
か
し
今
ま
で
、
そ
の
排
斥
の
経
緯
に
つ

い
て
は
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
道
者
と
唐
人
檀
越
と
の
関
係
は
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
は
主
に
道
者
と

崇
福
寺
檀
越
、
ま
た
剃
度
の
師
亘
信
行
弥
と
の
関
係
を
分
析
し
、
そ
の
帰
国
の
原
因
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
る
。

一
、
生
涯
と
語
録

　

道
者
に
は
、
伝
記
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
に
不
明
な
点
が
多
く
、
俗
姓
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
幸
い
に
も
、

今
日
ま
で
二
種
類
の
道
者
語
録
、
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
と
『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
が
残
っ
て
い
る
。

　

『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
壬
辰
、
松
浦
鎮
信
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
巻
頭
に
楊
啓
綸
の
序
を
附
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す
（
5

）
。
楊
啓
綸
は
福
建
出
身
の
儒
士
で
、
渡
来
以
前
の
道
者
の
親
友
で
も
あ
る
。
そ
の
序
に
、
出
家
以
前
の
道
者
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
（
6
）
。
平
戸
藩
主
の
松
浦
鎮
信
（
一
六
二
二
―
一
七
〇
三
）
は
、
師
と
仰
ぐ
道
者
の
平
戸
教
化
を
中
心
に
記
録
し
た
。

こ
の
語
録
は
後
年
に
補
修
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
中
に
、
「
附
。
徑
山
上
費
下
隠
師
翁
和
尚
贈
る
。
丁
酉
年
二
月
十
六

日
語
録
を
寄
回
す
る
。
偈
云
く
：
道
者
い
か
ん
ぞ
説
け
ん
、
騰
騰
に
し
て
運
に
任
せ
て
行
く
。
」
（
附
。
徑
山
上
費
下
隠
師
翁
和
尚

贈
。
丁
酉
年
二
月
十
六
日
寄
回
語
録
。
偈
云
：
道
者
如
何
説
、
騰
騰
任
運
行
。
）（
7
）
と
い
う
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
丁
酉
の
明
暦
三

年
（
一
六
五
七
）
、
道
者
が
故
国
の
費
隠
通
容
（
一
五
九
三
―
一
六
六
一
）
に
自
分
の
語
録
を
送
っ
た
記
事
で
あ
る
。

　

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
は
、
道
者
寂
後
、
二
十
四
年
経
っ
た
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
独
庵
玄
光
に
よ
っ
て
慧
極
道
明

（
一
六
三
二
―
一
七
二
一
）
が
以
前
に
記
し
た
道
者
語
録
を
選
別
し
、
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
8
）
。
独
庵
と
慧
極
は
共
に
道
者

に
参
じ
た
同
学
で
あ
っ
た
。
独
庵
編
の
語
録
は
松
浦
編
の
内
容
を
ほ
ぼ
取
り
入
れ
る
が
、
楊
啓
綸
の
序
を
外
し
、
そ
の
代
り
に
、

独
庵
の
序
を
置
い
た
（
9
）
。

　

実
に
、
道
者
の
生
涯
に
お
い
て
、
数
年
間
侍
し
た
剃
度
の
師
亘
信
行
弥
（
一
六
〇
三
―
一
六
五
九
）
と
の
関
係
は
、
非
常
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
亘
信
の
事
跡
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
道
者
の
足
跡
を
尋
ね
て
み
る
。

　

亘
信
は
泉
州
府
同
安
県
蔡
氏
の
出
身
で
、
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
同
安
県
梅
山
の
止
安
和
尚
に
従
っ
て
出
家
し
、
崇
禎
八

年
（
一
六
三
五
）
十
二
月
八
日
、
福
清
黄
檗
山
万
福
禅
寺
の
費
隠
通
容
の
法
を
嗣
ぎ
、
隠
元
の
法
弟
で
も
あ
る
。
翌
年
泉
州
府

南
安
県
羅
山
棲
隠
寺
に
住
し
た
。
崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）
か
ら
十
七
年
ま
で
、
福
州
府
候
官
県
芙
蓉
寺
に
（
10
）
、
崇
禎
十
七

年
（
一
六
四
四
）
三
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
、
福
清
黄
檗
山
万
福
禅
寺
に
、
南
明
隆
武
二
年
（
一
六
四
六
）
か
ら
永
暦
三
年

（
一
六
四
九
）
ま
で
、
漳
州
府
内
南
山
報
劬
禅
寺
（
南
山
寺
）
お
よ
び
漳
浦
県
岱
山
廣
岩
を
歴
住
し
た
。
永
暦
四
年
（
一
六
五
〇
）
、

泉
州
府
内
承
天
寺
に
、
永
暦
七
年
（
一
六
五
三
）
夏
よ
り
、
南
安
県
九
日
山
延
福
寺
、
惠
安
県
平
山
寺
の
住
持
を
し
た
。
永
暦
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九
年
（
一
六
五
五
）
、
福
州
府
候
官
県
芙
蓉
寺
に
再
住
し
た
。
永
暦
十
年
（
一
六
五
六
）
、
福
州
府
閩
侯
県
雪
峰
崇
聖
禅
寺
に
、
同

年
夏
、
福
寧
州
寧
徳
県
支
提
山
華
厳
禅
寺
に
住
し
た
。
永
暦
十
一
年
（
一
六
五
七
）
、
福
州
府
内
芝
山
慶
城
寺
に
住
し
、
同
十
三

年
（
一
六
五
九
）
七
月
十
六
日
、
そ
こ
で
寂
し
た
（
11
）
。

　

亘
信
は
明
末
の
福
建
仏
教
に
お
い
て
活
躍
し
、
特
に
閩
南
一
円
（
福
建
南
部
）
で
教
化
を
広
め
、
二
十
年
以
上
を
経
て
、
遂

に
漳
州
南
山
寺
を
本
拠
地
と
し
て
、
自
ら
一
法
派
、
即
ち
臨
済
宗
南
山
寺
派
（
南
山
派
と
も
称
す
）
を
開
き
、
今
日
ま
で
法
脈
を

保
つ
。
亘
信
の
南
山
派
は
、
法
兄
隠
元
の
黄
檗
派
と
美
を
競
い
、
閩
南
仏
教
の
主
流
を
占
め
た
（
12
）
。

　

道
者
は
亘
信
の
剃
度
弟
子
で
あ
る
。
彼
は
福
建
省
興
化
府
莆
田
県
の
出
身
で
、
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
に
生
ま
れ
、

儒
学
を
よ
く
修
め
、
嘗
て
福
州
府
に
官
吏
を
務
め
た
。
崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）
以
後
、
福
州
府
候
官
県
芙
蓉
寺
で
、
亘
信

に
従
っ
て
出
家
し
た
。
そ
の
後
、
亘
信
の
福
州
府
福
清
県
黄
檗
山
万
福
禅
寺
、
漳
州
府
内
南
山
寺
、
ま
た
泉
州
府
内
承
天
寺
の

住
持
に
、道
者
は
随
従
し
て
参
学
を
続
け
た
（
13
）
。
日
本
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
、
道
者
は
長
崎
に
渡
り
、
翌
年
崇
福
寺
に
入
り
、

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
三
月
ま
で
住
し
た
。
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
、
平
戸
藩
主
松
浦
鎮
信
の
帰
依
を
得
、
平
戸
に
教
化
を

広
め
た
。
日
本
在
留
期
間
、
多
く
の
日
本
僧
を
接
し
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
帰
国
し
た
（
14
）
。
清
の
康
熙
元
年
（
一
六
六
二
）

十
一
月
二
十
六
日
、
莆
田
県
の
国
歓
寺
に
寂
し
た
（
15
）
。

　

今
日
残
る
二
種
の
道
者
語
録
を
読
め
ば
気
づ
く
よ
う
に
、
長
崎
崇
福
寺
は
道
者
の
日
本
在
留
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
崇
福
寺
に
関
す
る
内
容
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
独
庵
は
そ
の
序
に
、
「
俄
に
其
の
中
に
梓
行
す
べ
し
者
を
揀
ん
で
一

巻
と
為
し
、
剞
劂
氏
に
付
し
、
世
に
公
と
す
」
（
俄
揀
其
中
可
梓
行
者
為
一
巻
、
付
剞
劂
氏
、
公
於
世
）
と
説
い
た
。
彼
は
慧
極
の
記

し
た
道
者
語
録
の
あ
る
内
容
を
故
意
に
省
い
た
。
道
者
と
崇
福
寺
と
の
関
係
記
事
は
そ
の
省
い
た
内
容
の
一
部
だ
ろ
う
。
独
庵

ら
は
崇
福
寺
の
関
係
記
事
を
避
け
て
い
た
。
崇
福
寺
で
は
、
道
者
と
そ
の
弟
子
た
ち
を
傷
つ
け
た
事
件
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
、
檀
越
と
の
軋
轢

　

実
に
、
崇
福
寺
檀
越
と
の
間
に
生
じ
た
軋
轢
は
、
道
者
帰
国
の
遠
因
と
な
っ
た
。

　

鎖
国
体
制
の
下
、
長
崎
唐
寺
の
運
営
は
長
崎
奉
行
の
緊
密
な
注
視
の
下
に
置
か
れ
、
唐
通
事
を
中
心
と
す
る
檀
越
に
任
せ
ら

れ
た
。
渡
来
の
唐
僧
は
生
活
を
檀
越
に
頼
り
、
そ
の
往
来
去
就
は
檀
越
の
斡
旋
で
長
崎
奉
行
の
許
可
を
得
ず
に
は
お
こ
な
え
な

い
。
こ
の
故
、
唐
僧
の
在
留
に
は
檀
越
の
支
持
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

京
都
黄
檗
山
に
現
存
す
る
崇
福
寺
檀
越
の
王
引
が
隠
元
に
送
っ
た
書
信
は
、
道
者
が
檀
越
の
支
持
を
失
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
書
信
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
16
）
。

　

弟
子
王
引
、
頓
首
百
拜
し
て
上
聞
す
、
老
和
尚
の
起
居
萬
福
を
。
引
、
遠
陬
に
在
る
と
雖
も
、
榮
慰
に
勝
へ
ず
、
但
し

朝
夕
に
崇
福
の
親
几
の
一
遭
を
忘
れ
ず
。
然
る
に
客
冬
、
小
兒
を
し
て
老
和
尚
を
奉
覲
せ
し
む
、
恩
盼
を
荷
蒙
し
、
屋
を

愛
し
烏
に
及
ぶ
。
崎
に
回
っ
て
備
に
述
し
、
感
戴
に
勝
へ
ず
。
引
、
幾
ば
く
趨
履
し
、
普
門
に
抵
っ
て
稽
首
せ
ん
と
欲
す
。

い
か
ん
ぞ
俗
冗
の
羈
絆
に
因
っ
て
、
未
だ
如
願
を
得
ず
、
こ
れ
は
歉
や
む
所
な
る
。
（
弟
子
王
引
頓
首
百
拜
上
聞
、
老
和
尚
起

居
萬
福
。
引
雖
在
遠
陬
、
不
勝
榮
慰
、
但
朝
夕
不
忘
乎
崇
福
親
几
一
遭
也
。
然
客
冬
令
小
兒
奉
覲
老
和
尚
、
荷
蒙
恩
盼
、
愛
屋
及
烏
。

回
崎
備
述
、
不
勝
感
戴
。
引
幾
欲
趨
履
、
抵
普
門
稽
首
。
奈
因
俗
冗
羈
絆
、
未
得
如
願
、
是
所
歉
也
。
）

　

茲
に
即
非
和
尚
は
崇
福
に
主
席
し
、
諸
居
士
善
信
は
傾
誠
踊
躍
し
匍
匐
贊
揚
せ
ず
無
し
、
則
ち
祖
道
を
東
興
す
る
こ
と
、

必
ず
期
有
り
。
独
り
に
道
者
及
び
大
衆
、
こ
れ
誠
に
何
心
な
り
、
あ
に
摧
正
輔
邪
を
知
ら
ん
や
、
係
る
に
三
月
廿
六
日
尽

く
結
散
を
行
い
、
た
だ
梁
燕
瓦
塵
を
存
す
る
の
み
。
其
の
寂
寞
の
事
、
痛
す
べ
し
傷
す
べ
し
、
所
以
に
寺
中
、
故
に
当
家
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の
調
理
院
務
を
少
な
し
。
た
だ
引
並
び
性
崇
は
朝
夕
に
離
れ
ず
、
崇
福
に
在
っ
て
佛
事
を
助
化
す
。
ま
た
将
就
に
小
兒
を

挙
し
て
知
事
と
為
す
、
乃
ち
共
に
和
尚
の
左
右
に
侍
す
。
但
し
在
家
は
長
く
此
く
の
如
き
な
れ
ば
、
便
せ
ず
所
有
り
、
常

に
懐
に
罣
っ
て
益
々
深
く
且
つ
切
な
り
。
若
し
普
門
に
能
く
監
寺
の
上
人
有
れ
ば
、
老
和
尚
の
法
諭
を
懇
乞
し
、
撥
下
し

て
速
や
か
に
賁
せ
し
む
、
暫
く
借
り
っ
て
、
或
い
は
半
載
或
い
は
数
月
、
以
っ
て
接
衆
を
待
つ
。
執
事
を
安
ん
じ
て
定
妥

す
れ
ば
、
即
ち
上
用
を
璧
と
す
。
慈
炤
を
萬
祈
し
、
片
箋
を
薰
修
し
、
宥
罪
不
宣
す
。
（
茲
者
即
非
和
尚
主
席
崇
福
、
諸
居
士

善
信
無
不
傾
誠
踊
躍
、
匍
匐
贊
揚
、
則
東
興
祖
道
必
也
有
期
。
獨
道
者
及
大
眾
、
是
誠
何
心
、
詎
知
摧
正
輔
邪
、
係
三
月
廿
六
日
盡
行

結
散
、
只
存
梁
燕
瓦
塵
而
已
。
其
寂
寞
之
事
可
痛
可
傷
、
所
以
寺
中
故
少
當
家
調
理
院
務
。
第
引
並
性
崇
朝
夕
不
離
、
在
崇
福
助
化
佛
事
。

亦
將
就
舉
小
兒
為
知
事
、
乃
共
侍
和
尚
左
右
也
。
但
在
家
長
如
此
、
有
所
不
便
、
常
罣
懷
益
深
且
切
。
若
普
門
有
能
監
寺
之
上
人
、
懇

乞
老
和
尚
法
諭
、
撥
下
速
賁
、
暫
借
或
半
載
或
數
月
、
以
待
接
眾
。
安
執
事
定
妥
、
即
璧
上
用
。
萬
祈
慈
炤
、
薰
修
片
箋
、
宥
罪
不

宣
。
）

　

即
非
の
長
崎
渡
来
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
二
月
十
六
日
で
、
王
引
ら
の
崇
福
寺
檀
越
が
長
崎
奉
行
の
許
可
を
得
て
直
ち

に
崇
福
寺
に
迎
え
入
れ
た
。
崇
福
寺
の
住
持
を
務
め
た
道
者
は
、
隠
元
が
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
五
月
二
十
三
日
に
崇
福
寺

に
晋
山
し
た
時
、
監
寺
と
な
っ
て
、
隠
元
の
法
化
を
助
け
た
。
同
年
八
月
九
日
、
隠
元
が
摂
津
普
門
寺
へ
発
っ
た
後
、
道
者
は

再
度
住
持
を
務
め
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
即
非
の
入
院
に
際
し
て
も
、
王
引
の
書
に
よ
れ
ば
、
道
者
が
ま
た
監
寺
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
者
と
そ
の
徒
た
ち
は
こ
の
待
遇
に
不
平
を
感
じ
、
つ
い
に
三
月
廿
六
日
で
「
尽
く
結
散
を
行
い
」
、

崇
福
寺
を
去
っ
た
。

　

王
引
の
書
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
三
月
以
後
の
作
で
、
こ
の
時
、
隠
元
は
摂
津
普
門
寺
に
居
た
。
即
非
は
既
に
「
崇
福
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を
主
席
し
て
」
、
住
持
を
し
て
い
た
。
こ
の
書
に
よ
れ
ば
、
道
者
の
徒
衆
が
去
っ
た
た
め
、
崇
福
寺
は
急
に
人
手
が
足
り
な
く

な
り
、
日
常
の
仏
事
に
も
支
障
が
出
た
。
そ
の
故
、
王
引
、
性
崇
ら
朝
夕
を
問
わ
ず
、
寺
に
居
て
即
非
を
助
け
、
ま
た
慌
て
て

王
引
の
子
を
寺
の
知
事
に
充
て
た
。
王
引
は
隠
元
に
能
力
の
あ
る
僧
を
監
寺
と
し
て
派
遣
す
る
よ
う
に
嘆
願
し
た
。

　

王
引
（
一
五
九
四
―
一
六
七
八
）
は
、
心
渠
を
字
と
し
、
福
建
省
福
州
府
の
出
身
で
、
唐
年
行
事
で
あ
る
。
性
崇
は
何
高
材

（
一
五
九
八
―
一
六
七
一
）
の
法
号
で
、
福
州
府
福
清
県
出
身
の
唐
通
事
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
共
に
崇
福
寺
開
創
の
有
力
者
で
、

同
じ
く
福
清
県
出
身
の
林
大
堂
（
一
六
一
〇
―
一
六
九
四
）
、
魏
之
琰
（
一
六
一
七
―
一
六
八
九
）
と
四
大
檀
越
と
し
て
称
え
ら
れ

る
（
17
）
。

　

崇
福
寺
を
去
る
こ
と
は
、
道
者
に
と
っ
て
日
本
在
留
の
経
済
的
基
盤
も
、
人
脈
的
基
盤
も
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
長
崎
奉

行
ら
権
力
者
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
唐
通
事
た
ち
の
怒
り
を
買
っ
た
彼
は
、
予
想
以
上
に
厳
し
い
境
地
に
陥
っ
た
。

　

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
三
月
に
崇
福
寺
を
離
れ
翌
年
の
帰
国
ま
で
の
道
者
の
境
遇
は
不
明
で
あ
る
が
、
盤
珪
や
松
浦
鎮
信

の
支
援
活
動
の
無
効
さ
を
見
れ
ば
、
そ
の
困
難
ぶ
り
が
想
像
さ
れ
る
。
盤
珪
は
松
浦
の
支
持
を
得
て
、
道
者
を
平
戸
藩
普
門
寺

に
招
請
し
よ
う
と
し
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
盤
珪
の
行
業
に
、
「
師
、
州
の
平
戸
に
渡
り
、
藩
主
松
浦
肥

前
守
鎮
信
と
、
禅
師
を
郡
の
普
門
寺
に
延
請
せ
ん
こ
と
を
議
し
。
加
う
る
に
加
賀
金
沢
に
抵
り
、
天
徳
院
の
鉄
心
禅
師
と
相
議

し
て
、
二
公
と
親
し
く
道
者
禅
師
に
見
ゆ
る
こ
と
を
以
て
す
。
一
再
月
の
間
、
千
里
を
跋
渋
し
て
事
の
済
ら
ん
こ
と
を
要
し
た

る
も
、
此
土
の
福
薄
く
し
て
、
道
者
は
遂
に
明
に
回
る
。
」
と
記
す
（
18
）
。
日
本
の
鎖
国
体
制
の
中
、
長
崎
以
外
の
土
地
に
お
い

て
、
渡
来
人
の
在
留
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
崇
福
寺
の
檀
越
た
ち
は
な
ぜ
、
隠
元
や
即
非
が
渡
来
し
た
後
、
直
ぐ
に
道
者
の
住
持
の
席
を
替
え
た
の
か
。
そ
の
原

因
に
は
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
が
あ
る
。
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ま
ず
、
道
者
は
崇
福
寺
の
檀
越
に
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
隠
元
や
即
非
の
よ
う
に
崇
福
寺
の
檀
越
に
尊
敬
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
日
本
僧
に
新
鮮
な
影
響
を
与
え
て
い
た
が
、
唐
人
檀
越
の
心
を
掴
ん
で
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

道
者
と
崇
福
寺
檀
越
と
の
間
は
疎
遠
で
あ
る
よ
う
で
、
彼
の
語
録
に
両
者
の
交
流
を
示
す
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
崇
福
寺
の
檀
越
が
道
者
を
住
持
に
任
じ
た
の
は
、
臨
時
の
策
で
あ
っ
た
。

　

道
者
の
出
身
地
が
興
化
府
莆
田
県
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
崇
福
寺
檀
越
の
出
身
地
は
福
州
府
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
福
建
に
あ

る
と
言
っ
て
も
、
両
地
は
な
ま
り
も
風
習
も
違
う
。
長
崎
の
各
唐
寺
は
大
陸
東
南
沿
海
の
各
出
身
地
の
団
体
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
。
地
元
出
身
の
住
僧
を
招
請
す
る
の
は
、
檀
越
の
好
み
で
、
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
興
福
寺
の
場
合
で
も
、
福
建
出
身
の

隠
元
が
一
時
招
請
さ
れ
て
、
住
持
に
な
っ
た
が
、
隠
元
が
離
れ
て
以
後
、
杭
州
出
身
の
逸
然
性
融
（
一
六
〇
一
―
一
六
六
八
）
が

再
度
住
持
に
復
帰
し
た
。
そ
の
後
も
代
々
江
南
出
身
の
僧
が
寺
を
司
っ
た
。
当
時
、
興
福
寺
を
南
京
寺
、
崇
福
寺
を
福
州
寺
、

福
済
寺
を
漳
州
寺
と
呼
ん
で
い
た
の
は
、
恰
も
各
寺
の
地
域
的
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。
道
者
渡
来
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

彼
は
隠
元
、
即
非
の
よ
う
に
、
崇
福
寺
檀
越
の
招
請
に
応
じ
て
渡
来
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

隠
元
渡
来
以
前
、
崇
福
寺
の
檀
越
は
嘗
て
隠
元
の
法
子
で
あ
る
、
福
清
県
出
身
の
也
懶
性
圭
（
？
―
一
六
五
一
）
を
招
請
し
た
。

也
懶
は
日
本
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
六
月
、
福
建
の
中
左
所
か
ら
出
発
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
海
難
に
溺
没
し
た
（
19
）
。
こ
れ

は
道
者
が
長
崎
へ
渡
っ
た
翌
年
に
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
也
懶
の
渡
来
が
失
敗
し
た
後
、
崇
福
寺
の
檀
越
が
臨
時
の
策
と
し

て
、
道
者
を
住
持
に
任
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
道
者
に
対
し
て
、
崇
福
寺
檀
越
の
支
持
は
本
来
弱
か
っ
た
。
崇
福
寺
檀
越
と
不
調
に
袂
を
分
け
た
こ
と
は
、

道
者
の
日
本
在
留
の
基
盤
を
揺
る
が
し
た
。
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三
、
道
者
嗣
法
の
問
題

　

亘
信
行
弥
よ
り
臨
済
宗
の
法
を
嗣
ぐ
か
ど
う
か
は
、
道
者
の
説
法
資
格
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
や
が
て

彼
の
日
本
在
留
の
是
非
に
結
ん
だ
。

　

長
崎
唐
寺
は
本
来
、
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
に
従
い
、
邪
宗
門
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
唐
人
が
航
海
守
護
神

の
媽
祖
祠
堂
か
ら
切
り
換
え
、
媽
祖
を
祀
り
、
日
常
の
佛
事
や
葬
儀
を
行
う
、
普
通
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
末
臨
済

宗
の
法
脈
を
荷
う
隠
元
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
興
福
寺
で
、
翌
年
五
月
崇
福
寺
で
住
持
説
法
を
し
、
ま
た
隠
元
の
法

子
木
庵
性
瑫
（
一
六
一
一
―
一
六
八
四
）
が
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
七
月
福
済
寺
で
住
持
説
法
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
唐
寺
は

明
末
臨
済
宗
の
法
脈
に
入
れ
込
ま
れ
、
伝
法
の
寺
院
と
し
て
、
そ
の
機
能
が
一
層
発
達
し
た
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
唐
寺
は
住
僧

に
対
す
る
要
求
を
高
め
、
臨
済
宗
の
法
を
嗣
ぐ
資
格
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
興
福
寺
、
崇
福
寺
、
福
済
寺
で
は
、

各
住
僧
の
出
身
地
が
違
っ
て
も
、
次
第
に
隠
元
の
法
脈
を
接
ぎ
、
隠
元
の
開
い
た
臨
済
宗
黄
檗
派
な
い
し
後
の
黄
檗
宗
に
属
し

た
。
唐
人
社
会
及
び
長
崎
奉
行
の
強
い
支
持
を
得
た
隠
元
の
臨
済
宗
黄
檗
派
は
、
大
陸
仏
教
の
代
表
と
し
て
、
遂
に
唯
一
の
主

流
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
道
者
に
は
、
禅
宗
の
法
を
嗣
い
で
い
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。
彼
は
崇
福
寺
に
住
し
た
期
間
、
法
脈
を
持
た
な
い
普

通
の
僧
で
あ
っ
た
。
当
時
大
陸
禅
宗
の
規
範
に
よ
れ
ば
、
法
を
嗣
い
で
い
な
い
僧
は
、
一
寺
の
住
持
を
し
、
開
堂
説
法
を
す
る

資
格
が
な
か
っ
た
。

　

独
庵
編
『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
の
「
示
衆
」
の
文
頭
に
、
「
師
謙
謙
に
し
て
師
の
位
に
居
ら
ず
、
所
以
に
上
堂
小
参
入
室

等
の
語
無
し
。
今
随
機
応
縁
垂
示
の
一
言
半
句
の
も
の
を
録
し
、
而
し
て
示
衆
と
曰
く
。
」
（
師
謙
謙
不
居
師
位
、
所
以
無
上
堂
小

明僧道者超元の帰国について

95



參
入
室
等
之
語
。
今
録
隨
機
應
縁
垂
示
一
言
半
句
者
、
而
曰
示
眾
。
）
と
記
録
者
の
説
明
、
ま
た
「
平
戸
集
雲
庵
安
期
」
の
文
に
「
衆

随
っ
て
礼
を
作
る
。
師
云
く
：
未
だ
師
の
嘱
を
稟
け
ず
、
な
ん
ぞ
位
を
据
え
る
こ
と
を
容
せ
ん
や
。
」
（
眾
隨
作
禮
。
師
云
：
未
稟

師
囑
、
奚
容
據
位
。
）（
20
）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
、
道
者
は
「
未
だ
師
の
嘱
を
稟
け
ず
」
、
法
を
嗣
い
で
い
な
い

故
に
、
「
師
の
位
に
居
ら
ず
」
、
法
師
の
座
位
に
拠
っ
て
上
堂
説
法
を
し
な
い
と
言
っ
た
。
法
を
嗣
い
で
い
な
い
道
者
自
身
の
欠

点
は
、
時
に
彼
に
参
じ
る
僧
に
も
問
わ
れ
る
。
あ
る
時
、
「
僧
問
う
、
師
杖
払
を
秉
た
ず
、
将
に
何
ん
ぞ
人
と
為
す
。
師
黙
然

に
す
る
。
」
（
僧
問
、
師
不
秉
杖
払
、
将
何
為
人
。
師
黙
然
。
）（
21
）

　

法
を
嗣
い
で
い
な
い
道
者
の
欠
点
は
、
隠
元
や
木
庵
が
渡
来
し
て
唐
寺
で
開
堂
説
法
を
行
っ
た
後
、
次
第
に
表
面
化
し
た
。

彼
は
こ
の
問
題
に
悩
み
、
福
建
に
い
る
亘
信
行
弥
の
法
嗣
で
、
同
郷
の
時
学
隆
鑒
に
書
信
を
送
り
、
嗣
法
の
こ
と
を
相
談
し
た

の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
時
学
書
信
は
当
時
の
往
来
を
語
る
。

　
　

「
福
廬
の
時
学
禅
師
、
道
者
に
寓
す
る
書
」
（
福
廬
時
學
禪
師
寓
道
者
書
）（
22
）

　

道
駕
は
昔
日
岱
山
自
り
別
れ
て
莆
城
に
帰
れ
ば
、
即
ち
渡
江
を
聞
す
。
広
く
願
行
を
布
し
、
坦
然
に
し
て
無
畏
な
り
、

み
な
仁
風
福
力
に
由
る
の
致
す
所
な
り
。
且
つ
公
は
品
行
嘉
す
べ
し
、
見
理
如
法
す
、
当
に
暫
く
唐
に
帰
し
て
親
し
く
従

上
来
の
事
を
承
る
べ
し
、
再
び
復
た
彼
処
に
行
化
す
れ
ば
、
亦
未
だ
遅
れ
ず
。
諒
に
高
明
は
必
ず
此
の
見
有
り
、
山
野
は

応
に
筆
尖
に
喋
喋
と
す
べ
か
ら
ず
。
旧
臘
初
十
日
、
盛
儀
を
接
す
る
こ
と
を
得
、
遠
意
殷
誠
し
、
何
を
以
っ
て
克
く
当
た

る
や
。
山
野
の
才
德
涼
薄
を
愧
じ
、
濫
り
に
祖
庭
の
末
に
廁
す
と
雖
も
、
累
り
に
顛
沛
に
遭
う
。
幸
い
に
客
春
暫
く
福
廬

の
請
を
応
じ
、
冬
期
に
至
っ
て
ま
た
百
衆
を
得
て
同
居
し
、
時
に
乗
っ
て
結
制
す
、
今
已
に
満
を
告
げ
る
。
壬
辰
冬
、
長

安
禅
人
の
兄
に
寄
っ
て
来
、
後
に
因
っ
て
果
た
さ
ず
、
一
併
に
附
聞
す
。
臨
楮
不
尽
、
耑
此
謝
悰
す
。
（
道
駕
昔
日
自
岱
山
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別
歸
莆
城
、
聞
即
渡
江
。
廣
布
願
行
、
坦
然
無
畏
、
皆
由
仁
風　

福
力
之
所
致
也
。
且
公
品
行
可
嘉
、
見
理
如
法
、
當
暫
歸
唐
親
承
從

上
來
事
、
再
復
彼
處
行
化
、
亦
未
遲
也
。
諒
高
明
必
有
此
見
、
山
野
不
應
喋
喋
於
筆
尖
矣
。
舊
臘
初
十
日
、
得
接
盛
儀
、
遠
意
殷
誠
、

何
以
克
當
。
愧
山
野
才
德
涼
薄
、
雖
濫
廁
祖
庭
之
末
、
累
遭
顛
沛
。
幸
客
春
暫
應
福
廬
之
請
、
至
冬
期
亦
得
百
眾
同
居
、
乘
時
結
制
、

今
已
告
滿
矣
。
壬
辰
冬
寄
長
安
禪
人
乃
兄
來
、
後
因
不
果
、
一
併
附
聞
。
臨
楮
不
盡
、
耑
此
謝
悰
。
）

　

時
学
は
「
当
に
暫
く
唐
に
帰
し
て
親
し
く
従
上
来
の
事
を
承
る
べ
し
」
と
言
い
、
道
者
に
一
時
帰
国
し
て
、
嗣
法
の
こ
と
が

済
ん
だ
後
、
「
再
び
復
た
彼
処
に
行
化
す
れ
ば
、
亦
未
だ
遅
れ
ず
。
」
と
勧
め
た
。
文
末
の
句
に
よ
れ
ば
、
時
学
の
こ
の
書
は
、

「
壬
辰
冬
」
、
即
ち
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
冬
以
後
の
作
と
判
る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
実
情
も
あ
る
故
、
時
学
の
意
見
は
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
道
者
は
松
浦
鎮
信
編
の
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
を
時
学
に
送
り
、
師
の
亘
信
行
弥
に
呈
し

て
法
を
嗣
ぐ
こ
と
を
頼
も
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
後
時
学
の
も
う
一
通
の
書
信
に
よ
っ
て
確
認
が
出
来
る
（
23
）
。

　

又
（
24
）
。

　

彼
國
の
英
賢
は
傾
心
し
て
敬
慕
し
、
諸
方
を
蓋
覆
し
、
能
く
過
ぎ
る
こ
と
有
る
無
し
、
悉
く
因
地
に
従
る
の
由
来
す
る

所
な
り
。
今
幸
い
に
吾
が
師
は
其
の
間
に
卓
錫
し
、
生
を
利
し
て
尽
く
こ
と
無
し
、
室
籌
は
測
る
莫
れ
、
ま
た
こ
れ
は
夙

縁
の
有
る
所
を
待
つ
や
。
鑒
は
老
拙
無
能
を
愧
じ
、
寒
岩
に
休
隠
し
、
以
っ
て
時
事
を
避
け
、
以
っ
て
暮
年
を
待
つ
。
而

し
て
従
上
の
風
規
を
收
来
す
る
こ
と
を
、
公
に
属
望
し
て
浅
く
せ
ず
。
乙
未
夏
に
至
っ
て
、
鑒
は
芙
蓉
に
住
し
、
両
番
の

遠
惠
を
受
け
、
深
く
至
情
を
荷
い
、
並
び
に
佳
作
一
冊
を
接
し
、
連
日
に
神
領
し
、
即
ち
書
を
修
し
寄
回
す
る
を
擬
る
。

南
山
和
尚
忽
然
に
上
山
す
る
こ
と
に
因
っ
て
、
内
外
の
寺
務
を
、
師
に
還
っ
て
衆
を
安
ん
ず
る
。
其
の
佳
作
一
冊
を
、
ま
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た
代
っ
て
呈
覧
す
る
。
今
に
延
び
て
二
載
、
未
だ
付
来
を
見
ず
、
容
し
て
後
に
奉
報
す
。
更
に
承
聞
し
、
以
有
何
居
士
公

の
意
氣
の
詞
を
叙
す
る
を
、
ま
す
ま
す
佩
感
を
加
え
る
。
茲
に
為
に
滄
波
遥
隔
し
、
音
問
通
じ
難
し
、
日
積
の
私
を
、
伸

謝
す
る
処
無
し
。
近
く
た
ま
た
ま
萬
安
の
星
楊
居
士
は
素
性
孝
悌
し
、
航
海
し
て
来
、
こ
れ
に
由
っ
て
盥
手
し
、
謹
ん
で

此
れ
に
候
を
致
す
、
た
だ
祈
っ
て
、
遅
遅
を
謂
わ
ざ
れ
ば
、
栄
施
は
侈
く
な
り
。
忙
中
に
草
勤
し
、
乞
宥
不
恭
す
。
（
彼

國
英
賢
、
傾
心
敬
慕
、
蓋
覆
諸
方
、
無
有
能
過
、
悉
從
因
地
之
所
由
來
也
。
今
幸
吾
師
卓
錫
其
間
、
利
生
無
盡
、
室
籌
莫
測
、
亦
是
夙

縁
之
所
有
待
也
。
愧
鑒
老
拙
無
能
、
休
隱
寒
岩
、
以
避
時
事
、
以
待
暮
年
。
而
收
來
從
上
風
規
、
屬
望
於
公
不
淺
矣
。
至
乙
未
夏
鑒
住

芙
蓉
、
受
兩
番
遠
惠
、
深
荷
至
情
、
並
接
佳
作
一
冊
、
連
日
神
領
、
擬
即
修
書
寄
回
。
因
南
山
和
尚
忽
然
上
山
、

外
寺
務
、
還
師
安
眾
。

其
佳
作
一
冊
、
亦
代
呈
覽
。
延
今
二
載
、
未
見
付
來
、
容
後
奉
報
。
更
承
聞
以
有
何
居
士
敘
公
意
氣
之
詞
、
益
加
佩
感
。
茲
為
滄
波
遙
隔
、

音
問
難
通
、
日
積
之
私
、
無
處
伸
謝
。
近
偶
萬
安
星
楊
居
士
素
性
孝
悌
、
航
海
而
來
、
由
是
盥
手
謹
此
致
候
、
惟
祈
勿
謂
遲
遲
、
榮
施

侈
矣
。
忙
中
草
勤
、
乞
宥
不
恭
。
）

　

時
学
の
こ
の
書
は
、
日
本
の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
作
で
あ
る
。
二
年
前
、
即
ち
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
乙
未
の
夏
、

時
学
が
福
州
府
芙
蓉
寺
に
住
し
た
期
間
に
、
二
回
、
道
者
か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
、
ま
た
道
者
の
語
録
、
「
其
の
佳
作
一
冊
」

を
受
け
、
師
の
亘
信
行
弥
に
「
亦
代
っ
て
呈
覧
す
」
と
し
た
。
し
か
し
、
亘
信
行
弥
の
反
応
に
つ
い
て
、
時
学
は
「
今
に
延
び

て
二
載
、
未
だ
付
来
を
見
ず
」
と
言
い
、
二
年
も
過
ぎ
て
何
の
返
事
も
な
い
実
情
を
道
者
に
説
明
し
、
「
容
し
て
後
に
奉
報

す
」
と
言
っ
て
道
者
を
慰
め
た
。
こ
の
書
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
と
い
う
時
点
で
、
亘
信
行
弥
が

道
者
に
付
法
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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四
、
亘
信
付
法
の
真
否

　

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
、
即
ち
道
者
帰
国
の
先
年
ま
で
、
道
者
は
法
を
嗣
い
で
い
な
い
僧
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道
者
を
慕

う
信
徒
た
ち
は
、
彼
を
嗣
法
の
禅
僧
と
信
じ
た
。
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
る
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
の

楊
啓
綸
の
序
は
、
そ
の
よ
う
な
宣
伝
を
し
た
。

　

こ
の
序
に
楊
啓
綸
は
道
者
に
つ
い
て
、
「
一
日
亘
信
和
尚
を
慕
い
、
謁
し
て
之
を
悦
び
、
遂
に
家
人
の
愛
を
割
っ
て
無
生
心

を
矢
う
。
園
蔬
し
て
舂
し
、
苦
行
は
飴
の
如
ぎ
な
り
。
梅
熟
し
米
精
す
れ
ば
、
因
っ
て
衣
缽
を
承
り
、
及
ん
で
以
っ
て
灯
宗
を

伝
え
っ
て
度
世
の
法
を
開
く
。
」
（
一
日
慕
亘
信
和
尚
、
謁
而
悅
之
、
遂
割
家
人
愛
而
矢
無
生
心
。
園
蔬
舂
、
苦
行
如
飴
。
梅
熟
米
精
、
因

承
衣
缽
、
及
以
傳
燈
宗
而
開
度
世
法
。
）（
25
）
と
記
し
、
即
ち
既
に
亘
信
に
嗣
法
し
た
と
書
く
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
事
実
に
反
す
る
虚

飾
で
あ
る
。
前
文
に
触
れ
た
時
学
の
書
に
よ
れ
ば
、
松
浦
鎮
信
編
の
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
亘

信
に
呈
さ
れ
た
。
も
し
楊
序
が
こ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
、
亘
信
に
読
ま
れ
れ
ば
、
彼
の
不
快
を
買
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
時
学

の
書
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
亘
信
は
二
年
過
ぎ
て
も
何
の
返
事
も
道
者
に
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
亘
信
の
反
応
に
も
、
意

味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
時
学
の
書
が
道
者
に
送
ら
れ
た
時
点
よ
り
、
翌
年
道
者
の
帰
国
ま
で
、
亘
信
は
道
者
の
嗣

法
要
求
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

　

独
庵
編
『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
に
は
、
亘
信
付
法
の
証
と
し
て
、
亘
信
の
偈
、
そ
れ
に
和
す
道
者
の
偈
、
及
び
亘
信
の
書

と
法
語
が
録
さ
れ
る
。
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「
雪
峰
亘
信
和
尚
付
道
者
偈
（
26
）
」	

雪
峰
亘
信
和
尚
、
道
者
に
付
す
る
偈

一
燈
分
續
百
千
燈
、	

一
灯
分
か
れ
て
百
千
の
灯
を
続
ぎ
、

還
我
宗
門
有
道
人
。	

ま
た
我
が
宗
門
、
道
人
有
り
。

從
此
光
輝
充
宇
宙
、	

此
れ
従
り
光
輝
、
宇
宙
に
充
ち
、

頭
頭
物
物
是
家
珍
。	

頭
頭
物
物
、
こ
れ
家
珍
な
り
。

「
奉
和
本
師
付
偈
次
韻
（
27
）
」	

本
師
の
付
偈
に
奉
和
す
る
次
韻

傳
衣
表
法
偈
傳
燈
、	

伝
衣
表
法
の
偈
、
伝
灯
し
、

權
實
標
名
照
本
人
。	

権
実
、
名
を
標
し
て
本
人
を
照
ら
す
。

同
見
同
行
符
正
眼
、	
同
見
同
行
、
正
眼
に
符
し
、

和
光
接
物
盡
家
珍
。	
和
光
接
物
、
家
珍
を
尽
く
す
。

「
亘
信
和
尚
囑
道
者
書
並
法
語
」
（
亘
信
和
尚
囑
道
者
書
並
法
語
）（
28
）

　

衣
乃
ち
信
を
表
し
、
法
乃
ち
心
を
印
し
、
行
道
の
者
に
付
し
、
耀
古
騰
今
な
り
。
所
以
に
祖
師
云
く
：
解
行
雙
全
す
れ

ば
、
之
を
名
づ
け
て
祖
と
曰
く
。
果
し
て
か
く
の
如
く
を
得
れ
ば
、
善
く
古
今
を
知
る
。
密
雲
老
和
尚
自
り
、
大
い
に
濟

臨
済
正
宗
を
興
す
。
近
く
道
德
未
だ
全
う
せ
ず
、
ま
た
出
世
し
人
と
為
す
こ
と
有
る
に
因
っ
て
、
以
っ
て
緇
流
の
疑
信
相

半
を
致
し
、
み
な
師
軽
易
に
付
嘱
す
る
。
山
僧
大
弘
願
を
立
て
、
力
め
て
祖
道
を
行
し
、
実
修
実
證
の
者
を
知
れ
ば
、
先

に
衣
盔
を
付
し
、
四
衆
と
為
っ
て
受
戒
す
る
。
而
し
て
冬
夏
の
結
制
に
、
開
示
の
法
語
有
る
所
は
、
正
法
眼
蔵
と
為
す
べ
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し
。
乃
ち
書
の
源
流
並
び
拂
子
、
吾
を
代
っ
て
宗
旨
を
提
持
す
る
。
た
だ
諸
徒
共
に
之
を
遵
依
す
る
。
（
衣
乃
表
信
、
法
乃

印
心
、
付
行
道
者
、
耀
古
騰
今
。
所
以
祖
師
云
：
解
行
雙
全
、
名
之
曰
祖
。
果
得
如
是
、
善
知
古
今
。
自
密
雲
老
和
尚
大
興
臨
濟
正
宗
、

近
因
道
德
未
全
、
亦
有
出
世
為
人
、
以
致
緇
流
疑
信
相
半
、
皆
師
輕
易
付
囑
。
山
僧
立
大
弘
願
、
力
行
祖
道
、
知
實
修
實
證
者
、
先
付

衣
盔
、
為
四
眾
受
戒
。
而
冬
夏
結
制
、
所
有
開
示
法
語
、
可
為
正
法
眼
藏
。
乃
書
源
流
並
拂
子
、
代
吾
提
持
宗
旨
。
惟
諸
徒
共
遵
依

之
。
）

　

又
法
語
一
章
：
拈
花
微
笑
の
後
よ
り
、
世
尊
は
正
法
眼
藏
、
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
付
嘱
摩
訶
迦
葉
を
謂
う
。
乃
ち

達
磨
初
祖
、
神
光
二
祖
に
至
っ
て
、
外
に
諸
縁
を
息
み
、
内
心
に
喘
無
し
、
心
牆
壁
の
如
き
、
以
っ
て
入
道
す
べ
し
。
ま

た
各
言
所
得
を
問
う
こ
と
に
因
っ
て
、
た
だ
三
拜
を
得
、
之
を
謂
っ
て
髄
を
得
る
。
我
が
臨
済
大
師
に
迨
ん
で
、
三
度
佛

法
の
的
的
大
意
を
問
い
、
三
度
棒
を
被
る
。
所
以
に
此
の
事
、
語
言
可
通
に
非
ず
、
寂
默
可
造
に
非
ず
、
一
た
び
知
解
に

落
と
せ
ば
、
便
ち
法
障
と
為
り
。
徹
底
承
当
、
行
解
相
応
に
在
る
を
貴
ぶ
、
方
に
出
世
し
て
人
と
為
す
べ
し
。
乃
ち
偈
を

説
い
て
云
く
：
心
を
以
っ
て
心
を
印
し
、
元
よ
り
法
有
る
無
し
。
凡
聖
の
情
尽
く
せ
ば
、
こ
れ
真
の
解
脱
な
り
。
珍
重
す
。

（
又
法
語
一
章
：
自
從
拈
花
微
笑
之
後
、
世
尊
謂
正
法
眼
藏
、
不
立
文
字
、
教
外
別
傳
、
付
囑
摩
訶
迦
葉
。
乃
至
達
磨
初
祖
、
神
光
二
祖
、

外
息
諸
縁
、
内
心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
。
又
因
問
各
言
所
得
、
只
得
三
拜
、
謂
之
得
髓
。
迨
我
臨
濟
大
師
、
三
度
問
佛
法
的

的
大
意
、
三
度
被
棒
。
所
以
此
事
非
語
言
可
通
、
非
寂
默
可
造
、
一
落
知
解
、
便
為
法
障
。
貴
在
徹
底
承
當
、
行
解
相
應
、
方
可
出
世

為
人
。
乃
説
偈
云
：
以
心
印
心
、
元
無
有
法
。
凡
聖
情
盡
、
是
真
解
脱
。
珍
重
。
）

　

し
か
し
実
に
、
こ
の
「
雪
峰
亘
信
和
尚
付
道
者
偈
」
は
、
以
前
の
松
浦
鎮
信
編
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
に
既
に
収
め
ら
れ
、

詩
題
が
「
雪
峰
上
亘
下
信
和
尚
偈
」
で
あ
る
（
29
）
。
こ
の
偈
を
以
っ
て
、
亘
信
付
法
の
証
と
す
る
の
は
、
疑
わ
し
い
の
で
は
な
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い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
「
亘
信
和
尚
囑
道
者
書
並
法
語
」
は
、
同
時
代
の
禅
録
に
見
ら
れ
る
法
嗣
を
認
定
す
る
付
嘱
の
書
と
法
語
に
比
べ
る

と
、
性
格
と
内
容
が
や
や
違
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
文
は
、
「
諸
徒
」
に
与
え
る
通
用
の
文
書
ら
し
く
、
特
定
の
法
嗣
を
指
し

て
そ
の
証
悟
を
褒
め
、
付
法
理
由
の
説
明
を
し
な
い
。
こ
の
文
に
、
道
者
の
名
も
提
起
さ
れ
な
い
。

五
、
告
発
の
波
紋

　

道
者
が
嗣
法
の
証
を
偽
造
し
た
と
告
発
さ
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
帰
国
の
主
因
で
あ
る
。

　

「
亘
信
和
尚
嘱
道
者
書
並
法
語
」
の
真
偽
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
判
断
を
避
け
る
が
、
当
時
、
亘
信
の
名
義
で
、
道
者
嗣
法

の
証
と
し
て
、
大
陸
か
ら
源
流
と
拂
子
な
ど
の
信
物
も
送
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
出
来
事
は
、
そ
の
信
物

が
長
崎
奉
行
に
偽
造
と
告
発
さ
れ
る
た
め
、
遂
に
道
者
が
日
本
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
結
果
を
招
い
た
。
当
時
の
情
況
は
、
独
庵

が
書
い
た
痛
々
し
い
詩
に
よ
り
察
せ
ら
れ
る
。

　

「
謙
禅
人
の
送
道
者
禅
師
帰
大
明
に
次
韻
す
」
（
次
韻
謙
禪
人
送
道
者
禪
師
歸
大
明
）（
30
）

　

時
言
に
、
道
者
の
本
師
亘
信
禅
師
、
遥
か
に
衣
拂
を
贈
り
、
商
舶
に
附
し
て
来
る
。
而
し
て
同
門
の
師
、
道
者
を
妬
む

有
り
、
横
に
衣
拂
を
奪
い
、
執
政
に
諷
し
て
之
を
逐
す
。
（
時
言
、
道
者
之
本
師
亘
信
禪
師
、
遙
贈
衣
拂
、
附
商
舶
來
。
而
有
同

門
之
師
妒
道
者
、
橫
奪
衣
拂
、
諷
執
政
而
逐
之
。
）

大
庾
嶺
頭
爭
未
了
、	

大
庾
嶺
頭
に
争
い
、
未
だ
了
ら
ず
、
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又
因
閑
事
困
盧
能
。	

ま
た
閑
事
に
因
っ
て
盧
能
を
困
し
め
る

信
衣
遮
莫
君
將
去
、	

信
衣
、
遮
に
君
将
去
す
る
莫
れ
、

無
物
何
妨
繼
祖
燈
。	

物
無
け
れ
ば
何
ぞ
妨
げ
る
、
祖
灯
を
継
ぐ
こ
と
を
。

雲
拂
長
空
天
媿
淨
、	

雲
、
長
空
を
拂
し
、
天
、
浄
を
媿
じ
、

風
休
萬
頃
海
推
澂
。	

風
、
萬
頃
を
休
め
、
海
、
澂
を
推
す
。

歸
舟
更
駕
驚
濤
嶮
、	

帰
舟
、
更
に
驚
濤
を
駕
し
、
嶮
な
り
、

不
奈
人
間
擅
愛
憎
。	

い
か
ん
と
も
せ
ず
、
人
間
愛
憎
を
擅
す
る
こ
と
を
。

　

こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
「
同
門
の
師
」
は
、
同
じ
く
費
隠
通
容
の
門
流
の
僧
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
亘
信
は
費
隠
の
法
子
で
、

隠
元
の
法
弟
で
あ
る
。

　

こ
の
「
同
門
の
師
」
は
、
辻
善
之
助
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
木
庵
性
瑫
の
こ
と
で
あ
る
。
辻
氏
は
、
「
万
治
元
年
に
、
道
者
の

道
大
い
に
日
本
に
行
は
る
る
の
報
を
得
て
、
そ
の
師
亘
信
よ
り
、
二
僧
を
差
し
て
、
印
記
白
払
を
送
っ
て
長
崎
に
来
た
と
こ
ろ
、

木
庵
之
を
取
っ
て
道
者
に
渡
さ
ず
、
是
れ
謬
物
の
承
書
な
る
べ
し
と
て
、
其
筋
に
誣
告
し
た
の
で
、
二
僧
を
糺
問
に
及
ん
だ
と

こ
ろ
一
僧
は
実
を
曲
げ
た
が
、
一
僧
は
刀
鋸
も
辞
せ
な
か
っ
た
と
言
ふ
。
或
人
が
こ
れ
を
道
者
に
告
げ
た
が
、
道
者
は
、
わ
れ

未
だ
此
土
に
縁
あ
ら
ざ
る
の
み
と
て
微
笑
し
た
と
い
ふ
。
」
と
書
い
た
（
31
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
独
庵
ら
の
説
に
よ
れ
ば
、
木
庵
あ
る
い
は
他
の
隠
元
直
系
の
黄
檗
派
禅
僧
は
、
道
者
の
嗣
法
の
証
で
あ
る
衣

払
な
ど
を
奪
っ
て
、
謬
物
と
し
て
「
執
政
に
諷
し
」
、
つ
ま
り
長
崎
奉
行
に
告
発
し
た
故
、
道
者
は
偽
造
の
罪
に
問
わ
れ
、
遂

に
駆
逐
さ
れ
た
。
木
庵
性
瑫
は
泉
州
の
出
身
で
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
七
月
、
隠
元
の
招
書
に
応
じ
て
長
崎
に
至
り
、
福
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済
寺
に
入
っ
て
住
持
を
し
、
萬
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
十
月
、
摂
津
普
門
寺
に
上
り
、
翌
年
隠
元
に
従
っ
て
京
都
黄
檗
山
に
移
っ

た
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
九
月
隠
元
の
退
隠
に
伴
い
、
木
庵
は
京
都
黄
檗
山
の
法
席
を
継
ぎ
、
二
代
住
持
を
務
め
た
。

　

道
者
帰
国
の
責
任
者
と
し
て
、
黄
檗
派
禅
僧
は
非
難
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
当
時
の
唐
寺
は
、
唐
通
事
を
通
じ
で
長
崎
奉

行
の
厳
密
な
注
意
の
下
に
置
か
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
た
（
32
）
。
在
留
未
定
の
渡
来
僧
よ
り
も
、
寺
の
檀
越
で
も
あ
る
唐
通
事
は
、

来
舶
船
を
検
査
す
る
権
限
を
活
用
し
、
長
崎
奉
行
に
告
発
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
告
発
が
現
実
に
発
生
し
た
と

す
れ
ば
、
檀
越
の
唐
通
事
に
責
任
を
問
う
の
は
妥
当
で
あ
る
。

　

道
者
帰
国
の
後
、
彼
に
参
じ
た
慧
極
道
明
、
潮
音
道
海
な
ど
は
木
庵
に
従
っ
て
嗣
法
し
、
黄
檗
宗
の
龍
象
と
な
っ
た
。
慧
極

は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
、
二
十
二
歳
で
独
庵
玄
光
と
一
緒
に
道
者
に
参
じ
た
。
二
人
は
生
涯
の
親
交
で
、
道
者
を
師
匠
と
共

に
仰
い
で
い
た
。
一
方
、
慧
極
は
木
庵
も
生
涯
の
師
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
。
彼
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
京
都
黄
檗
山
へ

登
り
、
木
庵
に
従
い
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
嗣
法
し
た
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
、
慧
極
は
本
師
木
庵
の
創
っ
た
塔
頭

萬
壽
院
を
守
る
た
め
、
老
躯
を
持
っ
て
大
い
に
奔
走
し
た
（
33
）
。
こ
の
よ
う
に
、
慧
極
の
木
庵
に
対
す
る
尊
敬
を
考
え
れ
ば
、

道
者
の
衣
払
を
奪
っ
た
と
い
う
憎
ま
れ
る
は
ず
の
こ
と
に
、
木
庵
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

亘
信
の
名
乗
り
で
道
者
へ
の
嗣
法
の
証
を
め
ぐ
っ
て
、
真
偽
の
問
題
や
、
告
発
の
是
非
に
関
し
て
、
不
明
な
点
は
多
い
の
で

あ
る
が
、
こ
の
事
件
は
遂
に
道
者
帰
国
の
結
果
に
つ
な
が
り
、
し
か
も
黄
檗
派
僧
に
排
斥
さ
れ
た
と
見
ら
れ
た
。
そ
の
波
紋
は

広
が
り
、
摂
州
普
門
寺
の
隠
元
の
関
心
を
呼
ん
だ
。

　

こ
の
後
、
隠
元
は
浙
江
省
嘉
興
府
崇
徳
県
福
厳
禅
寺
に
居
る
師
の
費
隠
通
容
に
、
道
者
の
こ
と
を
確
か
め
た
。
清
の
順
治

十
七
年
（
一
六
六
〇
）
六
月
、
費
隠
は
隠
元
へ
の
返
書
に
、
「
数
年
間
、
吾
が
徒
書
物
を
寄
来
し
、
其
の
人
を
得
ず
。
而
し
て
書

を
見
る
と
雖
も
、
物
み
な
沉
魚
す
る
。
此
れ
は
之
を
付
い
て
問
ず
。
…
…
。
庚
子
六
月
初
七
日
、
径
山
費
隠
容
老
僧
福
厳
に
寓
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し
て
合
十
し
、
首
座
隠
元
公
に
復
し
て
之
を
知
す
。
亘
信
公
、
讓
庵
公
は
旧
歳
に
倶
に
已
に
円
寂
す
。
前
に
言
う
所
の
道
者
の

説
は
、
倶
に
假
冒
に
属
す
。
亘
公
此
事
無
し
。
今
後
若
し
書
物
が
有
れ
ば
、
切
に
寄
来
す
べ
か
ら
ず
、
当
に
身
辺
の
人
を
発
し

て
自
ら
来
る
べ
し
。
」
（
數
年
間
、
吾
徒
書
物
寄
來
、
不
得
其
人
。
而
書
雖
見
、
物
皆
沉
魚
。
此
付
之
不
問
。
…
…
。
庚
子
六
月
初
七
日,

徑

山
費
隠
容
老
僧
寓
福
嚴
合
十
、
復
首
座
隠
元
公
知
之
。
亘
信
公
、
讓
庵
公
舊
歳
倶
已
圓
寂
。
前
所
言
道
者
之
説
、
倶
屬
假
冒
、
亘
公
無
此
事
也
。

今
後
若
有
書
物
、
切
不
可
寄
來
、
當
發
身
邊
人
自
來
。
）
と
書
く
。
費
隠
が
言
う
亘
信
に
関
係
す
る
道
者
假
冒
の
内
容
に
つ
い
て
、

隠
元
の
原
書
が
未
だ
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
判
断
を
控
え
る
が
、
嗣
法
問
題
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

亘
信
法
嗣
の
中
、
如
幻
超
弘
（
一
六
〇
五
―
一
六
七
八
）
は
、
同
門
の
法
兄
弟
と
親
交
を
結
び
、
詩
文
集
『
痩
松
集
』
を
著
し
、

亘
信
一
門
の
事
跡
を
多
く
記
す
。
『
痩
松
集
』
に
現
る
亘
信
の
法
嗣
は
、
如
幻
超
弘
、
体
真
超
定
、
重
眉
超
況
、
惟
誠
道
仁
、

参
唯
超
炯
、
逸
然
超
頂
、
笨
翁
超
極
、
時
学
隆
鑒
な
ど
が
居
る
。
し
か
し
、
『
痩
松
集
』
に
は
道
者
超
元
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。

何
ら
か
の
原
因
で
、
帰
国
し
た
道
者
は
、
亘
信
一
門
の
僧
と
の
交
渉
が
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

道
者
帰
国
の
翌
年
、
剃
度
の
師
亘
信
は
寂
し
た
。
費
隠
の
六
十
四
名
の
法
嗣
の
中
、
亘
信
は
法
兄
の
隠
元
と
最
も
交
誼
が
深

か
っ
た
。
隠
元
は
そ
の
語
録
に
、
亘
信
の
こ
と
を
よ
く
提
起
し
た
（
34
）
。
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
三
月
よ
り
翌
年
八
月
ま
で
、

亘
信
は
隠
元
の
要
請
で
福
清
黄
檗
山
の
住
持
を
し
、
浙
江
へ
行
く
隠
元
の
帰
り
を
待
ち
、
黄
檗
山
を
守
っ
た
（
35
）
。
南
明
永
暦

八
年
（
一
六
五
四
）
前
後
、
隠
元
の
渡
航
を
案
じ
て
、
亘
信
は
嘗
て
長
崎
の
道
者
に
次
の
書
信
を
送
っ
た
。

　

「
延
福
亘
信
和
尚
、
道
者
に
与
え
る
書
」
（
延
福
亘
信
和
尚
與
道
者
書
）（
36
）

　

南
山
に
別
れ
る
後
、
泉
に
回
り
延
福
に
在
っ
て
夏
を
度
す
。
金
鶏
橋
断
つ
を
見
、
渋
り
を
病
っ
て
日
久
し
、
願
を
発
し

て
修
複
す
る
。
復
た
ま
た
ま
黄
檗
の
元
法
兄
、
行
遊
有
り
、
住
す
る
所
の
邦
國
に
請
を
応
じ
る
。
到
る
時
に
心
を
尽
く
し
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て
帰
依
し
、
法
二
味
無
し
、
こ
れ
嘱
す
る
所
な
り
。
外
に
縁
簿
一
本
を
附
し
、
縁
に
随
っ
て
助
を
題
し
、
以
っ
て
広
済
を

成
る
。
縁
就
れ
ば
、
的
当
の
者
に
寄
っ
て
来
る
。
弥
山
僧
手
写
し
道
者
禅
人
に
与
え
る
。
（
南
山
別
後
、
回
泉
在
延
福
度
夏
。

見
金
雞
橋
斷
、
病
渋
日
久
、
發
願
修
複
。
復
適
黄
檗
元
法
兄
有
行
遊
、
應
請
所
住
邦
國
。
到
時
盡
心
歸
依
、
法
無
二
味
、
是
所
囑
也
。

外
附
縁
簿
一
本
、
隨
縁
題
助
、
以
成
廣
濟
。
縁
就
、
寄
的
當
者
來
。
彌
山
僧
手
寫
與
道
者
禪
人
。
）

　

亘
信
は
道
者
の
こ
と
を
配
慮
し
て
、
隠
元
に
「
心
を
尽
く
し
て
帰
依
し
、
法
、
二
味
無
し
」
と
道
者
を
嘱
し
た
。
実
に
彼
は

隠
元
に
従
っ
て
法
を
嗣
ぐ
よ
う
道
者
に
暗
示
し
た
。
当
時
、
盛
ん
な
る
費
隠
門
下
の
法
兄
弟
の
間
で
、
剃
度
弟
子
が
別
に
嗣
法

す
る
の
は
、
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
良
義
と
時
学
隆
鑒
は
隠
元
の
剃
度
弟
子
で
、
亘
信
に
法
を
嗣
い
だ
（
37
）
。
し

か
し
、
亘
信
の
期
待
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

六
、
隠
元
の
惜
し
み

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
道
者
の
崇
福
寺
退
去
な
い
し
日
本
離
れ
は
、
檀
越
と
の
軋
轢
に
原
因
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
隠
元
一
門
の
黄
檗
派
禅
僧
、
特
に
即
非
如
一
が
渡
来
し
て
崇
福
寺
に
入
っ
て
か
ら
発
生
し
た
。
表

面
的
に
、
道
者
は
隠
元
一
門
に
排
斥
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
故
、
長
崎
に
居
る
木
庵
や
即
非
な
ど
の
黄
檗
派
禅
僧
は
、

無
理
に
も
非
難
を
受
け
た
。

　

道
者
の
境
遇
に
、
隠
元
は
心
を
痛
め
て
嘆
き
、
「
心
有
り
物
を
済
え
ば
、
物
斉
し
く
す
る
難
し
、
空
林
に
幾
鳥
啼
く
を
累
及

す
る
。
赫
赫
の
中
華
に
寸
土
無
し
、
片
雲
帰
去
す
れ
ば
何
に
棲
む
と
欲
せ
ん
や
。
」
（
有
心
濟
物
物
難
齊
、
累
及
空
林
幾
鳥
啼
。
赫
赫
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中
華
無
寸
土
、
片
雲
歸
去
欲
何
棲
（
38
）
。
）
と
詠
じ
、
そ
の
不
運
を
惜
し
ん
だ
。
彼
は
道
者
を
助
け
た
が
、
効
が
な
か
っ
た
。
一
方
、

道
者
は
終
始
隠
元
を
尊
敬
し
て
い
た
。
帰
国
の
際
で
も
、
門
徒
の
慧
極
に
隠
元
に
参
じ
る
よ
う
に
教
え
た
（
39
）
。

　

即
非
の
場
合
、
彼
は
登
岸
の
日
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
二
月
十
六
日
、
崇
福
寺
に
入
り
、
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）
十
一

月
七
日
、
王
何
林
魏
ら
の
檀
越
に
請
わ
れ
て
、
開
堂
説
法
を
し
、
正
式
に
住
持
と
な
っ
た
（
40
）
。
崇
福
寺
に
お
け
る
道
者
の
こ

と
に
つ
い
て
、
木
庵
語
録
と
同
じ
く
、
即
非
語
録
も
関
連
記
事
を
避
け
た
。

　

即
非
は
道
者
退
去
の
責
任
者
で
は
な
い
が
、
道
者
の
次
に
崇
福
寺
住
持
の
席
を
据
え
る
彼
は
、
や
は
り
不
安
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
師
の
隠
元
に
、
即
非
は
「
不
肖
の
此
の
行
、
原
よ
り
省
覲
の
為
に
来
、
崇
福
の
為
に
至
ら
ず
。
た
ま
た
ま
機
縁
偶
合
し
、

意
外
に
出
る
こ
と
に
似
る
。
今
既
に
前
進
を
獲
ず
、
た
だ
杜
門
行
道
を
得
、
以
っ
て
師
恩
を
答
え
る
の
み
。
本
寺
檀
越
の
護
衛

の
心
、
至
深
且
つ
切
な
り
。
旧
唐
の
諸
君
、
信
向
ま
た
誠
な
り
。
四
方
の
善
信
、
ま
た
旧
唐
の
如
き
な
り
。
此
れ
み
な
座
下
の

化
力
到
る
所
な
り
、
い
か
ん
ぞ
幸
い
な
り
。
」
（
不
肖
此
行
、
原
為
省
覲
而
來
、
不
為
崇
福
而
至
。
適
機
縁
偶
合
、
似
出
意
外
。
今
既
不

獲
前
進
、
只
得
杜
門
行
道
、
以
答
師
恩
耳
。
本
寺
檀
越
護
衛
之
心
、
至
深
且
切
。
舊
唐
諸
君
、
信
向
亦
誠
。
四
方
善
信
、
亦
如
舊
唐
。
此
皆
座

下
化
力
所
到
、
幸
也
如
何
（
41
）
。
）
と
書
き
、
自
分
の
渡
来
の
本
意
は
本
師
を
見
舞
う
た
め
、
崇
福
寺
に
住
持
す
る
た
め
で
は
な
い

と
説
明
し
た
。
隠
元
は
即
非
に
理
解
を
示
し
、
そ
の
崇
福
寺
住
持
を
肯
い
、
法
衣
と
源
流
を
送
っ
た
（
41
）
。

　

ま
た
、
道
者
に
参
じ
た
曹
洞
宗
の
僧
雲
山
愚
白
（
一
六
一
九
―
一
七
〇
二
）
は
、
即
非
に
も
理
解
を
示
し
た
。
雲
山
は
寛
文
四

年
（
一
六
六
四
）
か
ら
肥
後
大
慈
寺
に
住
し
、
即
非
、
木
庵
な
ど
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
。
雲
山
は
嘗
て
、
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
四
月
、
即
非
が
広
寿
山
福
聚
寺
（
今
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
を
開
い
た
後
、
以
下
の
詩
を
贈
っ
た
。
道
者
の

こ
と
を
明
確
に
指
さ
な
い
が
、
雲
山
の
慈
し
み
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
43
）
。
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「
寄
廣
壽
即
非
禪
師
」	

広
寿
の
即
非
禅
師
に
寄
る

大
道
湛
然
似
掌
平
、	

大
道
湛
然
に
し
て
、
掌
平
に
似
、

何
須
委
曲
勞
身
形
。	

何
ぞ
委
曲
し
て
身
形
を
労
う
す
べ
け
ん
や
。

是
非
得
失
從
他
辨
、	

是
非
得
失
、
他
に
従
っ
て
弁
じ
、

但
有
虚
空
作
證
明
。	

但
し
虚
空
有
り
て
証
明
と
作
す
。

お

わ

り

に

　

帰
国
の
後
、
道
者
が
身
を
寄
せ
た
国
歡
寺
は
、
今
福
建
省
莆
田
市
涵
江
区
国
歡
鎮
塘
西
村
に
あ
る
。

　

涵
江
は
莆
田
に
流
れ
る
木
蘭
渓
の
入
海
口
、
ま
た
東
海
を
繋
ぐ
興
化
湾
の
西
側
に
位
置
す
る
、
昔
か
ら
栄
え
る
港
町
で
あ
る
。

明
清
時
代
、
興
化
湾
を
通
っ
て
、
莆
田
の
人
た
ち
は
海
に
出
、
多
く
海
上
貿
易
に
身
を
投
じ
、
日
本
の
長
崎
に
渡
っ
た
。
道
者

の
詩
に
よ
れ
ば
、
彼
の
侄
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
（
44
）
。
南
明
永
暦
十
二
年
（
一
六
五
八
）
、
道
者
は
故
郷
の
親
戚
の
温
か

い
守
り
の
中
、
興
化
湾
の
涵
江
に
上
陸
し
、
国
歡
寺
に
迎
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
涵
江
の
辺
り
に
、
黄
巷
里
（
今
莆
田
市
涵
江
区
国

歡
鎮
黄
霞
村
）
を
中
心
と
し
て
、
唐
の
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
の
進
士
で
あ
る
黄
岸
（
六
七
四
―
七
五
六
）
を
始
祖
と
す
る
黄
氏
一

族
は
繁
栄
し
、
名
門
の
望
族
で
あ
っ
た
。
楊
啓
綸
「
道
者
和
尚
語
録
序
」
に
あ
る
「
師
は
閩
の
莆
邑
に
家
と
す
、
席
世
に
素
よ

り
封
な
り
」
の
句
を
連
想
す
れ
ば
、
道
者
も
黄
氏
の
子
孫
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

国
歡
寺
は
、
唐
の
大
順
元
年
（
八
九
〇
）
、
僧
の
涅
槃
妙
応
が
自
分
の
住
宅
を
寺
に
し
た
古
刹
で
あ
る
。
明
の
萬
暦
四
十
年

（
一
六
一
二
）
、
給
諫
の
黄
起
龍
は
住
僧
を
命
じ
て
大
雄
宝
殿
を
建
て
、
蔵
経
を
請
う
て
納
め
た
。
清
の
康
熙
八
年
（
一
六
六
九
）
、
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住
僧
の
超
旻
は
伽
藍
を
再
建
し
た
。
最
初
の
寺
額
を
国
懽
院
と
し
、
清
の
乾
隆
年
間
前
後
、
国
懽
崇
福
禅
寺
と
し
た
（
45
）
。

　

道
者
は
、
国
歡
寺
の
建
設
に
力
を
注
い
だ
だ
ろ
う
。
清
の
康
熙
八
年
（
一
六
六
九
）
、
寺
の
伽
藍
を
再
建
し
た
住
僧
の
超
旻
は
、

「
超
元
」
の
内
字
を
持
つ
道
者
と
同
輩
で
、
道
者
の
法
兄
弟
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
道
者
は
長
崎
に
往
来
す
る
地

元
の
貿
易
者
を
通
じ
て
、
日
本
に
便
り
を
送
り
、
彼
を
慕
う
弟
子
た
ち
に
音
信
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
道
者
寂
後
の
七
年
目
、

雲
山
愚
白
は
な
お
師
を
思
い
、
次
の
詩
を
詠
じ
た
（
46
）
。

「
道
者
元
禪
師
七
周
忌
」	

道
者
元
禅
師
の
七
周
忌

諱
景
正
當
在
此
年
、	

諱
景
、
正
当
に
此
の
年
に
在
り
、

低
頭
合
掌
向
真
前
。	
低
頭
合
掌
し
、
真
の
前
に
向
か
う
。

霜
天
白
月
清
風
面
、	

霜
天
白
月
、
清
風
の
面
、

一
點
靈
光
觸
處
圓
。	

一
点
の
霊
光
、
触
処
に
円
す
。

　

莆
田
の
地
方
資
料
に
、
道
者
の
名
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
清
の
乾
隆
中
期
以
後
、
大
陸
佛
教
な
い
し
社
会
文
化
の
衰

微
に
伴
い
、
国
歡
寺
の
資
料
も
散
逸
し
た
。
道
者
の
事
跡
は
、
歳
月
の
塵
に
封
さ
れ
て
き
た
。
二
十
世
紀
八
十
年
代
よ
り
、
日

中
交
流
が
高
ま
る
気
運
の
中
、
日
本
か
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
莆
田
地
方
の
人
は
、
道
者
の
大
き
な
存
在
に
注
意
し
た
。
政
府

の
新
聞
紙
で
も
、
日
本
伝
法
の
事
績
を
以
っ
て
、
道
者
を
故
郷
の
誇
り
と
称
え
る
（
47
）
。

　

嘗
て
栄
え
た
国
歡
寺
は
、
境
内
に
現
存
す
る
山
門
、
大
雄
宝
殿
、
観
音
殿
な
ど
の
建
物
は
、
少
し
古
び
て
見
え
る
。
住
僧
は

一
、
二
人
だ
け
で
、
寺
を
守
り
、
常
に
山
門
を
閉
め
て
い
る
。
境
内
の
空
地
に
、
草
木
が
乱
雑
に
茂
る
。
し
か
し
、
寺
の
周
辺
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は
頗
る
賑
わ
っ
て
い
る
。
新
し
い
道
路
、
工
場
、
ま
た
高
層
ビ
ル
は
四
面
か
ら
寺
を
包
囲
し
、
寺
の
空
地
を
蚕
食
し
つ
つ
あ
る
。

所
謂
経
済
開
発
の
時
代
流
れ
の
中
、
国
歡
寺
は
こ
の
大
陸
に
あ
る
多
く
の
寺
と
同
じ
く
、
厳
し
い
運
命
に
対
面
す
る
（
48
）
。
港

町
涵
江
の
秋
風
の
中
、
国
歡
寺
の
門
前
に
立
て
ば
、
道
者
禅
師
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

注
　

※
本
稿
は
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
項
目
『
臨
濟
宗
黄
檗
派
與
日
本
黄
檗
宗
的
研
究
』
（0

9
B
Z
J
0
0
7

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
。

（
1
）	

道
者
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
山
本
悦
心
『
黄
檗
東
渡
僧
宝
傳
』
の
説
に
従
う
。
参
考
：
１
、
吉
永
繋
驢
橛
「
道
者
超
元
禅
師
の

渡
来
と
其
禅
風
」
、
『
禅
宗
』
第
三
三
八
号
、
三
十
一
頁
、
京
都
貝
葉
書
院
、
一
九
一
八
年
四
月
。
２
、
山
本
悦
心
『
黄
檗
東
渡
僧
宝

傳
』
、
日
本
愛
知
県
黄
檗
堂
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
。
『
黄
檗
東
渡
僧
宝
傳
』
巻
下
「
道
者
和
尚
」
：
「
師
諱
は
超
元
、
字
は
道
者
と
云

ふ
、
支
那
國
福
建
省
興
化
府
莆
田
縣
の
人
。
雪
峰
の
亙
信
和
尚
を
禮
し
て
師
事
す
。·

·
·

。
明
の
永
暦
四
年
揚
帆
し
て
我
長
崎
の
地
に

至
る
、
本
朝
の
慶
安
三
年
庚
寅
な
り
。
崇
福
寺
に
晉
み
て
住
持
と
な
る
、
時
に
年
五
十
有
二
。·

·
·

。
萬
治
二
年
の
春
故
山
に
還
る
、

越
て
清
の
康
熙
元
年
十
一
月
二
十
六
日
、
興
化
府
の
国
觀
寺
に
於
て
寂
を
示
さ
る
。
實
に
本
朝
の
寬
文
二
年
壬
寅
な
り
。
師
道
德
高

大
に
し
て
、
化
を
受
く
る
の
緇
素
、
法
像
を
畫
き
語
録
を
刊
行
し
て
、
皆
其
德
行
を
仰
ぐ
。
師
又
書
を
克
く
す
、
筆
蹟
存
す
る
も
の

多
し
、
南
山
道
者
禅
師
語
録
一
巻
あ
り
世
に
行
は
る
。
」
３
、
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
「
道
者
超
元
」
：
「
道
号
道
者
、
法
諱
超
元
。

福
建
省
興
化
府
莆
田
県
の
人
。
万
暦
三
十
年
出
生
。·

·
·

。
康
熙
元
年
十
一
月
二
十
六
日
、
興
化
府
の
国
觀
寺
に
於
い
て
示
寂
し
た
。

世
寿
六
十
一
。
」
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
、
二
六
三
頁
、
大
槻
幹
郎
、
加
藤
正
俊
、
林
雪
光

、
京
都
思
文
閣
、
一
九
八
八
年
十
二

月
。
「
説
明
」
：
山
本
悦
心
氏
は
「
国
歡
寺
」
を
「
国
觀
寺
」
と
誤
記
す
る
。
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
も
こ
の
誤
記
に
従
う
。

（
2
）	

「
送
道
者
和
尚
歸
明
」
：
「
祖
道
久
陵
夷
、
禪
林
狐
兔
場
。
惟
南
山
有
節
、
四
眾
將
知
方
。
道
非
干
棒
喝
、
微
微
笑
禪
狂
。
糧
無
蓄

米
粒
、
禪
悅
供
什
邡
。
行
踐
不
輕
跡
、
謙
謙
如
橋
梁
。
跫
音
響
空
谷
、
幽
夜
仰
大
陽
。
此
土
絶
外
侮
、
兄
弟
徒
鬩
牆
。
佛
諭
尚
在
耳
、

獅
虫
能
自
傷
。
苦
哉
無
諍
法
、
叔
世
變
戚
揚
。
我
師
忍
辱
鎧
、
兵
沒
所
投
鋩
。
舟
處
逐
浪
轉
、
無
心
時
行
藏
。
商
飈
吹
枯
葉
、
飄
然
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理
歸
檣
。
滄
溟
元
匪
廣
、
不
可
隨
師
杭
。
但
願
臏
士
璞
、
早
發
連
城
光
。
離
思
不
可
卷
、
卒
爾
著
此
章
。
」
獨
庵
玄
光
『
経
山
独
庵

叟
護
法
集
・
独
庵
稾
一
』
。
『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
の
部
。
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
三
一
年
四
月
。

（
3
）	

山
堂
智
常
編
「
大
法
正
眼
国
師
盤
珪
琢
大
和
尚
行
業
曲
記
」
。
鈴
木
大
拙
編
校
『
盤
珪
禅
師
語
録
』
、
第
二
一
二
頁
。
岩
波
書
店
、

一
九
四
一
年
八
月
。

（
4
）	
参
考
：
１
、
古
田
紹
欽
「
道
者
超
元
（
独
庵
の
師
）
に
就
い
て
」、『
印
度
哲
学
と
仏
教
の
諸
問
題
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
。

２
、
辻
善
之
助
「
黄
檗
の
開
立·

道
者
超
元
」、『
日
本
仏
教
史
』（
近
世
篇
之
三
）
第
十
章
「
江
戸
時
代
」
第
十
二
節
「
江
戸
時
代
中

期
に
お
け
る
佛
教
の
復
興
」
其
一
、
第
二
九
六
頁
。
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
四
月
。
３
、
長
井
政
之
「
独
庵
玄
光
と
中
国
禅
―
あ

る
日
本
僧
の
中
国
文
化
理
解
―
」。
鏡
島
玄
隆
編
『
独
庵
玄
光
と
江
戸
思
潮
』、
第
六
十
七
頁
。
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
九
五
年
十
一
月
。

（
5
）	

『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
、
一
巻
、
松
浦
鎮
信
編
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
松
浦
鎮
信
序
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
山
本
悦
心

氏
写
本
、
播
州
網
干
町
龍
門
寺
に
存
す
る
原
本
よ
り
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
存
。

（
6
）	

楊
啓
綸
「
道
者
和
尚
語
録
序
」
：
「
無
言
者
道
之
祖
也
、
有
言
者
教
之
輿
也
。
凡
屬
含
氣
、
皆
具
生
前
之
寶
。
未
經
指
示
、
或
迷
衣

内
之
珠
。
古
之
聖
人
以
廣
長
舌
為
後
人
接
引
者
、
蓋
亦
與
人
為
善
之
意
耳
。
余
昔
業
儒
行
且
貪
佛
、
與
道
者
禪
師
有
方
外
交
。
師
家

閩
莆
邑
、
席
世
素
封
。
生
喜
茹
素
、
晨
暮
誦
經
、
雅
好
施
舍
、
邑
中
待
舉
火
者
不
下
千
餘
人
。
亦
嘗
為
福
州
掾
、
未
聞
枉
受
一
文
。

囹
圄
饑
而
蒙
活
者
、
不
知
多
少
。
郡
人
咸
稱
再
世
于
公
也
。
一
日
慕
亘
信
和
尚
、
謁
而
悅
之
、
遂
割
家
人
愛
而
矢
無
生
心
。
園
蔬
舂
、

苦
行
如
飴
。
梅
熟
米
精
、
因
承
衣
缽
、
及
以
傳
燈
宗
而
開
度
世
法
。
一
箇
身
直
擔
法
界
、
三
昧
水
遍
洗
河
沙
。
參
方
雲
遊
、
中
原
士

大
夫
悉
以
得
親
棒
喝
為
幸
焉
。
昔
日
師
曾
謂
余
曰
：
化
人
今
有
口
、
報
佛
古
來
恩
。
時
有
僧
曰
：
扶
桑
明
日
月
、
光
放
給
孤
園
。
余

今
浮
海
避
人
、
復
晤
師
於
長
崎
、
景
海
國
之
機
縁
、
悟
前
因
之
不
苟
。
適
肥
之
前
島
主
圓
惠
、
捨
身
妙
追
梁
武
護
法
、
欲
普
閻
浮
。

於
師
接
引
機
縁
、
編
而
付
之
剞
劂
。
蓋
欲
以
有
言
之
教
、
而
廣
無
言
之
道
也
。
余
嘉
其
樂
善
不
倦
之
意
、
適
動
余
兼
善
天
下
之
心
、

更
喜
師
與
人
為
善
之
事
可
以
有
成
也
。
為
之
序
而
頌
之
：
一
唱
聲
獅
子
、
乾
坤
久
夢
回
。
化
身
空
萬
乘
、
運
掌
轉
三
才
。
口
寄
毫
端

字
、
津
通
水
上
杯
。
千
年
東
島
表
、
佛
國
演
西
來
。
壬
辰
歳
冬
杪
古
閩
楊
啓
綸
朝
褒
題
。
」
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦
心
氏
写

本
巻
頭
。
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（
7
）	

『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦
心
氏
写
本
九
七
頁
。

（
8
）	

『
南
山
道
者
禪
師
語
録
』
、
一
卷
、
獨
庵
玄
光
、
慧
斑
、
禪
貞
編
。
日
本
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
獨
庵
玄
光
序
、
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
刊
本
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
存
。

（
9
）	

独
庵
玄
光
「
南
山
道
者
禪
師
語
録
序
」
：
「
一
時
之
所
是
未
必
是
、
蓋
一
時
之
所
是
者
、
是
其
所
是
、
而
非
我
輩
之
所
謂
是
也
。
一

時
之
所
非
未
必
非
、
蓋
一
時
之
所
非
者
、
非
其
所
非
、
而
非
我
輩
之
所
謂
非
。
但
逢
千
載
之
下
有
知
者
、
而
後
是
非
之
實
方
判
。
所

以
、
燕
石
在
當
時
、
則
得
革
匱
十
重
之
尊
重
。
和
璧
在
當
時
、
則
逢
再
刖
之
毀
辱
。
豈
燕
石
可
寶
、
和
璧
可
罪
乎
。
不
知
者
之
顛
倒

錯
亂
而
已
。
行
道
應
世
者
、
何
以
異
是
乎
。
提
婆
達
多
而
受
五
百
釜
之
供
養
、
達
磨
大
師
而
受
六
次
之
毒
藥
。
以
一
時
觀
之
、
則
提

婆
達
多
可
尊
、
達
磨
大
師
可
卑
。
愚
夫
之
所
羨
豔
者
、
知
者
之
所
不
取
也
。
昔
年
有
支
那
之
禪
師
超
元
道
者
者
、
抱
道
遊
化
乎
此
土
。

而
其
不
遭
遇
也
、
如
和
璧
之
再
刖
、
如
達
祖
之
六
毒
。
師
去
國
後
廿
餘
歳
、
予
因
閒
遊
來
攝
州
、
訪
昔
年
同
侍
奉
道
者
慧
極
禪
師
。

夜
話
及
道
者
禪
師
、
而
得
慧
極
所
記
録
道
者
語
録
二
冊
。
焚
香
捧
讀
、
恍
然
如
再
聆
道
者
之
謦
欬
於
今
日
。
俄
揀
其
中
可
梓
行
者
為

一
卷
、
付
剞
劂
氏
公
於
世
、
而
教
世
知
紙
傳
拂
傳
之
外
、
更
有
真
參
實
悟
之
禪
師
來
化
此
土
、
此
土
福
薄
、
栖
栖
去
國
也
。
嗚
呼
、

予
依
附
道
者
八
九
年
、
其
間
無
一
語
之
渋
於
玄
妙
理
性
、
無
一
行
之
流
於
有
漏
生
滅
。
令
予
至
今
日
發
足
乎
陰
界
之
表
、
遊
佛
祖
之

藩
籬
者
、
皆
師
左
提
右
攜
之
所
致
也
。
粉
身
碎
骨
未
足
酬
也
。
師
不
讀
書
、
不
長
文
字
、
而
應
求
卒
然
説
偈
作
頌
、
而
自
然
有
古
道

之
顏
色
。
蓋
山
韜
玉
而
艸
木
艷
、
川
抱
珠
而
波
浪
媚
也
。
如
題
世
尊
拈
華
之
像
云
：
家
常
這
箇
冷
茶
飯
、
切
莫
教
壞
人
家
好
。
示
念

佛
參
禪
云
：
四
三
三
四
、
不
作
方
便
、
又
無
漸
次
。
與
禪
林
作
點
眼
藥
而
可
也
。
旹
貞
享
丙
寅
七
月
廿
九
日
。
獨
庵
叟
玄
光
和
南
拜

書
。
」
『
南
山
道
者
禪
師
語
録
』
巻
頭
。

（
10
）	

芙
蓉
寺
は
現
存
し
な
い
。
今
福
州
市
晋
安
区
寿
山
郷
北
峰
芙
蓉
村
内
に
あ
っ
た
、
唐
の
雪
峰
義
存
や
玄
沙
師
備
の
出
家
地
。

（
11
）	

参
考
：
１
、
永
暦
『
黄
檗
山
寺
志
』
巻
四
「
法
」
：
「
亙
信
彌
禪
師
。
入
院
法
語
三
則
。
上
堂
三
則
。
小
參
一
則
。
書
一
則
。
」
永

暦
『
黄
檗
山
寺
志
』
、
隠
元
、
独
往
編
修
、
南
明
永
暦
六
年
（
一
六
五
二
）
隠
元
序
。
江
戸
時
代
刊
本
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
存
。

２
、
『
五
燈
全
書
』
卷
七
十
「
南
嶽
下
第
三
十
五
世
随
録
」
・
「
福
州
雪
峰
亙
信
彌
禪
師
」
、
新
纂
卍
續
藏
經
一
四
一
冊
。
３
、
『
雪
峰

如
幻
禪
師
痩
松
集
』
、
八
巻
、
如
幻
超
弘
撰
、[

清]

照
拙
録
、
海
印
重
編
。
康
熙
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
龔
岸
齋
原
序
。
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一
九
五
八
年
再
刊
本
、
釋
妙
燈
校
對
、
林
子
青
序
。
新
加
坡
龍
山
寺
、
一
九
五
九
年
。
４
、
『
南
山
道
者
禪
師
語
録
』
。
５
、
『
新
纂

校
訂
隠
元
全
集
』
、
十
二
巻
、
平
久
保
章
編
、
東
京
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
十
月
。
６
、
『
雪
峰
志
』
巻
五
「
紀
当
山
」
：
「
第

一
百
四
代
亙
信
彌
禪
師
。
同
安
蔡
氏
子
。
大
清
順
治
丙
申
年
當
山
、
兼
住
持
慶
城
寺
。
至
己
亥
七
月
十
六
日
示
寂
、
建
塔
於
檉
洋
、

後
改
移
於
漳
州
。
」
『
雪
峰
志
』
、
崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
編
纂
、
清
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）
釋
寶
松
重
刻
。
江
蘇
廣
陵
古
籍

刻
印
社
影
印
、
一
九
九
六
年
八
月
。
中
國
佛
寺
志
叢
刊
第
一
〇
三
冊
。
７
、『
支
提
寺
志
』
巻
三
「
僧
」
：
「
亙
信
禪
師
。
師
諱
行
彌
、

漳
州
人
。
幼
業
儒
、
長
就
南
山
剃
染
、
納
戒
于
樵
雲
律
師
。
法
嗣
黄
檗
費
和
尚
。
丙
申
夏
從
雪
峰
入
支
提
、
眾
留
結
夏
、
師
因
檢
藏

三
閲
月
。
至
冬
、
眾
復
請
結
制
開
戒
。
適
山
寇
剽
掠
、
師
遂
往
福
州
固
山
。
即
慕
師
道
德
、
請
住
慶
城
寺
。
己
亥
示
寂
。
」
『
支
提
寺

志
』
、
明
謝
肇
淛
陳
希
拯
修
輯
、
清
釋
照
微
增
補
。
清
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
刻
本
。

（
12
）	

拙
稿
「
明
末
以
来
閩
南
仏
教
の
諸
流
派
に
つ
い
て
」
、
『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。

（
13
）	

根
拠
：
１
、
「
雪
峰
亘
信
和
尚
題
自
像
遥
寄
道
者
曰
」
：
「
芙
蓉
黄
檗
又
南
山
、
幾
度
相
逢
只
舊
顏
。
今
踞
雪
峰
獅
子
座
、
毬
兒
輥

出
大
家
看
。
全
機
展
演
誰
堪
荷
、
唯
許
超
方
道
者
攀
。
」
『
南
山
道
者
禪
師
語
録
』
二
九
頁
。
２
、
「
文
珠
照
徹
法
兄
和
尚
來
書
」
：

「
承
天
一
會
數
載
、
于
茲
雲
海
迢
遙
、
此
懷
耿
耿
。
」
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦
心
氏
写
本
九
十
八
頁
。

（
14
）	

宮
田
安
『
崇
福
寺
論
考
』
第
三
節
「
崇
福
寺
住
持
世
代　

三
代
道
者
超
元
」
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
〇
年
八
月
。

（
15
）	

道
者
の
寂
地
国
歓
寺
に
つ
い
て
、
山
本
悦
心
『
黄
檗
東
渡
僧
宝
傳
』
の
説
に
従
う
。

（
16
）	

王
引
墨
跡
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
存
。
陳
智
超
等
編
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
往
来
書
信
集
』
、
四
一
一
頁
掲
載
、
中
華
全
国
図
書

館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九
五
年
三
月
。

（
17
）	

宮
田
安
『
唐
通
事
論
考
』
、
第
三
十
四
章
「
王
心
渠
（
三
官
）
を
祖
と
す
る
王
氏
家
系
」
、
第
十
七
章
「
何
毓
楚
（
高
材
）
を
祖
と

す
る
何
氏
家
系
」
、
第
十
五
章
「
林
楚
玉
を
祖
と
す
る
林
氏
家
系
」
、
第
四
十
九
章
「
魏
之
琰
を
祖
と
す
る
巨
鹿
氏
家
系
」
。
長
崎
文

献
社
、
一
九
七
九
年
十
二
月
。

（
18
）	

山
堂
智
常
編
「
大
法
正
眼
国
師
盤
珪
琢
大
和
尚
行
業
曲
記
」
。
鈴
木
大
拙
編
校
『
盤
珪
禅
師
語
録
』
、
第
二
一
二
頁
。

（
19
）	

仙
門
浄
寿
『
檗
宗
譜
略
』
巻
上
「
鳳
山
報
国
寺
也
懶
圭
禅
師
傳
」
。
日
本
元
祿
十
二
年
（
一
六
九
九
）
刻
本
、
京
都
黄
檗
山
文
華
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殿
存
。

（
20
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
四
頁
。

（
21
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
八
頁
。

（
22
）	
『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
六
頁
。

（
23
）	
『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
八
頁
。

（
24
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
八
頁
。

（
25
）	

『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦
心
氏
写
本
巻
頭
。

（
26
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
九
頁
。

（
27
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
一
頁
。

（
28
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
卅
頁
。

（
29
）	

『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦
心
氏
写
本
九
八
頁
。

（
30
）	

獨
庵
玄
光
『
経
山
独
庵
叟
護
法
集
・
独
庵
稾
一
』
。

（
31
）	

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
（
近
世
篇
之
三
）
、
第
二
九
八
頁
。
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
四
月
。

（
32
）	

例
え
ば
、
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
小
倉
か
ら
長
崎
に
帰
っ
た
即
非
は
、
崇
福
寺
住
持
を
弟

子
の
千
呆
に
譲
り
退
隠
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
奉
行
松
平
甚
三
郎
隆
見
は
非
常
に
怒
っ
た
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
、

大
日
本
近
世
史
料
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
年
二
月
。

（
33
）	

『
瑞
聖
慧
極
禪
師
語
録
』
、
十
卷
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
刊
本
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
存
。
ま
た
、
李
家
正
文
『
黄
檗
三
傑
慧

極
道
明
禅
師
伝
』
、
大
蔵
出
版
社
、
一
九
七
六
年
三
月
。

（
34
）	

例
え
ば
、
隠
元
「
懷
羅
山
法
弟
」
：
「
弟
兄
千
里
外
、
注
想
目
悠
悠
。
法
愛
如
山
重
、
道
情
若
水
週
。
夢
中
頻
做
夢
、
愁
上
更
添
愁
。

南
北
互
相
憶
、
恐
驚
盡
白
頭
。
」
『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』
一
〇
七
一
頁
。

（
35
）	

永
暦
『
黄
檗
山
寺
志
』
巻
四
「
法·

亘
信
弥
禅
師
」
。
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（
36
）	

『
南
山
道
者
禅
師
語
録
』
廿
五
頁
。

（
37
）	

隠
元
「
復
良
義
上
座
」
：
「
特
書
至
囑
、
所
贖
十
二
峰
境
内
不
許
別
立
並
外
嗣
侵
入
、
以
杜
爭
削
之
端
、
永
為
一
致
、
祖
席
悠
久
無

疆
、
以
遂
吾
祖
之
願
矣
。
然
公
既
受
亙
弟
之
囑
累
、
須
具
衲
僧
氣
宇
、
當
以
大
法
為
任
。
…
…
。
蓋
吾
弟
子
別
受
法
嗣
者
眾
、
恐
效

其
例
、
則
黄
檗
立
刻
列
為
百
舍
。
審
作
俑
之
咎
、
又
何
如
也
。
」
、
『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』
二
三
五
九
頁
。
ま
た
、
「
復
朗
玄
亦
曦
二

法
侄
孫
」
：
「
目
公
等
書
、
為
學
公
另
造
、
入
塔
二
事
為
重
務
、
餘
皆
牽
扯
閑
文
矣
。
今
當
言
其
重
者
、
餘
可
略
之
。
蓋
學
公
前
有
功

於
山
門
、
須
山
門
禮
葬
之
。
後
受
法
于
南
山
、
以
南
山
之
禮
祭
之
、
可
謂
兩
當
矣
。
又
聞
開
法
於
岱
山
、
福
廬
、
芙
蓉
等
處
、
偶
歸

寂
于
黄
檗
。
若
重
其
法
、
宜
於
説
法
處
建
塔
藏
真
、
以
表
一
代
典
型
、
是
重
法
之
正
理
也
、
亦
不
混
法
系
。
…
…
。
且
吾
剃
度
弟
子

別
受
法
嗣
者
眾
、
不
得
不
正
名
位
而
規
之
。
」
『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』
二
三
六
一
頁
。

（
38
）	

「
旧
住
僧
還
国
有
懐
」
、
『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』
二
八
〇
三
頁
。

（
39
）	

『
慧
極
禅
師
年
譜
』
万
治
元
年
：
「
先
ず
須
ら
く
関
を
閉
じ
て
後
来
た
り
て
隠
元
和
尚
に
参
す
べ
し
、
者
和
尚
慧
斑
上
座
回
帰
の
偈

に
示
し
て
云
う
。
」
ま
た
、
『
慧
極
禅
師
年
譜
』
寛
文
三
年
：
「
者
和
尚
遺
訓
を
追
憶
し
て
数
ら
く
関
を
閉
ず
、
徒
子
二
十
余
輩
を
領

し
て
黄
檗
に
登
る
云
々
」
。
李
家
正
文
著
『
黄
檗
三
傑
慧
極
道
明
禅
師
伝
』
、
六
二
頁
。

（
40
）	

「
戊
戌
年
十
一
月
初
七
日
、
本
寺
檀
越
王
引
何
高
材
林
守

魏
之
琰
林
繼
受
潘
啓
祚
顧
肇
基
何
興
楚
何
元
吉
何
高
楨
盧
國
棟
林
春

茂
王
儀
等
、
請
師
就
當
山
開
堂
。
」
『
新
纂
校
訂
即
非
全
集
』
三
三
頁
、
平
久
保
章
編
、
京
都
思
文
閣
、
一
九
九
三
年
十
二
月
。

（
41
）	

「
上
黄
檗
本
師
和
尚
」
、
『
新
纂
校
訂
即
非
全
集
』
七
二
六
頁
。

（
42
）	

「
謙
監
寺
齎
座
下
所
賜
法
衣
一
頂
、
源
流
一
幅
、
手
誨
一
函
、
倶
已
拜
登
、
即
時
於
人
天
眾
前
橫
披
直
搭
、
無
異
天
蓋
地
擎
、
曷

勝
感
佩
之
至
、
東
向
投
五
、
肅
復
不
縷
。
」
「
上
黄
檗
本
師
和
尚
」
、
『
新
纂
校
訂
即
非
全
集
』
七
二
七
頁
。

（
43
）	

雲
山
愚
白
『
雲
山
愚
白
語
録
』
、
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
第
三
巻
語
録
一
、
第
二
〇
一
頁
。
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

一
九
七
三
年
十
二
月
。

（
44
）	

「
贈
江
達
卿
呉
甯
老
陳
宅
谷
汝
器
諸
居
士
同
侄
航
游
」
：
「
花
事
紛
紛
樂
聚
頭
、
言
名
言
利
遠
方
求
。
通
身
至
寶
阿
誰
少
、
滿
眼
明

珠
那
個
收
。
道
誼
情
關
難
含
嘿
、
天
倫
性
篤
毎
相
籌
。
乾
坤
日
月
呵
呵
露
、
者
裏
同
遊
般
若
舟
。
」
『
道
者
超
元
禅
師
語
録
』
山
本
悦

明僧道者超元の帰国について
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心
氏
写
本
五
十
頁
。

（
45
）	

参
考
：
１
、
清
『
莆
田
縣
誌
』
卷
四
「
建
置·

寺
觀
」
：
「
國
懽
院
、
在
延
壽
里
。
涅
槃
舊
宅
、
後
捨
為
院
。
其
父
母
雙
墓
在
院
東
、

明
萬
暦
壬
子
給
諫
黄
起
龍
命
僧
等
募
建
佛
殿
、
兼
請
藏
經
。
國
朝
康
熙
八
年
僧
超
旻
重
修
。
」
清
『
莆
田
縣
誌
』
、
乾
隆
二
十
三
年
廖

必
琦
、
宮
北
麟
、
宋
若
霖
纂
修
、
光
緒
五
年
潘
文
鳳
補
刻
本
、
民
國
十
五
年
重
印
本
。
台
北
成
文
出
版
社
影
印
、
一
九
六
八
年
十
二

月
。
２
、
江
春
霖
「
募
修
國
懽
崇
福
禪
寺
序
」
：
「
國
懽
崇
福
禪
寺
者
、
唐
大
順
元
年
涅
槃
妙
應
禪
師
捨
舊
宅
創
建
者
也
。
邑
志
原
題

國
懽
院
。
崇
福
之
名
、
傳
自
敕
賜
、
未
詳
所
起
。
明
嘉
靖
燬
于
倭
、
萬
暦
壬
子
給
諫
黄
公
起
龍
、
令
僧
如
忍
募
建
佛
殿
、
為
請
藏
經
。

至
清
康
熙
八
年
、
僧
超
旻
又
重
修
之
。
乾
隆
中
葉
以
後
、
邑
志
失
修
、
興
廢
蓋
不
可
考
。
今
大
殿
、
法
堂
、
三
門
僅
存
、
右
廂
猶
有

方
丈
、
僧
房
、
左
則
一
片
瓦
礫
。
失
今
不
修
、
後
難
為
力
。
性
蓮
上
人
見
而
傷
之
、
將
募
於
眾
、
以
複
其
舊
。
」
『
江
春
霖
集
』
下
冊
、

第
二
五
四
頁
。
『
江
春
霖
集
』
、
上
下
冊
、
江
春
霖
著
、
朱
維
幹
、
林
鏜
、
程
履
詠
編
校
、
馬
來
西
亞
興
安
會
館
總
會
文
化
委
員
會
、

一
九
九
〇
年
三
月
。
江
春
霖
（
一
八
五
五
―
一
九
一
八
）
、
莆
田
の
人
、
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
進
士
。
こ
の
序
は
民
国
年
間

に
書
か
れ
た
。

（
46
）	

雲
山
愚
白
『
雲
山
愚
白
語
録
』
、
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
第
三
巻
語
録
一
、
第
一
九
七
頁
。

（
47
）	

例
え
ば
、
施
國
龍
「
遊
覽
國
歡
寺
」
：
「
我
們
在
寺
中
漫
歩
、
只
見
寺
中
存
有
元
代
雕
刻
的
釋
迦
牟
尼
佛
像
、
其
刻
工
細
膩
、
線
條

清
晰
、
頗
為
傳
神
。
在
大
殿
的
側
案
上
還
供
奉
著
超
元
的
佛
像
。
據
説
、
超
元
是
莆
田
僧
人
出
國
傳
教
的
第
一
人
、
他
是
明
末
清
初

時
國
歡
寺
的
住
持
、
字
道
者
、
為
雪
峰
亙
信
禪
師
弟
子
。
明
永
暦
四
年
（
一
六
五
〇
）
、
他
東
渡
日
本
弘
法
、
住
持
長
崎
崇
福
寺
、

傳
盤
珪
派
、
日
本
佛
教
著
名
的
盤
珪
派
就
是
他
所
創
。
日
文
『
盤
珪
禪
的
研
究
』
一
書
對
他
的
生
平
行
状
和
禪
風
、
均
有
評
介
推
崇
。

現
在
東
京
、
長
崎
等
寺
有
法
裔
數
千
人
。
可
見
、
超
元
為
中
日
文
化
交
流
作
出
了
卓
越
的
貢
獻
。
」
『
湄
州
日
報
』
（
海
外
版
）

二
〇
〇
〇
年
一
月
十
九
日
、
中
共
莆
田
市
委
主
辦
、
刊
號C

N
3
5
-
0
0
4
5

。
「
説
明
」
：
誤
り
の
多
い
文
章
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て

引
い
て
置
く
。

（
48
）	

二
〇
〇
八
年
八
月
二
十
八
日
、
二
〇
一
一
年
一
月
十
七
日
、
二
回
の
現
地
調
査
よ
り
。
山
門
に
、
懸
か
る
寺
額
の
「
國
懽
寺
」
と

赤
い
紙
で
貼
ら
れ
る
対
聯
の
「
國
運
亨
通
天
王
殿
奠
、
歡
心
喜
慶
彌
勒
尊
居
」
が
あ
る
。
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『
五
燈
会
元
』
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
章
を
読
む
（
三
）

本

多

道

隆

　

本
稿
は
、
『
五
燈
会
元
』
巻
一
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
章
に
対
す
る
訳
注
の
試
み
の
第
三
回
目
で
あ
る
。
訳
注
の
意
義
や
本
章
の

構
成
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
目
（
『
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
第
四
号
・
二
〇
〇
九
）
及
び
第
二
回
目
（
同
・
第
五
号
・
二
〇
一
〇
）
冒

頭
の
序
文
で
説
明
し
た
。
前
稿
同
様
、
底
本
に
は
、
廣
文
書
局
影
印
の
宝
祐
刻
本
を
使
用
し
、
中
華
書
局
校
点
本
（
中
国
仏
教

典
籍
選
刊
）
を
参
照
し
た
。
校
本
に
は
、
国
書
刊
行
会
『
新
纂 

大
日
本
続
蔵
経
』
第
八
〇
冊
、
新
文
豊
出
版
公
司
『
明
版 

嘉

興
大
蔵
経
』
第
二
四
冊
所
収
の
『
五
燈
会
元
』
を
用
い
た
。
凡
例
は
、
（
一
）
（
二
）
に
掲
載
済
み
で
あ
る
の
で
省
略
し
、
補
足

分
の
み
を
以
下
に
記
し
て
お
く
。

　
　

《
凡
例
補
遺
・
２
》

○
語
注
で
引
用
し
た
資
料
の
う
ち
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
訳
注
本
の
該
当
個
所
の
頁
数
を
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

荒
木
見
悟
『
大
慧
書
』
（
《
禅
の
語
録
17
》
筑
摩
書
房
・
一
九
六
九
）

　

石
井
修
道
『
大
慧
普
覚
禅
師
法
語
』
（
『
禅
語
録
』
《
大
乗
仏
典 

中
国
・
日
本
篇
》
中
央
公
論
社
・
一
九
九
二
）

　

入
矢
義
高
『
伝
心
法
要
・
宛
陵
録
』
（
《
禅
の
語
録
８
》
筑
摩
書
房
・
一
九
六
九
）

　

入
矢
義
高
『
馬
祖
の
語
録
』
（
禅
文
化
研
究
所
・
一
九
八
四
）

　

柳
田
聖
山
『
六
祖
壇
経
』
（
『
禅
家
語
録
Ⅰ
』
《
世
界
古
典
文
学
全
集
》
筑
摩
書
房
・
一
九
七
二
）

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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柳
田
聖
山
『
円
覚
経
』
（
『
中
国
撰
述
経
典
一
』
《
仏
教
経
典
選
13
》
筑
摩
書
房
・
一
九
八
七
）

〔
一
四
〕　

外
道
問
仏
（
１
）

世
尊
因
外
道
問
、
昨
日
説
何
法
。
曰
、
説
定
法
（
1
）
。
外
道
曰
、
今
日
説
何
法
。
曰
、
不
定
法
（
1
）
。
外
道
曰
、
昨
日
説
定
法
、

今
日
何
説
不
定
法
。
世
尊
曰
、
昨
日
定
、
今
日
不
定
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
外
道
問
う
、
「
昨
日
、
何
の
法
を
か
説
く
」
と
。
曰
く
、
「
定

じ
ょ
う
ほ
う

法
を
説
く
」
と
。
外
道
曰
く
、
「
今
日
、
何
の
法

を
か
説
く
」
と
。
曰
く
、
「
不ふ

定
じ
ょ
う

法ほ
う

」
と
。
外
道
曰
く
、
「
昨
日
は
定

じ
ょ
う
ほ
う

法
を
説
き
、
今
日
は
何
ぞ
不ふ

定
じ
ょ
う

法ほ
う

を
説
く
」
と
。
世
尊
曰

く
、
「
昨
日
は
定

じ
ょ
う

、
今
日
は
不ふ

定
じ
ょ
う

な
れ
ば
な
り
」
と
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
外異

教

徒道
が
〔
世
尊
に
〕
問
う
た
、
「
昨
日
は
ど
の
よ
う
な
法教

え

を
説
か
れ
た
の
か
」

と
。
〔
世
尊
が
〕
言
っ
た
、
「
〔
常
住
不
変
の
〕
定
法
を
説
い
た
」
と
。
外異

教

徒道
が
言
っ
た
、
「
今
日
は
ど
の
よ
う
な
法教

え

を
説
か
れ
た

の
か
」
と
。
〔
世
尊
が
〕
言
っ
た
、
「
〔
常
に
変
化
し
て
定
ま
ら
な
い
〕
不
定
法
を
説
い
た
」
と
。
外異

教

徒道
が
言
っ
た
、
「
昨
日
は
定

法
を
説
き
、
今
日
は
ど
う
し
て
不
定
法
を
説
か
れ
た
の
か
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
昨
日
は
定
で
、
今
日
は
不
定
だ
か
ら

だ
」
と
。

＊

　

※
世
尊
因
外
道
問
…
今
日
不
定
＝
『
圜
悟
語
録
』
巻
一
一
（T

4
7
-
7
6
2
a

）
や
『
虚
堂
録
』
巻
六
（T

4
7
-
1
0
2
4
b

）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
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無
著
道
忠
は
、
こ
の
話
の
出
典
を
「
経
説
未
詳
」
（
『
犂
耕
』
巻
一
七
「
挙
世
尊
因
外
道
問
、
昨
日
説
何
法
」
条
・p

.
3

）
と
す
る
。

釈
尊
の
教
え
が
、
相
手
の
素
質
に
応
じ
て
説
か
れ
る
所
謂
「
対
機
説
法
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
前
提
に
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
、

執
着
の
対
象
と
な
り
得
る
よ
う
な
定
式
化
さ
れ
た
教
え
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
説
法
そ
の
も
の
の
あ
り
か
た
に
一
定
の
か
た
ち
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
話
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
定
法
」
に
も
「
不
定
法
」
に
も
偏
ら
ず
執と

ら

わ
れ
な
い
、

こ
れ
ら
を
超
え
た
説
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
伝
心
法
要
』
に
「
た
だ
明
ら
か
に
知
り
さ
え
す
れ
ば
、
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
る
境
地
や
あ
る
教
え
に
つ
い
て
言
葉
に
執と

ら

わ
れ
て
知
解
を
な
す
こ
と
だ
。
な
ぜ
こ
う
言
う
か

と
い
え
ば
、
定
ま
っ
た
法
と
し
て
如
来
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
も
の
は
何
も
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
だ
（
但
能
了
知
、
即
不
被
惑
。
第
一
不
得
於
一

機
一
教
辺
守
文
作
解
。
何
以
如
此
、
実
無
有
定
法
如
来
可
説
）
」
（T

4
8
-
3
8
2
c
~
3
8
3
a

、
入
矢
訳
・p

.
6
1

）
と
あ
る
。

（
１
）	

定
法
／
不
定
法
＝
「
定
」
は
「
一
定
の
。
不
変
の
」
（
『
中
国
語
』p

.
7
3
5

）
と
い
う
意
味
。
「
定
法
」
に
つ
い
て
は
、
『
禅
学
』
に

「
常
住
不
変
の
教
え
」
（p

.
5
8
5

）
と
あ
り
、
「
不
定
法
」
に
つ
い
て
は
、
「
一
定
し
な
い
法
の
こ
と
。
無
常
法
。
差
別
法
」
（
同
・

p
.
1
0
7
5

）
と
あ
る
。

〔
一
五
〕　

如
何
是
那
一
通

世
尊
因
五
通
仙
人
（
1
）
問
、
世
尊
有
六
通
（
2
）
、
我
有
五
通
。
如
何
是
那
（
3
）
一
通
。
佛
召
五
通
仙
人
。
五
通
應
諾
（
4
）
。
佛
曰
、

那
一
通
、
你
問
我
（
5
）
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
五
通
仙
人
問
う
、
「
世
尊
に
六
通
有
り
、
我
れ
に
五
通
有
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
那か

の
一
通
」
と
。
佛
、
「
五
通

仙
人
」
と
召よ

ぶ
。
五
通
、
應
諾
す
。
佛
曰
く
、
「
那ど

の
一
通
を
か
、
你
、
我
れ
に
問
う
」
と
。

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
五
通
仙
人
が
〔
世
尊
に
〕
問
う
た
、
「
世
尊
に
は
六
つ
の
神
通
力
が
あ
り
、
私

に
は
五
つ
の
神
通
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
も
う
一
つ
の
神
通
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
仏
は
、
「
五

通
仙
人
」
と
呼
ん
だ
。
五
通
仙
人
が
〔
す
か
さ
ず
「
ハ
イ
」
と
〕
応
答
し
た
。
仏
が
言
っ
た
、
「
ど
の
神
通
力
に
つ
い
て
、
私

に
問
う
た
の
か
」
と
。

＊

　

※
世
尊
因
五
通
仙
人
問
…
你
問
我
＝
出
典
不
明
。
『
大
慧
語
録
』
巻
二
〇
「
示
空
慧
道
人
」
（T

4
7
-
8
9
6
a

、
石
井
訳
・p

.
1
2
9

）
な
ど

に
見
ら
れ
る
。
大
慧
宗
杲
は
、
こ
の
問
答
を
取
り
あ
げ
た
う
え
で
、
「
近
頃
、
泥
を
こ
ね
回
す
者
が
お
り
、
も
う
一
つ
の
神
通
力
と

い
う
点
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
根
本
か
ら
誤
り
を
犯
し
て
い
る
（
今
時
有
一
種
弄
泥
団
漢
、
往
往
多
在
那
一
通
処
、
錯
認
定
盤
星
）
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
話
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
注
（
４
）
参
照
。

（
１
）	

五
通
仙
人
＝
天
眼
通
・
天
耳
通
・
宿
命
通
・
他
心
通
・
神
足
通
の
五
通
を
得
た
仙
人
の
こ
と
。
「
天
眼
通
」
は
、
衆
生
の
転
生
の

状
態
を
知
る
能
力
。
ま
た
は
一
切
の
も
の
を
見
通
す
能
力
。
「
天
耳
通
」
は
、
一
切
の
音
を
聴
く
能
力
。
「
宿
命
通
」
は
、
過
去
世
の

生
存
の
状
態
を
思
い
出
す
能
力
。
「
他
心
通
」
は
、
他
人
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
能
力
。
「
神
足
通
」
は
、
ど
こ
に
で
も
自
由
に

往
来
で
き
る
飛
行
や
変
身
な
ど
の
不
思
議
な
力
の
総
称
。
『
中
村
』
「
五
神
通
」
条
（p

.
3
7
0

）
、
「
五
通
仙
」
条
（p

.
3
7
2

）
、
『
岩
波
』

「
六
神
通
」
条
（p

.
1
0
7
0

）
参
照
。

（
２
）	

六
通
＝
通
常
、
神
足
通
・
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
・
漏
尽
通
を
「
六
神
通
」
と
い
う
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
解
釈
す

る
な
ら
、
「
も
う
一
つ
の
神
通
力
」
と
は
、
五
通
仙
人
が
持
つ
と
さ
れ
る
「
五
神
通
」
に
は
含
ま
れ
な
い
「
漏
尽
通
」
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
「
漏
尽
通
」
と
は
、
自
己
の
煩
悩
が
尽
き
た
こ
と
を
知
る
能
力
の
こ
と
。
こ
の
話
は
、
一
見
す
る
と
、
六
つ
め
の
神
通

力
「
漏
尽
通
」
が
、
五
通
仙
人
に
も
本
来
的
に
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
問
答
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
仏
、
『
五
通

仙
人
』
と
召よ

ぶ
。
五
通
、
応
諾
す
」
と
い
う
や
り
と
り
に
着
目
す
れ
ば
、
禅
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
問
答
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
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な
る
。
注
（
４
）
参
照
。

（
３
）	

那
＝
『
禅
語
』
に
「
①
そ
の
、
あ
の
、
近
称
の
『
這
』
に
対
し
て
遠
称
」
（p

.
3
5
5

）
と
あ
り
、
「
②
疑
問
詞
。
ど
う
し
て
。
ど

の
」
（
同
上
）
と
あ
る
。
「
如
何
是
那
一
通
」
の
「
那
」
字
に
つ
い
て
は
①
の
意
味
で
解
釈
し
、
「
那
一
通
、
你
問
我
」
の
「
那
」
字

に
つ
い
て
は
②
の
意
味
で
解
釈
し
た
。
後
者
を
①
の
意
味
で
と
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
後
の
注
（
５
）
を
参
照
。
②
の
用
例
と
し
て

は
、
『
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
陳
尊
宿
」
章
の
「
三
門
倶
開
、
従
那
門
而
入
」
（T

5
1
-
2
9
1
b

、
入
矢
訓
注
④p

.
3
6
8

）
な
ど
。

（
４
）	

應
諾
＝
『
漢
語
』
に
「
亦
作
『
応
喏
』
。
古
代
男
子
之
礼
、
口
出
『
喏
』
声
以
示
敬
順
。
多
用
以
対
尊
長
（
『
応
喏
』
に
作
る
場
合

も
あ
る
。
古
代
男
子
の
礼
で
、
『
喏
』
と
い
う
声
を
出
し
て
〔
相
手
を
〕
敬
い
従
う
こ
と
を
示
す
。
大
抵
は
目
上
の
人
に
対
し
て
用

い
る
）
」
（
㊥p

.
4
3
8
8

）
と
あ
る
。
相
手
（
普
通
は
目
上
の
相
手
）
か
ら
質
問
や
命
令
を
受
け
た
と
き
、
ま
ず
発
す
る
「
ハ
イ
」
と

い
う
応
答
の
声
が
「
喏
」
で
あ
る
。
『
禅
語
』
「
応
喏
」
条
（p

.
3
6

）
参
照
。
名
前
を
呼
ば
れ
て
咄
嗟
に
「
ハ
イ
」
と
返
事
を
す
る
、

そ
こ
に
こ
そ
自
己
の
本
分
の
事
が
丸
ご
と
顕
現
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
こ
と
を
学
人
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
問
答
で
あ
り
、
相
手

と
向
き
合
っ
て
い
る
自
己
そ
の
も
の
が
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
「
呼
べ
ば
答
え
る
」
と
い

う
、
こ
の
や
り
と
り
の
な
か
に
仏
性
の
は
た
ら
き
を
見
る
と
い
う
話
は
、
禅
の
語
録
の
う
ち
に
数
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
例

え
ば
、
『
会
元
』
〔
二
二
〕
「
世
尊
七
仏
儀
式
」
（7

a

、X
8
0
-
3
0
a

）
や
『
無
門
関
』
第
二
二
則
「
迦
葉
刹
竿
」
の
話
（T

4
8
-
2
9
5
c

、

岩
波
文
庫
本
・p
.
9
5

）
な
ど
も
、
こ
れ
に
類
す
る
問
答
で
あ
る
。
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
―
唐
代
の
禅
』
「
八
、
呼
時
歴
歴
応
」

（
禅
文
化
研
究
所
・
二
〇
〇
七
・p

.
6
8
~
7
9

）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
５
）	

佛
曰
、
那
一
通
、
你
問
我
＝
「
那
」
を
「
ど
の
」
と
い
う
疑
問
詞
と
し
て
捉
え
、
「
ど
の
神
通
力
に
つ
い
て
、
私
に
問
う
た
の

か
」
と
訳
し
た
が
、
訳
し
方
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
「
那
」
を
遠
称
の
代
名
詞
と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
「
那か

の

一
通
、
你
、
我
れ
に
問
え
り
」
と
訓よ

み
、
「
か
の
神
通
力
に
つ
い
て
、
お
ま
え
が
私
に
問
う
た
〔
が
、
そ
の
答
え
は
、
き
ち
ん
と
出

て
い
る
〕
」
と
い
う
訳
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
伝
燈
録
』
巻
一
一
「
仰
山
慧
寂
禅
師
」
章
に
「
又
僧
問
禾
山
云
、
仰
山
插
鍬
、

意
旨
如
何
。
禾
山
云
、
汝
問
我
」
（T

5
1
-
2
8
2
b

）
と
あ
り
、
〔
一
五
〕
の
こ
の
個
所
と
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
入
矢
訓
注

『
伝
灯
録
』
は
、
「
汝
、
我
に
問
う
」
と
訓よ

み
（
④p

.
1
7
4

）
、
そ
の
語
注
で
「
待
考
。
一
考
と
し
て
『
そ
れ
は
お
前
の
問
題
だ
、
わ
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し
に
は
問
題
に
な
ら
ぬ
』
」
（
同
・p

.
1
7
6

）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
な
ら
、
「
も
う
一
つ
の
神
通
力
は
、
お
ま
え
の
問

題
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
通
仙
人
が
「
ハ
イ
」
と
返
事
を
し
た
そ
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
、
も
う
一
つ
の

神
通
力
だ
と
示
唆
す
る
釈
尊
の
発
言
で
あ
る
。

〔
一
六
〕　

普
眼
見
普
賢

世
尊
因
普
眼
菩
薩
（
1
）
欲
見
普
賢
（
2
）
、
不
可
得
見
。
乃
至
三
度
入
定
、
遍
觀
三
千
大
千
世
界
（
3
）
、
覓
普
賢
不
可
得
見
、
而
來
白

佛
。
佛
曰
、
汝
但
於
靜
三
昧
中
起
一
念
、
便
見
普
賢
。
普
眼
於
是
纔
起
一
念
、
便
見
普
賢
向
（
4
）
空
中
乗
六
牙
白
象
（
5
・
6
）
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
普ふ

眼げ
ん

菩
薩
、
普ふ

賢げ
ん

を
見
ん
と
欲
し
て
、
見
る
こ
と
を
得
可
か
ら
ず
。
乃な

い

至し

、
三
度
定

じ
ょ
う

に
入
り
、
遍
く
三
千
大
千

世
界
を
觀
て
、
普ふ

賢げ
ん

を
覓も

と

む
る
も
見
る
こ
と
を
得
可
か
ら
ず
、
而
し
て
來
た
っ
て
佛
に
白も

う

す
。
佛
曰
く
、
「
汝
、
但
だ
靜
三
昧

の
中う

ち

に
於
い
て
一
念
を
起
こ
せ
ば
、
便
ち
普ふ

賢げ
ん

を
見
ん
」
と
。
普
眼
、
是こ

こ

に
於
い
て
纔わ

ず

か
に
一
念
を
起
こ
せ
ば
、
便
ち
普ふ

賢げ
ん

の

空
中
に
向お

い
て
六
牙
の
白
象
に
乗
る
を
見
る
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
普
眼
菩
薩
が
普
賢
〔
菩
薩
〕
を
見
よ
う
と
し
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
結
局
、
三
度
禅
定
に
入
り
、
三あ

り
と
あ
ら
ゆ
る

千
大
千
世
界
を
広
く
見
渡
し
て
、
普
賢
を
捜
し
求
め
た
が
〔
普
賢
の
姿
を
〕
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
こ
で
、
〔
世
尊
の
も
と
に
〕
や
っ
て
来
て
〔
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
〕
仏
に
申
し
あ
げ
た
。
仏
が
言
っ
た
、
「
〔
全
て
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の
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
て
心
安
ら
か
な
〕
寂
静
の
三
昧
（
禅
定
）〔
の
境
地
〕
の
な
か
で
一
念
を
起
こ
せ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
普
賢

を
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
普
眼
が
、
そ
こ
で
一
念
を
起
こ
す
や
い
な
や
、
空
中
で
六
〔
本
の
〕
牙
を
持
つ
白
い
象
に
乗
っ
た
普

賢
を
見
た
。

＊

　

※
世
尊
因
普
眼
菩
薩
欲
見
普
賢
…
乗
六
牙
白
象
＝
『
華
厳
経
』
（
八
十
巻
本
）
巻
四
〇
「
十
定
品
」
（T

1
0
-
2
1
1
c
~
2
1
2
b

）
に
基
づ
く

話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
関
す
る
解
釈
の
一
例
を
取
り
あ
げ
て
お
く
。
明
代
末
期
の
憨
山
徳
清
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
。
憨
山
と
弟
子
広

智
と
の
あ
い
だ
に
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

〔
広
智
の
〕
第
二
の
質
問
。
『
華
厳
経
』
に
「
普
眼
菩
薩
に
は
普
賢
菩
薩
〔
の
姿
が
〕
が
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
三
度
禅

定
に
入
り
、
三あ

り
と
あ
ら
ゆ
る

千
大
千
世
界
を
広
く
見
渡
し
た
が
〔
普
賢
菩
薩
の
姿
は
〕
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
〔
仏
の
も
と
に
〕
戻
っ
て
来

て
〔
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
〕
仏
に
申
し
あ
げ
た
。
仏
は
『
寂
静
の
三
昧
〔
の
境
地
〕
の
な
か
で
一
念
を
起
こ
せ
ば
、
す
ぐ
さ
ま

〔
普
賢
の
姿
が
〕
見
え
る
だ
ろ
う
』
と
教
え
、
普
眼
が
一
念
を
起
こ
す
や
い
な
や
、
〔
普
眼
菩
薩
は
〕
空
中
に
〔
普
賢
菩
薩
の
姿

を
〕
見
た
」
と
あ
り
ま
す
。
も
し
普
賢
菩
薩
の
身
体
が
〔
一
切
の
諸
法
が
収
斂
さ
れ
る
〕
唯
一
真
実
の
法
界
で
あ
る
な
ら
、

〔
普
眼
菩
薩
は
〕
三
昧
〔
の
境
地
〕
の
な
か
で
〔
そ
の
姿
を
〕
見
る
は
ず
で
す
が
、
な
ぜ
見
え
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
も
し
普

賢
菩
薩
〔
の
身
体
〕
が
〔
視
覚
で
捉
え
得
る
〕
姿
形
を
持
つ
身
体
で
あ
る
な
ら
、
禅
定
に
入
る
前
に
〔
そ
の
姿
を
〕
見
る
は
ず

で
す
が
、
な
ぜ
仏
は
一
念
を
起
こ
し
て
は
じ
め
て
〔
普
賢
菩
薩
の
姿
が
〕
見
え
る
と
教
え
た
の
で
す
か
。

〔
憨
山
の
〕
答
え
。
〔
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
の
身
体
で
あ
る
〕
法
身
は
〔
固
定
的
・
実
体
的
な
姿
を
持
た
な
い
、
絶
対
的
な
〕

無
相
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
普
眼
菩
薩
で
あ
っ
て
も
、
〔
普
賢
菩
薩
の
法
身
を
〕
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
禅
定
中
に
〔
そ
の

姿
を
〕
求
め
て
も
見
え
な
か
っ
た
の
は
、
法
身
に
は
、
彼あ

ち

ら方
か
ら
此こ

ち

ら方
か
ら
互
い
に
見
え
〔
る
相
対
的
な
姿
と
い
う
も
の
が
〕

な
い
か
ら
で
あ
る
。
〔
普
賢
菩
薩
の
姿
を
〕
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
つ
ま
り
第
二
義
門
に
即
し
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
一
念

を
起
こ
し
て
は
じ
め
て
〔
普
賢
菩
薩
の
姿
が
〕
見
え
た
の
だ
。
（
二
問
。
華
厳
経
中
、
普
眼
不
見
普
賢
。
如
是
三
度
入
定
、
徧

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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観
三
千
大
千
世
界
不
見
、
却
来
白
仏
。
仏
教
静
三
昧
中
、
起
念
便
見
。
普
眼
纔
起
一
念
、
即
見
在
虚
空
中
。
若
普
賢
之
身
、
是

一
真
法
界
、
応
在
三
昧
中
見
、
何
故
不
見
。
若
普
賢
是
色
相
身
、
未
入
定
時
応
見
、
何
故
仏
教
起
念
方
見
耶
。
答
。
法
身
無
相
。

饒
他
普
眼
、
亦
莫
能
覰
。
於
定
中
求
而
不
見
者
、
以
法
身
無
彼
此
迭
相
見
故
。
是
知
可
見
者
、
乃
就
第
二
門
頭
。
故
起
念
方
見

耳
。
）
（
『
憨
山
老
人
夢
遊
集
』
巻
一
一
「
西
堂
広
智
請
益
教
乗
六
疑
」X

7
3
-
5
3
5
a

）

　

	

　

憨
山
は
、
普
賢
菩
薩
の
無
相
の
法
身
は
感
覚
や
意
識
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
「
第
二
門
頭
に
就
く
」
、
す
な
わ
ち
第

二
義
門
に
即
し
た
か
ら
、
そ
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
す
る
。
憨
山
の
教
示
を
手
が
か
り
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
、
普

賢
菩
薩
を
通
し
て
法
身
の
普
遍
性
や
自
在
さ
を
示
す
話
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
認
識
の
対
象
は
、
一
念
を
起
こ
す
こ
と
で
立
ち
現
れ
る

こ
と
を
示
す
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
義
門
と
は
「
向
上
の
第
一
義
か
ら
向
下
の
差
別
門
に
退
き
、
種
種
の
方
便
に

よ
っ
て
衆
生
の
迷
妄
を
破
り
、
さ
と
り
へ
の
道
を
示
す
こ
と
」
（
『
中
村
』p

.
9
3
3

）
。
注
（
6
）
も
併
せ
て
参
照
。

（
１
）	

普
眼
菩
薩
＝
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、
一
切
の
も
の
を
普
く
見
る
能
力
を
持
っ
た
菩
薩
の
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

『
華
厳
経
』
の
ほ
か
、
『
円
覚
経
』
（T

1
7
-
9
1
4
b

、
柳
田
訳
・p

.
9

）
や
、
菩
提
流
支
訳
『
仏
説
仏
名
経
』
巻
五
（T

1
4
-
2
0
8
a

）
、
同

巻
一
二
（T

1
4
-
1
8
3
b

）
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
『
華
厳
経
』
（
六
十
巻
本
）
巻
四
四
「
入
法
界
品
」
に
は
、
普
賢
菩
薩
と
文
殊

師
利
菩
薩
を
上
座
と
す
る
五
百
の
菩
薩
大
士
の
う
ち
に
、
普
眼
菩
薩
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
華
厳
経
』
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
菩
薩
大
士
は
、
普
賢
菩
薩
の
実
践
修
行
を
成
就
し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
々
の
菩
薩
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
皆
な
普
賢
菩
薩
の
行
を
〔
成
就
し
て
現
し
〕
出
だ
し
て
い
る
。
〔
な
ぜ
な
ら
、
そ

の
〕
境
地
は
〔
自
由
自
在
で
〕
障
り
が
な
く
、
一
切
の
諸
仏
の
国
土
に
充
満
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
無
量
の
身
を
持た

も

ち
、
い

ず
れ
も
一
切
の
諸
仏
の
も
と
に
赴
き
詣
で
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
自
由
自
在
で
〕
障
り
の
な
い
清
浄
な
眼
を
具
足

し
、
一
切
の
諸
仏
を
見
る
こ
と
明
瞭
自
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
如
何
な
る
処
に
至
ろ
う
と
も
、
一
切
の
諸
仏
が
悟
り
を
成
就
さ
れ

る
時
に
は
、
い
ず
れ
も
目
の
前
に
赴
き
詣
で
て
仏
を
見
て
や
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
量
の
智
慧
の
光
で
も
っ
て
、
普
く
一
切

の
諸
法
の
海
を
照
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
〔
そ
の
説
法
は
〕
無
限
の
時
間
の
な
か
で
説
き
つ
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
弁
論
は
清
浄

だ
か
ら
で
あ
る
。
〔
一
切
万
物
を
包
括
す
る
〕
虚
空
界
を
究
め
つ
く
し
、
智
慧
の
対
象
は
こ
と
ご
と
く
清
浄
だ
か
ら
で
あ
る
。
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〔
何
か
に
〕
依
存
す
る
所
が
な
く
、
〔
衆
生
に
〕
応
じ
て
色
身
（
目
に
見
え
る
姿
）
を
現
す
か
ら
で
あ
る
。
愚
痴
の
障
り
を
除
滅

し
、
う
ま
く
見
分
け
て
衆
生
界
を
了
知
す
る
か
ら
で
あ
る
。
虚
空
の
〔
如
き
広
大
な
〕
智
慧
は
大
い
な
る
光
を
放
ち
、
普
く
一

切
の
諸
々
の
世
界
を
照
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
（
此
諸
菩
薩
、
皆
悉
出
生
普
賢
之
行
。
境
界
無
礙
、
充
満
一
切
諸
仏
刹
故
。
持
無

量
身
、
悉
能
往
詣
一
切
仏
故
。
具
足
無
礙
浄
眼
、
見
一
切
仏
明
自
在
故
。
至
無
量
処
、
一
切
諸
仏
成
正
覚
時
、
悉
能
往
詣
現
前

見
仏
、
無
休
息
故
。
無
量
智
光
、
普
照
一
切
諸
法
海
故
。
於
無
量
劫
、
説
不
可
尽
、
辯
清
浄
故
。
究
竟
虚
空
界
、
智
慧
境
界
悉

清
浄
故
。
無
所
依
止
、
随
其
所
応
現
色
身
故
。
除
滅
痴
曀
、
善
分
別
知
衆
生
界
故
。
虚
空
智
慧
放
大
光
網
、
普
照
一
切
諸
法
界

故
。
）
（T

9
-
6
7
6
b
~
c

）

（
２
）	

普
賢
＝
普
賢
菩
薩
の
こ
と
。
原
語
は
「
そ
の
姿
や
功
徳
を
全
て
の
場
所
に
遍
く
示
す
者
」
の
意
。
「
遍
吉
菩
薩
」
と
漢
訳
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
文
殊
菩
薩
と
と
も
に
、
釈
迦
如
来
の
一
生
補
処
の
菩
薩
と
し
て
脇
侍
に
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
法
華
経
』
で
は
、
こ

の
経
を
深
く
信
奉
す
る
者
の
た
め
に
、
白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が
現
れ
て
守
護
す
る
と
説
き
、
『
華
厳
経
』
は
、
こ
の
菩
薩
を
讃

嘆
し
、
善
財
童
子
が
五
十
余
人
の
善
知
識
を
訪
れ
た
後
に
普
賢
菩
薩
を
訪
れ
て
求
道
を
全
う
し
た
こ
と
を
説
く
。
『
岩
波
』
（p

.
8
5
9

）

参
照
。

（
３
）	

三
千
大
千
世
界
＝
古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
に
よ
る
全
宇
宙
。
須
弥
山
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
囲
に
四
大
洲
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ

り
に
九
山
八
海
が
あ
る
。
こ
れ
が
我
々
の
住
む
「
一
須
弥
世
界
」
で
、
上
は
色
界
の
初
禅
天
か
ら
、
下
は
大
地
の
下
の
風
輪
に
ま
で

及
ぶ
範
囲
を
指
す
。
こ
の
一
つ
の
世
界
を
一
〇
〇
〇
集
め
た
世
界
を
「
小
千
世
界
」
と
い
う
。
こ
の
小
千
世
界
を
一
〇
〇
〇
集
め
た

世
界
を
「
中
千
世
界
」
と
い
い
、
中
千
世
界
を
更
に
一
〇
〇
〇
集
め
た
世
界
を
「
大
千
世
界
」
と
い
う
。
こ
の
大
千
世
界
は
、
大
・

中
・
小
の
三
種
の
千
世
界
か
ら
成
る
の
で
「
三
千
大
千
世
界
」
（
三
つ
の
千
世
界
か
ら
成
る
大
千
世
界
）
、
略
し
て
「
三
千
世
界
」

「
三
千
界
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
千
大
千
世
界
は
一
〇
〇
〇
の
三
乗
、
十
億
の
須
弥
世
界
か
ら
成
り
、
こ
れ
が
一
仏

の
教
化
す
る
範
囲
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
『
岩
波
』
（p

.
3
9
2

）
参
照
。

（
４
）	

向
〜
＝
場
所
な
ど
を
表
す
名
詞
を
伴
う
場
合
、
文
語
の
「
於
」
に
同
じ
。
禅
録
に
多
出
す
る
用
法
。
『
禅
語
』
（p

.
1
2
7

）
参
照
。

用
例
と
し
て
は
、
『
臨
済
録
』
「
示
衆
」
の
「
如
円
頓
菩
薩
、
入
法
界
現
身
、
向
浄
土
中
、
厭
凡
忻
聖
」
（T

4
7
-
4
9
8
b

、
岩
波
文
庫

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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本
・p

.
5
6

）
な
ど
。

（
５
）	

六
牙
白
象
＝
普
賢
菩
薩
の
乗
物
。
悪
魔
や
羅
刹
が
『
法
華
経
』
の
行
者
を
悩
ま
す
よ
う
な
と
き
は
、
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
普
賢

菩
薩
が
現
れ
る
と
さ
れ
る
。
『
岩
波
』
（p

.
1
0
6
7

）
参
照
。

（
６
）	

普
眼
於
是
纔
起
一
念
、
便
見
普
賢
向
空
中
乗
六
牙
白
象
＝
「
一
念
」
と
は
、
一
つ
の
意
念
。
極
め
て
短
い
時
間
に
起
こ
る
心
の
作

用
。
『
禅
学
』
（p

.
3
4

）
、
『
禅
思
』
（p

.
1
0
5

）
参
照
。
『
宛
陵
録
』
に
「
た
と
え
ば
チ
ラ
リ
と
一
念
を
起
こ
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が

も
う
境
（
認
識
の
対
象
）
に
な
る
。
も
し
一
念
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で
境
は
忘
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
心
は
自お

の

ず
と
滅
び
消

え
て
、
探
し
求
め
よ
う
も
な
く
な
る
の
だ
（
且
如
瞥
起
一
念
、
便
是
境
。
若
無
一
念
、
便
是
境
忘
、
心
自
滅
、
無
復
可
追
尋
）
」

（T
4
8
-
3
8
6
a

、
入
矢
訳
・p

.
1
3
2

）
と
い
う
教
示
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
の
意
味
は
、
普
眼
菩
薩
が
一
念
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
眼
前
に
境
と
し
て
の
普
賢
菩
薩
の
応す

が

た身
が
立
ち
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
憨
山
徳
清
は
、
こ
れ
を
「
第
二
門
頭
」
（
第

二
義
門
）
と
捉
え
た
。

〔
一
七
〕　

百
千
万
億
文
殊

世
尊
因
自
恣
（
1
）
日
、
文
殊
三
處
過
夏
（
2
）
。
迦
葉
欲
白
椎
擯
出
（
3
）
、
纔
拈
（
4
）
椎
、
乃
見
百
千
萬
億
文
殊
。
迦
葉
盡
其
神
力
、

椎
不
能
舉
。
世
尊
遂
問
迦
葉
、
汝
擬
擯
那
箇
（
5
）
文
殊
。
迦
葉
無
對
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
自じ

恣し

の
日
、
文
殊
、
三
處
に
夏げ

を
過
ご
す
。
迦か

葉
し
ょ
う

、
白

び
ゃ
く
つ
い

椎
し
て
擯
出
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
纔わ

ず

か
に
椎
を
拈
じ
て
、

乃
ち
百
千
萬
億
の
文
殊
を
見
る
。
迦か

葉
し
ょ
う

、
其
の
神
力
を
盡
く
す
も
、
椎
を
舉
ぐ
る
こ
と
能
わ
ず
。
世
尊
、
遂
に
迦か

葉
し
ょ
う

に
問
う
、

「
汝
、
那い

ず

れ箇
の
文
殊
を
か
擯ひ

ん

せ
ん
と
擬ほ

っ

す
」
と
。
迦か

葉
し
ょ
う

、
對こ

た

う
る
こ
と
無
し
。
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＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
〔
夏げ

安あ
ん

居ご

（
雨
季
の
修
行
期
間
）
の
修
行
中
の
こ
と
を
互
い
に
反
省
し
あ
う
〕
自

恣
の
日
、
〔
こ
の
日
ま
で
〕
文
殊
は
三
個
所
で
一
夏
（
夏
安
居
の
九
十
日
間
）
を
過
ご
し
た
。
〔
そ
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
い
た
文

殊
を
摩
訶
〕
迦
葉
が
槌
を
打
っ
て
追
い
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
槌
を
手
に
と
る
や
い
な
や
、
百数

え
き
れ
な
い
ほ
ど

千
万
億
の
文
殊
〔
の
姿
〕
を

見
た
。
迦
葉
は
あ
ら
ん
限
り
の
神
通
力
を
駆
使
し
た
も
の
の
、
槌
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
世
尊
は
、
迦
葉
に
問
う

た
、
「
お
ま
え
は
、
ど
の
文
殊
を
追
い
出
す
つ
も
り
な
の
か
」
と
。
迦
葉
は
〔
世
尊
の
問
い
に
〕
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

＊

　

※
世
尊
因
自
恣
日
…
迦
葉
無
對
＝
『
大
方
広
宝
篋
経
』
巻
二
（T

1
4
-
4
7
4
a
~
b

）
の
話
に
基
づ
く
が
、
公
案
と
し
て
短
く
纏
め
ら
れ
て

い
る
。
〔
一
六
〕
の
直
後
に
配
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
殊
菩
薩
を
通
し
て
、
法
身
が
自
在
で
執と

ら

わ
れ
が
な
い
こ
と
を
示

唆
す
る
話
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
中
（T

4
7
-
6
1
9
a

）
や
『
宏
智
広
録
』
巻
三
（T

4
8
-
2
7
c

）
な
ど
に

見
ら
れ
る
。
摩
訶
迦
葉
が
舎
利
弗
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
出
来
事
は
、
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
て
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
時

期
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
『
大
方
広
宝
篋
経
』
巻
二
・4

7
4
a

）
。

（
１
）	

自
恣
＝
イ
ン
ド
の
仏
教
教
団
で
は
雨
季
の
三
ヵ
月
間
、
修
行
者
た
ち
は
外
出
を
避
け
、
一
個
所
に
定
住
し
て
、
修
行
に
専
念
し
た
。

こ
れ
が
「
安
居
」
「
夏
安
居
」
で
あ
る
。
九
十
日
間
の
夏
安
居
の
最
終
日
は
、
普
通
、
陰
暦
の
七
月
十
五
日
に
相
当
し
、
こ
の
日
は

参
加
者
全
員
が
集
ま
っ
て
、
修
行
中
の
こ
と
を
互
い
に
反
省
し
、
自
発
的
に
罪
を
告
白
懺
悔
し
た
。
『
岩
波
』
（p

.
4
2
5

）
参
照
。

（
２
）	

三
處
過
夏
＝
「
夏
」
は
夏
安
居
（
雨
安
居
）
の
こ
と
。
雨
期
の
間
、
遊
行
を
せ
ず
に
一
個
所
に
と
ど
ま
っ
て
修
行
す
る
こ
と
。
一

夏
九
旬
の
安
居
。
イ
ン
ド
の
僧
徒
は
雨
期
（
四
月
十
五
日
、
ま
た
は
五
月
十
五
日
か
ら
三
ヵ
月
間
）
に
外
出
す
る
と
、
知
ら
ず
に
草

木
・
小
虫
を
踏
み
殺
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
洞
窟
や
寺
院
に
籠
も
っ
て
修
行
に
専
心
し
た
。
こ
れ
を
安
居
と
い
う
。
『
中
村
』

（p
.
3
0
7

）
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
な
ら
一
個
所
に
留
ま
っ
て
安
居
の
修
行
を
行
な
う
べ
き
と
こ
ろ
、
三
個
所
で
夏
を
過
ご
し
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た
と
さ
れ
る
文
殊
菩
薩
は
、
こ
の
規
則
に
違
反
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
大
方
広
宝
篋
経
』
に
よ
る
と
、
文
殊
菩
薩
は
、
最
初
の
一
ヵ

月
を
「
舎
衛
大
城
の
波は

斯し

匿の
く

王
の
后
宮
」
で
、
次
の
一
ヵ
月
を
「
童
子
の
学
堂
」
で
、
最
後
の
一
ヵ
月
を
「
諸
々
の
婬
女
の
舎
」
で

過
ご
し
た
と
さ
れ
る
（
巻
二
・T

1
4
-
4
7
4
a

）
。
迦
葉
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
文
殊
を
見
た
と
の
み
記
さ
れ
る
〔
一
七
〕
の
文
脈
だ

け
に
よ
る
な
ら
、
文
殊
は
同
時
に
三
個
所
の
場
に
姿
を
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
一
夏
を
過
ご
し
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

（
３
）	
欲
白
椎
擯
出
＝
「
白
椎
」
と
は
、
一
般
に
は
、
大
衆
を
静
粛
に
さ
せ
る
際
に
、
あ
る
い
は
、
釈
尊
に
よ
る
説
法
の
前
後
に
、
小
さ

な
木
槌
で
木
台
を
打
つ
こ
と
を
意
味
す
る
が
（
『
中
村
』p

.
1
1
4
3

、
〔
三
〕
注
（
４
）
）
、
こ
こ
で
は
、
文
殊
を
追
い
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
槌
が
打
た
れ
て
い
る
。
迦
葉
が
文
殊
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
本
来
な
ら
一
個
所
に
留
ま
っ
て
い
る
べ

き
安
居
中
に
三
個
所
で
一
夏
を
過
ご
し
た
違
反
を
咎
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
『
大
方
広
宝
篋
経
』

に
「
我
れ
是こ

れ

を
聞
き
已お

わ
り
、
心
甚
だ
悦
ば
ざ
れ
ば
、
即
ち
是
の
念
を
作
す
に
、
『
云い

か

ん何
ぞ
当
に
是
の
不
浄
の
人
と
共
に
自
恣
を
作

す
べ
き
』
と
。
我
れ
即
ち
堂
を
出
で
て
、
便
ち
楗
槌
を
撃
ち
、
文
殊
師
利
童
子
を
擯ひ

ん

せ
ん
と
欲
す
（
我
聞
是
已
、
心
甚
不
悦
、
即
作

是
念
、
云
何
当
共
是
不
浄
人
而
作
自
恣
。
我
即
出
堂
、
便
撃
楗
槌
、
欲
擯
文
殊
師
利
童
子
）
」
（
巻
二
・T

1
4
-
4
7
4
a

）
と
あ
り
、
安

居
中
に
婬
女
た
ち
と
過
ご
し
た
文
殊
菩
薩
を
、
迦
葉
が
「
不
浄
の
人
」
で
あ
る
と
み
な
し
、
自
恣
を
共
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）	

拈
＝
物
を
つ
ま
み
上
げ
る
こ
と
。
『
会
元
』
〔
三
五
〕
「
拈
華
微
笑
」
の
話
「
世
尊
在
霊
山
会
上
、
拈
花
示
衆
…
」
（8

b
~
9
a

、X
8
0
-

3
1
a

）
な
ど
に
見
え
る
「
拈
」
に
同
じ
。

（
５
）	

那
箇
＝
『
禅
語
』
に
「
①
そ
れ
、
あ
れ
。
そ
の
、
あ
の
。
②
ど
れ
。
ど
の
」
（p

.
3
5
5

）
と
あ
る
。
こ
こ
は
、
②
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

用
例
と
し
て
は
、
『
臨
済
録
』
「
上
堂
」
の
「
時
麻
谷
出
問
、
大
悲
千
手
眼
、
那
箇
是
正
眼
。
師
云
、
大
悲
千
手
眼
、
那
箇
是
正
眼
、

速
道
速
道
」
（T

4
7
-
4
9
6
c

、
岩
波
文
庫
本
・p

.
1
9

）
な
ど
。
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〔
一
八
〕　

長
爪
梵
志
索
論
義

世
尊
因
長
爪
梵
志
（
1
）
索
論
義
、
預
約
曰
、
我
義
若
墮
（
2
）
、
我
自
斬
首
。
世
尊
曰
、
汝
義
已

（
校
一
）何

爲
宗
。
志
曰
、
我
以
一
切
不

受
（
3
）
爲
宗
。
世
尊
曰
、
是
見
受
否
。
志
拂
袖
（
4
）
而
去
。
行
至
中
路
、
乃
省
（
5
）
。
謂
弟
子
曰
、
我
當
回
去
、
斬
首
以
謝
世
尊
。

弟
子
曰
、
人
天
衆
前
、
幸
當
得
（
6
）
勝
。
何
以
斬
首
。
志
曰
、
我
寧
於
有
智
人
前
斬
首
、
不
於
無
智
人
前
得
勝
。
乃
歎
曰
、
我

義
兩
處
負
墮
（
7
）
。
是
見
若
受
、
負
門
處
麤
（
8
）
。
是
見
不
受
、
負
門
處
細
（
8
）
。
一
切
人
天
二
乗
、
皆
不
知
我
義
墮
處
。
唯
有
世

尊
諸
大
菩
薩
知
我
義
墮
。
回
至
世
尊
前
曰
、
我
義
兩
處
負
墮
。
故
當
斬
首
以
謝
。
世
尊
曰
、
我
法
中
無
如
是
事
。
汝
當
回
心
向

道
（
9
）
。
於
是
同
五
百
徒
衆
、
一
時
投
佛
出
家
、
證
阿
羅
漢
（
10
）
。

【
校
注
】　

（
一
）
已
＝
嘉
興
蔵
本
は
「
以
」
に
作
る
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
長ち

ょ
う
そ
う
ぼ
ん
し

爪
梵
志
、
論
義
を
索も

と

め
、
預

あ
ら
か
じめ

約
し
て
曰
く
、
「
我
が
義
、
若
し
墮
さ
ば
、
我
れ
自

み
ず
か

ら
首
を
斬
ら
ん
」
と
。

世
尊
曰
く
、
「
汝
が
義
、
何
を
已も

っ

て
か
宗
と
爲
す
」
と
。
志
曰
く
、
「
我
れ
一
切
不
受
を
以
て
宗
と
爲
す
」
と
。
世
尊
曰
く
、

「
是
の
見
、
受
く
る
や
否
や
」
と
。
志
、
拂
袖
し
て
去
る
。
行
き
て
中
路
に
至
り
、
乃
ち
省
す
。
弟
子
に
謂
い
て
曰
く
、
「
我
れ

當

に

回か
え

り
去
き
、
首
を
斬
り
て
以
て
世
尊
に
謝
す
べ
し
」
と
。
弟
子
曰
く
、
「
人
天
衆
の
前
、
幸
い
に
勝
つ
こ
と
を
當
得
す
。

何
を
以
て
か
首
を
斬
ら
ん
」
と
。
志
曰
く
、
「
我
れ
寧
ろ
有
智
の
人
の
前
に
於
い
て
首
を
斬
ら
ん
と
も
、
無
智
の
人
の
前
に
於

い
て
勝
つ
こ
と
を
得
ず
」
と
。
乃
ち
歎
じ
て
曰
く
、
「
我
が
義
、
兩
處
に
負
墮
す
。
是
の
見
若
し
受
け
ば
、
負
門
の
處
は
麤
な

り
。
是
の
見
受
け
ず
ん
ば
、
負
門
の
處
は
細
な
り
。
一
切
の
人
天
二
乗
、
皆
な
我
が
義
の
墮
處
を
知
ら
ず
。
唯
だ
世
尊
と
諸
も

ろ
の
大
菩
薩
の
み
有
っ
て
我
が
義
の
墮
す
る
こ
と
を
知
る
」
と
。
回か

え

っ
て
世
尊
の
前
に
至
っ
て
曰
く
、
「
我
が
義
、
兩
處
に
負
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墮
す
。
故
に
當
に
首
を
斬
っ
て
以
て
謝
す
べ
し
」
と
。
世
尊
曰
く
、
「
我
が
法
中
に
は
是か

く

の
如
き
の
事
無
し
。
汝
、
當
に
回え

心し
ん

向こ
う

道ど
う

す
べ
し
」
と
。
是こ

こ

に
於
い
て
五
百
の
徒
衆
と
同と

も

に
、
一
時
に
佛
に
投
じ
て
出
家
し
、
阿
羅
漢
を
證
す
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
長
爪
梵
志
が
世
尊
に
問
答
議
論
す
る
こ
と
を
求
め
、
〔
世
尊
に
〕
あ
ら
か
じ
め

約
束
し
て
言
っ
た
、
「
も
し
私
が
議
論
に
負
け
た
な
ら
、
私
は
自

み
ず
か

ら
〔
自
分
の
〕
首
を
斬
ろ
う
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
お
ま

え
の
教
義
は
、
何
を
根
本
の
考
え
と
し
て
い
る
の
か
」
と
。
〔
長
爪
梵
〕
志
が
言
っ
た
、
「
私
は
〔
何
も
の
に
も
執
着
し
な
い
と

い
う
〕
一
切
不
受
〔
の
見
解
〕
を
根
本
の
考
え
と
す
る
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
〔
お
ま
え
は
〕
こ
の
見
解
に
執と

ら

わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
。
〔
す
か
さ
ず
、
長
爪
梵
〕
志
は
、
袖
を
払
っ
て
立
ち
去
っ
た
。
〔
し
か
し
、
道
す
が
ら
〕
途
中
ま
で
来
て
、

そ
こ
で
〔
は
た
と
〕
気
が
つ
い
た
。
〔
そ
し
て
〕
弟
子
に
言
っ
た
、
「
私
は
〔
今
来
た
道
を
〕
引
き
返
し
、
〔
自

み
ず
か

ら
の
〕
首
を

斬
っ
て
、
世
尊
に
〔
対
し
、
誤
り
を
認
め
て
〕
詫
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
弟
子
が
言
っ
た
、
「
〔
師
は
〕
人人

々

と

神

々

天
衆
の
ま
え

で
、
幸
い
に
も
〔
世
尊
と
の
問
答
議
論
で
〕
勝
ち
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
〔
ご
自
分
の
〕
首
を
お
斬
り
な
さ
ろ
う
と

さ
れ
る
の
で
す
か
」
と
。
〔
長
爪
梵
〕
志
が
言
っ
た
、
「
智
慧
の
な
い
人
々
の
ま
え
で
勝
つ
よ
り
も
、
い
っ
そ
智
慧
の
あ
る
人
の

ま
え
で
首
を
斬
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
。
そ
こ
で
、
〔
長
爪
梵
志
は
〕
溜
息
を
つ
い
て
言
っ
た
、
「
私
の
議
論
は
二
つ
の
点
で
矛

盾
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
執と

ら

わ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
〔
議
論
に
お
け
る
〕
敗
北
〔
の
ポ
イ
ン
ト
〕
は
粗
く
〔
て
は
っ
き

り
し
て
い
る
が
〕
、
こ
の
見
解
に
執と

ら

わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、
〔
議
論
に
お
け
る
〕
敗
北
〔
の
ポ
イ
ン
ト
〕
は
細
か
〔
く
て

は
っ
き
り
し
て
い
な
〕
い
。
〔
人
間
界
と
天
上
界
の
う
ち
の
声
聞
・
縁
覚
で
あ
る
〕
あ
ら
ゆ
る
人
天
二
乗
〔
の
人
々
〕
は
、
皆

な
私
が
議
論
に
負
け
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
世
尊
と
諸
々
の
大
い
な
る
菩
薩
た
ち
だ
け
は
、
私
が
議
論
に
負

け
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
。
〔
長
爪
梵
志
は
、
す
ぐ
に
今
来
た
道
を
〕
引
き
返
し
、
世
尊
の
前
に
や
っ
て
来
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て
言
っ
た
、
「
私
の
議
論
は
、
〔
受
（
執
着
す
る
）
と
不
受
（
執
着
し
な
い
）
と
い
う
〕
二
つ
の
点
で
矛
盾
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
〔
自
分
の
〕
首
を
斬
っ
て
、
〔
世
尊
に
〕
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
私
の
法教

え

の
な
か
に

は
、
〔
議
論
に
負
け
た
か
ら
首
を
斬
る
な
ど
と
い
う
〕
こ
の
よ
う
な
取
り
決
め
な
ど
な
い
。
お
ま
え
は
、
〔
真
理
を
求
め
る
〕
心

を

発お
こ

し
て
道
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
そ
こ
で
、
〔
長
爪
梵
志
は
〕
五
百
人
の
弟
子
た
ち
と
と
も
に
、
一
度
に
仏

の
も
と
に
身
を
投
じ
て
出
家
し
、
阿
羅
漢
〔
の
境
地
〕
を
悟
っ
た
。

＊

　

※
世
尊
因
長
爪
梵
志
索
論
義
…
證
阿
羅
漢
＝
『
大
智
度
論
』
巻
一
「
序
品
」
（T

2
5
-
6
2
a

）
な
ど
に
見
え
る
話
に
基
づ
く
。
『
法
苑
珠

林
』
な
ど
に
も
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
（
巻
五
五
・T

5
3
-
6
9
7
b

）
、
い
ず
れ
も
、
禅
録
の
う
ち
に
確
認
さ
れ
る

〔
一
八
〕
の
よ
う
な
話
（
大
慧
宗
杲
『
正
法
眼
蔵
』
巻
二
・X

6
7
-
5
9
0
b
~
c

な
ど
）
と
は
相
違
が
あ
る
。
「
不
受
（
執
着
し
な
い
）
」

と
い
う
立
場
そ
の
も
の
も
ま
た
、
「
受
（
執
着
す
る
）
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
明
代
末
期
の
陽
明

学
者
で
あ
る
王
畿
に
、
こ
の
話
を
踏
ま
え
た
と
思
し
き
発
言
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。
詳
し
く
は
、
吉
田
公
平
・
小
路
口
聡
他
「
『
龍

渓
王
先
生
会
語
』
訳
注 

其
の
五
」
【
９
】
（
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
九
集
・
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
１
）	

長
爪
梵
志
＝
「
長
爪
」
は
名
。
「
梵
志
」
は
梵
行
を
志
す
外
道
。
『
大
智
度
論
』
に
よ
れ
ば
、
舎
利
弗
の
叔
父
倶く

絺ち

羅ら

の
こ
と
。
出

家
し
て
梵
志
と
な
り
、
南
イ
ン
ド
に
入
っ
て
十
八
大
経
（
婆
羅
門
の
十
八
種
の
経
典
）
を
読
む
。
悉
く
読
み
尽
く
す
ま
で
は
爪
を
切

ら
な
い
と
誓
い
、
人
々
は
、
そ
の
長
い
爪
を
見
て
「
長
爪
梵
志
」
と
称
し
た
。
姉
の
子
で
あ
る
舎
利
弗
が
釈
尊
の
弟
子
に
な
っ
た
こ

と
を
聞
き
、
釈
尊
の
も
と
に
赴
い
て
問
答
を
挑
ん
だ
が
、
逆
に
感
化
さ
れ
て
出
家
し
沙
門
と
な
っ
た
（
巻
一
・T

2
5
-
6
1
b
~
6
2
a

）
。

（
２
）	

我
義
若
墮
＝
「
義
堕
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
「
義
墮
」
と
は
、
議
論
に
打
ち
負
か
さ
れ
る
こ
と
。
「
話
堕
」
に
同
じ
。
自

み
ず
か

ら
表
明
し

た
趣
旨
が
自

み
ず
か

ら
の
足
を
す
く
う
始
末
に
な
る
こ
と
。
自
分
の
述
べ
た
言
葉
自
体
が
破
綻
を
露
呈
す
る
こ
と
。
自
己
矛
盾
。
『
禅
語
』

（p
.
8
1

）
、
入
矢
訳
『
伝
心
法
要
』
（p

.
6
0

）
、
入
矢
訓
注
『
伝
灯
録
』
④
の
語
注
（p

.
3
8
2

）
参
照
。
ま
た
、
『
祖
庭
事
苑
』
巻
一
「
斬

頭
截
臂
」
条
に
は
「
西
域
の
法

き
ま
り

で
は
、
一
般
的
に
議
論
に
な
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
る
と
、
〔
自

み
ず
か

ら
の
〕
首
を
斬
っ
て
腕
を
切
り
、
〔
そ
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の
死
を
も
っ
て
自

み
ず
か

ら
の
〕
明
敏
な
ら
ざ
る
こ
と
を
詫
び
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
西
域
法
、
凡
遇
論
議
、
義
墮
、
即
斬
首
截
臂
、
以

謝
不
敏
）
」
（X

6
4
-
3
1
7
a
~
b

）
と
あ
る
。

（
３
）	

不
受
＝
「
不
取
」
と
も
い
う
（
『
中
村
』p

.
1
1
6
2

）
。
「
不
取
」
は
「
執
着
し
な
い
こ
と
」
（
同
上
）
。
例
え
ば
、
『
潙
山
霊
祐
禅
師

語
録
』
に
は
「
実
際
理
地
に
は
一
塵
を
受
け
ず
、
万
行
門
中
に
は
一
法
を
舎す

て
ず
（
実
際
理
地
不
受
一
塵
、
万
行
門
中
不
舎
一
法
）
」

（T
4
7
-
5
7
7
c

）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
絶
対
の
境
地
〔
と
い
う
立
場
〕
か
ら
す
れ
ば
僅
か
な
塵
に
さ
え
執
着
し

な
い
し
、
一
切
の
修
行
〔
と
い
う
立
場
〕
か
ら
す
れ
ば
何
一
つ
捨
て
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
４
）	

拂
袖
＝
禅
録
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
、
『
禅
語
』
「
払
袖
而
出
」
条
に
は
「
袖
を
払
っ
て
立
つ
。
相
手
に
対
す
る
決
絶
の
意
を
示

す
場
合
が
多
い
」
（p

.
4
3
0

）
と
あ
る
。
長
爪
梵
志
は
袖
を
払
っ
て
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
釈
尊
の
言
葉
を
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
一
切
不
受
」
の
立
場
を
体
現
し
て
み
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
払
袖
」
の
用
例
と
し
て
は
、
『
大
慧
語
録
』
巻
二
四
「
示
道

明
講
主
」
の
「
曰
、
心
既
講
不
得
、
莫
是
虚
空
講
得
否
。
祖
曰
、
却
是
虚
空
講
得
。
亮
不
肯
、
払
袖
便
行
」
（T

4
7
-
9
1
5
c

、
石
井

訳
・p

.
2
4
0

）
な
ど
。

（
５
）	

省
＝
『
漢
語
』
に
「
覚
悟
・
醒
悟
」
（
㊥p

.
4
5
6
2

）
と
あ
る
。
「
目
覚
め
る
・
悟
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、

『
碧
巌
録
』
第
六
五
則
・
本
則
評
唱
の
「
世
尊
不
費
纖
毫
気
力
、
他
便
省
去
」
（T

4
8
-
1
9
5
c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p

.
2
9
4

、
末
木
訳
㊥

p
.
3
8
8

）
な
ど
。

（
６
）	

當
得
＝
『
中
国
語
』
に
「
同
意
、
承
知
、
承
諾
を
表
す
」
（p

.
6
2
9

）
と
あ
り
、
『
漢
語
』
に
「
承
受
（
受
け
る
。
被
る
）
」
（
㊥

p
.
4
6
5
8

）
と
あ
る
。
『
漢
語
』
の
「
承
受
」
が
よ
り
近
い
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
７
）	

負
墮
＝
『
俗
語
解
』
【
一
五
二
〇
】
「
話
墮
」
条
に
「
『
論
に
負
け
る
』
な
り
。
『
負
墮
』
と
も
云
う
」
（p

.
3
1
2

）
と
あ
り
、
『
禅

語
』
に
「
議
論
に
お
い
て
破
綻
を
出
し
て
敗
北
す
る
こ
と
」
（p

.
4
0
4

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、
『
碧
巌
録
』
第
一
三
則
・
本
則

評
唱
の
「
如
是
七
返
、
外
道
自
知
負
墮
、
伏
義
遂
自
開
門
」
（T

4
8
-
1
5
4
a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p

.
1
9
6

、
末
木
訳
㊤p

.
2
4
3

）
な
ど
。

（
８
）	

負
門
處
麤
／
負
門
處
細
＝
「
負
門
」
は
、
『
中
村
』
に
「
他
人
と
議
論
し
て
敗
れ
る
こ
と
」
（p

.
1
1
7
7

）
と
あ
る
。
「
門
」
に
「
事

物
的
起
点
・
関
鍵
」
（
『
漢
語
』
㊦p

.
7
1
1
7

）
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
門
」
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
「
敗
北
の
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ポ
イ
ン
ト
」
と
訳
し
た
。
「
麤
」
は
「
粗
」
に
通
じ
て
い
て
「
粗
雑
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
細
」
は
、
文
字
通
り
「
き
め
細
か
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
要
は
、
敗
北
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
前
者
は
分
か
り
や
す
い
が
、
後
者
は
分
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
９
）	

回
心
向
道
＝
心
を
回め

ぐ

ら
せ
て
道
に
向
か
う
こ
と
。
「
回
心
」
は
「
心
を
仏
法
に
転
向
す
る
。
正
法
に
対
す
る
信
心
を
得
る
こ
と
を

い
う
」
（
『
禅
学
』p

.
9
8

）
。
用
例
と
し
て
は
、
『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
江
給
事
」
の
「
能
知
慚
愧
、
回
心
向
道
、
学
出
世
間
脱

生
死
法
」
（T

4
7
-
9
2
0
c

、
荒
木
訳
・p

.
4
4

）
、
『
幻
住
庵
清
規
』
「
開
甘
露
門
」
の
「
或
不
回
心
向
道
、
罔
有
出
期
」
（X

6
3
-
5
8
8
c

）

な
ど
。

（
10
）	

阿
羅
漢
＝
〔
一
三
〕
注
（
２
）
参
照
。

〔
一
九
〕　

魔
王
誓
願

世
尊
昔
欲
將
諸
聖
衆
、
往
第
六
天
（
1
）
説
大
集
經
（
2
）
、
勑
他
方
此
土
、
人
間
天
上
、
一
切
獰
惡
鬼
神
（
3
）
、
悉
皆
輯
會
、
受
佛
付

囑
（
4
）
、
擁
護
正
法
。
設
有
不
赴
者
、
四
天
門
王
（
5
）
飛
熱
鐵
輪
追
之
令
集
。
既
集
會
已
、
無
有
不
順
佛
勑
者
。
各
發
弘
誓
、
擁

護
正
法
。
唯
有
一
魔
王
（
6
）
謂
世
尊
曰
、
瞿
曇
、
我
待
一
切
衆
生
成
佛
盡
、
衆
生
界
空
、
無
有
衆
生
名
字
、
我
乃
發
菩
提
心
（
7
）
。

＊

世
尊
、
昔
、
諸
も
ろ
の
聖

し
ょ
う
し
ゅ

衆
を
將ひ

き

い
て
、
第
六
天
に
往
き
、
『
大
集
經
』
を
説
き
、
他
方
此
土
、
人
間
天
上
の
一
切
の
獰

に
ょ
う

惡あ
く

の

鬼
神
に
勑
し
て
、
悉
く
皆
な
輯
會
し
、
佛
の
付
囑
を
受
け
、
正
法
を
擁
護
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
設も

し
赴
か
ざ
る
者
有
ら
ば
、
四

天
門
王
、
熱
鐵
輪
を
飛
ば
し
て
之
を
追
っ
て
集
め
し
む
。
既
に
集
會
し
已お

わ
り
、
佛
の
勑
に
順
わ
ざ
る
者
有
る
こ
と
無
し
。
各

お
の
弘
誓
を
發お

こ

し
、
正
法
を
擁
護
す
。
唯
だ
一
魔
王
の
み
有
っ
て
、
世
尊
に
謂
い
て
曰
く
、
「
瞿
曇
よ
、
我
れ
、
一
切
衆
生
の
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成
佛
し
盡
く
し
、
衆
生
界
空
に
し
て
、
衆
生
の
名
字
有
る
こ
と
無
き
を
待
っ
て
、
我
れ
乃
ち
菩
提
心
を
發お

こ

さ
ん
」
と
。　

＊

　

世
尊
は
、
昔
、
諸
々
の
聖弟

子
た
ち衆

を
率
い
て
、
〔
六
欲
天
の
最
上
層
で
あ
る
〕
第
六
天
に
行
き
、
『
大
集
経
』
を
説
き
、
他
の
世
界

や
こ
の
世
界
、
〔
あ
る
い
は
〕
人
間
界
や
天
上
界
の
凶
悪
な
あ
ら
ゆ
る
鬼
神
た
ち
に
命
じ
て
、
一
人
残
ら
ず
集
会
さ
せ
、
正
法

を
護
持
せ
よ
と
い
う
仏
の
付
囑
を
受
け
さ
せ
た
。
も
し
〔
こ
の
説
法
会
に
〕
赴
か
な
い
者
が
い
れ
ば
、
四
天
王
た
ち
が
熱
鉄
輪

を
飛
ば
し
て
鬼
神
た
ち
を
追
い
集
め
た
。
集
会
し
終
わ
っ
て
、
仏
の
勅教

え

に
従
わ
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
。
〔
鬼
神
た
ち
は
〕
そ

れ
ぞ
れ
正
法
を
護
持
し
よ
う
と
い
う
広
大
な
誓
願
を
発お

こ

し
た
。
〔
数あ

ま

た多
の
鬼
神
た
ち
の
う
ち
で
〕
た
だ
一
人
の
魔
王
だ
け
が
世

尊
に
〔
向
か
っ
て
こ
う
〕
言
っ
た
、
「
瞿ゴ

ー
タ
マ曇

（
仏
陀
）
よ
、
私
は
、
一
切
衆
生
が
残
ら
ず
成
仏
し
、
衆
生
の
世
界
が
〔
絶
対
か

つ
無
限
定
な
〕
空
と
な
っ
て
、
衆
生
と
い
う
名な

ま

え字
が
〔
こ
の
世
か
ら
〕
な
く
な
る
の
を
待
っ
て
、
は
じ
め
て
菩さ

と

り提
の
心
を
発お

こ

し

〔
て
涅
槃
に
入
り
〕
ま
し
ょ
う
」
と
。

＊

　

※
世
尊
昔
欲
將
諸
聖
衆
…
發
菩
提
心
＝
出
典
不
明
。
『
正
法
眼
蔵
』
巻
一
（X

6
7
-
5
7
3
b
~
c

）
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
『
密
庵
和
尚
語

録
』
（T

4
7
-
9
6
3
b

）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
単
に
正
法
を
護
持
す
る
誓
願
を
発お

こ

す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
一
切
衆
生
の
成
仏
し
尽
く
し
、

衆
生
界
空
に
し
て
、
衆
生
の
名
字
有
る
こ
と
無
き
を
待
っ
て
、
我
れ
乃
ち
菩
提
心
を
発お

こ

さ
ん
」
と
述
べ
た
魔
王
の
決
意
は
、
衆
生
救

済
の
た
め
に
自

み
ず
か

ら
の
意
志
で
成
仏
し
な
い
大
悲
闡
提
の
菩
薩
（
観
音
菩
薩
や
地
蔵
菩
薩
な
ど
）
の
そ
れ
に
等
し
い
。
「
大
悲
闡
提
」

に
つ
い
て
は
、
高
崎
直
道
『
楞
伽
経
』
第
一
四
節
（
《
仏
典
講
座
17
》
大
蔵
出
版
・
一
九
八
〇
・p

.
2
5
0

）
な
ど
を
参
照
。
仏
道
の

妨
げ
を
為
す
と
さ
れ
る
魔
王
が
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
を
志
向
し
た
と
い
う
点
が
、
こ
こ
〔
一
九
〕
を
読
む
際
の
一
つ
の
要
点
と
な
ろ

う
。

（
１
）	

第
六
天
＝
欲
界
の
「
他
化
自
在
天
」
の
こ
と
。
仏
教
で
は
衆
生
の
世
界
を
六
道
に
分
け
る
が
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
天
界
が
あ
る
。
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天
に
も
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
欲
界
に
あ
る
六
天
を
「
六
欲
天
」
と
呼
び
、
六
欲
天
の
第
六

層
、
す
な
わ
ち
最
上
層
の
他
化
自
在
天
を
「
第
六
天
」
と
呼
ぶ
。
「
天
魔
波
旬
」
と
か
「
魔
王
」
と
呼
ば
れ
る
天
の
こ
と
で
、
常
に

多
く
の
眷
属
を
率
い
て
人
間
界
で
仏
道
の
妨
げ
を
為
す
と
さ
れ
る
。
『
岩
波
』
（p

.
6
8
1

）
参
照
。

（
２
）	

大
集
經
＝
一
般
的
に
は
、
『
大
方
等
大
集
経
』
六
十
巻
本
の
こ
と
。
現
在
、
『
大
正
蔵
』
第
一
三
冊
（N

o
.
3
9
7

）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
所
謂
『
大
集
経
』
と
は
、
六
十
巻
本
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
曇
無
讖
訳
部
分
、
す
な
わ
ち

六
十
巻
本
の
前
半
部
分
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
大
正
蔵
本
で
は
巻
一
か
ら
巻
二
六
に
相
当
す
る
。
六
十
巻
本
は
、
隋
代
の

僧
就
が
、
北
涼
の
曇
無
讖
訳
『
大
集
経
』
全
二
十
九
巻
（
あ
る
い
は
三
十
巻
）
に
、
那
連
提
耶
舎
訳
『
月
蔵
経
』
全
十
二
巻
、
及
び

『
日
蔵
経
』
全
十
五
巻
な
ど
を
合
わ
せ
て
一
経
と
し
た
も
の
。
菩
薩
の
た
め
に
無
礙
の
教
え
を
説
く
こ
と
を
標
榜
し
、
正
法
の
守
護

を
宣
揚
す
る
が
、
全
体
と
し
て
密
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
（
『
岩
波
』p

.
6
6
2

）
。
『
仏
書
解
説
』
第
七
巻
「
大
方
等
大
集
経
」
条

（p
.
4
7
7
~
4
8
3

）
参
照
。

（
３
）	

鬼
神
＝
変
化
自
在
の
力
を
有
し
、
仏
法
・
国
土
を
守
護
し
、
ま
た
は
凶
悪
を
振
っ
て
人
畜
等
を
悩
ま
す
怪
物
。
前
者
に
梵
天
・
帝

釈
・
地
祗
・
龍
王
・
十
六
善
神
等
の
善
鬼
神
が
あ
り
、
後
者
に
夜
叉
・
羅
刹
等
の
悪
鬼
神
が
あ
る
。
『
禅
学
』
（p

.
2
0
0

）
参
照
。

（
４
）	

付
囑
＝
「
囑
累
」
と
も
い
う
。
広
義
に
は
「
授
与
す
る
」
と
い
う
意
味
。
『
法
華
経
』
巻
四
「
授
学
無
学
人
記
品
」
（
岩
波
文
庫
本

㊥p
.
1
2
2

）
ま
で
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
に
対
す
る
成
仏
の
保
証
と
し
て
授
記
が
説
か
れ
る
が
、
同
巻
「
法
師
品
」
（
岩
波
文
庫

本
㊥p

.
1
4
0

）
か
ら
は
、
大
乗
の
菩
薩
が
説
き
明
か
さ
れ
、
そ
の
菩
薩
に
対
し
て
仏
の
後
を
継
い
で
の
布
教
の
使
命
が
付
与
さ
れ
る
。

『
岩
波
』
（p

.
8
6
5

）
参
照
。

（
５
）	

四
天
門
王
＝
四
天
王
の
こ
と
。
須
弥
山
の
中
腹
に
あ
る
四
王
天
の
主
。
帝
釈
天
に
仕
え
、
仏
法
の
守
護
を
念
願
と
し
、
仏
法
に
帰

依
す
る
人
々
を
守
護
す
る
護
法
神
。
そ
れ
ぞ
れ
東
・
南
・
西
・
北
を
守
護
す
る
。
東
方
の
持
国
天
・
南
方
の
増
長
天
・
西
方
の
広
目

天
・
北
方
の
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
を
い
う
。
『
中
村
』
（p

.
5
2
7

）
参
照
。

（
６
）	

魔
王
＝
第
六
天
の
主
で
あ
る
天
魔
波
旬
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
岩
波
』
「
魔
王
」
条
に
「
六
欲
天
の
第
六
天
、
他
化
自
在
天
の
主
の

こ
と
で
、
『
天
魔
波
旬
』
と
も
呼
ば
れ
る
。
彼
は
多
く
の
眷
属
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
釈
尊
の
成
道
直
前
の
降
魔
は
、
心
の
な
か
に
住
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む
こ
の
魔
王
の
軍
勢
を
降
伏
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
」
（p

.
9
5
2

）
と
あ
る
。

（
７
）	

發
菩
提
心
＝
無
上
の
悟
り
に
向
か
お
う
と
い
う
心
を
起
こ
す
こ
と
。
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。
発
心
に
同
じ
。
『
中

村
』
（p

.
1
2
5
7

）
参
照
。

〔
二
〇
〕　

世
尊
見
一
古
仏
塔

世
尊
嘗
與
阿
難
行
次
、
見
一
古
佛
塔
（
1
）
。
世
尊
便
作
禮
。
阿
難
曰
、
此
是
甚
麼
人
塔
。
世
尊
曰
、
此
是
過
去
諸
佛
塔
。
阿
難

曰
、
過
去
諸
佛
是
甚
麼
人
弟
子
。
世
尊
曰
、
是
吾
弟
子
。
阿
難
曰
、
應
當
如
是
。

＊

世
尊
、
嘗
て
阿
難
と
行
く
次つ

い
で
、
一
古
佛
塔
を
見
る
。
世
尊
、
便
ち
作
禮
す
。
阿
難
曰
く
、
「
此
れ
は
是
れ
甚な

ん麼
人び

と

の
塔

ぞ
」
と
。
世
尊
曰
く
、
「
此
れ
は
是
れ
過
去
の
諸
佛
の
塔
な
り
」
と
。
阿
難
曰
く
、
「
過
去
の
諸
佛
は
是
れ
甚な

ん麼
人び

と

の
弟
子
ぞ
」

と
。
世
尊
曰
く
、
「
是
れ
吾
が
弟
子
な
り
」
と
。
阿
難
曰
く
、
「
應ま

さ當
に
是か

く

の
如
く
な
る
べ
し
」
と
。

＊

　

世
尊
は
、
か
つ
て
阿
難
と
歩
い
て
い
た
と
き
、
一
基
の
古
い
仏
塔
を
見
つ
け
た
。
世
尊
は
、
す
ぐ
さ
ま
礼
拝
し
た
。
阿
難
が

言
っ
た
、
「
こ
れ
は
ど
う
い
う
人
の
塔
で
す
か
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
過
去
の
諸
仏
の
塔
で
あ
る
」
と
。
阿
難
が

言
っ
た
、
「
過
去
の
諸
仏
は
ど
う
い
う
人
の
弟
子
で
す
か
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
私
の
弟
子
で
あ
る
」
と
。
阿
難
が
言
っ
た
、

「
き
っ
と
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
」
と
。

＊
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※
世
尊
嘗
與
阿
難
行
次
…
應
當
如
是
＝
出
典
不
明
。
『
大
慧
語
録
』
巻
三
（T

4
7
-
8
2
3
c

）
や
『
希
叟
紹
曇
禅
師
語
録
』
（X

7
0
-
4
0
5
b

）

な
ど
に
見
ら
れ
る
。
大
慧
宗
杲
が
「
若
し
話
の
円

ま
ど
か

な
ら
ん
こ
と
を
要ほ

っ

す
れ
ば
、
世
尊
の
『
是
れ
吾
が
弟
子
な
り
』
と
道い

う
を
待
ち
て
、

便
ち
向
か
っ
て
道い

わ
ん
、
『
更
に
須
く

0

0

0

0

某そ
れ
が
し甲

を
礼
す
る
こ
と
三
拝
し
て
始
め
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

得よ

し0

』
と
。
世
尊
、
若
し
『
甚な

に

に
因
っ
て
か
吾
を
し

て
汝
を
礼
せ
し
む
る
』
と
問
え
ば
、
却
っ
て
向
か
っ
て
道い

わ
ん
、
『
応ま

さ当
に
是か

く

の
如
く
な
る
べ
し
』
と
（
若
要
話
円
、
待
世
尊
道
是

吾
弟
子
、
便
向
道
、
更
須
礼
某
甲
三
拝
始
得
。
世
尊
若
問
因
甚
教
吾
礼
汝
、
却
向
道
、
応
当
如
是
）
」
と
説
き
、
希
叟
紹
曇
が
「
過

去
の
諸
仏
、
是
れ
世
尊
の
弟
子
な
る
は
則
ち
故も

と

よ
り
是ぜ

な
り
。
且

し
ば
ら

く
道い

え
、
世
尊
は
是
れ
誰
の
弟
子
ぞ
（
過
去
諸
仏
、
是
世
尊
弟
子

則
故
是
。
且
道
世
尊
是
誰
弟
子
）
」
と
問
い
か
け
る
よ
う
に
、
禅
門
で
は
、
過
去
の
諸
仏
が
世
尊
の
弟
子
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
で
は
、

世
尊
は
誰
の
弟
子
な
の
か
と
い
う
問
答
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
慧
の
教
示
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
世
尊
は
阿
難
の

弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
学
人
に
対
し
、
師
を
も
超
え
る
絶
対
自
由
な
境
地
の
体
得
を
促
す
公
案
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

（
１
）	

佛
塔
＝
仏
舎
利
を
安
置
す
る
と
こ
ろ
。
仏
教
に
お
け
る
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
崇
拝
の
起
源
は
、
釈
尊
の
死
後
、
そ
の
遺
骨
（
舎

利
）
を
祀
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
『
禅
学
』
（p

.
0
9
1

）
、
『
岩
波
』
（p

.
7
4
7

）
参
照
。
こ
こ
で
は
、
釈

尊
以
前
の
過
去
仏
の
舎
利
を
収
め
た
塔
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

〔
二
一
〕　

外
道
問
仏
（
２
）

世
尊
因
有
外
道
問
、
不
問
有
言
、
不
問
無
言
（
1
）
。
世
尊
良
久
（
2
）
。
外
道
讚
歎
曰
、
世
尊
大
慈
大
悲
、
開
我
迷
雲
、
令
我
得

入
（
3
）
。
乃
作
禮
而
去
。
阿
難
白
佛
、
外
道
得
何
道
理
、
稱
讚
而
去
。
世
尊
曰
、
如
世
良
馬
、
見
鞭
影
而
行
（
4
）
。

＊
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世
尊
、
因ち

な

み
に
外
道
有
っ
て
問
う
、
「
有う

言ご
ん

を
問
わ
ず
、
無む

言ご
ん

を
問
わ
ず
」
と
。
世
尊
、
良
久
す
。
外
道
、
讚
歎
し
て
曰
く
、

「
世
尊
の
大
慈
大
悲
、
我
が
迷
雲
を
開
い
て
、
我
れ
を
し
て
得
入
せ
し
む
」
と
。
乃
ち
作
禮
し
て
去
る
。
阿
難
、
佛
に
白も

う

す
、

「
外
道
は
何
の
道
理
を
得
て
か
、
稱
讚
し
て
去
る
」
と
。
世
尊
曰
く
、
「
世
の
良
馬
の
、
鞭
影
を
見
て
行
く
が
如
し
」
と
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
外
道
が
〔
世
尊
に
〕
問
う
た
、
「
言
葉
で
示
す
こ
と
も
問
い
ま
せ
ん
し
、
言
葉

で
示
さ
ぬ
こ
と
も
問
い
ま
せ
ん
」
と
。
世
尊
は
暫
く
じ
っ
と
黙
っ
た
ま
ま
で
い
た
。
〔
す
る
と
〕
外
道
が
讃
歎
し
て
言
っ
た
、

「
世
尊
の
大
い
な
る
慈
悲
が
、
わ
が
迷
い
の
雲
を
開
き
、
私
を
悟
り
の
世
界
に
入
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
。
そ
う
し
て
〔
世

尊
に
〕
礼
拝
し
て
去
っ
た
。
阿
難
が
仏
に
申
し
上
げ
た
、
「
外
道
は
ど
う
い
っ
た
道
理
を
得
て
、
称
賛
し
て
去
っ
た
の
で
す

か
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
世
間
の
名
馬
が
鞭
の
影
を
見
た
だ
け
で
〔
走
り
出
し
て
〕
行
く
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。

＊

　

※
世
尊
因
有
外
道
問
…
見
鞭
影
而
行
＝
こ
の
話
の
出
典
に
関
し
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
「
禅
の
仏
伝
」
の
な
か
で
「
経
律
的
な
典
拠
を
見

出
し
難
い
」
と
し
、
「
恐
ら
く
摩
訶
止
観
二
の
下
に
、
快
馬
見
鞭
影
即
到
正
路
（T

4
6
-
1
9
a

）
と
云
い
、
弘
決
二
之
五
に
之
を
注
し

て
、
『
雑
阿
含
に
云
く
、
仏
、
比
丘
に
告
ぐ
、
四
種
の
馬
有
り
、
一
者
は
鞭
影
を
見
て
即
便
ち
驚
悚
し
御
者
の
意
に
随
う
、
二
者
は

毛
に
触
れ
て
便
ち
能
く
上
の
如
し
、
三
者
は
肉
に
触
れ
て
然
る
後
に
乃
ち
驚
く
、
四
者
は
骨
に
徹
し
て
然
る
後
に
方
に
覚
す
』

（2
1
2
a

）
と
あ
る
も
の
な
ど
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
三
巻
・
一
九
六
五
）
。
こ

の
よ
う
に
厳
密
な
意
味
で
の
出
典
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
こ
の
話
は
、
既
に
『
祖
堂
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り

（p
.
1
5

）
、
禅
門
に
あ
っ
て
は
比
較
的
早
い
時
期
に
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
碧
巌
録
』
第
六
五
則
（T

4
8
-
1
9
5
b
~
1
9
6
b

、
岩

波
文
庫
本
㊥p

.
2
9
1

、
末
木
訳
㊥p

.
3
8
2

）
や
『
無
門
関
』
第
三
二
則
（T

4
8
-
2
9
7
a
~
b

、
岩
波
文
庫
本
・p

.
1
3
2

）
で
も
取
り
あ

げ
ら
れ
て
お
り
、
〔
三
五
〕
「
拈
華
微
笑
」
な
ど
と
と
も
に
、
禅
門
で
重
視
さ
れ
た
公
案
で
あ
っ
た
。
〔
三
〕
も
併
せ
て
参
照
。
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（
１
）	

不
問
有
言
、
不
問
無
言
＝
事
物
の
あ
り
か
た
を
分
け
る
四
種
の
範
疇
「
有
」
「
無
」
「
亦
有
亦
無
」
「
非
有
非
無
」
を
「
四
句
」
と

い
う
（
『
中
村
』p

.
5
1
1

）
。
外
道
は
、
こ
の
「
四
句
」
の
論
理
形
式
で
も
っ
て
釈
尊
に
問
答
を
挑
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
『
碧
巌
録
』

第
七
三
則
・
頌
に
「
四
句
を
離
れ
百
非
を
絶
す
、
天
上
人
間
、
唯
だ
我
れ
の
み
ぞ
知
る
（
離
四
句
絶
百
非
、
天
上
人
間
唯
我
知
）
」

（T
4
8
-
2
0
1
b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p

.
2
5

、
末
木
訳
㊦p

.
2
3

）
と
あ
る
。

（
２
）	
良
久
＝
禅
録
に
お
い
て
は
、
「
し
ば
ら
く
の
間
の
沈
黙
」
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
。
師
家
が
説
法
の
場
で
行
な
っ
た
問
題
提
起

に
対
し
て
学
人
に
解
答
を
見
い
だ
す
間
を
与
え
る
と
き
や
、
説
法
の
は
じ
め
や
結
び
に
聴
衆
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

た
り
す
る
が
（
『
禅
思
』p

.
4
9
5

）
、
こ
こ
で
は
、
「
良
久
」
そ
の
も
の
が
外
道
の
問
い
へ
の
釈
尊
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
沈
黙
を
も
っ
て
答
え
と
す
る
問
答
の
う
ち
、
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
が
、
『
維
摩
経
』
巻
二
「
入
不
二
法
門
品
」
の
維
摩

居
士
の
一
黙
で
あ
る
（T

1
4
-
5
5
0
b
~
5
5
1
c

）
。
こ
の
話
は
、
『
碧
巌
録
』
第
八
四
則
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
そ

の
本
則
評
唱
の
一
部
を
引
用
し
て
お
く
。 

維
摩
詰
、
諸
も
ろ
の
大
菩
薩
を
し
て
、
各
お
の
不
二
の
法
門
を
説
か
し
む
。
時
に
三
十
二
の
菩
薩
、
皆
な
二
見
の
、
有
為
と
無

為
と
、
真
と
俗
と
の
二
諦
を
以
て
、
合
し
て
一
見
と
為
し
、
不
二
の
法
門
と
為
す
。
後
に
文
殊
に
問
う
。
文
殊
云
く
、
「
我
が

意
の
如
き
は
、
一
切
の
法
に
於
い
て
、
無
言
無
説
、
無
示
無
識
、
諸
も
ろ
の
問
答
を
離
る
。
是こ

れ

を
不
二
の
法
門
に
入
る
と
為

す
」
と
。
蓋
し
三
十
二
人
は
、
言
を
以
て
言
を
遣や

り
、
文
殊
は
無
言
を
以
て
言
を
遣や

る
が
為
に
、
一
時
に
掃

は
ら
い
つ
く

蕩
し
て
総す

べ

て
要
せ

ず
。
是こ

れ

を
不
二
の
法
門
に
入
る
と
為
す
。
殊
に
知
ら
ず
、
霊
亀
尾
を
曳
き
、
迹あ

と

を
払
え
ば
痕あ

と

を
成
す
を
。
又
た
掃
箒
も
て
塵
を

掃
う
が
如
く
に
相
い
似
た
り
、
塵
は
去
る
と
雖
も
、
箒
の
迹
は
猶
お
存
し
、
末

け
っ
き
ょ
く

後
依
前
と
し
て
蹤あ

と跡
を
除
く
。
是こ

こ

に
於
い
て
文

殊
、
却
っ
て
維
摩
詰
に
問
う
て
云
く
、
「
我
れ
等
、
各お

の
お
の自

説
き
已お

わ
る
。
仁な

ん

じ者
、
当
に
自

み
ず
か

ら
説
く
べ
し
。
何い

か
な
る等

か
是
れ
菩
薩
、

不
二
の
法
門
に
入
る
と
は
」
と
。
維
摩
詰
、
黙
然
た
り
。
（
維
摩
詰
、
令
諸
大
菩
薩
、
各
説
不
二
法
門
。
時
三
十
二
菩
薩
、
皆

以
二
見
、
有
為
無
為
、
真
俗
二
諦
、
合
為
一
見
、
為
不
二
法
門
。
後
問
文
殊
。
文
殊
云
、
如
我
意
者
、
於
一
切
法
、
無
言
無
説
、

無
示
無
識
、
離
諸
問
答
。
是
為
入
不
二
法
門
。
蓋
為
三
十
二
人
、
以
言
遣
言
、
文
殊
以
無
言
遣
言
、
一
時
掃
蕩
総
不
要
。
是
為

入
不
二
法
門
。
殊
不
知
、
霊
亀
曳
尾
、
払
迹
成
痕
。
又
如
掃
箒
掃
塵
相
似
、
塵
雖
去
、
箒
迹
猶
存
、
末
後
依
前
除
蹤
跡
。
於
是
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文
殊
、
却
問
維
摩
詰
云
、
我
等
各
自
説
已
。
仁
者
当
自
説
。
何
等
是
菩
薩
、
入
不
二
法
門
。
維
摩
詰
黙
然
。
（T

4
8
-
2
0
9
c

、
岩

波
文
庫
本
㊦p

.
1
1
7

、
末
木
訳
㊦p

.
1
3
7

）

（
３
）	

世
尊
大
慈
大
悲
、
開
我
迷
雲
、
令
我
得
入
＝
機
が
熟
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
外
道
は
、
釈
尊
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
良
久
」
と

い
う
端
的
な
指
示
に
よ
り
、
有
無
を
超
え
た
妙
旨
に
目
覚
め
た
。
こ
の
こ
と
を
表
現
し
て
、
「
世
尊
の
大
慈
大
悲
、
我
が
迷
雲
を
開

い
て
、
我
れ
を
し
て
得
入
せ
し
む
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
圜
悟
克
勤
は
、
「
世
尊
は
会よ

く
風
を
看
て
帆
を
使
い
、
病
に
応
じ
て
薬

を
与
う
。
所ゆ

え以
に
良
久
し
、
全
機
提
起
す
。
外
道

0

0

、
全ま

る
ご
と体

会
し
去
っ
て

0

0

0

0

0

、
機
輪
便
ち

0

0

0

0

阿あ

轆ろ
く

轆ろ
く

地
に
転
じ

0

0

0

0

、
亦
た
転
じ
て
有
に
向
か
わ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ず0

、
亦
た
転
じ
て
無
に
向
か
わ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
得
失
に
落
ち
ず

0

0

0

0

0

0

、
凡
聖
に
拘
ら
ず

0

0

0

0

0

0

、
二
辺
一
時
に
坐
断
す

0

0

0

0

0

0

0

0

（
世
尊
会
看
風
使
帆
、
応
病
与
薬
。

所
以
良
久
、
全
機
提
起
。
外
道
全
体
会
去
、
機
輪
便
阿
轆
轆
地
転
、
亦
不
転
向
有
、
亦
不
転
向
無
、
不
落
得
失
、
不
拘
凡
聖
、
二
辺

一
時
坐
断
）
（
『
碧
巌
録
』
第
六
五
則
・
頌
評
唱
、T

4
8
-
1
9
6
a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p

.
2
9
8

、
末
木
訳
㊥p

.
3
9
3

）
と
し
て
外
道
を
評

価
し
た
う
え
で
、
「
如い

今ま

の
人
は
多
く
無
に
落
在
し
、
然
ら
ず
ん
ば
有
に
落
在
し
て
、
只ひ

た
す
ら管

有
無
の
処
に
在
い
て
両

ふ
た
と
お
り

頭
に
走
る
（
如

今
人
多
落
在
無
、
不
然
落
在
有
、
只
管
在
有
無
処
両
頭
走
）
」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
「
今
の
人
は
、
多
く
無
に
転
落
し
て
い
る
か
、

さ
も
な
く
ば
有
に
転
落
し
て
お
り
、
ひ
た
す
ら
有
・
無
に
つ
い
て
そ
の
い
ず
れ
か
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
当
時
の
修
行
者
た

ち
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

（
４
）	

如
世
良
馬
、
見
鞭
影
而
行
＝
『
雑
阿
含
経
』
巻
三
三
の
「
爾
の
時
、
世
尊
、
諸
も
ろ
の
比
丘
に
告
ぐ
、
『
世
に
四
種
の
良
馬
有
り
。

良
馬
有
り
、
駕
す
る
に
以
て
平
乗
す
れ
ば
、
其
の
鞭
影
を
顧
み
て
馳
す
る
こ
と
駃は

や

く
、
善

よ

能
く
御
者
の
形
勢
を
観
察
し
、
遅
速
左
右
、

御
者
の
心
に
随
う
。
是こ

れ

を
比
丘
世
間
良
馬
第
一
の
徳
と
名
づ
く
。
…
』
と
（
爾
時
世
尊
告
諸
比
丘
、
世
有
四
種
良
馬
。
有
良
馬
、
駕

以
平
乗
、
顧
其
鞭
影
馳
駃
、
善
能
観
察
御
者
形
勢
、
遅
速
左
右
隨
御
者
心
。
是
名
比
丘
世
間
良
馬
第
一
之
徳
。
…
）
」
（T

2
-
2
3
4
a

）

と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
大
智
度
論
』
巻
一
に
も
「
爾
の
時
、
長
爪
梵
志
、
好
馬
の
鞭
影
を
見
て
即
ち

覚さ
と

り
、
便
ち
正
道
に
著つ

く
が
如
く
、
長
爪
梵
志
も
亦
た
是か

く

の
如
く
、
仏
語
の
鞭
影
心
に
入
る
を
得
て
、
即
ち
貢
高
を
棄
捐
し
、
慚
愧

低
頭
し
て
、
是か

く

の
如
く
思
惟
す
（
爾
時
長
爪
梵
志
、
如
好
馬
見
鞭
影
即
覚
、
便
著
正
道
、
長
爪
梵
志
亦
如
是
、
得
仏
語
鞭
影
入
心
、

即
棄
捐
貢
高
、
慚
愧
低
頭
、
如
是
思
惟
）
」
（T

2
5
-
6
2
a

）
云
々
と
い
う
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。

140



〔
二
二
〕　

七
仏
儀
式

世
尊
一
日
勅
阿
難
、
食
時
將
至
。
汝
當
入
城
持
鉢
（
1
）
。
阿
難
應
諾
。
世
尊
曰
、
汝
既
持
鉢
、
須
依
過
去
七
佛
儀
式
（
2
）
。
阿
難

便
問
、
如
何
是
過
去
七
佛
儀
式
。
世
尊
召
阿
難
。
阿
難
應
諾
（
3
）
。
世
尊
曰
、
持
鉢
去
。

＊

世
尊
、
一
日
、
阿
難
に
勅
す
、
「
食じ

き

時じ

、
將
に
至
ら
ん
と
す
。
汝
、
當
に
城ま

ち

に
入
っ
て
持
鉢
す
べ
し
」
と
。
阿
難
、
應
諾
す
。

世
尊
曰
く
、
「
汝
、
既
に
持
鉢
す
れ
ば
、
須
く
過
去
七
佛
の
儀
式
に
依
る
べ
し
」
と
。
阿
難
、
便
ち
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ

過
去
七
佛
の
儀
式
」
と
。
世
尊
、
「
阿
難
」
と
召よ

ぶ
。
阿
難
、
應
諾
す
。
世
尊
曰
く
、
「
持
鉢
し
去
れ
」
と
。

＊

　

世
尊
は
、
あ
る
日
、
阿
難
に
命
じ
た
、
「
食
事
の
時
間
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
お
ま
え
は
街
に
入
っ
て
托
鉢
に
行
き
な
さ

い
」
と
。
阿
難
は
〔
「
ハ
イ
」
と
〕
応
答
し
た
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
お
ま
え
は
托
鉢
す
る
か
ら
に
は
、
必
ず
過
去
七
仏
の
作
法

に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
阿
難
が
そ
こ
で
問
う
た
、
「
過
去
七
仏
の
作
法
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
す
か
」
と
。
世

尊
が
「
阿
難
」
と
呼
ん
だ
。
阿
難
が
〔
「
ハ
イ
」
と
〕
応
答
し
た
。
世
尊
は
言
っ
た
、
「
托
鉢
に
行
き
な
さ
い
」
と
。

＊

　

※
世
尊
一
日
勅
阿
難
…
持
鉢
去
＝
『
仏
本
行
集
経
』
巻
四
一
「
迦
葉
三
兄
弟
品
」
（T

3
-
8
4
3
c

）
に
基
づ
く
話
で
あ
る
。
『
密
庵
和
尚
語

録
』
（T

4
7
-
9
6
8
a

）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
清
代
の
『
百
丈
清
規
証
義
記
』
巻
七
「
分
衛
」
は
、
こ
の
話
を
取
り
あ
げ
た
う
え
で
、
「
仏
、

禅
機
を
以
て
托
鉢
の
儀
式
と
為
す
こ
と
明
ら
か
な
り
。
今
の
道
に
志
有
る
者
、
托
鉢
の
時
に
当
た
り
て
、
果
た
し
て
能
く
遵
守
し
力

行
し
、
儀
、
仏
世
に
同
じ
な
れ
ば
、
何
ぞ
参
禅
を
礙
げ
ん
（
仏
以
禅
機
為
托
鉢
儀
式
明
矣
。
今
之
有
志
於
道
者
、
当
托
鉢
時
、
果
能
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遵
守
力
行
、
儀
同
仏
世
、
何
礙
参
禅
也
）
」
（X

6
3
-
4
9
2
a
~
b

）
と
記
し
て
い
る
。

（
１
）	

持
鉢
＝
行
乞
・
托
鉢
。
城
市
に
鉢
を
持
っ
て
乞
食
す
る
こ
と
。
『
禅
学
』
（p

.
4
5
9

）
参
照
。
用
例
と
し
て
は
、
『
碧
巌
録
』
第

三
八
則
・
本
則
評
唱
の
「
穴
云
、
和
尚
大
似
持
鉢
不
得
、
詐
道
不
飢
」
（T

4
8
-
1
7
6
b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p

.
8
2

、
末
木
訳
㊥p

.
9
8

）
、

『
大
慧
語
録
』
巻
二
一
「
示
徐
提
刑
」
の
「
紹
興
初
、
予
住
径
山
、
因
持
鉢
呉
門
、
再
得
一
見
」
（T

4
7
-
9
0
0
a
~
b

、
石
井
訳
・

p
.
1
5
3

）
な
ど
。

（
２
）	

須
依
過
去
七
佛
儀
式
＝
「
過
去
七
仏
」
と
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
と
そ
れ
以
前
に
こ
の
世
に
現
れ
た
と
さ
れ
る
七
人
の
仏
。
毘
婆
尸

仏
・
尸
棄
仏
・
毘
舎
浮
仏
・
拘
留
尊
仏
・
拘
那
含
牟
尼
仏
・
迦
葉
仏
の
こ
と
（
『
中
村
』p

.
1
5
5

）
。
「
儀
式
」
と
は
、
仏
事
な
ど
を

行
な
う
作
法
や
式
典
（
『
禅
学
』p

.
1
9
8

）
。
名
前
を
呼
ば
れ
て
咄
嗟
に
返
事
を
す
る
は
た
ら
き
に
こ
そ
、
自
己
の
本
分
の
事
（
仏

性
）
が
丸
ご
と
顕
現
し
て
い
る
。
托
鉢
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
う
し
た
は
た
ら
き
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
よ
と
い
う
の
が
、
「
須
く

過
去
七
仏
の
儀
式
に
依
る
べ
し
」
と
指
示
し
た
釈
尊
の
真
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
毘
婆
尸
仏
か
ら
釈
迦
牟
尼
仏
に
至
る
ま

で
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
３
）	

應
諾
＝
〔
一
五
〕
の
注
（
４
）
参
照
。

〔
二
三
〕　

比
丘
問
仏

世
尊
因
有
比
丘
問
、
我
於
世
尊
法
中
、
見
處
即
有
（
1
）
、
證
處
未
是
（
2
）
。
世
尊
當
何
所
示
。
世
尊
曰
、
比
丘
某
甲
（
3
）
、
當
何
所

示
。
是
汝
此
問
（
4
）
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
比
丘
有
っ
て
問
う
、
「
我
れ
、
世
尊
の
法
中
に
於
い
て
、
見
處
は
即
ち
有
る
も
、
證
處
は
未
だ
是ぜ

な
ら
ず
。
世
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尊
、
當は

た
何
の
示
す
所
ぞ
」
と
。
世
尊
曰
く
、
「
比
丘
某
甲
、
當は

た
何
の
示
す
所
ぞ
。
是
れ
汝
、
此か

く
問
う
」
と
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
〔
あ
る
一
人
の
〕
僧
侶
が
〔
世
尊
に
〕
問
う
た
、
「
私
は
、
世
尊
の
法教

え

に
つ
い

て
、
〔
自
身
の
〕
見け

ん

ち処
は
あ
り
ま
す
が
、
証

悟
る
と
こ
ろ

処
は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
に
尊
き
お
方
よ
、
〔
こ
の
よ
う
な
私
に
対
し

て
〕
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
す
か
」
と
。
世
尊
が
言
っ
た
、
「
比
丘
某な

に
が
し甲

よ
、
『
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
お

示
し
に
な
ら
れ
ま
す
か
』
と
、
〔
ほ
か
な
ら
ぬ
〕
お
ま
え
が
、
こ
う
問
う
て
い
る
」
と
。　

＊

　

※
世
尊
因
有
比
丘
問
…
是
汝
此
問
＝
出
典
不
明
。
密
庵
下
四
世
、
石
渓
心
月
（
？
〜
一
一
五
四
）
の
『
石
渓
心
月
禅
師
語
録
』
巻
中

（X
7
1
-
5
3
a
~
b

）
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
問
う
て
い
る
自
己
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
話
で
あ
ろ
う
。
『
碧

巌
録
』
第
九
則
・
頌
評
唱
な
ど
に
は
「
問
い
は
答
え
の
う
ち
に
あ
り
、
答
え
は
問
い
の
う
ち
に
あ
る
（
問
在
答
処
、
答
在
問
処
）
」

（T
4
8
-
1
5
0
a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p

.
1
5
1

、
末
木
訳
㊤p

.
1
7
9

）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
（
４
）
参
照
。

（
１
）	

見
處
即
有
＝
「
見
処
」
と
は
、
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
見
識
・
見
解
の
こ
と
。
こ
こ
は
、
釈
尊
の
教
え
を
完
全
に
も
の
に
は
で

き
て
い
な
い
が
、
理
解
し
て
い
る
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
見
処
」
の
語
は
、
禅
録
に
お
い
て
様
々
な
文
脈
で
用
い
ら
れ

る
が
、
一
例
と
し
て
は
、
『
碧
巌
録
』
第
二
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
〔
巌
〕
頭
云
、
你
若
実
如
此
、
拠
你
見
処
、
一
一
通
来
。
是
処
我

与
你
証
明
、
不
是
処
与
你
剗
却
」
（T

4
8
-
1
6
2
c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p

.
2
9
1

、
末
木
訳
㊤p

.
3
6
8

）
と
あ
る
。

（
２
）	

證
處
未
是
＝
「
証
」
と
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
前
注
で
触
れ
た
通
り
、
こ
こ
は
、
釈
尊
の
教
え
を
自

み
ず
か

ら
の
身
心
に
お
い
て
実

現
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
証
処
」
の
用
例
は
、
『
大
慧
語
録
』
巻
二
五
「
答
曽
待
郎
」
の

「
悟
則
須
直
到
古
人
親
証
処
、
方
為
大
休
歇
之
地
」
（T

4
7
-
9
1
6
b

、
荒
木
訳
・p

.
4

）
な
ど
。

（
３
）	

某
甲
＝
『
漢
語
』
に
「
①
称
人
的
代
詞
。
多
用
于
避
諱
、
設
言
或
失
名
等
。
②
自
称
之
代
詞
」
（
㊤p

.
2
5
2
2

）
と
あ
る
。
一
人
称
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と
三
人
称
の
両
方
の
意
味
を
持
つ
言
葉
で
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
文
脈
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
①
の
場
合
は
「
な
に
が
し
」

と
な
り
、
②
の
場
合
は
「
そ
れ
が
し
」
と
な
る
。
こ
こ
は
前
者
の
意
味
で
あ
る
。

（
４
）	

世
尊
曰
、
比
丘
某
甲
、
當
何
所
示
。
是
汝
此
問
＝
「
当は

た
何
の
示
す
所
ぞ
」
と
問
い
か
け
る
行
為
そ
の
も
の
に
既
に
仏
性
の
妙
用

が
顕
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
比
丘
の
問
い
か
け
の
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
気
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
釈
尊
の

真
意
で
あ
ろ
う
。
「
問
う
て
い
る
汝
自
身
が
仏
な
の
だ
」
と
い
う
問
答
は
、
禅
録
に
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
珠
慧
海
が
馬
祖

道
一
に
「
阿い

ず

れ

那
箇
か
是
れ
慧そ

れ
が
し海

が
自
家
の
宝
蔵
（
阿
那
箇
是
慧
海
自
家
宝
蔵
）
」
と
問
う
た
の
に
対
し
、
馬
祖
の
答
え
は
、
「
即
今

0

0

、

我
れ
に
問
う
者

0

0

0

0

0

0

、
是
れ
汝
が
宝
蔵
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

。
一
切
具
足
し
て
、
更
に
欠か

く少
る
無
く
、
使も

ち用
う
る
こ
と
自
在
な
り
。
何
ぞ
外
に
向
か
い
て

求も

と覓
む
る
を
仮
ら
ん
（
即
今
問
我
者
、
是
汝
宝
蔵
。
一
切
具
足
、
更
無
欠
少
、
使
用
自
在
。
何
仮
向
外
求
覓
）
」
（
『
馬
祖
道
一
禅
師

広
録
』X

6
9
-
3
c

、
入
矢
訳
・p

.
5
5

）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
類
の
問
答
を
圜
悟
克
勤
の
思
想
的
立
場
と
と
も
に
論
じ
た

も
の
に
、
小
川
隆
『
続
・
語
録
の
こ
と
ば
―
『
碧
巌
録
』
と
宋
代
の
禅
』
第
三
章
「
一
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
」
（
禅
文
化
研
究

所
・
二
〇
一
〇
・p

.
1
0
8
~
1
2
0
）
が
あ
る
。

〔
二
四
〕　

商
人
供
養
仏

世
尊
成
道
後
、
在
逝
多
林
（
1
）
中
一
樹
下
跏
趺
（
2
）
而
坐
。
有
二
商
人
、
以
五
百
乗
車
經
過
林
畔
、
有
二
車
牛
不
肯
前
進
。
商
人

乃
訝
見
之
。
山
神
報
言
、
林
中
有
聖
人
成
道
、
經
逾
四
十
九
日
未
食
。
汝
當
供
養
（
3
）
。
商
人
入
林
、
果
見
一
人
端
然
（
4
）
不
動
。

乃
問
曰
、
爲
是
（
5
）
梵
王
（
6
）
邪
、
帝
釋
（
7
）
邪
、
山
神
邪
、
河
神
邪
。
世
尊
微
笑
、
舉
袈
裟
（
8
）
角
示
之
（
9
）
。
商
人
頂
禮
（
10
）
、
遂

陳
供
養
（
11
）
。

＊
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世
尊
、
成
道
の
後
、
逝せ

い

多た

林り
ん

中
の
一
樹
下
に
在
っ
て
跏
趺
し
て
坐
す
。
二
商
人
有
っ
て
、
五
百
の
乗
車
を
以
て
林
畔
を
經
過
す

る
に
、
二
車
の
牛
有
っ
て
肯
え
て
前
進
せ
ず
。
商
人
、
乃
ち
訝

い
ぶ
か

っ
て
之
を
見
る
。
山
神
、
報
じ
て
言
う
、
「
林
中
に
聖
人
有
っ

て
成
道
し
、
四
十
九
日
を
經け

い

逾ゆ

す
る
も
未
だ
食
せ
ず
。
汝
、
當
に
供
養
す
べ
し
」
と
。
商
人
、
林
に
入
り
、
果
た
し
て
一
人
の

端
然
と
し
て
動
ぜ
ざ
る
を
見
る
。
乃
ち
問
い
て
曰
く
、
「
爲

は

是
た
梵
王
か
、
帝
釋
か
、
山
神
か
、
河
神
か
」
と
。
世
尊
、
微
笑

し
て
、
袈
裟
の
角
を
舉
げ
て
之
に
示
す
。
商
人
、
頂
禮
し
て
、
遂
に
供
養
を
陳の

ぶ
。

＊

　

世
尊
は
成
道
し
て
後
、
逝
多
林
の
な
か
の
一
樹
の
下
で
結
跏
趺
坐
し
て
坐
禅
し
て
い
た
。
二
人
の
商
人
が
五
百
台
の
車
輌
で

〔
逝
多
〕
林
の
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
た
と
き
、
二
台
の
車
の
牛
が
前
へ
進
も
う
と
し
な
く
な
っ
た
。
商
人
た
ち
が
不
審
げ
に
牛
を

見
て
い
る
と
、
〔
そ
こ
に
〕
山
の
神
が
〔
現
れ
て
、
商
人
た
ち
に
〕
告
げ
て
言
っ
た
、
「
成
道
し
て
四
十
九
日
を
過
ぎ
た
の
に
、

ま
だ
食
事
を
と
っ
て
い
な
い
聖
人
が
、
〔
こ
の
逝
多
〕
林
の
な
か
に
お
ら
れ
る
。
お
ま
え
た
ち
は
〔
こ
の
聖
人
に
食
事
を
〕
供

養
し
な
さ
い
」
と
。
〔
か
く
て
〕
商
人
た
ち
は
、
〔
逝
多
〕
林
に
入
り
、
果
た
し
て
一
人
の
人
が
端
然
と
し
て
〔
精
神
を
乱
さ
ず

に
〕
動
か
な
い
で
い
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
、
〔
商
人
た
ち
は
、
そ
の
人
に
〕
問
う
て
言
っ
た
、
「
〔
あ
な
た
は
〕
大
梵
天
で
す

か
、
そ
れ
と
も
帝
釈
天
で
す
か
、
そ
れ
と
も
山
の
神
で
す
か
、
そ
れ
と
も
河
の
神
で
す
か
」
と
。
世
尊
は
、
微
笑
ん
で
、
〔
身

に
纏
っ
て
い
た
〕
袈
裟
の
端
を
〔
摘つ

ま

み
〕
挙
げ
て
彼
ら
に
示
し
た
。
商
人
た
ち
は
、
〔
世
尊
の
足
も
と
に
ひ
れ
伏
し
て
〕
礼
拝

し
、
そ
し
て
供
養
〔
す
る
食
事
〕
を
〔
世
尊
の
目
の
ま
え
に
〕
並
べ
た
。

＊

　

※
世
尊
成
道
後
…
遂
陳
供
養
＝
『
方
広
大
荘
厳
経
』
巻
一
〇
「
商
人
蒙
記
品
」
（T

3
-
6
0
1
c
~
6
0
2
a

）
に
基
づ
く
話
で
あ
る
。
『
北
山

録
』
巻
八
の
慧
宝
の
注
釈
に
は
「
仏
、
初
め
成
道
す
る
に
、
帝
履
富
婆
長
者
、
将
に
五
百
の
乗
車
も
て
賈
販
せ
ん
と
し
て
山
下
に
至
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る
に
、
風
雨
甚
だ
し
。
山
神
、
之
に
告
ぐ
、
『
如
来
、
成
道
す
。
往
き
て
供
養
す
可
し
』
と
。
遂
に
山
に
至
る
な
り
（
仏
初
成
道
、

帝
履
富
婆
長
者
、
将
五
百
乗
車
賈
販
至
山
下
、
風
雨
甚
。
山
神
告
之
。
如
来
成
道
。
可
往
供
養
。
遂
至
山
也
）
」
（T

5
2
-
6
2
2
c

）
と

あ
る
。
他
に
『
大
唐
西
域
記
』
巻
八
「
摩
掲
陀
国
」
章
に
類
似
の
話
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
「
麨
蜜
」
を
供
養
し
た
と
さ
れ
る

（T
5
1
-
9
1
7
c

）
。
禅
録
で
は
、
無
準
師
範
の
法
嗣
、
西
巌
了
慧
（
一
一
九
八
〜
一
二
六
二
）
の
『
西
巌
了
慧
禅
師
語
録
』
巻
上

（X
7
0
-
4
8
9
c

）
な
ど
で
、
こ
の
話
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）	

逝
多
林
＝
祇
陀
林
。
祇
樹
給
孤
独
園
。
給
孤
独
（
孤
独
者
に
食
を
施
す
者
）
と
呼
ば
れ
た
須
達
長
者
が
買
い
と
り
、
釈
尊
の
教
団

に
精
舎
用
地
と
し
て
提
供
し
た
場
所
。
拘
薩
羅
国
の
舎
衛
城
南
部
に
あ
り
、
初
期
教
団
の
中
心
拠
点
の
一
つ
と
し
て
栄
え
た
。
『
禅

学
』
「
逝
多
林
」
条
（p

.
6
4
7

）
、
「
祇
樹
給
孤
独
園
」
条
（p

.
1
9
9

）
参
照
。

（
２
）	

跏
趺
＝
坐
法
の
一
つ
で
、
結
跏
趺
坐
の
略
。
足
の
甲
を
交
わ
ら
せ
、
互
い
に
反
対
の
足
の
腿
の
上
に
乗
せ
る
こ
と
。
足
を
結
ん
だ

よ
う
な
形
を
し
た
状
態
を
い
う
。
左
右
の
足
の
上
下
の
違
い
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
。
右
足
で
左
足
を
圧
す
る
形
は
悟
り
を
開
い

た
者
の
坐
で
「
吉
祥
坐
」
と
い
い
、
そ
の
反
対
の
形
は
修
行
中
の
者
の
坐
で
「
降
魔
坐
」
と
い
う
。
吉
祥
坐
は
「
蓮
華
坐
」
と
も
い

う
。
『
中
村
』
「
跏
趺
」
条
（p

.
1
5
4

）
、
『
岩
波
』
「
結
跏
趺
坐
」
条
（p

.
2
7
5

）
参
照
。

（
３
）	

供
養
＝
原
語
は
、
敬
意
を
も
っ
て
懇
ろ
に
も
て
な
す
こ
と
。
特
に
神
々
・
祖
霊
や
動
植
物
の
霊
・
尊
敬
す
べ
き
人
な
ど
に
対
し
、

供
犠
や
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
敬
意
を
表
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
仏
教
で
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
や
父
母
・

師
長
・
亡
者
な
ど
に
、
香
華
・
灯
明
・
飲
食
・
資
材
な
ど
の
物
を
捧
げ
る
こ
と
を
い
う
。
『
岩
波
』
（p

.
2
6
0

）
参
照
。

（
４
）	

端
然
＝
『
漢
語
』
に
「
荘
重
整
粛
貌
（
端
正
で
落
ち
着
き
が
あ
っ
て
厳
粛
な
さ
ま
）
」
と
あ
る
（
㊥p

.
4
8
9
4

）
。

（
５
）	

爲
是
＝
『
中
国
語
』
に
「
（
為
是
…
為
是
…
と
連
用
し
て
）
…
か
、
そ
れ
と
も
…
か
」
（p

.
3
1
9
6

）
と
あ
る
。
蒋
礼
鴻
『
敦
煌
變

文
字
義
通
釈
』
は
、
「
為
当 

為
復 

為
是 

当
為
」
に
つ
い
て
「
『
還
是
』
、
用
在
選
択
問
句
中
的
連
詞
」
と
解
説
す
る
（
上
海
古
籍
出

版
社
・
一
九
八
八
・p

.
4
7
9

）
。

（
６
）	

梵
王
＝
梵
天
の
王
。
初
禅
天
の
王
で
あ
る
大
梵
天
の
こ
と
で
、
帝
釈
天
と
と
も
に
護
法
神
と
さ
れ
た
。
『
中
村
』
「
梵
王
」
条

（p
.
1
2
7
0

）
、
「
梵
天
」
条
（p

.
1
2
7
2

）
参
照
。
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
二
「
仏
成
道
涅
槃
」
条
の
仏
伝
に
「
梵
天
と
帝
釈
が
〔
釈
尊
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に
対
し
、
悟
る
と
こ
ろ
を
広
く
開
示
す
る
よ
う
〕
懇
ろ
に
三
た
び
請
う
た
の
で
、
そ
こ
で
〔
釈
尊
は
〕
鹿ろ

く

野や

苑お
ん

に
出
向
き
、
〔
声

聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
た
め
の
〕
三
乗
教
で
も
っ
て
大
い
な
る
法教

え輪
を
説
い
た
（
梵
天
帝
釈
殷
勤
三
請
、
乃
詣
鹿
苑
、
以
三
乗
教
転
大

法
輪
）
」
（T

4
8
-
1
1
1
6
c

）
と
あ
る
よ
う
に
、
成
道
後
の
釈
尊
に
対
し
、
帝
釈
天
と
と
も
に
、
衆
生
に
広
く
教
え
を
説
き
示
す
よ
う

懇
請
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
般
に
「
梵
天
勧
請
」
と
称
す
る
。

（
７
）	
帝
釋
＝
イ
ン
ド
ラ
神
。
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
に
お
け
る
最
も
有
力
な
神
で
あ
っ
た
が
、
後
に
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
梵
天
と
と
も
に

仏
法
を
守
護
す
る
神
と
さ
れ
た
。
忉
利
天
の
主
で
、
須
弥
山
頂
の
喜
見
城
に
住
む
と
さ
れ
る
。
『
中
村
』
（p

.
9
0
4

）
、
前
注
（
６
）

参
照
。

（
８
）	

袈
裟
＝
出
家
し
た
僧
侶
が
着
用
す
る
衣
服
の
こ
と
で
、
釈
尊
も
こ
れ
を
身
に
纏
っ
て
い
た
。
僧
侶
の
衣
は
、
元
来
、
塵
埃
の
集
積

所
や
墓
地
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
布
の
断
片
を
縫
い
合
わ
せ
て
作
る
糞ふ

ん

掃ぞ
う

衣え

（
衲
衣
）
が
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
衣
服
に
対
す
る
欲
望

を
制
す
る
た
め
に
、
一
般
の
在
家
者
が
顧
み
な
い
布
の
小
片
を
綴
り
合
わ
せ
て
染
色
し
た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。
縫
い
合
わ
せ
た
布

片
の
数
に
よ
っ
て
、
五
条
・
七
条
・
九
条
・
十
三
条
・
十
五
条
・
二
十
五
条
等
に
区
別
さ
れ
、
九
条
以
上
を
大
衣
（
僧
伽
梨
）
、
七

条
を
上
衣
（
鬱
多
羅
僧
）
、
五
条
を
内
衣
（
安
陀
会
）
と
称
し
て
三
衣
に
区
別
す
る
。
『
岩
波
』
（p

.
2
7
1

）
、
『
禅
学
』
（p

.
2
6
8

）
参

照
。
後
世
、
禅
門
に
お
い
て
は
、
袈
裟
は
単
な
る
制
服
で
は
な
く
、
嗣
法
の
象
徴
と
い
う
重
大
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
六
祖
慧
能
に
対
し
て
頓
悟
の
教
え
と
衣
（
袈
裟
）
・
鉢
（
食
器
）
を
授
け
た
際
の
五
祖
弘
忍
の
言
葉
の
な
か
に
、
「
昔
、
達

磨
大
師
、
初
め
て
此
の
土
に
来
た
る
に
、
人
未
だ
之
を
信
ぜ
す
。
故
に
此
の
衣
を
伝
え
て
、
以
て
信
体
と
為
し
、
代
代
相
承
せ
し
む
。

法
は
則
ち
以
心
伝
心
し
て
、
皆
な
自
悟
自
解
せ
し
む
。
古
自よ

り
仏
と
仏
と
惟た

だ
本
体
を
伝
え
、
師
と
師
と
密
に
本
心
を
付
す
（
昔
達

磨
大
師
、
初
来
此
土
、
人
未
之
信
。
故
伝
此
衣
、
以
為
信
体
、
代
代
相
承
。
法
則
以
心
伝
心
、
皆
令
自
悟
自
解
。
自
古
仏
仏
惟
伝
本

体
、
師
師
密
付
本
心
）
」
（
『
六
祖
壇
経
』T

4
8
-
3
4
9
a
~
b

、
柳
田
訳
・p

.
7
7

）
と
い
う
件
り
が
見
ら
れ
る
。
袈
裟
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

井
筒
雅
風
『
法
衣
史
』
（
雄
山
閣
出
版
・
一
九
七
四
）
、
『
高
僧
と
袈
裟
』
（
京
都
国
立
博
物
館
・
二
〇
一
〇
）
な
ど
を
参
照
。

（
９
）	

舉
袈
裟
角
示
之
＝
袈
裟
の
角
を
摘つ

ま

み
あ
げ
る
と
い
う
所
作
に
つ
い
て
は
、
「
玄
沙
到
県
」
の
話
に
見
え
る
小
塘
長
老
の
そ
れ
が
広

く
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
従
容
録
』
第
八
一
則
・
本
則
に
「
玄
沙
、
蒲
田
県
に
到
る
に
、
百
戯
し
て
之
を
迎
う
。
次
日
、
小
塘
長
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老
に
問
う
、
『
昨
日
の
許
多
の
喧
鬧
、
甚い

ず

こ

麼
処
に
去
る
や
』
と
。
小
塘
、
袈
裟
の
角
を
提
起
す

0

0

0

0

0

0

0

0

。
沙
云
う
、
『

挑

ま

っ

た

く
没ま

と

は

ず

れ

交
渉
』
と

（
玄
沙
到
蒲
田
県
、
百
戯
迎
之
。
次
日
問
小
塘
長
老
、
昨
日
許
多
喧
鬧
、
向
甚
麼
処
去
也
。
小
塘
提
起
袈
裟
角
。
沙
云
、

挑
没
交

渉
）
」
（T

4
8
-
2
7
9
b

）
と
あ
る
が
、
こ
の
話
に
所
謂
「
袈
裟
の
角
を
提
起
す
」
と
い
う
行
為
は
、
「
昨
日
の
喧
騒
は
今
日
の
静
け
さ

と
な
っ
て
、
い
ま
・
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
を
無
言
の
所
作
に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
秋
野
孝
道

『
従
容
録
講
話
』
丙
午
出
版
社
な
ど
）
。
こ
こ
〔
二
四
〕
の
場
合
は
、
釈
尊
が
、
自

み
ず
か

ら
が
出
家
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
「
袈
裟
の
角

を
挙
げ
」
る
と
い
う
無
言
の
所
作
の
う
ち
に
込
め
、
商
人
た
ち
に
示
唆
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
じ
所
作
に
込
め

ら
れ
た
意
そ
の
も
の
は
異
な
る
も
の
の
、
玄
沙
の
問
い
に
対
し
て
間
髪
を
い
れ
ず
に
袈
裟
の
角
を
摘つ

ま

み
あ
げ
、
玄
沙
が
言
葉
の
う
え

で
は
「
全
く
見
当
は
ず
れ
」
だ
と
し
な
が
ら
も
小
塘
長
老
を
認
め
た
こ
と
と
、
何
者
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
た
釈
尊
が
微
笑
し
て
袈
裟

の

角

を

摘つ
ま

み
あ
げ
、
こ
れ
に
対
し
て
商
人
た
ち
が
礼
拝
し
供
養
の
食
事
を
並
べ
た
こ
と
と
は
、
言
葉
を
超
え
て
互
い
の
心
が
通
じ

合
っ
た
や
り
と
り
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

（
10
）	

頂
禮
＝
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
高
の
敬
礼
法
で
、
尊
者
の
足
下
に
ひ
れ
伏
し
、
頭
の
先
を
地
に
つ
け
る
。
仏
教
で
も
仏
の
両
足

に
頭
を
つ
け
る
こ
と
を
「
頂
礼
仏
足
」
と
い
い
、
両
手
・
両
足
・
頭
を
地
に
つ
け
る
五
体
投
地
は
最
上
の
敬
礼
法
と
さ
れ
る
。
『
岩

波
』
（p

.
7
2
1

）
参
照
。

（
11
）	

陳
供
養
＝
「
陳
」
は
「
並
べ
る
。
陳
列
す
る
」
（
『
中
国
語
』p

.
3
7
8

）
と
い
う
意
味
。
無
著
道
忠
『
左
觽
』
巻
四
「
鋪
陳
供
養
」

条
に
は
「
古
解
曰
、
香
華
・
燈
燭
・
茶
湯
等
也
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
「
鋪
陳
」
の
個
所
に
は
「
シ
キ
ツ
ラ
ヌ
」
と
い
う
振
り

仮
名
が
見
え
る
（p

.
6
3

）
。

〔
二
五
〕　

耆
婆
別
音
響

世
尊
因
耆
婆
（
1
）
善
別
音
響
。
至
一
塚
（
2
）
間
、
見
五
髑
髏
、
乃
敲
一
髑
髏
問
耆
婆
、
此
生
何
處
。
曰
、
此
生
人
道
（
3
）
。
世
尊
又
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敲
一
曰
、
此
生
何
處
。
曰
、
此
生
天
道
（
3
）
。
世
尊
又
別
敲
一
問
、
此
生
何
處
。
耆
婆
罔
知
生
處
（
4
）
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
耆ぎ

婆ば

、
善
く
音
響
を
別わ

か

つ
。
一
塚
間
に
至
り
、
五
の
髑
髏
を
見
て
、
乃
ち
一
の
髑
髏
を
敲た

た

き
て
耆ぎ

婆ば

に
問
う
、

「
此
れ
何い

ず

れ
の
處
に
か
生
ず
」
と
。
曰
く
、
「
此
れ
人
道
に
生
ず
」
と
。
世
尊
、
又
た
一
を
敲た

た

き
て
曰
く
、
「
此
れ
何い

ず

れ
の
處
に

か
生
ず
」
と
。
曰
く
、
「
此
れ
天
道
に
生
ず
」
と
。
世
尊
、
又
た
別
に
一
を
敲た

た

き
て
問
う
、
「
此
れ
何い

ず

れ
の
處
に
か
生
ず
」
と
。

耆ぎ

婆ば

、
生
ず
る
處
を
知
る
こ
と
罔な

し
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
耆
婆
は
音
の
響
き
を
う
ま
く
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔
世
尊
は
〕
一
基
の

墓
の
間
に
入
り
、
五
つ
の
髑
髏
を
見
て
、
〔
そ
の
う
ち
の
〕
一
つ
の
髑
髏
を
敲た

た

き
、
〔
耆
婆
に
向
か
っ
て
、
こ
う
〕
言
っ
た
、

「
こ
れ
は
何
処
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
か
」
と
。
〔
そ
の
響
き
を
聞
い
て
、
耆
婆
が
〕
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
人
間
界
に
生
ま
れ
か
わ

り
ま
し
た
」
と
。
世
尊
は
、
再
び
〔
別
の
〕
一
つ
〔
の
髑
髏
〕
を
敲た

た

い
て
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
何
処
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
か
」

と
。
〔
耆
婆
が
〕
言
っ
た
、
「
こ
れ
は
天
上
界
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
」
と
。
世
尊
は
、
さ
ら
に
別
の
一
つ
を
敲た

た

い
て
問
う
た
、

「
こ
れ
は
何
処
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
か
」
と
。
耆
婆
は
、
〔
そ
の
響
き
を
聞
い
て
も
、
そ
れ
が
〕
生
ま
れ
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
分

か
ら
な
か
っ
た
。

＊

　

※
世
尊
因
耆
婆
善
別
音
響
…
罔
知
生
處
＝
『
増
一
阿
含
経
』
巻
二
〇
「
声
聞
品
」
（T

2
-
6
5
0
c
~
6
5
2
a

）
に
基
づ
く
話
。
た
だ
し
、
『
増

一
阿
含
経
』
で
は
、
「
耆
婆
」
で
は
な
く
「
鹿
頭
梵
志
」
と
な
っ
て
い
る
。
永
明
延
寿
『
心
賦
注
』
巻
四
（X

6
3
-
1
4
1
b

）
や
、
大

慧
下
三
世
、
北
礀
居
簡
（
一
一
六
四
〜
一
二
四
六
）
の
『
北
礀
居
簡
禅
師
語
録
』
（X

6
9
-
6
6
3
a

）
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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（
１
）	

耆
婆
＝
長
寿
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
「
耆
婆
天
」
の
こ
と
か
（
『
翻
訳
名
義
集
』
巻
二
・T

5
4
-
1
0
7
8
a

）
、
名
医
と
し
て
知
ら
れ

た
「
耆
婆
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
耆
婆
は
、
頻び

ん

婆ば

娑し
ゃ

羅ら

（
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
）
王
と
娼
婦
奈
女
と
の
間
に
生
ま
れ
、
無
畏
（
ア
バ
ヤ
）

王
子
の
庇
護
の
も
と
育
て
ら
れ
た
。
後
に
、
タ
キ
シ
ラ
（
パ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
に
あ
っ
た
古
代
都
市
）
で
賓
迦
羅
（
ピ
ン
ガ
ラ
）
に

つ
い
て
医
道
を
学
び
、
名
医
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
信
者
と
し
て
篤
く
釈
尊
を
外
護
し
た
。
『
㮈
女
祇
域
因
縁
経
』
（
『
大

正
蔵
』
第
一
四
冊
・N

o
.
5
5
3

）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）	

塚
＝
『
漢
語
』
に
「
墳
墓
」
（
㊤p

.
1
2
4
0

）
と
あ
る
。
高
く
盛
り
上
げ
た
墓
の
こ
と
。

（
３
）	

人
道
／
天
道
＝
そ
れ
ぞ
れ
六
道
・
三
善
道
の
一
つ
。
六
道
と
は
、
衆
生
が
業ご

う

に
よ
っ
て
赴
く
と
こ
ろ
の
生
存
状
態
。
そ
の
業ご

う

に

よ
っ
て
生
死
を
繰
り
返
し
て
流
転
す
る
六
つ
の
世
界
で
、
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
道
を
い
う
。
三
善

道
と
は
、
そ
の
う
ち
の
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
道
を
い
う
。
『
中
村
』
「
三
善
道
」
条
（p

.
4
8
0

）
、
「
六
道
」
条
（p

.
1
4
5
7

）
参
照
。

（
４
）	

罔
知
生
處
＝
理
由
に
つ
い
て
は
、
出
典
で
あ
る
『
増
一
阿
含
経
』
巻
二
〇
「
声
聞
品
」
に
、

爾
の
時
、
東
方
の
境
界
普
香
山
の
南
に
優
陀
延
比
丘
有
り
、
無
余
涅
槃
界
に
於
い
て
般
涅
槃
を
取
れ
り
。
爾
の
時
、
世
尊
、
臂

を
屈
申
す
る
頃

あ
い
だ

に
、
往
き
て
彼
の
髑
髏
を
取
り
、
来
た
り
て
梵
志
に
授
与
し
、
梵
志
に
問
い
て
曰
く
、
「
男
な
る
や
、
女
な
る

や
」
と
。
是
の
時
、
梵
志
、
復
た
手
を
以
て
之
を
擊
ち
、
世
尊
に
白も

う

し
て
言
う
、
「
我
れ
此
の
髑
髏
を
観
る
に
、
元

も

本
と
亦

ま

復

た
男
に
非
ず
、
又

ま

復
た
女
に
非
ず
。
然
る
所ゆ

え

ん以
は
、
我
れ
此
の
髑
髏
を
観
る
に
、
亦
た
生
を
見
ず
、
亦
た
断
を
見
ず
、
亦
た
周

旋
往
来
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。
然
る
所ゆ

え

ん以
は
、
八
方
上
下
を
観
る
に
、
都す

べ

て
音
嚮
無
け
れ
ば
な
り
。
我
れ
今
、
世
尊
よ
、
未
だ
此

の
人
は
是
れ
誰
の
髑
髏
な
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
」
と
。
世
尊
、
告
げ
て
曰
く
、
「
止
み
な
ん
、
止
み
な
ん
、
梵
志
よ
、
汝
、

竟つ
い

に
是
れ
誰
の
髑
髏
な
る
か
を
識
ら
ず
。
汝
、
当
に
之
を
知
る
べ
し
。
此
の
髑
髏
は

0

0

0

0

0

、
終
わ
り
無
く

0

0

0

0

0

、
始
め
無
く

0

0

0

0

、
亦
た
生
死

0

0

0

0

無
く

0

0

、
亦
た
八
方
上
下
に

0

0

0

0

0

0

0

適ゆ

く
可
き
所
の
処
無
し

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
れ
は
是
れ
東
方
境
界
の
普
香
山
の
南
の
優
陀
延
比
丘
に
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
無
余
涅

0

0

0

槃
界
に
於
い
て
般
涅
槃
を
取
れ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
是
れ
阿
羅
漢
の
髑
髏
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
（
爾
時
、
東
方
境
界
普
香
山
南
有
優
陀
延
比
丘
、
於
無
余
涅

槃
界
而
取
般
涅
槃
。
爾
時
世
尊
、
屈
申
臂
頃
、
往
取
彼
髑
髏
、
来
授
与
梵
志
、
問
梵
志
曰
、
男
耶
、
女
耶
。
是
時
梵
志
、
復
以

手
擊
之
、
白
世
尊
言
、
我
観
此
髑
髏
、
元
本
亦
復
非
男
、
又
復
非
女
。
所
以
然
者
、
我
観
此
髑
髏
、
亦
不
見
生
、
亦
不
見
断
、
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亦
不
見
周
旋
往
来
。
所
以
然
者
、
観
八
方
上
下
、
都
無
音
嚮
。
我
今
世
尊
、
未
審
此
人
是
誰
髑
髏
。
世
尊
告
曰
、
止
、
止
、
梵

志
、
汝
竟
不
識
是
誰
髑
髏
。
汝
当
知
之
。
此
髑
髏
者
、
無
終
、
無
始
、
亦
無
生
死
、
亦
無
八
方
上
下
所
可
適
処
。
此
是
東
方
境

界
普
香
山
南
優
陀
延
比
丘
、
於
無
余
涅
槃
界
取
般
涅
槃
、
是
阿
羅
漢
之
髑
髏
也
。
）
（T

2
-
6
5
1
c

）

　
　

と
あ
る
。
髑
髏
の
響
き
を
聞
い
て
も
生
ま
れ
か
わ
っ
た
先
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
、
涅
槃
に
入
っ
て
「
生
死
（
輪
廻
）
」

を
脱
し
た
阿
羅
漢
の
髑
髏
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

〔
二
六
〕　

放
下
著

世
尊
因
黒
氏
梵
（
1
）
志
運
神
力
、
以
左
右
手
擎
合
歡
（
2
）
梧
桐
（
3
）
花
兩
株
、
來
供
養
佛
。
佛
召
仙
人
、
梵
志
應
諾
。
佛
曰
、
放
下

著
（
4
）
。
梵
志
遂
放
下
左
手
一
株
花

（
校
一
）。

佛
又
召
仙
人
、
放
下
著
。
梵
志
又
放
下
右
手
一
株
花

（
校
一
）。

佛
又
召
仙
人
、
放
下
著
。
梵
志

曰
、
世
尊
、
我
今
兩
手
皆
空
。
更
教
放
下
箇
甚
麼
。
佛
曰
、
吾
非
教
汝
放
捨
其
花

（
校
一
）。

汝
當
放
捨
外
六
塵
（
5
）
、
内
六
根
（
6
）
、
中

六
識
（
7
）
。
一
時
捨
却
、
無
可
捨
處
。
是
汝
免
生
死
處
（
8
）
。
梵
志
於
言
下
悟
無
生
忍
（
9
）
。

【
校
注
】　

（
一
）
花
＝
嘉
興
蔵
本
は
「
華
」
に
作
る
。

＊

世
尊
、
因ち

な

み
に
黒こ

く

氏し

梵ぼ
ん

志し

、
神
力
を
運め

ぐ

ら
し
、
左
右
の
手
を
以
て
合ご

う

歡か
ん

と
梧ご

桐ど
う

の
花
兩
株
を
擎さ

さ

げ
、
來
た
っ
て
佛
に
供
養
す
。

佛
、
「
仙
人
」
と
召よ

ぶ
や
、
梵ぼ

ん

志し

、
應
諾
す
。
佛
曰
く
、
「
放
下
著
せ
よ
」
と
。
梵ぼ

ん

志し

、
遂
に
左
手
の
一
株
の
花
を
放
下
す
。
佛
、

又
た
「
仙
人
」
と
召よ

び
、
「
放
下
著
せ
よ
」
と
。
梵ぼ

ん

志し

、
又
た
右
手
の
一
株
の
花
を
放
下
す
。
佛
、
又
た
「
仙
人
」
と
召よ

び
、

「
放
下
著
せ
よ
」
と
。
梵ぼ

ん

志し

曰
く
、
「
世
尊
、
我
れ
今
、
兩
手
皆
な
空
な
り
。
更
に
箇
の
甚な

に麼
を
か
放
下
せ
し
む
」
と
。
佛
曰
く
、

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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「
吾
れ
、
汝
を
し
て
其
の
花
を
放
捨
せ
し
む
る
に
非
ず
。
汝
、
當
に
外
の
六
塵
、
内
の
六
根
、
中
の
六
識
を
放
捨
す
べ
し
。
一

時
に
捨
却
し
て
、
捨
つ
可
き
處
無
し
。
是
れ
汝
が
生
死
を
免
る
る
處
な
り
」
と
。
梵ぼ

ん

志し

、
言
下
に
無
生
忍
を
悟
る
。

＊

　

世
尊
〔
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
〕
。
黒
氏
梵
志
は
、
神
通
力
を
駆
使
し
、
左
右
の
両
手
で
合
歡
と
梧
桐
の
花
を
二

株
捧
げ
て
仏
に
供
養
し
に
来
た
。
仏
が
「
仙
人
」
と
呼
ぶ
と
、
梵
志
は
、
〔
「
ハ
イ
」
と
〕
応
答
し
た
。
仏
が
言
っ
た
、
「
手
放

し
な
さ
い
」
と
。
梵
志
は
、
左
手
に
持
っ
た
一
株
の
花
を
下
に
置
い
た
。
仏
が
、
再
び
「
仙
人
」
と
呼
び
、
「
手
放
し
な
さ

い
」
と
〔
言
っ
た
〕
。
梵
志
は
、
再
び
右
手
に
持
っ
た
一
株
の
花
を
下
に
置
い
た
。
仏
が
、
さ
ら
に
「
仙
人
」
と
呼
び
、
「
手
放

し
な
さ
い
」
と
〔
言
っ
た
〕
。
梵
志
が
言
っ
た
、
「
世
に
尊
き
お
方
よ
、
私
は
今
、
両
手
に
何
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
何

を
手
放
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
す
か
」
と
。
仏
が
言
っ
た
、
「
私
は
、
お
ま
え
に
そ
の
花
を
手
放
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。
お

ま
え
は
、
〔
自
己
の
〕
外
〔
側
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
〕
の
六
塵
と
内
〔
側
に
具
わ
る
と
こ
ろ
〕
の
六
根
、
〔
そ
し
て
自
己
の
〕
中

〔
で
作
用
す
る
と
こ
ろ
〕
の
六
識
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
度
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
も
う
捨
て
る
余
地
が
な
い
。

こ
れ
こ
そ
お
ま
え
が
生
死
〔
の
苦
し
み
〕
を
免
れ
る
と
こ
ろ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
。
梵
志
は
、
言
下
に
、
〔
一
切
の
も
の
が

固
有
の
性
質
を
持
た
ず
に
空
で
あ
り
、
生
滅
変
化
を
超
え
て
い
る
と
い
う
〕
無
生
法
忍
〔
の
境
地
を
〕
を
悟
っ
た
。

＊

　

※
世
尊
因
黒
氏
梵
志
…
悟
無
生
忍
＝
『
仏
説
黒
氏
梵
志
経
』
（
『
大
正
蔵
』
第
一
四
冊
・N

o
.
5
8
3

）
に
基
づ
き
、
禅
家
が
改
変
し
た
話

で
あ
ろ
う
。
『
虚
堂
録
』
巻
九
に
見
え
（T

4
7
-
1
0
5
7
c

）
、
『
犂
耕
』
巻
二
八
「
擎
合
歡
梧
桐
花
」
条
（p

.
5
6
~
5
7

）
に
詳
し
い
解
説

が
見
ら
れ
る
。

（
１
）	

黒
氏
梵
志
＝
梵
志
は
婆
羅
門
。
黒
氏
は
そ
の
姓
。
黒
姓
を
名
乗
る
婆
羅
門
。
『
禅
学
』
（p

.
3
3
4

）
参
照
。 
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（
２
）	

合
歡
＝
合
歓
木
。
一
般
に
「
ネ
ム
ノ
キ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
無
著
道
忠
は
、
「
『
本
草
綱
目
』
卅三

十

五
下 

三
丈 

に
曰
く
」
と
し
て
、

「
合
歓
、
こ
の
樹
の
葉
は
、
皁さ

い

莢か
ち

及
び
槐

え
ん
じ
ゆ〔

の
樹
の
葉
〕
に
似
て
い
て
極
め
て
細ほ

そ

い
。
五
月
に
花
が
発ひ

ら

き
、
紅
白
色
を
し
た
絲細

い

毛茸

〔
の
よ
う
な
雄
し
べ
〕
が
あ
る
。
秋
に
実
を
つ
け
る
と
莢さ

や

を
作
り
、
〔
そ
の
〕
子果

実

は
〔
扁
平
で
〕
極
め
て
薄
く
細ほ

そ

い
。
所

こ
こ
か
し
こ

在
の
山
谷
に

生
え
て
い
る
（
合
歓
、
此
樹
葉
、
似
皁
莢
及
槐
極
細
。
五
月
花
発
、
紅
白
色
上
有
絲
茸
。
秋
実
作
莢
、
子
極
薄
細
、
所
在
山
谷
有

之
）
」
（
『
犂
耕
』
巻
二
八
「
合
歡
」
条
・p

.
5
7

）
と
記
す
。

（
３
）	

梧
桐
＝
『
中
国
語
』
に
「
ア
オ
ギ
リ
。
吉
祥
の
象
徴
と
も
す
る
」
（p

.
3
2
6
5

）
と
あ
る
。
水
野
実
「
梧
桐
所
懐
」
（
『
陽
明
学
』
第

二
一
号
・
二
〇
〇
九
）
参
照
。

（
４
）	

放
下
著
＝
「
放
下
」
は
「
置
く
。
下
ろ
す
」
（
『
禅
語
』p

.
4
2
3

）
と
い
う
意
味
。
仏
教
語
と
し
て
は
、
「
身
心
に
ま
つ
わ
る
一
切

の
執
着
、
ま
た
そ
の
原
因
と
な
る
全
て
の
も
の
を
捨
離
す
る
こ
と
」
（
『
岩
波
』p

.
9
0
6

）
。
以
下
、
釈
尊
が
発
す
る
「
放
下
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
こ
の
二
つ
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
「
著
」
は
「
動
詞
の
後
に
用
い
て
そ
の
動
作
の
完
成
を
示
す
」
助
詞
（
『
禅

語
』p

.
3
0
5

）
で
あ
る
。

（
５
）	

六
塵
＝
「
六
境
」
と
も
い
う
。
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
体
・
意
識
、
こ
れ
ら
六
種
の
感
覚
器
官
の
対
象
と
な
る
色
（
色
や
形
あ
る

も
の
）
・
声
（
音
声
）
・
香
・
味
・
触
（
触
れ
ら
れ
る
も
の
）
・
法
（
思
考
の
対
象
・
概
念
）
の
こ
と
。
『
中
村
』
（p

.
1
4
5
5

）
参
照
。

（
６
）	

六
根
＝
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
こ
と
。
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
の
五
つ
の
感
覚
器
官
と
、
認
識
し
思
考
す
る

心
の
こ
と
。
『
中
村
』
（p

.
1
4
6
2

）
参
照
。

（
７
）	

六
識
＝
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
境
に
対
し
、
見
・
聞
・

嗅
・
味
・
触
・
知
の
了
別
作
用
を
す
る
と
こ
ろ
の
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
を
い
う
。
『
中
村
』
（p

.
1
4
5
2

）
参
照
。

（
８
）	

汝
當
放
捨
外
六
塵
…
是
汝
免
生
死
處
＝
例
え
ば
、
厳
陽
善
信
と
趙
州
従
諗
と
の
あ
い
だ
に
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

初
め
趙
州
に
参
じ
て
問
う
、
「
一
物
も
将も

ち
来
た
ら
ざ
る
時
は
如
何
」
と
。
州
曰
く
、
「
放
下
著
せ
よ
」
と
。
師
曰
く
、
「
既
に

是
れ
一
物
も
将も

ち
来
た
ら
ず
。
箇
の
甚
麼
を
か
放
下
せ
ん
」
と
。
州
曰
く
、
「
放
不
下
な
ら
ば
、
擔
取
し
去
れ
」
と
。
（
初
参
趙

州
問
、
一
物
不
将
来
時
如
何
。
州
曰
、
放
下
著
。
師
曰
、
既
是
一
物
不
将
来
。
放
下
箇
甚
麼
。
州
曰
、
放
不
下
、
擔
取
去
。
）

『五燈会元』「釈迦牟尼仏」章を読む（三）
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（
『
会
元
』
巻
四
「
洪
州
新
興
厳
陽
尊
者
」
章
・X

8
0
-
1
0
5
b

）

	

「
〔
無
一
物
で
〕
何
一
つ
持
っ
て
こ
な
い
時
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
た
厳
陽
に
対
し
、
趙
州
は
、
「
放
下
せ
よ
」
と

答
え
、
さ
ら
に
、
「
何
一
つ
持
っ
て
こ
な
い
の
に
、
何
を
放
下
す
る
の
で
す
か
」
と
再
び
問
う
た
厳
陽
に
対
し
、
趙
州
は
、
「
放
下
で

き
な
い
な
ら
、
〔
そ
の
無
一
物
を
〕
担
い
で
い
け
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
圜
悟
克
勤
は
、
「
諸
縁
を
め
ぐ
る
あ
れ
こ
れ
の
知
解
を

放
下
し
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
さ
せ
て
思
い
量
り
の
な
い
境
地
に
到
達
し
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
悟
入
し
て
、
自
己
の
庫
蔵
〔
た
る
仏

性
〕
を
開
き
、
自
己
の
家
財
を
運
び
出
〔
す
、
す
な
わ
ち
、
悟
後
の
妙
用
を
は
た
ら
か
〕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
要
須
放
下
諸
縁

雑
知
雑
解
、
令
浄
尽
到
無
計
較
処
、
驀
爾
得
入
、
即
打
開
自
己
庫
蔵
、
運
出
自
己
家
財
也
）
」
（
『
圜
悟
心
要
』
巻
三
・X

6
9
-
4
7
8
a

）

と
説
き
、
「
も
し
思
い
量
り
や
是
非
の
判
断
を
一
気
に
放
下
し
、
分
別
意
識
か
ら
す
る
考
え
を
取
り
除
い
て
し
ま
え
ば
、
自
然
に
と

こ
と
ん
明
ら
か
に
な
ろ
う
（
若
計
較
是
非
、
一
時
放
下
情
尽
見
除
、
自
然
徹
底
分
明
）
」
（
『
碧
巌
録
』
第
六
五
則
・
本
則
評
唱
、

T
4
8
-
1
9
6
a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p

.
2
9
5

、
末
木
訳
㊥p

.
3
8
8

）
と
説
い
て
い
る
。

（
９
）	

無
生
忍
＝
「
無
生
法
忍
」
と
も
い
う
。
一
切
の
も
の
（
＝
法
）
が
空
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
固
有
の
性
質
を
持
た
ず
、
し
た
が
っ

て
、
生
滅
変
化
を
超
え
て
い
る
（
＝
無
生
）
と
い
う
道
理
を
受
け
入
れ
る
こ
と
（
＝
忍
）
を
い
う
。
『
岩
波
』
（p

.
9
9
0

）
参
照
。
無

著
道
忠
は
「
無
生
法
忍
は
、
再
び
退
く
こ
と
の
な
い
位
で
あ
る
（
無
生
法
忍
、
即
不
退
転
地
）
」
（
『
犂
耕
』
巻
二
八
「
無
生
法
忍
」

条
・p

.
5
7

）
と
す
る
。
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明
・
太
祖
と
成
祖
の
仏
教
観

森　
　

宏　

之

は

じ

め

に

　

洪
武
及
び
永
楽
期
の
仏
教
政
策
に
対
す
る
従
来
の
見
解
は
、
主
に
そ
の
統
制
に
目
が
向
け
ら
れ
、
仏
教
を
厳
し
く
取
り
締

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
1
）
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
洪
武
・
永
楽
期
は
、
教
理
的
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
と
こ
と
わ
っ

た
上
で
、
仏
教
は
太
祖
（
一
三
二
八
〜
一
三
九
八
）
、
成
祖
（
一
三
六
○
〜
一
四
二
二
）
の
尊
信
を
得
て
再
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
2
）
。
実
際
、
太
祖
は
洪
武
南
蔵
の
編
纂
や
、
『
般
若
心
経
』
『
金
剛
経
』
『
楞
伽
経
』
に
註
釈
を
施
す

よ
う
命
じ
、
成
祖
は
未
完
成
で
あ
っ
た
南
蔵
の
編
纂
を
継
続
さ
せ
、
ま
た
新
た
に
北
蔵
の
編
纂
を
命
じ
、
『
諸
仏
世
尊
如
来
菩

薩
尊
者
名
称
歌
曲
』
を
自
ら
編
纂
し
、
多
く
の
仏
教
経
典
に
序
文
を
寄
せ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
は
単
に
現

前
に
存
在
す
る
仏
教
勢
力
を
抑
制
す
る
こ
と
に
努
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
教
そ
の
も
の
に
何
か
し
ら
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
両
者
の
仏
教
観
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
、
明

代
初
期
思
想
史
上
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

明・太祖と成祖の仏教観
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一

　

太
祖
の
仏
教
観
の
特
徴
を
窺
う
た
め
に
、
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
註
解
』
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
註
解
』
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝

経
註
解
』
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
註
解
は
、
洪
武
十
年
（
一
三
七
七
）
十
月
、
宗
泐
（
一
三
一
八
〜

一
三
九
一
）
・
如
玘
（
一
三
二
○
〜
一
三
八
五
）
ら
が
詔
を
受
け
、
翌
年
の
三
月
に
『
心
経
』
『
金
剛
経
』
二
経
の
註
解
が
完
成
し
、

同
年
七
月
に
『
楞
伽
経
』
の
註
解
が
完
成
し
た
（
3
）
。
そ
も
そ
も
、
太
祖
が
こ
の
三
経
に
興
味
を
持
っ
た
切
っ
掛
け
は
何
か
。

　

ま
ず
『
楞
伽
経
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
宋
濂
（
一
三
一
○
〜
一
三
八
一
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
拠
る
と
、
太
祖
は
宋

濂
に
、卿あ

な
た

（
宋
濂
）
は
「
『
楞
伽
経
』
は
達
磨
氏
の
印
心
の
経
典
で
あ
る
」
と
言
っ
た
が
、
朕
は
〔
こ
れ
を
〕
取
っ
て
読
ん
だ
と

こ
ろ
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
に
至
っ
た
。
（
卿
言
、
「
『
楞
伽
』
為
達
摩
氏
印
心
之
経
』
。
朕
取
而
閱
之
、
信
然
）
」
（
『
芝
園

前
集
（
4
）
』
巻
五
「
新
刻
『
楞
伽
経
』
序
」
）

と
云
い
、
更
に
、

〔
楞
伽
〕
経
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
操
存
制
伏
の
道
」
で
あ
り
、
実
に
儒
家
の
言
葉
と
変
わ
ら
な
い
。
（
経
言
、
「
操

存
制
伏
之
道
」
、
実
与
儒
家
言
不
異
）
（
同
上
）

と
述
べ
、
僧
侶
の
み
な
ら
ず
、
士
大
夫
に
も
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
求
め
た
。

諸
侯
・
卿
・
大
夫
ら
に
こ
れ
（
＝
『
楞
伽
経
』
）
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
仏
の
智
慧
に
ま
で
到
達
で
き
な
い

と
し
て
も
、
邪
思
や
貪
欲
を
断
ち
、
皆
な
賢
人
・
君
子
の
帰目

標

と
な
り
え
よ
う
（
使
諸
侯
・
卿
・
大
夫
、
人
咸
知
此
、
縦
未
能
上

斉
仏
智
、
其
禁
邪
思
、
絶
貪
欲
、
其
不
胥
為
賢
人
・
君
子
之
帰
」
）
（
同
上
）
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『
金
剛
経
』
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
宋
濂
に
拠
れ
ば
、
太
祖
は
、

『
金
剛
経
』
は
専
ら
堅
く
身
を
修
め
〔
煩
悩
を
〕
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
り
、
『
心
経
』
『
楞
伽
経
』
の
二
経

の
意
義
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
最
も
切
実
に
心
学
を
標
榜
し
た
経
典
で
あ
る
（
『
金
剛
経
』
専
言
住
修
降
伏
、
与

『
心
経
』
『
楞
伽
』
二
経
大
旨
略
同
。
其
挙
揚
心
学
最
切
）
（
『
芝
園
続
集
』
巻
二
「
新
注
『
楞
伽
経
』
後
序
」
）

と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
濂
は
太
祖
の
儒
仏
に
対
す
る
態
度
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
5
）
。

皇
帝
は
す
で
に
帝
位
に
即
き
、
儒
典
を
広
め
、
仏
教
も
〔
そ
れ
と
〕
併
せ
用
い
て
、
天
下
を
教
化
し
、
ま
た
『
般
若
心

経
』
及
び
『
金
剛
』
『
楞
伽
』
の
二
経
で
も
っ
て
心
学
を
発
明
し
、
道
に
迷
っ
た
際
の
日道

月標

と
し
、
苦
海
の
中
で
の
〔
助

け
〕
舟
と
し
た
（
皇
帝
既
御
宝
暦
、
丕
弘
儒
典
、
参
用
仏
乗
、
以
化
成
天
下
。
且
以
『
般
若
心
経
』
及
『
金
剛
』
『
楞
伽
』
二
経
発
明

心
学
、
実
為
迷
途
之
日
月
、
苦
海
之
舟
航
）
（
同
上
）

　

『
心
経
』
に
関
し
て
は
、
太
祖
自
ら
序
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
『
心
経
』
に
興
味
を
持
っ
た
経
過
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
太
祖
は
僧
侶
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
と
も
と
『
般
若
心
経
』
に
関
し
て
は
独
自
の
見
解
を
持
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
宋
濂
の
進
言
に
よ
り
『
楞
伽
経
』
を
読
み
、
儒
教
思
想
と
同
意
義
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
、

更
に
『
金
剛
経
』
も
他
の
二
経
と
同
様
の
内
容
を
持
つ
経
典
で
あ
る
と
考
え
、
宗
泐
・
如
玘
ら
に
註
釈
を
施
す
よ
う
命
じ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、
仏
教
が
儒
教
を
補
完
す
る
教
え
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
く
。
太
祖
に
拠
れ
ば
、
聖

賢
の
聖
賢
た
る
所
以
は
、
三
綱
五
常
の
道
を
天
下
に
顕
示
し
、
そ
れ
を
守
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
中
古
以

降
、
そ
の
道
を
守
る
人
々
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
天
が
西
方
（
イ
ン
ド
）
に
聖
人
（
釈
尊
）
を
生
み
、
そ
の
聖
人
は
因

果
応
報
等
の
説
を
併
せ
て
そ
の
道
を
広
め
、
王
度
を
助
け
た
。
だ
か
ら
儒
仏
は
も
と
も
と
異
な
る
教
え
で
は
な
い
と
い
う
（
6
）
。
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こ
の
考
え
方
は
、
お
お
よ
そ
宋
濂
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
に
拠
れ
ば
、
仏
道
二
教
は
ど
ち
ら
も
孔
子
に
関
わ
る
教

え
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
（
7
）
、
ま
た
「
西
方
の
大
聖
人
が
果
報
の
説
を
説
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
容
易
に
〔
人
々

に
〕
非
心
〔
を
起
こ
す
こ
と
〕
を
恐
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
柳柳

子宗

厚元

の
い
う
陰
で
王
度
を
助
け
る
と
は
、
こ
の
こ
と

な
の
で
あ
る
（
非
西
方
大
聖
人
演
為
果
報
之
説
、
豈
易
懾
其
非
心
哉
。
柳
子
厚
所
謂
陰
翊
王
度
者
是
已
）
」
（
『
芝
園
前
集
』
巻
八
「
重
興
太

平
万
寿
禅
寺
碑
銘
」
）
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
三
経
の
註
解
の
序
文
を
通
し
て
、
太
祖
が
仏
教
に
何
を
求
め
た
の
か
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
太
祖
が
自
ら
序
文
を
寄
せ
た
の
は
、
『
心
経
註
解
』
の
み
で
あ
る
。
そ
の
序
は
い
わ
ば
三
経
の
註
解
す
べ
て
の
序

で
も
あ
る
と
い
え
、
そ
の
序
文
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
時
の
人
は
、
仏
が
〔
教
え
を
垂
れ
た
〕
理
由
を
知
る
こ
と
な
く
、
常
に
〔
仏
教
の
〕
法教

え

は
空
虚
で
あ
り
、
実
〔
体
〕
が

な
い
と
し
、
ど
う
や
っ
て
君
子
を
導
き
、
小
人
に
訓教

え
る
の
か
と
言
う
。
朕
か
ら
す
る
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
仏
の
教
え

は
、
実
で
あ
っ
て
虚
で
は
な
い
。
愚
迷
の
虚
を
取
り
除
き
、
本
性
の
実
を
立
て
よ
う
と
思
い
、
身
を
挺
し
て
苦
行
し
、
そ

の
教
え
（
儒
教
）
か
ら
外
れ
そ
の
名
を
異
に
し
て
は
い
る
が
、
有衆

情生

を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昔
、
仏
の

在
世
当
時
、
〔
仏
の
そ
ば
に
〕
仕
え
〔
教
え
を
〕
聞
い
て
い
た
者
〔
た
ち
〕
は
皆
、
聡
明
の
士
で
あ
っ
た
。
〔
仏
が
〕
説
い

た
も
の
は
、
三
綱
五
常
の
性
理
で
あ
っ
た
。
〔
教
え
を
〕
聞
い
た
後
に
は
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
福
を
得
た
の
で
あ
る
。
…

『
心
経
』
は
常
に
空
を
い
っ
て
も
実
を
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
〔
『
心
経
』
に
〕
い
う
と
こ
ろ
の
空
は
、
相
が
空
と
い
う
だ

け
で
あ
る
。
空
を
除
く
と
、
残
っ
た
も
の
は
本
性
で
あ
る
（
今
時
之
人
、
罔
知
仏
之
所
以
、
毎
云
法
空
虚
而
不
実
、
何
以
導
君
子
、

訓
小
人
。
仏
之
教
、
実
而
不
虚
。
正
欲
去
愚
迷
之
虚
、
立
本
性
之
実
、
特
挺
身
苦
行
、
外
其
教
而
異
其
名
、
脱
苦
有
情
。
昔
、
仏
在
時
、

侍
従
聴
従
者
皆
聡
明
之
士
。
演
説
者
、
乃
三
綱
五
常
之
性
理
也
。
既
聞
之
後
、
人
各
獲
福
。
…
如
『
心
経
』
毎
言
空
不
言
実
、
所
言
之
空
、
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乃
相
空
耳
。
除
空
之
外
、
所
存
者
本
性
也
）
（
『
高
皇
帝
御
製
文
集
（
8
）
』
巻
一
五
「
心
経
序
」
）

　

太
祖
が
仏
教
を
実
で
あ
っ
て
虚
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
朱
熹
の
仏
教
批
判
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
。

朱
熹
は
虚
を
説
か
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
虚
を
説
く
時
に
は
、
そ
れ
は
専
ら
心
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
性
は
あ
く
ま

で
も
実
体
が
あ
る
と
し
た
（
9
）
。
従
っ
て
、
朱
熹
に
拠
れ
ば
、
仏
教
は
全
て
を
虚
、
ま
た
は
空
と
す
る
た
め
、
倫
理
的
実
践
の

方
針
を
明
確
に
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
学
問
で
あ
り
、
そ
の
た
め
朱
熹
は
仏
教
を
激
し
く
批
判
し
た
。
し
か
し
、
太
祖
は
、

『
般
若
心
経
』
の
説
く
「
空
」
、
或
い
は
仏
教
の
修
行
に
よ
っ
て
至
る
空
の
境
地
は
、
人
の
内
面
に
具
わ
る
性
、
も
し
く
は
理
で

あ
る
三
綱
五
常
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
、
宗
泐
ら
は
『
心
経
』
の
経
題
の
注
釈
で
は
、
心
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

心
は
、
般
若
心
で
あ
る
。
こ
の
般
若
心
は
、
人
々
の
内
面
に
も
と
も
と
具
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
経
を
説
い
た
の
は
、
衆
生

に
妄
心
を
除
か
せ
本
来
の
状
態
を
発
現
さ
せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
（
心
者
、
般
若
心
也
。
此
般
若
心
、
人
人
本
具
。
説
此
経
者
、

欲
令
衆
生
断
除
妄
心
、
顕
発
本
性
故
也
）
（
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
註
解
』
）

　

ま
た
、
「
五
蘊
皆
な
空
な
る
を
照
見
し
て
一
切
の
苦
厄
を
度
す
」
と
い
う
句
に
対
す
る
注
釈
で
は
、

菩
薩
は
五
蘊
が
空
寂
で
あ
る
こ
と
を
照
見
し
た
た
め
、
生
死
の
苦
し
み
か
ら
離
れ
る
。
復
た
迷
い
〔
の
世
界
〕
に
あ
る
衆

生
が
顛
倒
妄
想
、
理
に
外
れ
常
〔
道
〕
を
乱
し
、
不
忠
不
孝
、
十
悪
五
逆
〔
を
犯
す
こ
と
〕
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み

を
受
け
る
の
を
哀
れ
ん
だ
た
め
、
こ
の
般
若
法
門
を
説
き
、
衆
生
に
修
習
さ
せ
、
解
脱
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

（
菩
薩
由
照
五
蘊
空
寂
、
離
生
死
苦
。
復
閔
在
迷
衆
生
、
顛
倒
妄
想
、
悖
理
乱
常
、
不
忠
不
孝
、
十
悪
五
逆
到
受
衆
苦
。
故
説
此
般
若
法

門
、
令
其
修
習
、
皆
得
解
脱
也
）
（T

3
3
-
5
6
9
c

）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
菩
薩
が
救
わ
れ
る
の
は
、
空
を
悟
り
、
内
面
の
倫
理
的
規
範
で
あ
る
性
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
で
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あ
り
、
逆
に
衆
生
が
救
わ
れ
な
い
の
は
、
空
を
悟
ら
な
い
が
為
に
、
内
面
に
実
在
す
る
性
に
従
わ
ず
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
す
る
。

　

本
来
、
仏
教
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
「
不
忠
」
を
十
悪
五
逆
と
併
せ
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
忠
が
五
常
の

中
の
徳
目
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
太
祖
が
『
心
経
』
を
五
常
の
顕
在
化
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
説
い
た
経
典
と

し
た
こ
と
か
ら
、
「
不
忠
」
を
罪
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
空
相
と
は
、
即
ち
真
空
実
相
で
あ
る
（
空
相
者
、

即
真
空
実
相
也
）
」
（T

3
3
-
5
7
0
a

）
と
解
説
す
る
の
は
、
太
祖
が
空
を
実
体
視
し
て
い
た
感
が
あ
る
た
め
、
幾
分
太
祖
の
序
文
で

の
空
の
解
釈
を
従
来
の
仏
教
的
空
観
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
心
を
妄
心
と
般
若
心 

―
― 

太
祖
の
い
う
三
綱
五

常
の
性
理 

―
― 

と
に
分
け
、
重
層
化
し
た
も
の
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
宗
泐
が
太
祖
の
意
向
に
沿
う
よ
う
工
夫
し
て
註
釈
を
施

し
、
い
わ
ば
儒
教
的
（
朱
子
学
的
）
心
性
論
に
近
づ
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
『
楞
伽
経
註
解
』
や
『
金
剛
経
註
解
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
宗
泐
の
『
楞
伽
経
註
解
』
序
に
拠
れ
ば
、
仏
が
こ
の

経
典
を
説
い
た
理
由
は
、
衆
生
の
妄
心
を
除
き
、
真
正
の
道
に
帰
ら
せ
よ
う
と
願
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
太
祖
も
ま
た
、
天
下

後
世
の
人
が
皆
妄
心
を
捨
て
真
正
の
道
に
帰
り
、
悪
を
除
き
善
に
従
い
、
仁
寿
の
域
に
登
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
仏

の
心
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
。
更
に
、

此
の
経
典
の
要
は
、
五
法
・
三
自
性
・
八
識
・
二
無
我
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
〔
ま
た
〕
真
妄
・
修
性
・
聖
凡
・
因
果

を
〔
全
て
〕
掩
い
、
〔
こ
れ
ら
は
〕
み
な
一
心
に
外
な
ら
な
い
（
此
経
之
要
、
不
出
五
法
・
三
自
性
・
八
識
・
二
無
我
、
而
該
乎

真
妄
・
修
性
・
聖
凡
・
因
果
、
皆
不
外
乎
一
心
）
（T

3
9
-
3
4
3
a

）

と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
経
典
に
沿
っ
て
修
行
す
る
も
の
は
、

悪
を
畏
れ
善
に
移
り
、
妄
〔
心
〕
を
捨
て
真
〔
正
の
道
〕
に
帰
り
、
正
智
を
自
覚
す
る
〔
境
〕
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
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の
で
あ
る
。
こ
の
心
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
情
欲
を
恣
に
し
、
〔
情
欲
に
〕
流
さ
れ
て
〔
真
正
の
道
に
〕
返

る
の
を
忘
れ
、
忠
・
孝
を
忘
れ
、
〔
風
〕
俗
を
駄
目
に
し
常
〔
識
〕
を
乱
し
、
甘
ん
じ
て
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
、
水
火
〔
の

苦
し
み
〕
を
履
む
よ
う
な
こ
と
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
吾
仏
が
大
悲
心
を
起
こ
し
こ
れ
ら
の
者
を
救
お
う
と
し
た

理
由
で
あ
る
（
畏
悪
而
遷
善
、
捨
妄
而
帰
真
、
得
至
自
覚
正
智
之
地
。
不
能
究
此
心
者
、
則
縦
情
肆
欲
、
流
而
忘
返
、
至
于
失
其
忠
孝
、

敗
俗
乱
常
、
甘
蹈
刑
辟
、
如
履
水
火
。
此
吾
仏
所
以
興
大
悲
心
而
拔
済
之
）
（T

3
9
-
3
4
3
a

〜b

）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
楞
伽
経
註
解
』 

―
― 

太
祖
の
意
向 

―
― 

に
沿
っ
た
修
行
を
す
れ
ば
、
現
世
で
功
徳
を
得
ら
れ
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
社
会
秩
序
を
乱
し
、
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
る
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
俗
世
の
人
間
に
向
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

宗
泐
の
『
金
剛
経
註
解
』
序
は
、
経
名
に
対
す
る
解
説
を
加
え
た
後
、
本
経
の
主
題
は
、
「
実
相
を
〔
本
〕
体
と
し
、
無
住

を
宗
と
し
、
断
疑
を
〔
作
〕
用
と
し
、
大
乗
を
教
相
と
す
る
（
実
相
為
体
、
無
住
為
宗
、
断
疑
為
用
、
大
乗
為
教
相
）
」
（T

3
3
-
2
2
8
a

）

と
い
う
よ
う
に
四
つ
あ
る
と
し
、
更
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

二
、
実
相
を
〔
本
〕
体
と
弁
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
相
と
理
と
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
に
云
う
、

「
若
し
人
の
こ
の
経
典
を
聞
く
を
得
ば
、
即
ち
実
相
を
生
ず
」
で
あ
る
。
三
、
無
住
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
宗
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
宗
は
要
で
あ
る
。
経
に
云
う
、
「
応
に
住
す
る
所
無
し
」
で
あ
る
。
経
中
、
多
く
無
住
に
よ
っ
て
〔
執
〕

著
〔
す
る
心
〕
を
破
る
た
め
、
無
住
を
宗
と
す
る
の
で
あ
る
。
四
、
〔
仏
教
に
対
す
る
〕
疑
惑
の
断
ち
方
を
論
じ
る
の
を

〔
作
〕
用
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
〔
典
〕
の
〔
持
つ
〕
力
の
〔
作
〕
用
に
よ
っ
て
妄
執
を
断
つ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

疑
惑
を
断
つ
こ
と
を
〔
作
〕
用
と
す
る
の
で
あ
る
。
五
、
大
乗
を
判
別
し
教
相
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
に
、
「
最
上
乗

を
発
す
る
者
の
為
に
説
く
」
と
あ
る
た
め
、
大
乗
を
教
相
と
す
る
の
で
あ
る
（
二
、
弁
実
相
体
者
。
即
一
実
相
理
也
。
経
云
、
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「
若
人
得
聞
是
経
即
生
実
相
」
。
三
、
明
無
住
為
宗
者
。
宗
者
要
也
。
経
云
、
「
応
無
所
住
」
。
経
中
多
以
無
住
破
著
、
故
以
無
住
為
宗
也
。

四
、
論
断
疑
為
用
者
。
由
経
力
用
能
断
妄
執
、
故
以
断
疑
為
用
也
。
五
、
判
大
乗
為
教
相
者
。
経
云
、
「
為
発
最
上
乗
者
説
」
、
故
以
大

乗
為
教
相
也
）

　

『
金
剛
経
註
解
』
序
は
、
実
相
を
理
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
体
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
仏
教
は
、

個
人
の
主
体
と
し
て
の
自
我
は
そ
の
構
成
要
素
た
る
五
蘊
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
る
と
し
、
更
に
客
観
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
実

体
を
認
め
な
い
立
場
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
『
金
剛
経
註
解
』
に
於
い
て
理
と
い
う
も
の
が
明
確
に
定
義
さ
れ
ず
、
ま
た
「
無

住
」
を
強
調
す
る
。
従
っ
て
、
『
金
剛
経
註
解
』
に
於
け
る
理
は
、
朱
子
学
で
い
う
格
物
窮
理
の
よ
う
に
、
既
得
の
知
識
に
基

づ
い
て
客
観
界
か
ら
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
主
体
に
よ
っ
て
無
媒
介
的
に
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
直

ち
に
朱
子
学
（
儒
教
）
的
理
と
同
一
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
心
は
妄
心
と
般
若

心 

―
― 

三
綱
五
常
の
性
理 

―
― 

と
の
重
層
的
な
構
造
を
持
ち
、
更
に
心
を
空
に
す
る
工
夫
は
心
に
内
在
す
る
般
若
心 

―
― 

三
綱

五
常
の
性
理 

―
― 

を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
祖
の
仏
教
観
は
、
儒
教
を
中
心
に
据
え
た
儒
仏

一
致
論
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
儒
仏
一
致
論
（
三
教
一
致
論
）
は
、
明
以
前
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
太
祖
の
独
創
的
な
見
解
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
儒
仏
一
致
論
（
三
教
一
致
論
）
は
南
宋
の
孝
宗
（
一
一
二
七
〜
一
一
九
四
）
の
「
仏
〔
教
〕
で
心
を
修

め
、
老
（
道
教
）
で
身
を
治
め
、
儒
〔
教
〕
で
世
を
治
め
る
（
以
仏
修
心
、
以
老
治
身
、
以
儒
治
世
）
」
（
『
雲
臥
紀
談
』
巻
下
（Z

1
4
8
-

1
3
d

）
・
『
三
教
平
心
論
』
巻
上
（T

5
2
-
7
8
1
b

）
と
い
う
語
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
教
を
棲
み
分
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
併
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
10
）
。
従
っ
て
太
祖
の
、
儒
仏
一
致
論
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
太
祖
の
そ
れ
は
、
儒
教
の
修
己
治
人
の
う
ち
、
修
己
に
仏
教
の
工
夫
論
を
持
ち
込
む
と
い
う
儒
仏
一
致
論
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で
あ
り
、
そ
こ
に
独
創
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
太
祖
が
こ
の
よ
う
な
儒
仏
一
致
論
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
は
何
か
。
そ
れ
は
当
時
の
士
大
夫
の
腐
敗
で

あ
ろ
う
。
特
に
地
方
官
と
し
て
江
南
付
近
に
配
属
さ
れ
る
官
僚
は
、
同
郷
的
・
血
縁
的
癒
着
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
が
腐
敗
を

増
長
さ
せ
て
い
た
。
太
祖
は
、
洪
武
六
年
（
一
三
七
三
）
二
月
に
科
挙
を
廃
止
（
十
七
年
に
再
開
）
す
る
が
、
そ
の
表
向
き
の
理

由
は
、
科
挙
合
格
者
が
年
少
で
あ
る
の
と
、
文
詞
に
長
じ
て
は
い
る
も
の
の
実
務
能
力
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

実
際
は
先
に
述
べ
た
背
景
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
11
）
。
し
か
し
、
科
挙
の
廃
止
は
深
刻
な
官
僚
不
足
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
太
祖
が
眼
を
付
け
た
の
が
、
僧
侶
を
官
僚
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
僧
侶
は
、
そ
の
教
義
か
ら
俗

人
よ
り
も
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
癒
着
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
太
祖
は
、
官
僚
に
僧
侶
の
誠

実
さ
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
（
12
）
。
実
際
、
還
俗
し
て
官
吏
と
な
っ
た
華
克
勤
は
、
そ
の
職
務
の
忠
実
さ
か
ら
太
祖
の
賞
賛
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
（
13
）
。
た
だ
し
、
い
か
に
僧
侶
を
官
僚
と
し
て
採
用
す
る
に
し
て
も
限
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
儒

教
的
倫
理
に
修
正
を
加
え
る
理
論
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
郷
里
の
一
族
郎
党
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
出
仕
し
て

く
る
士
大
夫
に
対
し
、
血
縁
に
よ
る
親
親
関
係
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
主
と
す
る
儒
教
的
名
分
論
で
は
、
綱
紀
粛
正
が
困

難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
太
祖
が
『
般
若
心
経
注
解
』
『
楞
伽
経
註
解
』
『
金
剛
経
註
解
』
の
編
纂

を
命
じ
、
更
に
僧
侶
の
み
な
ら
ず
士
大
夫
に
も
そ
れ
を
読
む
よ
う
求
め
た
理
由
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
理
論
を
儒
教
の

修
己
の
工
夫
論
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
な
儒
教
理
論
と
は
異
な
る
理
の
獲
得
方
法
を
示
し
、
仏
教
を
新
た
に
統
治
理

論
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
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二

　

成
祖
の
仏
教
観
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
前
に
、
ま
ず
道
衍
（
姚
広
孝
）
（
一
三
三
五
〜
一
四
一
八
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
（
14
）
。
太
祖
の
仏
教
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
宋
濂
で
あ
っ
た
が
、
成
祖
の
仏
教
観
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
道
衍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
道
衍
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
靖
難
の
変
第
一
の
功
労
者
で
あ
り
、
そ
の

後
還
俗
し
て
太
子
少
師
の
高
官
に
ま
で
登
り
、
元
朝
の
劉
秉
忠
（
一
二
一
六
〜
一
二
七
四
）
に
比
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
従
来

の
道
衍
の
論
考
で
は
、
道
衍
が
明
初
の
恐
怖
政
治
の
中
で
天
寿
を
全
う
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
狡
猾
さ
の
み
が
強
調
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が 
―
― 

勿
論
、
彼
の
狡
猾
さ
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が 

―
― 

、
彼
と
成
祖
と
の
絆
は
非
常
に
強

く
、
そ
れ
は
道
衍
の
死
後
に
ま
で
及
ん
だ
（
15
）
。
道
衍
と
成
祖
の
絆
の
深
さ
は
、
道
衍
の
成
祖
に
対
す
る

0

0

0

0

0

0

誠
実
さ
か
ら
来
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
道
衍
は
成
祖
に
仕
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
道
衍
は
、
成
祖
に
仕
え
る
以
前
に
も
、
洪
武
四
年
（
一
三
七
一
）
と
洪
武
八
年
（
一
三
七
五
）
に
二
度
出
仕
の
機
会

を
得
た
が
、
一
度
目
は
病
気
を
理
由
に
断
り
、
二
度
目
は
単
に
出
仕
を
願
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
拒
ん
だ
。
出
仕
の
拒

否
は
僧
と
し
て
当
然
の
判
断
と
い
え
る
が
、
道
衍
の
そ
の
判
断
に
は
、
僧
と
し
て
と
い
う
よ
り
は
別
に
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
次
に
示
す
詩
で
あ
る
（
16
）
。

譙
櫓
年
来
戦
血
乾　
　
　

譙
櫓 

年
来
戦
い
て
血
乾
き

烟
花
猶
自
半
凋
残　
　
　

烟
花 

猶
お
自
ら
半
ば
凋
残
す

五
洲
山
近
朝
雲
乱　
　
　

五
洲
山
近
く
朝
雲
乱
れ

万
歳
楼
空
夜
月
寒　
　
　

万
歳
楼
空
し
く
夜
月
寒
し
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江
水
無
潮
通
鉄
甕　
　
　

江
水
に
潮
無
く
し
て
鉄
甕
に
通
じ

野
田
有
路
到
金
壇　
　
　

野
田
に
路
有
り
て
金
壇
に
到
る

䔥
梁
事
業
今
何
在　
　
　

䔥
梁
の
事
業
今
ま
何
く
に
か
在
ら
ん

北
固
青
青
眼
倦
看　
　
　

北
固
青
青
と
し
て
眼
看
る
に
倦
む

　

こ
の
詩
は
、
道
衍
が
二
度
目
の
出
仕
の
要
請
を
拒
否
し
た
直
後
に
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
旁
ら
で
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
宗

泐
は
、
「
こ
れ
が
釈

僧

子
の
言
葉
と
い
え
よ
う
か
。
斯
道
、
斯
道
、
お
ま
え
は
南
朝
を
軽
ん
じ
て
い
る
（
此
豈
釈
子
語
耶
。
斯
道
、

斯
道
、
汝
薄
南
朝
矣
）
」
（
『
釈
鑑
稽
古
略
続
集
』
巻
三
「
建
文
帝
」
（T

4
9
-
9
4
0
a

）
と
云
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
宗
泐
の
こ
の
語
は

文
字
通
り
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
太
祖
の
仏
教
保
護
の
も
と
、
僧
録
司
左
善
世
と
し
て
栄
華
を
極
め
る
自
身
へ
の
批
判
と
取
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
七
句
目
の
「
䔥
梁
」
（
梁
の
武
帝
）
は
太
祖
を
指
し
（
17
）
、
当
時
の
仏
教
界
が
本
来

の
様
相
か
ら
外
れ
て
何
処
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
と
歎
じ
た
も
の
と
取
れ
る
。
三
句
目
の
「
五
洲
山
」
や
八
句
目
の
「
北
固

〔
山
〕
」
は
、
武
帝
の
所
縁
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
句
目
は
、
当
時
の
仏
教
界
の
堕
落
を
指
し
、
八
句
目
は
、
そ
の
よ
う
な

仏
教
界
か
ら
目
を
背
け
た
く
な
る
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
五
句
目
・
六
句
目
の
、
「
江
水
無
潮
」
は
僧
と
し
て
の
純
粋
性

を
、
「
野
田
有
路
」
は
出
仕
す
る
こ
と
な
く
在
野
に
い
る
こ
と
を
、
「
通
鉄
甕
」
「
到
金
壇
」
は
悟
り
へ
と
通
じ
る
こ
と
を
意
味

し
、
従
っ
て
、
こ
の
二
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
在
野
に
て
僧
と
し
て
の
純
粋
性
を
保
つ
こ
と
が
悟
り
へ
と
通
じ
る
と
い
っ

た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
は
道
衍
自
身
の
志
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
太
祖
の
政
策
や
太
祖
の
も

と
で
権
勢
を
振
る
う
宗
泐
を
批
判
し
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
道
衍
が
成
祖
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
動
機
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
道
衍
は
僧
と
し
て

の
純
粋
性
を
保
つ
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
の
と
同
時
に
、
下
根
や
、
僻
地
に
住
み
、
師
や
書
の
導
き
が
な
い
庶
民
の
救
済
を
強
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く
願
っ
て
い
た
（
18
）
。
成
祖
に
出
仕
す
る
前
年
の
洪
武
十
四
年
（
一
三
八
一
）
、
彼
は
『
諸
上
善
人
詠
』
や
『
浄
土
簡
要
録
』
と

い
っ
た
浄
土
教
系
の
書
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
末
世
の
衆
生
を
救
う
に
は
浄
土
教
以
外
に
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
（
19

）
。
し
か
し
、
道
衍
の
誓
願
は
、
衆
生
の
来
世
に
於
け
る
救
済
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
現
世
に
於
い
て
も
救
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
20
）
。
だ
か
ら
こ
そ
成
祖
に
出
仕
し
た
の
で
あ
り
、
太
祖
の
政
策
に
不
満
を
持
っ
て

い
た
道
衍
は
、
成
祖
の
も
と
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
理
想
を
実
現
で
き
る
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

　

成
祖
は
、
永
楽
八
年
（
一
四
一
○
）
三
月
九
日
の
日
付
が
あ
る
「
永
楽
御
製
蔵
経
讃
」
（
『
大
明
太
宗
文
皇
帝
御
製
序
賛
文
』
）
を

皮
切
り
に
、
ほ
ぼ
毎
年
仏
教
に
関
す
る
著
述
を
発
表
し
て
い
る
。
「
蔵
経
讃
」
の
序
の
部
分
に
於
い
て
、
如
来
が
一
大
事
因
縁

の
た
め
に
こ
の
世
に
出
現
し
て
教
え
を
垂
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
者
が
殆
ど
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う

に
云
う
。

そ
も
そ
も
心
を
治
め
身
を
修
め
る
の
は
成
道
す
る
た
め
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
心
と
い
う
も
の
は
極
め
て
霊
妙
で
、

煥は
っ
き
り
し
て
い
て

然
洞
徹
、
広
く
万
理
を
貫
き
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
必
ず
蔵
海
に
基
づ
い
て
広
く
多

学

聞
び
、
万
法

の
本
を
窮
め
、
一
心
に
帰
属
さ
せ
、
こ
の
修
証
で
も
っ
て
円
妙
を
超
え
れ
ば
、
常動

揺
す
る
こ
と
な
く

住
不
動
、
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ

れ
が
本
当
の
末
世
で
の
〔
歩
む
べ
き
〕
道
で
あ
り
、
道
に
迷
っ
た
際
の
灯
火
な
の
だ
（
夫
治
心
修
身
所
以
成
道
。
心
也
者
虚

霊
明
妙
、
煥
然
洞
徹
、
該
貫
万
理
而
無
所
遺
也
。
是
故
啓
多
聞
必
由
於
蔵
海
、
原
万
法
本
、
帰
於
一
心
、
以
是
修
証
、
超
乎
円
妙
、
常

住
不
動
、
無
有
所
蔽
。
此
誠
末
世
之
津
梁
、
迷
途
之
明
炬
也
）
（
『
乾
隆
大
蔵
経
』1

5
2

・p
.
1
5
7

）
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心
が
万
理
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
蔵
海
（
如
来
蔵
）
に
沿
っ
て
知
識
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
幾
分
太
祖
の
仏
教
観
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
成
祖
の
仏
教
に
関
す
る
著
作
の

中
に
は
、
こ
こ
で
語
ら
れ
た
内
容
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
各
種
如
来
や
菩
薩
の
功
徳
を
称
え
、
更
に
は
本

来
仏
教
に
は
な
い
忠
・
孝
と
い
っ
た
徳
目
を
羅
列
す
る
ば
か
り
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
成
祖
は
前
掲
の
「
蔵
経
讃
」
を
著
す
前
年
、
『
聖
学
心
法
』
を
発
表
し
て
い
た
。
本
書
は
、
君
道
・
父
道
・
臣

道
・
子
道
の
四
項
目
に
分
け
、
経
・
史
・
子
・
集
よ
り
採
録
し
た
文
に
註
釈
を
附
し
、
更
に
「
心
学
に
曰
く
」
と
い
う
形
で
自

ら
の
意
見
を
挿
入
す
る
体
裁
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
、

吾
が
心
が
既
に
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
天
地
万
物
の
理
は
み
な
吾
が
心
に
具
わ
っ
て
お
り
、
吾
が
心
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、

理
は
天
地
万
物
に
散
見
し
て
い
る
（
吾
心
既
明
、
天
地
万
物
之
理
、
皆
具
於
吾
心
、
吾
心
不
明
、
此
理
散
見
於
天
地
万
物
）
」
（
『
聖

学
心
法
（
21
）
』
巻
二
）

正
大
の
心
は
内
面
よ
り
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
我主

体

に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
邪
僻
の
心
は
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も

の
で
あ
り
、
も
と
も
と
我主

体

に
あ
る
も
の
で
は
な
い
（
正
大
心
自
内
而
発
、
在
我
本
有
。
邪
僻
之
心
由
外
而
入
、
在
我
本
無
）（
同
上
）

と
い
っ
た
、
心
に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
払
っ
た
発
言
が
散
見
さ
れ
、
明
代
朱
子
学
の
持
つ
特
徴
が
、
曹
端
（
一
三
七
六
〜

一
四
三
四
）
等
、
明
代
朱
子
学
を
代
表
す
る
思
想
家
に
先
ん
じ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
心
学
」
と
い
う
太

祖 

―
― 

も
し
く
は
宋
濂 

―
― 

の
発
言
に
も
見
ら
れ
る
語
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

君
主
は
、
正
学
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
の
あ
れ
ば
、
必
ず
先
ず
俗
学
・
異
学
の
誤
り
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

心
学
は
実
で
あ
る
が
、
異
学
は
虚
で
あ
り
、
心
学
は
大
で
あ
る
が
異
学
は
小
で
あ
る
（
人
君
、
欲
明
正
学
、
必
先
知
俗
学
・

異
学
之
非
。
心
学
実
、
異
学
虚
、
心
学
大
、
異
学
小
）
（
同
上
）
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こ
こ
に
い
う
正
学
は
儒
教
を
指
し
（
22
）
、
心
学
と
い
う
修
養
論
か
ら
仏
教
を
外
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

「
蔵
経
讃
」
に
示
さ
れ
た
立
場
や
太
祖
の
仏
教
観
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

『
実
録
』
に
は
、
成
祖
の
仏
教
に
対
す
る
批
判
的
な
言
説
が
数
カ
所
記
録
さ
れ
て
い
る
が 

―
― 

尤
も
、
『
実
録
』
は
儒
臣
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
成
祖
の
仏
教
に
対
す
る
好
意
的
な
発
言
は
一
切
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が 

―
― 

、
そ
の
一
つ

に
、
「
世
の
人
で
、
仏
・
老
に
対
し
て
は
力
を
尽
く
し
て
崇
め
奉
る
の
に
、
先
祖
を
奉
る
礼
に
対
し
て
は
簡い

い
加
減略

で
あ
る
の
は
、

思
う
に
、
禍
福
の
説
に
溺
れ
、
〔
根
〕
本
を
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
（
世
人
於
仏
・
老
竭
力
崇
奉
、
而
於
奉
先
之
礼
、
簡
略
者
、
蓋
溺

於
禍
福
之
説
、
而
昧
其
本
也
）
」
（
『
実
録
（
23
）
』
巻
六
七
「
永
楽
五
年
五
月
二
十
日
癸
酉
の
条
」
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
成
祖
は
仏
教
の

持
つ
神
秘
的
側
面
で
あ
る
禍
福
の
説
に
民
衆
が
溺
れ
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
そ
れ
は
為
政
者
の
立
場
か
ら
儒
教
的
名
分
論
を
護
る

た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
南
京
入
城
後
、
新
た
に
成
祖
の
も
と
に
参
じ
た
解
縉
（
一
三
六
九
〜
一
四
一
五
）
等
朱
子
学

信
奉
者
に
配
慮
し
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
24
）
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
成
祖
は
大
変
迷
信
深
い 

―
― 

あ

る
意
味
で
は
、
信
仰
深
い 

―
― 

側
面
を
持
っ
て
い
た
。
道
衍
に
初
め
て
会
見
し
た
際
に
も
次
の
よ
う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い

る
（
25
）
。或

る
ひ
と
が
、
文
武
に
異
才
の
あ
る
人
物
と
し
て
道
衍
を
〔
燕
王
（
成
祖
）
に
〕
推
薦
し
た
。
燕
王
は
〔
道
衍
を
〕
招
き

質
問
し
た
、
「
お
ま
え
は
占
う
こ
と
が
き
る
か
」
と
。
道
衍
は
呉
の
方
言
を
交
え
て
答
え
た
、
「
ち
ょ
っ
と
で
き
ま
す
」
と

（
或
薦
道
衍
文
武
異
才
。
燕
王
召
見
問
曰
、
「
爾
能
卜
乎
」
。
道
衍
、
操
呉
音
連
対
曰
、
「
会
会
」
）
（
『
逃
虚
子
詩
集
補
遺
』
「
少
師
姚
広
孝

事
蹟
」
）

　

成
祖
は
靖
難
の
変
に
よ
る
皇
位
簒
奪
も
あ
る
意
味
で
は
奇
跡
だ
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
第
一
希
有
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大
功
徳
経
』
と
い
う
経
典
の
偽
作
は
、
単
に
儒
教
的
名
分
論
か
ら
外
れ
た
成
祖
の
即
位
を
正
統
化
し
、
仏
教
を
統
治
理
論
に
据

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
皇
位
簒
奪
は
、
成
祖
自
身
、
実
際
に
仏
教
の
功
徳
に
よ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
成
祖
が
編
纂
を
命
じ
た
『
如
来
菩
薩
尊
者
神
僧
名
経
』
は
、
靖
難
の
変
の
立
役
者
、
道
衍
の
『
諸
上
善
人

詠
』
や
『
浄
土
簡
要
録
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
成
祖
が
修
養
の
工
夫
か
ら
仏
教
を
外
す
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
成
祖
は
、
そ
の
一
方
で
仏
教
を
自
ら
の
信
仰
か
ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

仏
教
を
統
治
理
論
か
ら
切
り
離
し
は
し
た
も
の
の
、
自
己
の
個
人
的
保
護
下
に
納
め
、
信
仰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
教

を
奉
ず
る
者
に
対
し
て
は
、
妄
信
で
は
な
く
、
儒
教
の
徳
目
で
あ
る
忠
・
孝
を
含
め
る
修
養
を
強
く
求
め
た
。
『
聖
学
心
法
』

と
「
蔵
経
讃
」
の
発
表
は
前
後
し
て
い
る
も
の
の
、
成
祖
の
仏
教
観
は
以
上
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結　
　

語

　

太
祖
と
成
祖
の
仏
教
観
の
相
違
が
明
初
の
思
想
界
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

る
こ
と
に
よ
り
結
語
に
か
え
た
い
。
太
祖
は
個
人
的
信
仰
や
自
身
が
僧
侶
出
身
で
あ
っ
た
こ
と 

―
― 

尤
も
、
そ
れ
を
恥
じ
て
は

い
た
が 

―
― 

、
宋
濂
の
影
響
も
あ
っ
て
、
特
に
心
性
論
に
於
い
て
、
儒
教
を
機
軸
と
し
は
す
る
も
の
の
儒
仏
一
致
を
主
張
し
た
。

そ
れ
は
士
大
夫
の
腐
敗
を
防
止
す
る
と
い
う
意
図
を
込
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
沈
士
栄
（
生
没
年
未

詳
）
等
に
引
き
継
が
れ
は
す
る
も
の
の
（
26
）
、
一
方
、
儒
教
的
名
分
論
を
破
壊
し
か
ね
な
い
と
、
一
部
の
士
大
夫
に
危
機
感
を

募
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
方
孝
孺
（
一
三
五
七
〜
一
四
○
二
）
が
師
、
宋
濂
と
は
異
な
り
、
激
し
い
異
端
弁
別
意
識
を
持
つ
に

至
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
異
端
弁
別
論
の
論
拠
と
な
っ
た
の
は
儒
教
的
（
朱
子
学
的
）
心
性
論
で
は
な
く
、
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儒
教
的
宗
族
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
親
親
」
関
係
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
矛
盾
を
克
服
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
27
）
。
こ
の
考
え
方
は
、
永
楽
初
期
に
成
祖
の
政
策
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
解
縉
や
胡
広
（
一
三
七
○

〜
一
四
一
八
）
、
楊
士
奇
（
一
三
六
五
〜
一
四
四
四
）
等
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
彼
ら
が
族
譜
の
序
を
多
く
著
し
た
の
は
そ
の
た

め
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
成
祖
で
あ
る
が
、
彼
は
個
人
的
信
仰
や
道
衍
の
影
響
、
ま
た
儒
教
的
名
分
論
に
そ
ぐ
わ
な
い
自
ら
の
皇
帝
へ
の
即
位

も
あ
っ
て
、
は
じ
め
は
仏
教
を
政
治
の
中
心
に
据
え
よ
う
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
縉
一
派
の
擡
頭
も
あ
っ
て
、

そ
の
目
論
見
は
、
道
衍
の
願
い
も
虚
し
く
、
あ
え
な
く
潰
え
て
し
ま
う
。
成
祖
は
仏
教
を
個
人
的
に
保
護
し
、
信
仰
し
は
す
る

も
の
の
、
統
治
理
論
か
ら
は
切
り
離
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
聖
学
心
法
』
を
著
し
、
太
祖
の
儒
仏
一
致
論
的
心

性
論
を
、
従
来
の
朱
子
学
よ
り
も
心
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
面
化
し
た
朱
子
学
的
心
性
論
に
転
化
し
た
。
こ
れ
は
曹
端
、

薛
瑄
（
一
三
八
九
〜
一
四
六
四
）
、
呉
与
弼
（
一
三
九
一
〜
一
四
六
九
）
等
の
、
朱
子
学
信
奉
者
に
先
ん
じ
た
思
想
的
傾
向
で
も
あ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
成
化
年
間
に
入
る
と
、
従
来
の
文
教
政
策
に
対
し
公
然
と
批
判
す
る
士
大
夫
が
現
れ
、
ま
た
明
初
（
洪
武
期
）

に
帰
れ
と
も
い
う
べ
き
、
一
種
の
復
古
運
動
が
起
こ
っ
た
（
28
）
。
陽
明
学
を
中
心
と
す
る
明
代
新
思
想
の
斬
新
性
は
仏
教
と
の

思
想
的
距
離
が
一
つ
の
基
準
と
な
る
が
、
静
坐
を
工
夫
論
の
中
心
に
据
え
、
仏
教
に
寛
大
な
態
度
を
示
し
た
陳
献
章
（
一
四
二
八

〜
一
五
〇
〇
）
が
思
想
界
に
登
場
す
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
無
論
、
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
太
祖
の
儒
仏
一
致
論
の
影
響
を

受
け
た
士
大
夫
が
現
れ
た
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
洪
武
期
と
類
似
し
た
傾
向
を
持
つ
思
想
家
が
現
れ
た
の
は
注
意
を
要
す
る
。

　

以
上
、
述
べ
た
明
代
初
期
の
思
想
界
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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注
（
1
）	

間
野
潜
龍
「
洪
武
期
の
仏
教
政
策
」
「
永
楽
期
の
仏
教
政
策
」
（
『
明
代
文
化
史
研
究
』
所
収
、
同
朋
社
、
一
九
七
九
年
）
、
滋
賀
高

義
「
明
の
成
祖
と
仏
教 

―
― 

為
政
者
と
し
て
の
一
面
に
つ
い
て 

―
― 

」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
三
七
号
、
一
九
七
二
年
）
等
、

参
照
。

（
2
）	
久
保
田
量
遠
『
支
那
儒
道
仏
交
渉
史
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
四
三
年
、
三
一
二
頁
）
、
参
照
。

（
3
）	

洪
武
十
年
冬
十
月
、
詔
天
界
禅
師
臣
宗
泐
、
演
福
法
師
臣
如
玘
重
加
箋
釈
、
明
年
春
三
月
、
『
心
経
』
『
金
剛
経
』
新
注
成
、
已
徹

睿
覧
。
秋
七
月
、
『
楞
伽
』
注
又
成
。
（
『
芝
園
続
集
』
巻
二
「
新
注
『
楞
伽
経
』
後
序
」
）

（
4
）	

『
宋
濂
全
集
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
所
収
本
、
使
用
。
宋
濂
の
著
作
は
、
特
に
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
限
り
、
『
宋

濂
全
集
』
所
収
本
を
使
用
す
る
。

（
5
）	

「
心
学
」
と
い
う
語
は
、
現
存
す
る
太
祖
の
著
作
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
太
祖
が
、
宋
濂
の
唱
え
る
「
心
学
」
を
支

持
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
に
唱
え
ら
れ
た
「
心
学
」
は
、
陽
明
学
成
立
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高
度
に
概
念
化

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
朱
子
学
の
よ
う
に
客
観
的
な
事
物
の
理
の
集
積
に
よ
り
聖
人
に
至
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

相
対
的
に
主
体
を
重
視
す
る
立
場
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
初
の
心
学
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
三
浦
秀
一
『
中
国
心
学
の
稜
線　

元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教
』
（
研
文
出
版
社
、
二
○
○
三
年
）
参
照
。

（
6
）	

古
今
通
天
下
、
居
民
上
者
聖
賢
也
。
其
所
得
聖
賢
之
名
称
者
云
何
。
蓋
謂
善
守
一
定
不
易
之
道
、
而
又
能
身
行
而
化
天
、
不
愚
頑

者
也
。
故
得
称
名
之
。
其
所
以
不
易
之
道
云
何
、
三
綱
五
常
是
也
。
是
道
也
、
中
国
馭
世
之
聖
賢
、
能
相
継
而
行
之
、
終
世
而
不
異

此
道
者
、
方
為
聖
賢
。
未
嘗
有
舎
此
道
而
安
天
下
、
聖
賢
之
称
、
未
之
有
也
。
…
…
斯
道
自
中
古
以
下
、
愚
頑
者
出
、
不
循
教
者
広
、

故
天
地
異
生
聖
人
於
西
方
、
備
神
通
而
博
変
化
、
談
虚
無
之
道
、
動
以
果
報
因
縁
、
是
道
流
行
西
土
、
其
愚
頑
聞
之
、
如
流
之
趨
下
、

漸
入
中
国
、
陰
翊
王
度
、
已
有
年
矣
。
斯
道
非
異
聖
人
之
道
而
同
焉
。
其
非
聖
賢
之
人
、
見
浅
而
識
薄
、
必
然
以
為
異
、
所
以
可
以

云
異
者
、
在
別
陰
陽
虚
実
之
道
耳
。
…
…
所
以
天
下
無
二
道
、
聖
人
無
両
心
。
（
『
高
皇
帝
御
製
文
集
』
巻
一
○
「
宦
釈
論
」
）

（
7
）	

拙
稿
「
宋
濂
思
想
に
於
け
る
仏
教
の
位
置
」
（
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
「
論
叢
」
第
五
号
、
二
○
一
○
年
）
参
照
。
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（
8
）	

明
嘉
靖
十
四
年
刻
本
『
高
皇
帝
御
製
文
集
』
、
使
用
。

（
9
）	

例
え
ば
、
朱
熹
は
、
虚
に
つ
い
て
、
「
性
雖
虚
、
都
是
実
理
。
心
雖
是
一
物
、
却
虚
。
故
能
包
含
万
理
」
（
中
華
書
局
校
点
本
『
朱

子
語
類
』
巻
五
・
四
五
条
）
と
述
べ
る
。

（
10
）	
『
三
教
平
心
論
』
等
に
見
ら
れ
る
三
教
一
致
論
に
つ
い
て
は
、
野
口
善
敬
「
禅
と
儒
教
・
道
教
の
思
想
」
（
「
大
法
輪
」
第
七
一
巻

第
六
号
、
二
○
○
四
年
）
、
同
上
「
『
三
教
平
心
論
』
解
題
」
（
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
四
編
・
五
『
三
教
平
心
論
』
所

収
）
参
照
。

（
11
）	

壇
上
寛
「
明
朝
政
権
の
成
立
と
そ
の
政
策
」
（
『
明
朝
先
生
支
配
の
史
的
構
造
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
12
）	

過
度
の
仏
教
の
保
護
は
、
僧
侶
の
質
を
落
と
し
腐
敗
が
生
じ
る
原
因
と
な
る
た
め
、
僧
侶
の
数
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仏

教
の
取
り
締
ま
り
に
関
し
て
は
、
間
野
潜
龍
「
洪
武
期
の
仏
教
政
策
」
「
永
楽
期
の
仏
教
政
策
」
（
既
出
）
、
滋
賀
高
義
「
明
の
成
祖

と
仏
教 

―
― 

為
政
者
と
し
て
の
一
面
に
つ
い
て 

―
― 

」
（
既
出
）
参
照
。

（
13
）	

蔭
木
原
洋
「
洪
武
帝
の
仏
教
政
策 

―
― 

宋
濂
と
季
潭
宗
泐
に
焦
点
を
当
て
て
」
下
（
「
東
洋
史
訪
」
第
六
号
、
二
○
○
○
年
）
参

照
。

（
14
）	

道
衍
に
関
す
る
研
究
は
、
牧
田
諦
亮
「
道
衍
小
稿 

―
― 

姚
広
孝
の
生
涯 

―
― 

」
（
「
東
洋
史
研
究
」
第
一
八
巻
・
第
二
号
、

一
九
五
九
年
）
、
「
道
衍
禅
師
の
慨
き
」
（
「
禅
文
化
」
六
二
号
、
一
九
五
四
年
）
、
「
道
衍
の
『
蓮
室
集
』
に
つ
い
て 

―
― 

明
初
の
浄
土

宗
研
究
の
一
資
料 

―
― 

」
（
「
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
」
二
号
、
一
九
八
四
年
）
上
野
忠
昭
「
道
衍
（
姚
廣
孝
）
の
信
仰
」

（
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
」
第
一
六
号
、
一
九
八
八
年
）
、
松
木
民
雄
「
北
京
・
姚
広
孝
墓
塔 

―
― 

歴
史
と
伝
説 

―
― 

」
（
「
北
海

道
東
海
大
学
紀
要
」
人
文
社
会
学
系
第
二
〇
号
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
15
）	

道
衍
死
後
、
成
祖
は
自
ら
道
衍
の
神
道
碑
を
書
き
、
ま
た
道
衍
の
養
子
姚
継
（
一
三
八
四
？
〜
一
四
二
五
？
）
を
追
放
し
た
も
の

の
（
仁
宗
の
時
に
呼
び
戻
さ
れ
る
）
、
道
衍
の
弟
姪
を
相
城
よ
り
北
京
に
呼
び
寄
せ
厚
く
保
護
し
た
と
い
う
。
拙
稿
「
明
成
祖
と
道

衍
」
（
「
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
」
第
九
号
、
二
○
一
一
年
）
参
照
。

（
16
）	

『
明
史
』
巻
一
四
五
「
道
衍
伝
」
に
、
「
洪
武
中
、
詔
通
儒
書
僧
試
礼
部
。
不
受
官
、
賜
僧
服
還
。
経
北
固
山
、
賦
詩
懐
古
。
其
儕
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宗
泐
曰
、
『
此
豈
釈
子
語
耶
』
。
道
衍
笑
不
答
」
と
あ
る
。

（
17
）	

査
継
佐
（
一
六
○
一
〜
一
六
七
六
）
は
、
『
罪
惟
録
』
巻
一
六
「
姚
広
孝
」
評
語
に
お
い
て
、
「
䔥
梁
」
は
北
京
を
指
す
と
推
測
し
、

道
衍
が
将
来
成
祖
に
仕
え
る
こ
と
を
予
言
し
た
詩
と
す
る
。
査
継
佐
の
道
衍
評
価
は
、
一
部
事
実
誤
認
が
あ
る
も
の
の
、
示
唆
に
富

ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

弥
勒
が
降
生
し
明
王
が
〔
世
に
〕
現
れ
、
は
じ
め
皇
覚
寺
（
太
祖
が
得
度
し
た
寺
）
に
至
り
、
次
に
覚
林
寺
（
道
衍
が
得
度
し

た
寺
）
に
至
っ
た
。
思
う
に
、
天道

禧衍

が
北
平
に
て
諷
経
し
て
い
た
時
、
老太

仏祖

は
雲
南
に
て
面
壁
し
て
い
た
（
洪
武
十
五
年
、
道

衍
は
北
平
慶
寿
寺
の
住
持
に
な
る
が
、
こ
の
年
、
雲
南
平
定
の
詔
が
出
さ
れ
る
。
実
際
の
雲
南
征
伐
は
そ
の
前
年
で
あ
り
、
し

か
も
親
征
し
た
記
録
が
な
い
た
め
、
事
実
誤
認
と
思
わ
れ
る
）
。
そ
の
当
時
、
〔
太
祖
は
〕
金
陵
に
お
い
て
高仏

座教

を
尊
重
し
て
い

た
の
に
、
〔
道
衍
が
〕
膝
を
揺
り
動
か
し
て
詠
ん
だ
「
万
歳
楼
空
」
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
讖予

言

し

た
の
だ
ろ
う
か
。
燕成

壁祖

に
仕
え
る
時
を
直

さ

指
す
よ
う
で
あ
る
。
「
䔥
梁
」
の
二
字
を
見
る
と
、
北
京
の
地
を
指
し
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
京
口
が
偶
然
、
爾道

衍

を
怒
ら
せ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
白
帽
を
燕
〔
王
〕
に
献
上
し
た
の
は
、
ま
っ
た
く

王
法
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
『
道
余
録
』
の
著
作
は
ま
た
聖
〔
人
の
行
為
〕
で
は
な
い
。
嘉
靖
中
、
宣孔

尼子

の
祀
典
が
正
さ

れ
、
〔
成
祖
の
廟
庭
に
〕
配
享
さ
れ
て
い
た
の
を
斥
け
ら
れ
、
〔
道
衍
の
〕
像
は
大
興
隆
寺
に
収
め
ら
れ
た
。
あ
あ
、
皇太

覚祖

〔
の

威
光
〕
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
自
弥
勒
降
生
而
明
王
出
、
皇
覚
寺
為
初
造
、
覚
林
寺
為
再
造
。
蓋
、

天
禧
諷
経
北
平
、
而
老
仏
且
面
壁
雲
南
矣
。
時
金
陵
尚
高
座
、
而
揺
膝
之
吟
所
云
「
万
歳
楼
空
」
何
所
指
。
豈
預
為
其
讖
耶
。

抑
侍
燕
壁
時
直
指
也
。
観
「
䔥
梁
」
二
字
、
已
似
為
北
京
地
、
知
非
京
口
偶
然
拈
弄
爾
矣
。
白

献
燕
已
属
無
王
、
『
道
余
』

著
録
又
復
非
聖
。
嘉
靖
中
、
正
宣
尼
祀
典
、
而
斥
其
侑
享
、
存
像
大
興
隆
寺
。
嗟
、
不
得
分
灯
皇
覚
矣
夫
）
（
『
罪
惟
録
』
巻

十
六
「
姚
広
孝
」
）
」

（
18
）	

今
、
夫
窮
郷
絶
嶋
、
善
友
良
導
之
不
過
、
片
言
一
字
之
不
違
、
縦
有
学
者
無
師
可
問
無
書
可
証
、
其
不
騖
於
邪
僻
繆
妄
之
塗
者
、

蓋
幾
希
矣
。
…
…
大
方
之
家
、
上
達
之
士
、
豈
足
收
覧
焉
。
若
窮
郷
絶
嶋
無
師
可
問
、
無
書
可
証
者
、
得
此
観
之
、
抑
亦
可
謂
少
資

云
爾
。
（
『
浄
土
簡
要
録
』
自
序
）
（Z

1
0
8
-
1
0
0
a

〜b

）
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（
19
）	

末
世
衆
生
、
根
性
昧
滓
、
能
各
々
従
其
化
而
同
帰
於
道
者
、
未
千
百
無
一
二
焉
耳
。
故
仏
乗
大
願
力
、
興
大
慈
憫
於
方
等
会
上
、

特
起
演
説
西
方
弥
陀
教
法
。
（
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
四
編
・
五
『
諸
上
善
人
詠
』
自
序
）

（
20
）	

拙
稿
「
明
・
成
祖
と
道
衍
」
（
既
出
）
参
照
。

（
21
）	

永
楽
七
年
内
府
刻
本
、
使
用
。

（
22
）	
三
浦
秀
一
『
中
国
心
学
の
稜
線　

元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教
』
（
研
文
出
版
社
、
二
○
○
三
年
）
参
照
。

（
23
）	

民
国
五
十
一
年
刊
本
、
使
用
。

（
24
）	

拙
稿
「
明
・
成
祖
と
道
衍
」
（
既
出
）
参
照
。

（
25
）	

そ
の
他
、
成
祖
の
迷
信
深
さ
を
示
す
資
料
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

	

時
建
文
帝
尊
賢
礼
士
、
慕
行
古
道
、
皆
悦
之
。
王
密
語
以
人
心
所
向
。
衍
対
曰
、
「
天
之
所
造
何
論
民
心
」
。

	

〔
燕
〕
王
亦
聞
〔
袁
〕
珙
名
、
召
珙
至
燕
、
使
者
与
飲
於
酒
肆
。
王
易
服
雑
衛
士
中
、
亦
入
肆
。
珙
一
見
即
趨
、
拝
王
前
占
其

為
他
日
太
平
天
子
。
王
大
喜
。

	

道
衍
共
謀
語
、
未
幾
簷
瓦
飄
堕
地
而
碎
。
王
以
為
不
祥
。
衍
曰
、
「
此
祥
也
」
。
王
罵
曰
、
「
汝
何
妄
言
。
此
烏
得
為
祥
」
。
衍
笑

曰
、
「
天
意
欲
殿
下
易
黄
瓦
耳
」
。
王
乃
喜
。
（
以
上
、
『
逃
虚
子
詩
集
補
遺
』
「
少
師
姚
広
孝
事
蹟
」
）

	

是
日
、
暴
風
雨
王
不
寧
。
衍
曰
、
「
飛
龍
在
天
、
風
雨
従
之
。
元
吉
」
。
王
兵
南
行
。
（
『
罪
惟
録
』
巻
十
六
「
姚
広
孝
」
）

（
26
）	

拙
稿
「
明
初
の
護
法
論
」 

―
― 

沈
士
栄
『
続
原
教
論
』
を
中
心
に 

―
― 

」
（
「
中
国
哲
学
論
集
」
三
○
、
二
○
○
四
年
）
参
照
。

（
27
）	

壇
上
寛
「
方
孝
孺
の
理
想
的
国
家
観 

―
― 

前
近
代
中
国
の
連
帯
の
位
相 

―
― 

」
（
『
明
朝
先
生
支
配
の
史
的
構
造
』
所
収
、
既
出
）

参
照
。

（
28
）	

間
野
潜
龍
「
大
学
衍
義
補
の
成
立
」
（
『
明
代
文
化
史
研
究
』
所
収
、
既
出
）
参
照
。
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『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
』
正
和
二
年
二
月
記
（
二
）

―
訓
読
と
注
釈
―

花
園
天
皇
日
記
研
究
会
編

例　

言

一
、
本
稿
は
、
花
園
天
皇
（
永
仁
五
年
〔
一
二
九
七
〕
～
貞
和
四
年
・
正
平
三
年
〔
一
三
四
八
〕
。
以
下
、
花
園
と
略
す
）
の
日
記
で
あ

る
『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
』
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
二
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
条
の
本
文
に
つ
い
て
、
訓
読
・
注
釈

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
日
記
本
文
の
形
式
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ア　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
花
園
院
宸
記 

巻
六
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
の
自
筆
本
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
を
底
本
と
し
た
。
な

お
、
翻
印
に
あ
た
っ
て
は
、
村
田
正
志
校
訂
『
史
料
纂
集 

花
園
天
皇
宸
記 

一
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）
お

よ
び
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
の
付
録
釈
文
を
参
照
し
た
。

イ　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

ウ　

私
意
を
以
て
句
点
（
。 

）
・
読
点
（
、 

）
・
並
列
点
（
・
）
・
返
り
点
を
付
し
、
く
り
か
え
し
記
号
は
「
々
」
を
以
て
示
し
た
。

エ　

塗
抹
に
よ
る
判
読
不
能
の
文
字
は
、

記
号
を
以
て
示
し
、
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
、
左
傍
に
〻
記
号
を
付
し
た
。
ま
た
文
字
の

上
に
重
ね
て
別
の
文
字
を
書
い
た
箇
所
は
、
後
に
書
か
れ
た
文
字
の
右
傍
に
傍
点
を
付
し
、
訂
正
前
の
文
字
を
左
傍
の
〔　

〕

記
号
の
中
に
×
を
冠
し
て
注
し
た
。

『花園天皇日記（花園院宸記）』正和二年二月記（二）

175



オ　

原
本
に
お
い
て
、
挿
入
記
号
を
以
て
文
字
を
補
っ
た
部
分
や
文
脈
上
本
文
に
挿
入
す
べ
き
傍
書
は
、
す
べ
て
本
文
に
入
れ
込
ん

だ
。

カ　

頭
書
お
よ
び
裏
書
は
、
そ
の
位
置
に
も
っ
と
も
近
い
本
文
の
文
字
に
＊
記
号
（
裏
書
は
＊
＊
記
号
）
を
付
し
、
日
付
ご
と
に
本

文
の
末
尾
に
移
し
た
。

キ　

底
本
と
す
る
自
筆
本
は
、
正
和
二
年
具
注
暦
（
上
下
二
巻
、
間
明
き
三
行
）
に
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
日
記
の

本
文
を
具
注
暦
よ
り
分
か
ち
、
便
宜
上
本
文
に
は
〔
十
一
日
、
辛
未
、
〕
の
よ
う
に
日
と
そ
の
干
支
を
加
え
た
。

ク　

文
字
に
関
わ
る
注
は
〔　

〕
記
号
、
参
考
・
説
明
に
わ
た
る
注
は
（　

）
記
号
を
以
て
示
し
た
。

ケ　

一
部
の
人
名
に
付
し
た
注
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
公
卿
補
任
』
を
参
照
し
、
便
宜
上
、
後
世
の
家
名
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

コ　

記
事
を
検
出
し
や
す
く
す
る
た
め
、
日
付
に
つ
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
使
用
し
た
。

一
、
訓
読
は
、
本
文
の
抹
消
・
訂
正
等
を
反
映
さ
せ
た
上
で
、
本
文
に
付
し
た
返
り
点
に
添
っ
て
行
い
、
内
容
に
応
じ
て
改
行
し
た
。
ま

た
、
村
田
正
志
『
和
訳 

花
園
天
皇
宸
記 

一
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
〈
用
言
連
体
形
＋
之

＋
体
言
〉
の
句
形
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
「
「
花
を
見
る
の
記
」
の
言
い
方
の
成
立
追
考
」
（
『
文
学
論
藻
』
一
四
、
一
九
五
九

年
）
に
代
表
さ
れ
る
国
語
学
の
研
究
に
従
い
、
「
之
」
字
を
不
読
と
す
る
。

一
、
注
釈
に
は
、
『
古
事
類
苑
』
、
和
田
英
松
・
所
功
校
訂
『
新
訂 

建
武
年
中
行
事
註
解
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
。
初
出
一

九
三
〇
年
）
を
始
め
と
し
て
、
『
岩
波 

仏
教
辞
典
』
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
、
『
鎌
倉
・
室
町
人
名
事
典
』
、
『
公
家
事
典
』
、
『
国
史
大

辞
典
』
、
『
国
書
人
名
辞
典
』
、
『
大
漢
和
辞
典
』
、
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
、
『
日
本
史
大
事
典
』
、
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
、

『
平
安
時
代
史
事
典
』
、
『
有
識
故
実
大
辞
典
』
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
一
々
の
記
載
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
藤
井
譲
治
・
吉
岡
眞
之

監
修
・
解
説
『
天
皇
皇
族
実
録
』
（
ゆ
ま
に
書
房
）
の
各
巻
を
示
す
際
は
、
『
後
伏
見
天
皇
実
録 

一
』
の
よ
う
に
略
す
る
。

一
、
注
釈
に
示
し
た
史
料
は
、
以
下
の
も
の
に
拠
っ
た
（
五
十
音
順
。
他
に
参
照
し
た
写
本
・
刊
本
な
ど
の
情
報
も
適
宜
付
記
し
た
）
。

一
部
の
叢
書
（
史
料
纂
集
・
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
新
訂
増
補
故
実
叢
書
・
神
道
大
系
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
新
編
国
歌
大

観
・
増
補
史
料
大
成
・
増
補
続
史
料
大
成
・
続
神
道
大
系
・
大
日
本
古
記
録
・
図
書
寮
叢
刊
・
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
収
め
ら
れ
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た
史
料
や
漢
籍
・
仏
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
記
載
を
省
略
し
た
。
な
お
、
和
歌
の
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

・
『
園
太
暦
』
→
岩
橋
小
弥
太
・
斎
木
一
馬
校
訂
『
園
太
暦
』
全
四
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
～
一
九
七
一
年
。
初

版
一
九
三
六
年
～
一
九
四
〇
年
）

・
『
王
沢
不
渇
鈔
』
→
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
一
二 

漢
文
学
資
料
集
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
『
大
舘
記 

書
札
礼
』
→
阿
波
谷
伸
子
ほ
か
「
大
舘
記
（
一
）
」
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
七
八
、
一
九
八
二
年
）

・
『
餝
抄
』
→
群
書
類
従
装
束
部

・
『
勝
尾
寺
文
書
』
寅
―
一
五
中
→
『
鎌
倉
遺
文
』
三
一
―
二
四
一
七
五
、
三
六
―
二
七
八
六
七

・
『
貫
首
抄
（
蔵
人
頭
口
伝
）
』
→
所
功
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
。
初
出
一
九
七
九
年
）

・
『
勘
仲
記
』
弘
安
九
年
九
月
記
→
村
井
章
介
・
勘
仲
記
の
会
「
『
勘
仲
記
』
弘
安
九
年
秋
記
―
翻
刻
と
注
釈
―
」
（
『
鎌
倉
遺
文
研

究
』
二
六
、
二
〇
一
〇
年
）

・
『
吉
口
伝
』
→
続
群
書
類
従
公
事
部

・
『
禁
秘
抄
』
→
群
書
類
従
雑
部

・
『
継
塵
記
（
実
任
卿
記
）
』
→
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
本
『
神
社
御
幸
部
類
記
』
二
（
〔
資
料
番
号
〕
Ｈ
―
六
〇
〇
―

一
七
九
、
せ
函
三
七
）
。
歴
代
残
闕
日
記
一
六
も
参
照
。

・
『
元
徳
二
年
三
月
日
吉
社
並
叡
山
行
幸
記
』
→
川
端
善
明
「
日
吉
社
叡
山
行
幸
記
」
（
岡
見
正
雄
博
士
還
暦
記
念
刊
行
会
編
『
室
町

ご
こ
ろ
―
中
世
文
学
資
料
集
―
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

・
『
建
武
年
中
行
事
』
→
和
田
英
松
註
解
・
所
功
校
訂
『
新
訂　

建
武
年
中
行
事
註
解
』
（
前
掲
）

・
『
広
義
門
院
御
産
御
祈
記
別
記
（
隆
有
卿
記
）
』
→
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
甲
一
三
八
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄

写
本
、
〔
請
求
記
号
〕
二
〇
〇
一
―
一
―
一
三
〇
）
。
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
皇
室
制
度
史
料 

儀
制 

誕
生
一
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
一
年
、
二
〇
一
頁
）
も
参
照
。

・
『
光
明
天
皇
日
記
』
→
『
大
日
本
史
料
』
六
―
七
、
康
永
元
年
十
月
二
十
二
日
条
所
引
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・
『
御
侍
読
次
第
』
→
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
清
家
文
庫
本
（
〔
請
求
記
号
〕
一
―
六
九
／
コ
／
一
貴
）

・
『
五
大
成
』
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
（
〔
函
号
〕
柳
―
一
三
〇
一
）

・
『
五
壇
法
記
』
→
『
東
寺
文
書
』
丙
号
外
二
二
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
架
蔵
写
真
帳
、
〔
資
料
番
号
〕
中
複
製
Ｓ
〇
〇
一
）

・
『
後
伏
見
院
御
願
文
類
』
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
（
〔
函
号
〕
伏
―
七
五
五
）
。
『
天
皇
皇
族
実
録 

後
伏
見
天
皇
実
録 

二
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
五
四
五
～
五
四
六
頁
）
も
参
照
。

・
『
後
伏
見
院
御
文
類
』
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
（
〔
函
号
〕
伏
―
七
五
四
）
。
『
宸
翰
英
華
』
一
―
一
二
六
、
『
鎌
倉
遺

文
』
三
五
―
二
六
七
九
四
も
参
照
。

・
『
細
字
法
華
経
』
→
「
重
要
文
化
財
」
編
纂
委
員
会
編
『
解
説
版 

新
指
定
重
要
文
化
財 

八 

書
跡
・
典
籍 

古
文
書
Ⅱ
』
（
毎
日
新

聞
社
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
二
頁
）
。

・
『
実
躬
卿
記
』
徳
治
二
年
七
月
記
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
（
〔
函
号
〕
柳
―
五
六
五
）

・
『
山
王
絵
詞
』
→
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
史
料 

五 

古
記
録
・
古
文
書
一
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）

・
『
職
事
補
任
』
→
群
書
類
従
補
任
部

・
『
寺
門
伝
記
補
録
』
→
大
日
本
仏
教
全
書
一
二
七

・
『
釈
家
官
班
記
』
→
群
書
類
従
釈
家
部

・
『
常
楽
記
』
→
群
書
類
従
雑
部
。
阪
本
龍
門
文
庫
所
蔵
本
（
〔
善
本
書
目
番
号
〕
二
一
三
）
も
参
照
。

・
『
夕
拝
備
急
至
要
抄
』
→
群
書
類
従
公
事
部

・
『
僧
官
補
任
』
→
群
書
類
従
補
任
部

・
『
大
覚
寺
文
書
』
二
→
『
兵
庫
県
史 

史
料
編 

中
世
一
』
（
兵
庫
県
、
一
九
八
三
年
）
。
『
鎌
倉
遺
文
』
補
四
―
一
九
四
八
、
尼
崎
市

教
育
委
員
会
編
『
兵
庫
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財 

大
覚
寺
文
書
保
存
修
理
事
業
報
告
書
』
（
大
覚
寺
、
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

・
『
醍
醐
寺
所
蔵
大
手
鑑
』
→
『
宸
翰
英
華
』
一
―
一
〇
〇
、
『
鎌
倉
遺
文
』
三
二
―
二
四
八
一
九
。

・
『
醍
醐
寺
文
書
』
第
三
函
三
四
―
（
七
）
→
『
大
日
本
古
文
書 

醍
醐
寺
文
書
』
二
―
三
七
四
―
（
八
）
、
『
鎌
倉
遺
文
』
四
六
―
五
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一
九
七
四

・
『
朝
儀
諸
次
第
』
六
三
→
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

五
四 

朝
儀
諸
次
第
三
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一

年
）

・
『
伝
宣
草
』
→
群
書
類
従
公
事
部

・
『
天
台
座
主
記
』
→
渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補 

天
台
座
主
記
』
（
第
一
書
房
、
一
九
七
三
年
。
初
出
一
九
三
五
年
）

・
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
→
園
城
寺
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
園
城
寺
文
書 

七 

教
学
・
教
義
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）

・
『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料 

蒐
集
文
書
』
→
『
青
森
県
史 

資
料
編 

中
世
二 

安
藤
氏
・
津
軽
氏
関
係
資
料
』
（
二

〇
〇
五
年
）

・
『
俊
光
卿
記
』
→
改
定
史
籍
集
覧
二
四
。
歴
代
残
闕
日
記
一
七
も
参
照
。

・
『
俊
光
卿
集
』
→
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

八
四 

古
筆
切 

拾
遺
（
二
）
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）

・
『
中
院
一
品
記
』
→
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
中
院
文
庫
本
『
中
院
通
冬
記
（
中
院
一
位
殿
御
記
）
』
（
〔
請
求
記
号
〕
中
院
／
Ⅱ

／
三
一
）

・
『
年
中
行
事
絵
巻
』
→
日
本
絵
巻
大
成

・
『
花
園
院
御
脱
屣
記
（
資
朝
卿
記
）
』
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
（
〔
函
号
〕
伏
―
四
二
二
）
。
歴
代
残
闕
日
記
一
七
も
参
照
。

・
『
日
吉
十
禅
師
冥
助
記
』
→
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
（
〔
函
号
〕
伏
―
六
二
九
）
。
佐
藤
眞
人
「
『
山
王
絵
詞
』
と
『
広
義
門

院
御
産
日
吉
十
禅
師
冥
助
記
』
」
（
菅
原
信
海
編
『
神
仏
習
合
思
想
の
展
開
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
も
参
照
。

・
『
弁
官
補
任
』
→
飯
倉
晴
武
校
訂
『
弁
官
補
任
』
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）

・
『
万
一
記
』
→
新
田
英
治
「
西
園
寺
家
所
蔵
『
万
一
記
』
」
（
『
朝
廷
儀
式
と
公
家
の
生
活
―
日
本
史
料
学
の
基
礎
研
究
―
』
学
習
院

大
学
史
料
館
、
一
九
九
八
年
）

・
『
三
井
続
燈
記
』
→
大
日
本
仏
教
全
書
一
一
一 

伝
記
叢
書

・
『
門
葉
記
』
→
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
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・
『
類
聚
諸
寺
長
者
補
任
』
→
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
（
〔
資
料
番
号
〕
Ｈ
―
六
三
―
一
一
三
）

・
『
和
名
類
聚
抄
』
→
日
本
古
典
全
集

一
、
注
釈
に
頻
出
す
る
典
拠
の
表
示
に
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。

	
『
花
園
天
皇
日
記
』
＝
『
花
園
』
、
『
尊
卑
分
脈
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
○
巻
△
頁
＝
『
尊
卑
』
○
―
△
、
『
公
卿
補
任
』
＝
『
公

補
』
、
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
＝
『
公
事
』
、
『
建
武
年
中
行
事
』
＝
『
建
武
』

一
、
注
釈
に
お
い
て
、
次
の
既
発
表
の
注
釈
に
説
明
を
譲
る
べ
き
内
容
が
あ
る
場
合
は
、
例
え
ば
「
正
月
一
日
条
注
釈
参
照
」
な
ど
と
記

す
。
適
宜
参
看
さ
れ
た
い
。

・
花
園
天
皇
日
記
研
究
会
編
「
『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
』
正
和
二
年
正
月
記
―
訓
読
と
注
釈
―
」
（
『
花
園
大
学
国
際
禅
学

研
究
所
論
叢
』
四
、
二
〇
〇
九
年
）

・
同
「
『
花
園
天
皇
日
記
（
花
園
院
宸
記
）
』
正
和
二
年
二
月
記
（
一
）
―
訓
読
と
注
釈
―
」
（
『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』

五
、
二
〇
一
〇
年
）

一
、
本
稿
は
、
本
研
究
会
の
輪
読
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
参
加
者
は
、
阿
尾
あ
す
か
、
坂
口
太
郎
、
中
村
健
史
、

長
村
祥
知
、
花
田
卓
司
、
横
澤
大
典
、
芳
澤
元
、
米
澤
隼
人
で
あ
る
（
五
十
音
順
）
。
坂
口
・
芳
澤
の
報
告
内
容
を
土
台
と
し
、
次

の
メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
て
執
筆
し
た
。

	

　

担
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
。
本
文
校
訂
・
訓
読
の
担
当
は
坂
口
、
注
釈
の
担
当
は
、
二
月
十
一
日
・
十
二
日
・
十
五
日
・
十
六

日
・
十
八
日
・
二
十
日
条
が
坂
口
、
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十
五
日
条
が
長
村
、
十
七
日
条
が
阿
尾
、
二
十
二
日
・
二
十
七
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
条
が
芳
澤
で
あ
る
。
各
担
当
の
原
稿
を
数
度
の
検
討
会
に
お
い
て
吟
味
し
、
坂
口
・
中
村
・
長
村
・
花
田
・
横

澤
・
芳
澤
・
米
澤
が
内
容
を
加
筆
・
調
整
し
た
。

一
、
本
研
究
会
の
運
営
や
本
稿
の
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
な
ら
び
に
同
研
究
所
の
芳
澤
勝
弘
氏
、
冨
増
健
太

郎
氏
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
訓
読
に
つ
い
て
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
堀
畑
正
臣
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
点
が

あ
る
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
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〔
十
一
日
、
辛
未
、
〕
今
日
、
密
々
連
句
。
俊

（
日
野
）光

卿
已
下
祗
候
。

 
【
訓
読
】

　

今
日
、
密
々
の
連
句
な
り
。
俊
光
卿
已
下
祗
候
す
。

 

【
注
釈
】

連
句　

正
月
九
日
条
注
釈
参
照
。

俊
光
卿　

日
野
俊
光
。
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
～
嘉
暦
元

年
（
一
三
二
六
）
。
こ
の
と
き
正
二
位
、
前
権
中
納
言
。
五

十
四
歳
。
『
尊
卑
』
二
―
二
三
七
。
『
公
補
』
永
仁
三
～
嘉

暦
元
（
『
公
事
』
四
一
六
頁
）
。
父
は
資
宣
。
母
は
賀
茂
神
主

能
継
の
女
、
後
嵯
峨
院
讃
岐
局
。

	

　

伏
見
天
皇
の
股
肱
の
臣
で
あ
り
、
伏
見
親
政
・
院
政
期

に
伝
奏
と
し
て
政
務
を
支
え
る
ほ
か
、
伏
見
・
後
伏
見
・

花
園
三
院
の
院
庁
別
当
を
歴
任
し
、
特
に
後
伏
見
の
院
執

権
を
つ
と
め
た
（
『
後
伏
見
院
御
幸
始
記
（
公
衡
公
記
）
』
正
安

三
年
〔
一
三
〇
一
〕
二
月
八
日
条
）
。
さ
ら
に
、
後
伏
見
・
花

園
・
豊
仁
親
王
（
の
ち
の
光
明
天
皇
）
の
乳
父
と
し
て
、
持

明
院
統
に
重
き
を
な
し
た
（
『
即
位
大
嘗
会
等
記
（
公
衡
公

記
）
』
永
仁
六
年
〔
一
二
九
八
〕
十
月
十
三
日
条
、
『
花
園
天
皇

御
即
位
記
（
公
衡
公
記
）
』
延
慶
元
年
十
一
月
十
六
日
条
、
『
花

園
』
正
和
二
年
〔
一
三
一
三
〕
十
一
月
十
六
日
条
・
元
亨
二
年

〔
一
三
二
二
〕
三
月
二
十
六
日
条
）
。

	

　

文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
六
月
、
日
野
家
で
始
め
て
権

大
納
言
と
な
り
、
世
人
に
「
い
み
じ
き
こ
と
」
と
騷
が
れ

た
（
『
師
守
記
』
康
永
四
年
〔
一
三
四
五
〕
九
月
八
日
条
、
『
増

鏡
』
一
六
〔
久
米
の
さ
ら
山
〕
）
。

	

　

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
十
月
、
量
仁
親
王
（
の
ち
の
光

厳
天
皇
）
の
立
坊
を
促
す
た
め
、
鎌
倉
に
下
向
し
て
幕
府

に
交
渉
。
ま
た
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
六
月
、
再
び

勅
使
と
し
て
鎌
倉
に
下
り
、
立
坊
の
件
に
つ
い
て
幕
府
に

働
き
か
け
た
が
失
敗
し
、
十
月
に
帰
京
。
後
伏
見
に
「
今

度
俊
光
卿
無
面
目
而
上
洛
」
と
い
わ
れ
た
（
『
花
園
』
十
二

月
十
日
条
裏
書
）
。
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
年
四
月
（
三
月
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〔
十
二
日
、
壬
申
、
〕
今
日
、
又
連
句
。三
十
韻
。

　
　

俊
（
日
野
）光

卿
・
在

（
菅
原
）輔

卿
已
下
祗
候
。
在
輔
卿
候
二

御
読
一。
後
漢

書
。
又
読
二

帝

範
一。
俊
光
卿
・
在
輔
卿
・
冬〻
朝〻
臣〻
俊

（
藤
原
）範

朝
臣
・
冬

（
中
御
門
）

定
朝
臣
・

×

仲〔

〔
　
公
時
〕
定　

　
　
（
平
）

・
公

（
菅
原
）時

等
、
申
レ

儀
〔
義
〕

。
戌
刻
、
権
中
納
言

源
（
北
畠
）朝

臣
親
房
、
令
三

冬
定
朝
臣
奏
二

日
時
文
二
通
一。
一
通
忘
却
不
レ

記
レ

之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
通
豊
受
大
明
神
心
柱
、
未
レ

下
条×

×

々

〔
　
四
〕

事
。
忘〻
却〻
自
余
忘
。

 

【
訓
読
】

　

今
日
、
ま
た
連
句
な
り
。
三
十
韻
。

　
　

俊
光
卿
・
在
輔
卿
已
下
祗
候
す
。
在
輔
卿
、
御
読
に
候
す
。
後
漢

書
。

と
も
）
に
も
勅
使
と
し
て
鎌
倉
に
下
向
す
る
が
、
五
月
二

十
一
日
、
同
地
に
お
い
て
死
去
し
た
（
『
常
楽
記
』
）
。
法
名

は
澄
寂
。
日
記
に
『
俊
光
卿
記
』
が
あ
る
。

	

　

な
お
、
『
公
補
』
は
、
俊
光
の
死
没
日
を
五
月
十
五
日

と
す
る
が
、
俊
光
の
子
資
朝
は
、
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）

五
月
二
十
一
日

0

0

0

0

に
亡
父
供
養
の
た
め
に
『
法
華
経
』
を
書

写
し
て
お
り
（
新
潟
県
妙
宣
寺
蔵
『
細
字
法
華
経
』
）
、
そ
の

日
か
ら
『
常
楽
記
』
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
。

	

　

俊
光
は
、
伏
見
天
皇
の
歌
会
・
歌
合
に
も
度
々
参
加
し
、

前
期
京
極
派
歌
人
の
一
人
と
し
て
相
応
の
位
置
を
占
め
、

後
伏
見
・
花
園
・
後
醍
醐
三
代
の
大
嘗
会
和
歌
を
詠
進
し

た
。
大
覚
寺
統
の
嘉
元
百
首
・
文
保
百
首
の
作
者
に
も
列

な
る
。
勅
撰
入
集
は
計
三
三
首
。
自
撰
家
集
に
『
俊
光
卿

集
』
が
あ
る
。
岩
佐
美
代
子
『
京
極
派
歌
人
の
研
究 

改

訂
新
装
版
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
一
九
七
四
年
、

三
六
二
～
三
六
三
頁
）
参
照
。

	

　

子
に
恵
ま
れ
、
男
子
に
は
資
名
・
資
朝
・
柳
原
資
明
・

三
宝
院
賢
俊
ら
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
激
動
の
政

局
に
活
躍
し
た
人
物
が
多
く
、
ま
た
女
子
に
は
京
極
派
歌

人
で
あ
る
伏
見
院
中
納
言
典
侍
・
後
伏
見
院
中
納
言
典
侍

が
い
る
。
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ま
た
帝
範
を
読
む
。
俊
光
卿
・
在
輔
卿
・
俊
範
朝
臣
・
冬
定
朝
臣
・
仲
定
・
公
時
等
、
儀

〔
義
〕

を
申
す
。

　

戌
の
刻
、
権
中
納
言
源
朝
臣
親
房
、
冬
定
朝
臣
を
し
て
日
時
文
二
通
を
奏
せ
し
む
。
一
通
は
忘
却
し
て
こ
れ
を
記
さ
ず
。　
　
　
　
　

一
通
は
豊
受
大
明
神
の
心
柱
、
い
ま
だ
下
さ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
々
の
事
。
自
余
は
忘
る
。

 

【
注
釈
】

連
句　

正
月
九
日
条
注
釈
参
照
。

三
十
韻　

連
句
で
は
、
原
則
と
し
て
偶
数
句
に
韻
を
踏
み
、

二
句
を
以
て
一
韻
と
す
る
。
三
十
韻
の
場
合
、
六
十
句
を

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
『
花
園
』
の
連
句
記
事
で
は
、

「
韻
」
を
省
略
し
て
「
三
十
」
（
二
月
十
三
日
条
）
、「
二
十
」

（
二
月
十
四
日
条
）
な
ど
と
記
す
場
合
が
あ
る
。
宮
廷
に
お

け
る
連
句
で
は
、
二
十
余
韻
が
多
く
用
い
ら
れ
た
（
『
玉

葉
』
文
治
三
年
〔
一
一
八
七
〕
二
月
二
十
七
日
条
）
。

	

　

ま
た
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
成
立
の
詩
文
作
法
書

『
王
沢
不
渇
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
連
句
の
会
で
は
、
一
人
が

二
句
・
四
句
な
ど
の
偶
数
句
を
作
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

一
句
・
三
句
な
ど
の
奇
数
句
は
作
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
能
勢
朝
次
『
聯
句
と
連
歌
』
（
『
能
勢
朝
次
著
作
集 

七 

連
歌
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
五
〇
年
、

五
二
、
九
五
頁
）
参
照
。

俊
光
卿　

日
野
俊
光
。
二
月
十
一
日
条
注
釈
参
照
。

在
輔
卿　

菅
原
在
輔
。
こ
の
と
き
従
二
位
、
式
部
大
輔
。
六

十
七
歳
。
正
月
七
日
条
注
釈
参
照
。

後
漢
書　

二
月
九
日
条
注
釈
「
漢

〔
後
カ
〕漢

書
第
八
」
参
照
。

帝て
い

範は
ん　

漢
籍
。
唐
の
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
正
月
、
太

宗
が
自
ら
撰
し
て
太
子
（
後
の
高
宗
）
に
与
え
た
訓
戒
の

書
。
上
下
二
巻
を
君
体
・
建
親
・
求
賢
・
審
官
・
納
諫
・

去
讒
・
誡
盈
・
崇
謙
・
賞
罰
・
務
農
・
閲
武
・
崇
文
の
十

二
編
に
分
ち
、
帝
王
た
る
も
の
の
模
範
と
す
べ
き
修
身
治

国
の
要
を
説
く
。
『
貞
観
政
要
』
、
『
群
書
治
要
』
と
並
ん

で
帝
王
学
の
教
科
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。
日
本
に
お
い
て

も
、
平
安
時
代
以
降
、
広
く
読
ま
れ
た
。

	

　

『
帝
範
』
は
、
花
園
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
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『
花
園
』
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
十
二
月
三
十
日
条
所
載

「
凡
所
読
経
書
目
録
」
の
「
外
書
」
に
も
見
え
る
。
花
園

は
、
本
日
の*

二
月
十
二
日
以
降
、
同
十
五
日
、
三
月
六

日
、
同
十
七
日
、
同
三
十
日
、*

四
月
二
十
二
日
の
六
度

に
渉
っ
て
『
帝
範
』
の
談
義
を
催
し
て
い
る
（
五
月
六
日

に
は
、
『
帝
範
』
に
代
え
て
『
孝
経
』
の
談
義
が
行
わ
れ
た
）
。

以
上
の
所
見
事
例
は
、
酒
井
茂
幸
「
『
花
園
天
皇
宸
記
』

書
名
索
引
」
（
『
研
究
と
資
料
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参

照
し
、
脱
漏
の
あ
る
事
例
に
つ
い
て
は
＊
を
付
し
た
。

	

　

花
園
が
甥
の
量
仁
親
王
（
の
ち
の
光
厳
天
皇
）
に
与
え
た

『
誡
太
子
書
』
は
、
『
帝
範
』
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
内
容
や
文
辞
に
つ
い
て
『
帝
範
』
と
の
共
通
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

	

　

日
本
に
お
け
る
『
帝
範
』
の
受
容
や
、
花
園
と
『
帝

範
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
坂
本
太
郎
「
帝
範
と
日

本
」（
『
坂
本
太
郎
著
作
集 

四 

風
土
記
と
万
葉
集
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
。
初
出
一
九
五
六
年
）
参
照
。

俊
範
朝
臣　

藤
原
俊
範
。
こ
の
と
き
正
四
位
下
、
刑
部
卿
・

右
京
大
夫
。
内
御
書
所
別
当
。
正
月
九
日
条
注
釈
参
照
。

冬
定
朝
臣　

中
御
門
冬
定
。
こ
の
と
き
正
四
位
上
、
右
兵
衛

督
・
蔵
人
頭
。
三
十
二
歳
。
正
月
一
日
条
注
釈
参
照
。

仲
定　

平
仲
定
。
生
没
年
未
詳
。
こ
の
と
き
勘
解
由
次
官
・

五
位
蔵
人
。
『
尊
卑
』
四
―
一
〇
。
父
は
仲
親
。

	

　

正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
四
月
、
尾
張
守
（
『
勘
仲
記
』

四
月
七
日
条
）
。
延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
正
月
、
蔵
人
。

同
年
二
月
、
少
納
言
を
兼
ね
る
。
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）

九
月
、
右
少
弁
と
な
り
、
蔵
人
を
辞
す
。
同
年
十
一
月
、

左
少
弁
。
同
四
年
二
月
、
権
右
中
弁
。
同
年
三
月
、
従
四

位
下
。
同
年
四
月
、
右
中
弁
・
右
宮
城
使
。
同
年
九
月
、

従
四
位
上
。
同
五
年
七
月
、
左
中
弁
、
正
四
位
下
。
同
年

八
月
、
服
解
。
以
上
の
経
歴
は
、
『
職
事
補
任
』
〔
花
園

院
〕
、
『
弁
官
補
任
』
正
和
三
年
～
同
五
年
条
を
参
照
。

	
　

伏
見
上
皇
の
院
司
（
判
官
代
）
を
つ
と
め
た
（
『
公
衡
公

記
』
正
和
四
年
四
月
二
十
五
日
条
）
。
ま
た
、
近
衛
家
平
の
側

近
で
も
あ
っ
た
（
延
慶
四
年
正
月
二
十
三
日
「
近
衛
家
平
御
教

書
」
、
元
亨
元
年
〔
一
三
二
一
〕
九
月
二
十
二
日
「
近
衛
家
平
御
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教
書
」
〔
と
も
に
『
勝
尾
寺
文
書
』
寅
―
一
五
中
〕
）
。

	
　

『
花
園
』
に
は
蔵
人
と
し
て
の
活
動
が
散
見
す
る
。

公
時　

菅
原
公
時
。
初
名
公
兼
。
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）

～
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
。
こ
の
と
き
正
五
位
下
、
大
学

頭
。
三
十
歳
。
『
尊
卑
』
四
―
七
一
。
『
公
補
』
正
慶
元
～

康
永
元
（
『
公
事
』
七
九
三
頁
）
。
父
は
公
業
。
菅
原
在
兼
の

猶
子
。

	

　

持
明
院
統
に
密
着
し
た
儒
家
で
あ
り
、
花
園
が
主
催
し

た
漢
籍
談
義
・
詩
歌
会
・
連
句
な
ど
に
出
席
し
、
賦
詩
の

出
題
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）

二
月
よ
り
同
四
年
三
月
に
か
け
て
、
花
園
が
勧
学
の
た
め

に
催
し
た
『
尚
書
』
談
義
に
は
欠
か
さ
ず
登
場
す
る
。

『
花
園
』
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
五
月
二
十
七
日
条
に
は
、

「
公
時
者
儒
者
也
。
又
連
句
者
也
」
と
あ
り
、
連
句
を
得

意
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

	

　

ま
た
、
花
園
の
甥
で
あ
る
量
仁
親
王
（
の
ち
の
光
厳
天

皇
）
の
教
育
に
も
深
く
関
わ
っ
た
。
嘉
暦
元
年
（
一
三
二

六
）
八
月
、
量
仁
の
東
宮
学
士
と
な
り
、
光
厳
即
位
後
の

元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
十
月
に
は
侍
読
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

南
北
朝
期
に
は
北
朝
に
仕
え
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）

九
月
、
光
明
天
皇
の
侍
読
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
以
上
は
、
『
御

侍
読
次
第
』
〔
菅
儒
侍
読
臣
年
譜
〕
〔
立
坊
学
士
〕
参
照
）
。

	

　

康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
九
月
、
所
労
に
よ
っ
て
官
職

を
辞
し
、
同
年
十
月
二
十
二
日
、
死
去
。
公
時
の
訃
報
に

接
し
た
光
明
天
皇
は
、
公
時
を
偲
ん
で
、
日
記
に
「
当
世

之
儒
宗
、
而
頗
有
才
名
。
加
之
昼
夜
之
格
勤
、
又
以
超
等

倫
。
兼
宦
学
之
両
道
、
為
朝
家
之
要
樞
。
就
中
、
朕
自
幼

少
之
昔
、
数
受
経
史
之
訓
説
。
至
登
極
之
初
、
即
居
帷
幄

之
重
職
。
数
年
之
間
、
頻
蒙
切
磋
琢
磨
之
教
焉
。
残
生
之

中
、
争
忘
一
字
千
金
之
恩
乎
。
嗚
咽
而
悲
泣
、
頻
令
傷
心

襟
者
也
」
と
記
し
、
花
園
・
光
厳
と
相
談
し
た
上
で
、
三

日
の
あ
い
だ
宮
中
の
「
興
遊
物
音
」
を
停
止
し
た
（
『
光

明
天
皇
日
記
』
康
永
元
年
十
月
二
十
二
日
条
〜
二
十
四
日
条
）
。

権
中
納
言
源
朝
臣
親
房　

北
畠
親
房
。
こ
の
と
き
従
二
位
、

権
中
納
言
。
二
十
一
歳
。
正
月
九
日
条
注
釈
「
権
中
納
言

親
房
」
参
照
。
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〔
十
三
日
、
癸
酉
、
〕
自
二

昨
日
一

降
レ

雨
。
未
レ

霽
。
今
日
、
又
連
句
。
三
十
。
精
進
・
念
誦
。

 

【
訓
読
】

　

昨
日
よ
り
雨
降
る
。
い
ま
だ
霽
れ
ず
。

日
時
文　

日に
ち

時じ

勘か
ん

文も
ん

の
こ
と
。
日
時
勘
文
は
、
事
を
行
う
べ

き
吉
日
・
吉
時
を
陰
陽
道
の
諸
家
に
諮
問
し
、
こ
れ
を
う

け
て
上
申
さ
れ
る
文
書
。
「
風
記
」
と
も
。
祭
祀
・
奉
幣

使
発
遣
・
遷
宮
・
殿
舎
造
営
・
御
産
・
元
服
・
立
太
子
・

入
内
・
立
后
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
柄
に
つ
い
て
勘
申
さ

れ
た
。
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書 

上
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
四
九
年
、
七
七
一
頁
）
参
照
。

豊
受
大
明
神
心し

ん
ば
し
ら

柱
、
未
下
条
々
事　

「
豊
受
大
明
神
心
柱
」

は
、
伊
勢
神
宮
の
外
宮
正
殿
の
床
下
の
中
央
に
半
ば
埋
め

ら
れ
て
い
る
神
聖
な
柱
を
い
う
。
古
代
で
は
「
忌
柱
」
、

中
世
で
は
「
心
御
柱
」
と
も
、
「
天
御
柱
」
と
も
い
っ
た
。

内
宮
の
正
殿
に
も
立
て
ら
れ
る
。
外
宮
の
心
柱
の
長
さ
は

五
尺
（
地
上
三
尺
・
地
下
二
尺
）
、
径
は
四
寸
。
五
色
薄
衣

布
や
麻
な
ど
が
巻
か
れ
た
。
二
十
年
ご
と
の
式
年
遷
宮
の

際
に
立
て
替
え
ら
れ
る
が
、
朽
損
や
顚
倒
が
生
じ
た
際
に

は
上
奏
を
経
て
修
復
し
、
仮
殿
遷
宮
が
行
な
わ
れ
た
。
牟

禮
仁
『
大
嘗
・
遷
宮
と
聖
な
る
も
の
』
第
二
篇
第
六
「
心

御
柱
の
奉
建
」
、
第
七
「
正
殿
心
柱
の
性
格
」
（
皇
學
館
大

学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
九
四
年
、
一
九
九
九
年
）

参
照
。

	

　

本
日
条
の
内
容
は
、
本
年
二
月
二
十
一
日
、
伊
勢
外
宮

の
心
柱
の
巻
絹
・
巻
布
が
損
じ
た
た
め
、
仮
殿
遷
宮
が
行

わ
れ
た
こ
と
（
『
師
守
記
』
貞
和
五
年
〔
一
三
四
九
〕
八
月
五

日
条
所
引
「
伊
勢
外
宮
心
御
柱
御
榊
餝
改
例
・
正
殿
仮
遷
宮
例

注
進
状
」
）
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
史
年

表
』
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
七
九
頁
）
参
照
。

186



　

今
日
、
ま
た
連
句
な
り
。
三
十
。

　

　

精
進
・
念
誦
す
。

 

【
注
釈
】

連
句
。
三
十

　

　

「
三
十
」
は
三
十
韻
の
こ
と
。
正
月
九
日
条
注

釈
「
連
句
」
、
二
月
十
二
日
条
注
釈
「
三
十
韻
」
参
照
。

精
進
・
念
誦　

身
を
き
よ
め
て
誦
経
す
る
こ
と
。
二
月
八
日

条
注
釈
「
精

〔
進
脱
カ
〕

念
誦
」
参
照
。

 

〔
十
四
日
、
甲
戌
、
〕
晴
。
午
刻
許
、
風
。
連
句
。
二
十
。
戌
刻
許
、
関

（
鷹
司
冬
平
）

白
参
。
子
刻
、
退
出
。
権
中
納
言
冬

（
大
炊
御
門
）

氏
朝

臣
・

×

左〔

〔
　
右
〕衛
門
督
公

（
洞
院
）賢

朝
臣
等
参
入
。
数〻
刻〻
暫
退
出
。

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
午
の
刻
ば
か
り
、
風
。
連
句
。
二
十
。

　

　

戌
の
刻
ば
か
り
、
関
白
参
る
。
子
の
刻
、
退
出
す
。

　

権
中
納
言
冬
氏
朝
臣
・
左
衞
門
督
公
賢
朝
臣
等
、
参
入
す
。
暫
く
し
て
退
出
す
。

 

【
注
釈
】

連
句
。
二
十

　

　

「
二
十
」
は
二
十
韻
の
こ
と
。
正
月
九
日
条
注

釈
「
連
句
」
、
二
月
十
二
日
条
注
釈
「
三
十
韻
」
参
照
。

関
白　

鷹
司
冬
平
。
こ
の
と
き
従
一
位
。
三
十
九
歳
。
正
月

十
二
日
条
注
釈
参
照
。

権
中
納
言
冬
氏
朝
臣　

大
炊
御
門
冬
氏
。
弘
安
五
年
（
一
二

八
二
）
～
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
。
こ
の
と
き
正
二
位
、

権
中
納
言
。
三
十
二
歳
。
『
尊
卑
』
一
―
二
〇
九
。
『
公

補
』
永
仁
六
～
元
亨
三
（
『
公
事
』
三
〇
七
頁
）
。
父
は
良
宗
、
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そ
の
早
世
後
は
祖
父
信
嗣
が
養
父
と
な
る
（
『
花
園
』
元
亨

四
年
八
月
十
六
日
条
）
。
母
は
修
理
亮
朝
氏
の
女
。

	

　

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
四
月
、
左
大
将
を
止
め
従
一

位
に
叙
さ
れ
る
が
、
所
存
に
あ
ら
ず
と
し
て
閉
門
蟄
居
。

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
六
月
、
内
大
臣
に
至
る
が
、
同

年
八
月
に
辞
す
。
同
四
年
八
月
十
五
日
、
出
家
す
る
が
、

翌
日
に
死
去
。
光
福
寺
と
号
し
た
。
『
花
園
』
同
日
条
に

「
上
表
辞
職
後
、
籠
居
偏
耽
酒
色
、
為
長
夜
飲
。
因
茲
諸

病
競
起
、
気
力
枉

〔
尩
〕

弱
。
両
三
日
病
悩
霍
乱
云
々
。
…
…
公

無

才

翰
〔
幹
〕

之
誉
。
唯
伝
家
業
、
学
和
琴
、
毎
宸
遊
必
応
其

撰
」
と
記
さ
れ
る
。

左
衛
門
督
公
賢
朝
臣　

洞
院
公
賢
。
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）

～
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
。
こ
の
と
き
従
二
位
、
権
中
納

言
兼
左
衛
門
督
。
二
十
三
歳
。
『
尊
卑
』
一
―
一
七
〇
。

『
公
補
』
延
慶
元
～
延
文
四
（
『
公
事
』
一
四
〇
頁
）
。
父
は

実
泰
。
母
は
小
倉
公
雄
の
女
、
季
子
。

	

　

元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
三
月
、
内
大
臣
。
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）
二
月
、
右
大
臣
。
同
年
三
月
、
養
女
阿
野
廉

子
の
産
ん
だ
皇
太
子
恒
良
親
王
の
東
宮
傅
を
兼
ね
る
が
、

翌
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
十
月
、
恒
良
の
北
国
下
向
に

伴
い
東
宮
傅
を
停
止
。
南
北
朝
期
に
は
北
朝
に
仕
え
京
都

に
と
ど
ま
り
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
四
月
、
左
大
臣
。

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
十
月
、
太
政
大
臣
。
観
応
元
年

（
一
三
五
〇
）
三
月
、
太
政
大
臣
を
辞
す
。

	

　

南
朝
の
後
村
上
天
皇
か
ら
も
重
ん
ぜ
ら
れ
、
京
都
奪
還

時
の
南
朝
の
も
と
で
、
正
平
六
年
・
観
応
二
年
（
一
三
五

一
）
十
一
月
に
左
大
臣
・
後
院
別
当
、
正
平
八
年
・
文
和

二
年
（
一
三
五
三
）
六
月
に
太
政
大
臣
、
同
年
七
月
に
後

院
別
当
。
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
四
月
、
出
家
し
て
法

名
元
空
。
そ
の
翌
年
四
月
六
日
に
死
去
。
公
賢
の
事
蹟
は
、

林
屋
辰
三
郎
『
内
乱
の
な
か
の
貴
族
―
南
北
朝
と
「
園
太

暦
」
の
世
界
―
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
。
初
出
一
九
七

五
年
）
参
照
。

	

　

『
園
太
暦
』
の
記
主
で
、
学
識
深
く
、
『
皇
代
暦
』
、
『
歴

代
至
要
抄
』
、
『
魚
魯
愚
鈔
』
、
『
魚
魯
秘
伝
別
鈔
』
、
『
叙
位

次
第
』
を
著
し
、
『
拾
芥
抄
』
を
増
訂
す
る
。
公
賢
の
編
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〔
十
五
日
、
乙
亥
、
〕
晴＊

＊

。
今
日
、
又
連
句
。
廿
韻
。

　

読〻
帝
範
談
義
。
俊

（
日
野
）光

卿
・

×

在〔

〔
　
已
下
〕
輔4

卿
已
下
祗
候
。
終
日
文
談
。

精
進
・
念
誦
也
。
梵
網
経
如
レ

恒
。

	

「
十

（
＊
＊
裏
書
）

五
日
、
今
日
、
院

（
伏
見
上
皇
）

・
新

（
後
伏
見
上
皇
）

院
自
二

石
清
水
社
一

還
御
。
幸
二

賀
茂
・
北
野
社
一

云
々
。
但
新
院
無
二

御
参
一

云
々
。

広
（
藤
原
寧
子
）

義
門
院
依〻
御
懐
妊
、
未
雖
レ

無
二

御
着
帯
一、
已
及
二

六
个
月
一

故
云
々
。
」

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
今
日
、
ま
た
連
句
な
り
。
廿
韻
。

　

　

帝
範
の
談
義
。
俊
光
卿
・
在
輔
卿
已
下
祗
候
す
。
終
日
、
文
談
す
。

　

精
進
・
念
誦
な
り
。
梵
網
経
、
恒
の
如
し
。

	

「十
（
裏
書
）五

日
、
今
日
、
院
・
新
院
、
石
清
水
社
よ
り
還
御
。
賀
茂
・
北
野
社
に
幸
す
と
云
々
。
た
だ
し
新
院
は
御
参
無
し
と
云
々
。

ん
だ
故
実
書
に
関
し
て
は
、
細
谷
勘
資
『
中
世
宮
廷
儀
式

書
成
立
史
の
研
究
』
第
三
編
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
洞
院

公
賢
の
儀
式
書
」
所
収
諸
論
文
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七

年
）
参
照
。

	

　

花
園
の
母
顕
親
門
院
（
洞
院
季
子
）
は
、
公
賢
曾
祖
父

実
雄
の
女
。
『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
二
月
十

三
日
条
に
花
園
が
勤
修
し
た
顕
親
門
院
十
三
回
忌
の
記
事

が
あ
り
、
公
賢
を
始
め
と
す
る
洞
院
家
の
一
門
が
顕
親
門

院
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
応
長
・
正

和
年
間
（
一
三
一
一
〜
一
三
一
七
）
の
『
花
園
』
に
は
、
公

賢
が
儀
式
の
上
卿
を
つ
と
め
、
陣
定
や
連
句
会
等
へ
参
加

す
る
姿
が
記
さ
れ
る
。
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連
句
。
廿
韻

　
　
　

正
月
九
日
条
注
釈
「
連
句
」
、
二
月
十
二
日
条

注
釈
「
三
十
韻
」
参
照
。

帝
範　

二
月
十
二
日
条
注
釈
参
照
。

談だ
ん

義ぎ　

も
の
ご
と
の
道
理
を
説
き
聞
か
せ
、
そ
の
意
義
を
説

く
こ
と
。
古
典
な
ど
の
講
義
・
解
説
や
、
問
答
・
討
論
な

ど
に
い
う
こ
と
が
多
い
。

俊
光
卿　

日
野
俊
光
。
二
月
十
一
日
条
注
釈
参
照
。

在
輔
卿　

菅
原
在
輔
。
正
月
七
日
条
・
二
月
十
二
日
条
注
釈

参
照
。

文ぶ
ん

談だ
ん　

あ
る
書
物
を
講
釈
・
談
話
し
、
難
解
な
部
分
に
つ
い

て
説
明
を
加
え
る
こ
と
。

精
進
・
念
誦　

二
月
八
日
条
注
釈
「
精

〔
進
念
カ
〕

念
誦
」
参
照
。

梵ぼ
ん

網も
う

経き
ょ
う

　

正
月
十
五
日
条
注
釈
「
梵
網
経
、
如
恒
読
之
」
参

照
。

院　

伏
見
上
皇
。
花
園
の
父
。
四
十
九
歳
。
二
月
三
日
条
注

釈
参
照
。

新
院　

後
伏
見
上
皇
。
諱
は
胤
仁
。
弘
安
十
一
年
（
一
二
八

八
）
～
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
。
在
位
は
永
仁
六
年
（
一

二
九
八
）
～
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
。
二
十
六
歳
。
父
は

伏
見
天
皇
。
母
は
参
議
藤
原
経
氏
の
女
、
准
三
宮
経
子
。

養
母
は
永
福
門
院
藤
原
鏱
子
。
光
厳
・
光
明
両
天
皇
の
父
。

花
園
の
異
母
兄
。

	

　

正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
八
月
、
親
王
宣
下
。
同
二
年

四
月
、
立
太
子
。
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
七
月
、
伏
見

の
譲
位
に
よ
り
践
祚
。
同
年
十
月
、
即
位
。
十
一
月
に
大

嘗
祭
が
行
わ
れ
た
。

	

　

後
伏
見
の
在
位
期
に
は
父
伏
見
が
院
政
を
行
っ
た
が
、

正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
正
月
、
鎌
倉
幕
府
の
要
請
に
よ
っ

て
、
後
伏
見
は
大
覚
寺
統
の
東
宮
邦
治
親
王
（
後
二
条
天

皇
）
に
譲
位
し
た
。
譲
位
後
は
、
冷
泉
富
小
路
殿
を
院
御

所
と
し
、
猶
子
で
あ
る
弟
の
富
仁
親
王
（
の
ち
の
花
園
）

と
同
居
し
た
。

広
義
門
院
御
懐
妊
、
い
ま
だ
御
着
帯
無
し
と
雖
も
、
す
で
に
六
个
月
に
及
ぶ
故
と
云
々
。
」

 
【
注
釈
】
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徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
八
月
、
後
二
条
が
早
世
す
る

と
、
花
園
が
践
祚
し
、
再
び
伏
見
が
院
政
を
行
っ
た
。
正

和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
十
四
日
、
伏
見
は
後
伏
見
に

政
務
を
譲
り
、
後
伏
見
は
花
園
と
の
擬
制
的
な
父
子
関
係

に
基
づ
い
て
院
政
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
引
退

し
た
伏
見
は
政
務
に
干
渉
す
る
こ
と
が
多
く
、
後
伏
見
は

政
務
を
謙
退
す
る
意
思
を
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

	

　

や
が
て
皇
位
と
治
世
を
め
ぐ
っ
て
両
統
間
で
鎌
倉
幕
府

を
巻
き
込
ん
だ
数
度
の
交
渉
が
行
わ
れ
る
が
、
持
明
院
統

は
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
九
月
の
伏
見
の
死
去
に
よ
っ

て
劣
勢
と
な
り
、
同
二
年
二
月
、
花
園
は
退
位
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
後
伏
見
院
政
は
終
わ
り
を
迎
え
た
。

	

　

後
伏
見
の
院
御
所
で
あ
っ
た
持
明
院
殿
に
は
、
新
院
と

な
っ
た
花
園
が
同
居
し
た
。
後
伏
見
・
花
園
の
兄
弟
の
関

係
は
、
時
に
緊
張
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
体
に

お
い
て
親
密
で
あ
り
、
「
い
さ
ゝ
か
も
隔
て
な
く
き
こ
え

さ
せ
給
」
（
『
増
鏡
』
一
三
〔
秋
の
み
山
〕
）
と
言
わ
れ
た
。

	

　

花
園
の
譲
位
を
う
け
て
践
祚
し
た
後
醍
醐
天
皇
は
、
討

幕
計
画
を
進
め
る
が
、
正
中
の
変
で
失
敗
す
る
。
こ
れ
に

乗
じ
て
、
後
伏
見
は
皇
子
量
仁
親
王
の
立
太
子
を
幕
府
に

働
き
か
け
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
七
月
、
幕
府
の
後

援
を
う
け
て
量
仁
は
立
坊
を
遂
げ
た
。
や
が
て
元
弘
元
年

（
一
三
三
一
）
八
月
、
後
醍
醐
が
出
京
し
て
山
城
笠
置
山
に

立
て
籠
も
る
と
（
元
弘
の
乱
）
、
同
年
九
月
、
量
仁
が
践
祚

し
て
光
厳
天
皇
と
な
り
、
後
伏
見
は
再
び
院
政
を
と
っ
た
。

	

　

し
か
し
、
後
醍
醐
側
の
巻
き
返
し
に
よ
っ
て
、
正
慶
二

年
・
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
、
六
波
羅
探
題
が
陥

落
す
る
。
北
条
仲
時
に
擁
さ
れ
た
後
伏
見
・
光
厳
・
花
園

は
関
東
に
向
か
う
が
、
近
江
国
番
場
に
お
い
て
後
醍
醐
側

の
五
辻
宮
宗
覚
に
阻
ま
れ
、
仲
時
ら
は
自
害
、
後
伏
見
ら

は
京
都
に
戻
さ
れ
た
。
同
月
二
十
五
日
、
後
醍
醐
に
よ
っ

て
光
厳
は
廃
位
さ
れ
、
後
伏
見
の
院
政
も
停
止
さ
れ
た
。

同
年
六
月
二
十
六
日
、
出
家
。
法
名
を
理
覚
と
称
し
た

（
の
ち
に
行
覚
）
。

	

　

建
武
新
政
期
に
は
、
西
園
寺
公
宗
ら
が
後
伏
見
を
仰
い

で
謀
反
を
企
て
た
が
失
敗
し
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
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四
月
六
日
、
後
伏
見
は
持
明
院
殿
で
死
去
し
た
。
深
草
法

華
堂
（
の
ち
の
深
草
北
陵
）
に
葬
ら
れ
た
。

	

　

後
伏
見
は
、
父
伏
見
の
書
風
を
受
け
継
ぐ
と
共
に
、
持

明
院
統
に
お
い
て
帝
王
学
の
一
つ
と
目
さ
れ
た
琵
琶
へ
の

関
心
が
深
か
っ
た
。
日
記
に
『
後
伏
見
天
皇
日
記
（
心
日

御
記
）
』
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
伝
存
す
る
。

	

　

後
伏
見
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
『
後
伏
見
天
皇
実
録 

一
』
参
照
。
ま
た
、
そ
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
は
、
辻

彦
三
郎
「
後
伏
見
上
皇
院
政
謙
退
申
出
の
波
紋
―
西
園
寺

実
兼
の
一
消
息
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
同
『
藤
原
定
家
明
月
記

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
。
初
出
一
九
六
九
年
）

に
詳
し
い
。

石
清
水
社　

石
清
水
八
幡
宮
寺
。
二
月
九
日
条
注
釈
参
照
。

還
御　

天
皇
・
上
皇
・
三
后
が
、
出
か
け
た
先
か
ら
帰
る
こ

と
。
公
卿
に
つ
い
て
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

	

　

伏
見
・
後
伏
見
両
上
皇
は
、
二
月
九
日
よ
り
十
五
日
ま

で
石
清
水
八
幡
宮
寺
に
参
籠
し
、
十
五
日
午
刻
に
還
御
し

た
（
『
継
塵
記
（
実
任
卿
記
）
』
二
月
九
日
条
・
十
五
日
条
、
『
広

義
門
院
御
産
御
祈
記
別
記
（
隆
有
卿
記
）
』
二
月
十
五
日
条
）
。

幸
賀か

茂も

・
北き

た

野の

社
云
々
。
但
新
院
無
御
参
云
　々

石
清
水
八

幡
宮
寺
よ
り
還
御
し
た
伏
見
上
皇
は
、
続
い
て
賀
茂
・
北

野
両
社
に
御
幸
し
た
。
た
だ
し
、
後
伏
見
上
皇
は
こ
れ
に

同
道
し
な
か
っ
た
（
『
継
塵
記
（
実
任
卿
記
）
』
、
『
広
義
門
院

御
産
御
祈
記
別
記
（
隆
有
卿
記
）
』
二
月
十
五
日
条
も
参
照
）
。

	

　

賀
茂
社
は
、
賀か

も

茂わ
け

別い
か

雷ず
ち

神じ
ん

社じ
ゃ

（
上
賀
茂
神
社
、
略
称
上

社
）
と
賀か

茂も

御み

祖お
や

神じ
ん

社じ
ゃ

（
下
鴨
神
社
、
略
称
下
社
）
の
総
称
。

賀
茂
別
雷
神
社
に
つ
い
て
は
、
正
月
十
五
日
条
注
釈
「
賀

茂
社
」
参
照
。
賀
茂
御
祖
神
社
は
、
山
城
国
葛
野
郡
、
賀

茂
川
と
高
野
川
と
の
合
流
点
近
く
に
位
置
す
る
（
現
在
京

都
市
左
京
区
下
鴨
泉
川
町
）
。
賀
茂
別
雷
神
社
と
と
も
に
二

十
二
社
の
一
つ
で
、
山
城
国
一
宮
。
祭
神
は
賀
茂
建
角
身

命
・
玉
依
姫
。
四
月
の
中
の
酉
の
日
に
賀
茂
祭
（
葵
祭
）

が
行
わ
れ
た
。

	

　

北
野
社
は
、
山
城
国
葛
野
郡
に
所
在
（
現
在
京
都
市
上

京
区
馬
喰
町
）
。
「
北
野
聖
廟
」
、
「
北
野
宮
寺
」
と
も
。
二

十
二
社
の
一
つ
。
祭
神
は
菅
原
道
真
。
相
殿
に
中
将
殿
・
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吉
祥
女
を
祀
る
。
八
月
五
日
に
北
野
祭
が
行
わ
れ
た
。

広
義
門
院　

名
は
寧
子
。
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
～
延
文

二
年
（
一
三
五
七
）
。
二
十
二
歳
。
父
は
西
園
寺
公
衡
。
母

は
左
馬
頭
藤
原
光
保
の
女
、
兼
子
。
後
伏
見
上
皇
の
女
御
。

花
園
の
准
母
。

	

　

嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
四
月
、
後
伏
見
の
女
御
。
延

慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
正
月
九
日
、
従
三
位
に
叙
さ
れ
、

同
月
十
三
日
、
花
園
の
准
母
と
し
て
准
三
宮
と
広
義
門
院

の
号
を
宣
下
さ
れ
る
。

	

　

後
伏
見
と
の
間
に
、
延
慶
四
年
二
月
に
珣
子
内
親
王
、

正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
七
月
に
量
仁
親
王
（
の
ち
の
光
厳

天
皇
）
、
同
四
年
十
二
月
に
景
仁
親
王
、
文
保
三
年
（
一
三

一
九
）
四
月
に
皇
女
某
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
十
二
月

に
豊
仁
親
王
（
の
ち
の
光
明
天
皇
）
を
生
む
。
嘉
暦
二
年

（
一
三
二
七
）
、
広
義
門
院
が
病
と
な
っ
た
際
、
後
伏
見
が

日
吉
社
に
奉
納
し
た
願
文
に
は
、
「
凡
偕
老
之
芳
契
、
毎

人
雖
不
等
閑
、
斉
体
之
懇
志
、
当

（
後
伏
見
）

身
猶
為
殷
勤
。
自
幼
少

昔
迄
長
年
今
、
無
一
事
之
依
違
、
送
多
歳
之
春
秋
。
若
有

不
慮
事
者
、
存
命
何
有
益
哉
」
と
あ
り
、
広
義
門
院
に
対

す
る
深
い
愛
情
が
窺
え
る
（
同
年
三
月
一
日
「
後
伏
見
上
皇

願
文
案
」
〔
『
後
伏
見
院
御
願
文
類
』
三
。
『
鎌
倉
遺
文
』
に
は
脱

漏
〕
）
。
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
二
月
二
十
五
日
、
出
家
。

	

　

広
義
門
院
は
、
光
厳
・
光
明
の
母
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

花
園
在
位
の
時
代
に
も
准
母
と
し
て
朝
覲
行
幸
の
儀
が

あ
っ
た
た
め
、
北
朝
に
お
い
て
「
三
代
の
国
母
」
と
し
て

仰
が
れ
た
（
『
竹
む
き
が
記
』
下
）
。
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）

九
月
二
十
五
日
、
西
園
寺
無
量
光
院
に
お
い
て
、
亡
父
公

衡
の
三
十
三
回
忌
仏
事
を
修
す
る
（
『
園
太
暦
』
、
『
竹
む
き

が
記
』
下
）
。

	

　

観
応
二
年
・
正
平
六
年
（
一
三
五
一
）
十
一
月
、
正
平

一
統
に
よ
っ
て
北
朝
は
一
時
的
に
廃
さ
れ
、
光
厳
・
光

明
・
崇
光
三
上
皇
お
よ
び
皇
太
子
直
仁
親
王
（
花
園
皇
子
）

は
、
南
朝
の
大
和
賀
名
生
行
宮
へ
と
連
れ
去
ら
れ
た
。
幕

府
は
弥
仁
王
（
光
厳
皇
子
）
を
皇
位
に
つ
け
る
こ
と
を
決

し
た
が
、
治
天
の
君
に
よ
る
伝
国
の
詔
宣
が
必
要
で
あ
っ

た
た
め
、
広
義
門
院
を
治
天
の
君
の
代
行
者
と
す
る
案
が
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〔
十
六
日
、
丙
子
、
〕
晴＊

＊

。
別
殿
行
幸
也
。
丑

×

四〔

〔
　
一
〕刻
、
着
二

直
衣
一

行
二

直
廬
一。
公

（
三
条
）躬

朝
臣
取
二

御
剣
一

前
行
。
冬

（
中
御
門
）

定
朝

立
て
ら
れ
た
。
観
応
三
年
六
月
、
足
利
義
詮
は
、
弥
仁
王

践
祚
と
聴
政
の
件
を
申
し
入
れ
た
が
、
広
義
門
院
は
こ
れ

を
拒
否
。
し
か
し
、
た
び
重
な
る
幕
府
の
懇
請
に
よ
っ
て
、

渋
々
領
状
し
た
。
治
天
の
君
の
代
行
者
と
な
っ
た
広
義
門

院
は
、
関
白
二
条
良
基
に
政
務
を
執
ら
せ
、
八
月
十
七
日
、

弥
仁
王
が
践
祚
し
た
（
後
光
厳
天
皇
）
。
こ
の
一
件
に
つ
い

て
は
、
今
谷
明
「
観
応
三
年
広
義
門
院
の
「
政
務
」
に
つ

い
て
」
（
同
『
室
町
時
代
政
治
史
論
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

初
出
一
九
九
七
年
）
参
照
。

	

　

こ
の
時
期
の
広
義
門
院
は
、
光
厳
上
皇
に
代
わ
っ
て
持

明
院
統
の
重
要
な
所
領
で
あ
っ
た
長
講
堂
領
を
管
領
し
て

い
る
（
『
園
太
暦
』
文
和
元
年
〔
一
三
五
二
〕
九
月
八
日
条
）
。

最
晩
年
は
伏
見
殿
に
住
み
、
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
閏

七
月
二
十
二
日
、
死
去
し
た
。

	

　

広
義
門
院
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
『
後
伏
見
天
皇
実
録 

二
』
（
四
五
九
～
五
六
七
頁
）
参
照
。

	

　

な
お
、
『
花
園
』
に
は
複
数
の
女
院
が
登
場
す
る
が
、

特
定
の
院
号
を
記
さ
ず
「
女
院
」
と
の
み
記
載
す
る
場
合
、

そ
の
人
名
比
定
に
は
慎
重
な
判
断
を
必
要
と
す
る
。
史
料

纂
集
は
、
『
花
園
』
に
見
え
る
「
女
院
」
を
概
ね
広
義
門

院
に
比
定
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
永
福
門
院
に
比
定
し

直
す
べ
き
こ
と
、
岩
佐
美
代
子
「
花
園
天
皇
宸
記
の
「
女

院
」
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
三
九
、
二
〇
〇
一
年
）
に
指
摘
が
あ

る
。

御
懐
妊
、
未
雖
無
御
着
帯
、
已
及
六
个
月
故
云
　々

『
継
塵

記
（
実
任
卿
記
）
』
本
日
条
に
は
「
依
広
義
門
院
御
着
帯
、

新
院
不
可
幸
賀
茂
云
々
」
と
あ
る
が
、
『
花
園
』
の
記
事

か
ら
着
帯
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
広
義
門
院
の
着
帯

に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
二
日
条
注
釈
「
広
義
門
院
御
着

帯
」
参
照
。
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臣
在
レ

後
。
五
位
殿
上
人
冬

（
中
御
門
）俊

一
人
、
六
位
説

（
中
御
門
）綱

一
人
候
。
今
夜
職
事
、
冬
定
朝
臣
一
人
候
。
甚
奇
恠
。
但

成
（
葉
室
）隆

還
御
之
間
参
入
。
依
二

所
労
一

遅
参
云
々
。

	

「
今

（
＊
＊
裏
書
）

夜
、
着
二

直
衣
一、
着
二

草
鞋
一。
乍
レ

袴×

踏〔

〔
　
　
〕入
也
。
」

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
別
殿
行
幸
な
り
。
丑
の
四
刻
、
直
衣
を
着
し
直
廬
に
行
く
。
公
躬
朝
臣
、
御
剣
を
取
り
て
前
行
す
。
冬
定
朝
臣
、
後

に
在
り
。
五
位
の
殿
上
人
は
冬
俊
一
人
、
六
位
は
説
綱
一
人
候
す
。
今
夜
の
職
事
、
冬
定
朝
臣
一
人
候
す
。
は
な
は
だ
奇
恠
。

た
だ
し
成
隆
、
還
御
の
間
に
参
入
す
。
所
労
に
依
り
遅
参
す
と
云
々
。

　

「
今

（
裏
書
）

夜
、
直
衣
を
着
し
、
草
鞋
を
着
す
。
袴
な
が
ら
踏
み
入
る
な
り
。
」

 

【
注
釈
】

別べ
つ
で
ん
ぎ
ょ
う
こ
う

殿
行
幸　

正
月
一
日
条
注
釈
「
幸
別
殿
」
参
照
。
天
皇
は
、

内
裏
清
涼
殿
を
本
殿
と
し
、
方
違
の
た
め
に
し
ば
し
ば
他

の
諸
殿
舎
に
行
幸
し
た
。
別
殿
行
幸
に
は
、
御
剣
役
の
次

将
（
近
衛
中
将
・
少
将
）
、
蔵
人
頭
、
五
位
・
六
位
蔵
人
、

脂
燭
役
の
殿
上
人
が
祗
候
す
る
。
天
皇
は
本
殿
か
ら
別
殿

の
間
に
敷
か
れ
た
筵え

ん

道ど
う

（
貴
人
が
歩
く
時
、
道
に
敷
く
筵
）

の
上
を
歩
む
。
行
幸
先
の
方
忌
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
陰
陽
師
に
諮
問
が
あ
っ
た
（
『
夕
拝
備
急
至
要
抄
』
下

〔
臨
時 

別
殿
行
幸
〕
）
。

丑
四
刻　

午
前
二
時
半
こ
ろ
。

直の

う

し衣　

公
家
の
日
常
服
。
天
皇
の
直
衣
は
、
御お

引ひ
き

直の

う

し衣
（
御お

下さ
げ

直の

う

し衣
と
も
）
と
い
わ
れ
る
。
御
引
直
衣
の
構
成
は
、
冠
・

長
袴
・
単

ひ
と
え

・
雑ざ

っ

袍ぽ
う

を
基
本
と
し
、
衵

あ
こ
め

や
打う

ち

衣ぎ
ぬ

が
加
わ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
臣
下
の
直
衣
と
の
相
違
点
は
、
長
袴
の
使

用
と
着
用
法
で
あ
っ
た
。
天
皇
は
日
常
で
は
御
引
直
衣
を

着
用
し
た
が
、
一
部
の
行
事
に
お
い
て
は
、
臣
下
と
同
じ
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く
指
貫
袴
を
着
用
し
た
、
御お

上あ
げ

直の

う

し衣
（
短

み
じ
か
の
お
ん
の
う
し

御
直
衣
と
も
）

の
姿
と
な
っ
た
。
近
藤
好
和
『
装
束
の
日
本
史
』
（
平
凡

社
新
書
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
三
～
一
五
七
頁
）
参
照
。

直じ
き

廬ろ　

「
ち
ょ
く
ろ
」
と
も
。
摂
関
が
内
裏
内
に
与
え
ら
れ

た
宿
所
。
休
息
・
宿
直
・
私
的
な
会
合
に
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
叙
位
・
除
目
を
行
っ
た
り
、
政
務
上
の
諸

事
を
定
め
た
り
し
た
。
天
皇
は
し
ば
し
ば
方
違
の
た
め
に

直
廬
に
行
幸
し
た
。

	

　

直
廬
に
つ
い
て
は
、
飯
淵
康
一
「
閑
院
直
廬
に
つ
い

て
」
（
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集 

計
画
系
』
五
三

〔
建
築
歴
史
・
意
匠
〕
、
一
九
七
八
年
）
、
藤
田
勝
也
「
公
卿
議

定
の
場
」
（
同
『
日
本
古
代
中
世
住
宅
史
論
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。

公
躬
朝
臣　

三
条
公
躬
。
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
～
暦
応

五
年
（
一
三
四
二
）
。
こ
の
と
き
正
四
位
下
、
右
中
将
。
二

十
四
歳
。
『
尊
卑
』
一
―
一
四
二
。
『
公
補
』
文
保
元
～
暦

応
五
（
『
公
事
』
一
八
四
頁
）
。
父
は
実
躬
（
実
父
は
実
仲
）
。

母
は
権
中
納
言
藤
原
経
俊
の
女
（
『
公
補
』
文
保
元
年
条
）
。

	

　

文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
二
月
、
花
園
の
蔵
人
頭
と
な

る
。
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
十
月
、
正
三
位
。
こ
の
時
、

前
年
正
月
五
日
の
位
記
を
給
わ
る
（
『
花
園
』
十
月
二
十
八

日
条
）
。
『
公
補
』
同
年
条
に
「
八
月
已
後
、
官
位
被
止

了
」
と
あ
る
の
は
、
同
月
の
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
笠
置
挙

兵
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
。

	

　

花
園
在
位
期
の
公
躬
は
近
衛
中
将
で
あ
っ
た
た
め
、
し

ば
し
ば
昼
御
座
の
御
剣
を
持
っ
て
花
園
に
近
侍
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
保
元
年
に
蔵
人
頭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
花

園
』
に
は
公
躬
が
頭
中
将
と
し
て
宮
中
の
諸
儀
式
に
つ
い

て
奏
聞
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
奉
行
し
て
い
る
姿
が
頻
出

す
る
。

	

　

こ
の
よ
う
な
公
的
な
関
係
以
外
に
、
公
躬
は
花
園
の

行
っ
た
私
的
な
連
句
や
詩
歌
会
、
『
尚
書
』
談
義
に
参
加

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）

で
は
、
四
月
十
八
日
・
同
月
二
十
一
日
・
六
月
一
日
の
詩

歌
会
、
四
月
二
十
日
・
五
月
三
日
・
四
日
・
二
十
七
日
の

連
句
へ
の
参
加
が
確
認
さ
れ
る
（
『
花
園
』
）
。
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南
北
朝
期
に
は
北
朝
に
仕
え
た
。
暦
応
五
年
（
一
三
四

二
）
二
月
、
出
家
し
て
法
名
を
頓
空
と
号
す
る
。
同
年
四

月
に
死
去
。

取
御ぎ

ょ

剣け
ん

前
行　

御
剣
は
昼
御
座
の
御
剣
の
こ
と
。
正
月
一
日

条
注
釈
「
候
御
剣
」
参
照
。
別
殿
行
幸
の
際
に
は
、
近
侍

す
る
次
将
が
御
剣
役
と
し
て
前
行
し
た
。
『
徒
然
草
』
一

七
八
段
、
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈 

下
』
（
角
川
書

店
、
一
九
六
八
年
、
二
二
四
～
二
三
〇
頁
）
参
照
。

冬
定
朝
臣　

中
御
門
冬
定
。
こ
の
と
き
蔵
人
頭
。
正
月
一
日

条
・
二
月
十
二
日
条
注
釈
参
照
。

五
位
殿
上
人　

殿
上
人
は
、
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
昇
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
四
位
・
五
位
の
人
。
内
裏
に
お
け
る
諸
々

の
雑
事
に
奉
仕
し
た
。
天
皇
の
側
近
と
し
て
代
替
り
ご
と

に
選
定
さ
れ
る
。
勅
勘
を
受
け
る
と
資
格
を
奪
わ
れ
、
除

籍
さ
れ
た
。

冬
俊　

中
御
門
冬
俊
。
生
没
年
未
詳
。
こ
の
と
き
五
位
殿
上

人
。
『
尊
卑
』
一
―
二
五
四
。
父
は
宗
冬
。
冬
定
の
弟
。

『
花
園
』
に
は
本
日
条
の
み
登
場
す
る
。

六
位　

六
位
蔵
人
の
こ
と
。
重
代
の
諸
大
夫
の
中
か
ら
補
さ

れ
る
。
毎
日
交
替
で
内
裏
の
雑
事
や
天
皇
の
御
膳
の
給
仕

に
当
た
っ
た
。
補
任
の
順
序
で
席
次
を
定
め
、
第
一
﨟
を

極
﨟
、
第
二
﨟
を
差
次
、
第
三
﨟
を
氏
蔵
人
、
第
四
﨟
を

新
蔵
人
と
い
う
。
六
年
勤
続
す
る
と
五
位
に
叙
さ
れ
る
の

が
慣
例
で
あ
る
が
、
五
位
蔵
人
に
欠
員
が
な
い
場
合
、
退

職
し
て
蔵
人
五
位
と
呼
ば
れ
る
。

説
綱　

藤
原
説
綱
。
生
没
年
未
詳
。
こ
の
と
き
六
位
蔵
人
。

高
藤
流
説
藤
の
猶
子
（
『
尊
卑
』
二
―
一
四
一
）
。
内
麿
流
行

綱
（
あ
る
い
は
資
有
）
の
子
に
同
名
の
人
物
が
い
る
が
、

同
一
人
か
（
『
尊
卑
』
二
―
二
〇
八
）
。

	

　

正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
二
十
四
日
の
内
侍
所

御
神
楽
に
お
い
て
、
蔵
人
と
蔵
人
所
の
出
納
・
小
舍
人
と

の
間
で
相
論
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
時
、
説
綱
は
六
位
蔵
人

を
率
い
て
列
訴
に
及
び
、
「
今
夜
小
舍
人
不
禁
獄
者
、
不

可
隨
所
役
。
蔵
人
皆
悉
可
退
出
」
と
言
い
放
っ
た
。
「
説

綱
殊
有
意
趣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
素
よ
り
出
納
・
小

舍
人
と
反
目
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
『
花
園
』
）
。
貞
和
四

『花園天皇日記（花園院宸記）』正和二年二月記（二）

197



年
（
一
三
四
八
）
四
月
、
従
四
位
上
（
『
園
太
暦
』
四
月
十
二

日
条
）
。

今
夜
職
事
、
冬
定
朝
臣
一
人
候
。
甚
奇き

恠か
い　

「
今
夜
の
（
別

殿
行
幸
に
参
仕
し
た
）
職
事
は
、
冬
定
朝
臣
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
は
た
い
へ
ん
不
埒
だ
」
の
意
。
「
職
事
」
は
、
蔵
人

頭
と
五
位
・
六
位
蔵
人
の
呼
称
。
「
奇
恠
」
は
、
「
き
っ
か

い
」
と
も
。
こ
こ
で
は
「
け
し
か
ら
ん
」
「
不
埒
」
の
意
。

「
奇
恠
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
雄
二
郎
・
島
津
忠

夫
・
佐
竹
昭
広
『
和
語
と
漢
語
の
あ
い
だ
―
宗
祇
畳
字
百

韻
会
読
―
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、
一
一
七
〜
一
一
九

頁
）
参
照
。

　
　

な
お
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
五
月
十
三
日
の
別
殿

行
幸
で
は
、
職
事
三
人
が
参
仕
し
た
（
『
花
園
』
）
。

成
隆　

葉
室
成
隆
。
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
～
元
徳
二
年

（
一
三
三
〇
）
。
こ
の
と
き
正
五
位
下
、
民
部
大
輔
・
蔵
人
。

二
十
四
歳
。
『
尊
卑
』
二
―
一
一
一
。
『
公
補
』
元
応
二
～

元
徳
二
（
『
公
事
』
四
九
五
頁
）
。
父
は
頼
藤
、
母
は
按
察
二

位
（
『
弁
官
補
任
』
正
和
三
年
条
、
『
公
補
』
同
年
条
の
兄
長
隆

の
項
）
。

	

　

延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
正
月
、
左
衛
門
権
佐
に
補
さ

れ
、
使
宣
旨
を
蒙
る
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
十
月
、

五
位
蔵
人
、
民
部
大
輔
（
『
花
園
』
十
月
十
二
日
条
。
『
公
補
』

は
、
延
慶
二
年
十
一
月
に
民
部
大
輔
に
補
さ
れ
た
と
す
る
が
、

誤
り
か
）
。

	

　

成
隆
は
、
花
園
の
蔵
人
と
し
て
種
々
の
行
事
を
奉
行
し

た
。
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
に
は
二
条
富
小
路
内
裏
造

営
の
行
事
弁
を
つ
と
め
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
同
年
四
月
十

九
日
に
正
四
位
下
に
、
続
い
て
六
月
二
十
一
日
に
正
四
位

上
に
叙
さ
れ
た
（
『
花
園
』
）
。
ま
た
、
同
二
年
二
月
二
十
六

日
、
譲
位
直
後
の
花
園
の
院
庁
別
当
に
補
さ
れ
た
（
『
花

園
院
御
脱
屣
記
（
資
朝
卿
記
）
』
）
。

	

　

成
隆
は
広
義
門
院
判
官
代
で
あ
り
（
『
広
義
門
院
御
産
愚

記
（
公
衡
公
記
）
』
延
慶
四
年
二
月
二
十
三
日
条
）
、
正
和
四
年

の
広
義
門
院
の
御
産
（
景
仁
親
王
）
に
際
し
て
は
毎
事
こ

れ
を
奉
行
し
た
（
『
公
衡
公
記
』
同
年
六
月
二
十
七
日
条
、
〔
同

年
〕
十
一
月
八
日
「
葉
室
成
隆
奉
書
」
〔
『
醍
醐
寺
文
書
』
第
三
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〔
十
七
日
、
丁
丑
、
〕
晴
。
園
幷
韓
神
祭
。
内
侍
仲

（
五
辻
）子

。
上
卿
不
レ

参
。
々
議
雅

（
壬
生
）康

参
行
。
又
国
忌
。

後
嵯

峨
。
免
者
有

レ

之
。
奉
行
仲

（
平
）

定
。
上
卿
権
中
納
言
親

（
北
畠
）房

。
免
者
二
人
。

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
園
幷
に
韓
神
祭
。
内
侍
仲
子
。
上
卿
参
ら
ず
。
参
議
雅
康
参
行
す
。

　

ま
た
国
忌
。
後
嵯

峨
。

免
者
こ
れ
有
り
。
奉
行
仲
定
。
上
卿
権
中
納
言
親
房
。
免
者
二
人
。

函
三
四
―
（
七
）
〕
）
。
ま
た
、
文
保
二
年
の
広
義
門
院
の
御

産
（
皇
女
某
）
に
お
い
て
も
、
後
伏
見
は
当
初
成
隆
を
御

産
奉
行
と
す
る
考
え
を
西
園
寺
実
兼
に
示
し
て
い
る
（
〔
同

年
十
月
二
日
〕
「
後
伏
見
上
皇
自
筆
消
息
」
〔
『
後
伏
見
院
御
文

類
』
一
〕
）
。

	

　

な
お
、
後
醍
醐
の
蔵
人
頭
で
あ
っ
た
元
応
元
年
（
一
三

一
九
）
八
月
、
成
隆
は
先
祖
の
藤
原
為
房
が
編
纂
し
た

『
貫
首
抄
（
蔵
人
頭
口
伝
）
』
を
書
写
し
て
い
る
（
同
書
奥
書
）
。

『
貫
首
抄
』
は
蔵
人
頭
の
心
得
を
十
八
の
項
目
に
分
け
て

述
べ
た
書
物
で
あ
り
、
成
隆
の
故
実
へ
の
関
心
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

草そ
う

鞋か
い　

「
挿
鞋
」
と
も
。
天
皇
が
履
く
上
履
用
の
浅
沓
。
表

を
繧う

ん

繝げ
ん

錦に
し
きで

貼
り
包
み
、
内
を
白
綾
で
貼
る
。
つ
ま
先
の

部
分
が
鼻
の
よ
う
に
高
く
反
り
返
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

乍
袴
踏
入
也　

御
引
直
衣
の
長
袴
ご
と
草
鞋
を
履
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
九
月
十
八
日
、

花
園
が
方
違
の
た
め
の
別
殿
行
幸
を
行
っ
た
際
、
職
事
が

御
引
直
衣
で
草
鞋
を
着
用
す
る
作
法
を
知
ら
ず
、
花
園
も

こ
れ
を
記
憶
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
草
鞋
を
着
用
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
後
日
非
難
が
あ
り
、
花
園
は
日

記
に
「
朕
不
覚
也
。
後
日
引
勘
之
処
、
乍
袴
踏
含
着
也
」

と
記
し
て
い
る
（
『
花
園
』
）
。
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園そ
の
　
　
か
ら
か
み
の
ま
つ
り

幷
韓
神
祭　

大
内
裏
宮
内
省
内
に
鎮
座
す
る
園
韓
神
社
の

例
祭
。
園
韓
神
社
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
「
宮
内
省
坐

神
三
座
」
と
し
て
見
え
、
園
神
一
座
は
大
物
主
、
韓
神
二

座
は
大
己
貴
命
・
少
彦
名
命
を
祭
神
と
す
る
。
鎌
倉
末
期

に
は
、
造
営
料
所
が
付
さ
れ
な
が
ら
長
年
そ
の
沙
汰
も
無

か
っ
た
た
め
、
破
損
甚
だ
し
く
神
体
ま
で
が
雨
雪
に
さ
ら

さ
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）

正
月
、
後
宇
多
法
皇
の
院
評
定
に
よ
っ
て
修
造
が
決
定
さ

れ
て
い
る
（
『
万
一
記
』
正
月
十
三
日
条
）
。

	

　

祭
の
式
日
は
、
二
月
の
春
日
祭
の
後
の
丑
の
日
と
、
十

一
月
の
新
嘗
祭
の
前
の
丑
の
日
。
上
卿
・
弁
・
外
記
・

（
勾
当
）
内
侍
が
参
行
し
て
行
わ
れ
る
（
『
建
武
』
）
。
祭
儀
は
、

神
祇
官
が
祝
詞
を
述
べ
、
歌
舞
を
奏
し
た
後
、
神
饌
を
供

す
る
。
ま
た
、
馬
寮
に
よ
る
神
馬
の
引
き
回
し
が
あ
っ
た
。

	

　

こ
の
日
の
祭
で
は
、
神
木
在
京
（
正
月
七
日
条
注
釈
「
神

木
事
」
参
照
）
の
た
め
、
和
舞
は
中
止
さ
れ
た
（
『
師
守
記
』

暦
応
四
年
〔
一
三
四
一
〕
二
月
八
日
条
）
。

内
侍
仲
子　

五
辻
仲
子
。
生
没
年
未
詳
。
父
は
五
辻
基
仲

（
『
花
園
』
正
和
三
年
〔
一
三
一
四
〕
三
月
三
十
日
条
。
『
尊
卑
』

四
―
一
四
六
に
は
見
え
ず
）
。

	

　

『
花
園
』
に
は
、
内
侍
と
し
て
各
種
例
祭
や
宮
中
の
諸

行
事
に
奉
仕
し
て
い
る
記
事
（
正
和
二
年
六
月
十
一
日
・
同

三
年
四
月
一
日
・
文
保
元
年
〔
一
三
一
七
〕
二
月
六
日
・
同
年

六
月
二
日
の
各
日
条
）
が
見
え
る
が
、
文
保
二
年
正
月
七
日

条
以
降
は
、
そ
の
名
が
見
え
な
い
。

参
議
雅
康　

壬
生
雅
康
。
こ
の
と
き
従
三
位
、
参
議
。
二
十

八
歳
。
二
月
七
日
条
注
釈
参
照
。

国こ

忌き　

「
こ
く
き
」
と
も
。
本
来
は
、
天
皇
及
び
母
后
の
忌

日
に
、
追
善
供
養
の
斎
会
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
延
暦
以

後
は
、
国
忌
の
対
象
者
の
加
入
と
廃
止
が
度
々
行
わ
れ
、

中
世
以
後
、
制
度
の
衰
退
に
よ
り
次
第
に
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
。

	

　

平
安
時
代
以
降
は
、
天
皇
・
皇
后
の
忌
日
に
寺
院
で
行

わ
れ
る
法
華
八
講
の
法
要
を
も
国
忌
と
称
す
る
よ
う
に
な

 

【
注
釈
】
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り
、
本
日
条
の
国
忌
は
こ
れ
に
相
当
す
る
。
国
忌
に
つ
い

て
は
、
中
村
一
郎
「
国
忌
の
廃
置
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部

紀
要
』
二
、
一
九
五
二
年
）
、
遠
藤
珠
紀
「
中
世
の
行
事
暦

注
に
見
る
公
事
情
報
の
共
有
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
七
九
、
二

〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。　
　

後
嵯
峨　

後
嵯
峨
天
皇
。
諱
は
邦
仁
。
承
久
二
年
（
一
二
二

〇
）
～
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
。
在
位
は
仁
治
三
年
（
一

二
四
二
）
～
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
。
父
は
土
御
門
天
皇
。

母
は
源
通
宗
の
女
、
通
子
。

	

　

誕
生
翌
年
の
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
、
土
御
門
上
皇
が
土

佐
へ
配
流
さ
れ
た
後
は
、
母
方
の
叔
父
源
通
方
、
祖
母
承

明
門
院
に
養
育
さ
れ
る
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
正
月
、

四
条
天
皇
の
夭
折
に
よ
り
、
鎌
倉
幕
府
の
推
挙
を
受
け
て

践
祚
し
た
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
正
月
、
皇
子
久
仁

親
王
（
後
深
草
天
皇
）
に
譲
位
。
さ
ら
に
正
元
元
年
（
一
二

五
九
）
十
一
月
に
は
、
後
深
草
天
皇
を
そ
の
弟
の
恒
仁
親

王
（
亀
山
天
皇
）
に
譲
位
さ
せ
、
二
代
に
わ
た
っ
て
院
政

を
行
っ
た
。
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
八
月
に
、
後
深
草

の
皇
統
を
さ
し
お
い
て
、
亀
山
天
皇
の
皇
子
世
仁
親
王

（
の
ち
の
後
宇
多
天
皇
）
を
皇
太
子
と
し
た
こ
と
や
、
死
後

の
治
天
の
君
の
決
定
を
鎌
倉
幕
府
に
一
任
し
た
こ
と
は
、

後
の
皇
統
分
裂
の
要
因
と
な
っ
た
。
後
嵯
峨
は
、
院
評
定

制
の
設
置
や
宮
廷
諸
行
事
の
復
活
な
ど
に
つ
と
め
、
『
続

後
撰
和
歌
集
』
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
と
い
う
二
度
の
勅
撰

集
撰
集
を
行
い
、
鎌
倉
中
期
の
歴
史
に
足
跡
を
残
し
た
。

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
死
去
。
浄
金
剛

院
法
華
堂
（
の
ち
の
嵯
峨
南
陵
）
に
葬
ら
れ
た
。

	

　

後
嵯
峨
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
『
後
嵯
峨
天
皇
実
録
』
、

橋
本
義
彦
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」
（
同
『
平
安
貴
族
社
会

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
。
初
出
一
九
七
〇
年
）
、

佐
藤
恒
雄
「
後
嵯
峨
院
の
時
代
と
そ
の
歌
壇
」
（
同
『
藤
原

為
家
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。
初
出
一
九
七
七
年
）
、

小
林
強
「
後
嵯
峨
院
の
詠
作
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
考

察
」
（
『
中
世
文
藝
論
稿
』
一
六
、
一
九
九
三
年
）
、
安
田
徳
子

「
後
嵯
峨
院
年
譜
（
上
）
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学 

国
語
国
文

学
』
二
一
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
参
照
。
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〔
十
八
日
、
戊
寅
、
〕
晴
。
廿
日
可
レ

参
二

内
侍
所
一

之
故
、
自
二

今
日
一

始
二

神
事
一。
洗
レ

髪
。
今
日
、
依
二

神
事
一

不
二

精
進
一。

 

【
訓
読
】

	

　

二
月
十
七
日
は
後
嵯
峨
の
忌
日
に
当
り
、
毎
月
十
七
日

の
月
忌
と
と
も
に
、
そ
の
時
の
治
天
の
君
に
よ
っ
て
法
華

八
講
が
営
ま
れ
た
。
持
明
院
・
大
覚
寺
両
統
間
の
対
立
が

熾
烈
に
な
る
に
つ
れ
て
、
両
統
の
祖
た
る
後
嵯
峨
の
追
善

仏
事
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
皇
統
は
仏
事
催
行

に
よ
っ
て
自
統
の
正
統
性
を
主
張
し
た
。
布
谷
陽
子
「
承

久
の
乱
後
の
王
家
と
後
鳥
羽
追
善
仏
事
」
（
羽
下
徳
彦
編

『
中
世
の
地
域
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

免め
ん

者し
ゃ　

朝
廷
に
慶
事
・
凶
事
が
あ
っ
た
時
や
功
徳
・
追
福
な

ど
の
た
め
に
、
罪
人
の
罪
を
許
す
こ
と
。
ま
た
は
、
そ
の

許
さ
れ
た
者
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
後
嵯
峨
国
忌
に
伴
っ

て
の
赦
免
。

	

　

免
者
の
手
続
き
の
次
第
は
、
上
卿
が
検
非
違
使
別
当
の

時
は
、
職
事
が
清
涼
殿
小
板
敷
に
お
い
て
別
当
に
「
囚
勘

文
」
を
下
す
。
「
囚
勘
文
」
は
、
事
前
に
別
当
か
ら
上
進

さ
れ
、
内
覧
・
奏
聞
が
行
わ
れ
る
。
天
皇
は
こ
れ
に
勅
点

の
御
爪
点
を
施
し
、
職
事
が
そ
の
傍
ら
に
墨
点
を
加
え
合

書
し
た
上
で
、
上
卿
に
下
さ
れ
、
赦
免
が
決
定
す
る
（
『
夕

拝
備
急
至
要
抄
』
下
〔
臨
時 

免
者
〕
）
。

	

　

な
お
、
鎌
倉
後
期
の
免
者
の
様
相
を
知
る
上
で
、
『
公

衡
公
記
』
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
八
日
条
所
引
「
官

人
章

（
中
原
）房

記
」
が
参
考
と
な
る
。

仲
定　

平
仲
定
。
こ
の
と
き
五
位
蔵
人
。
二
月
十
二
日
条
注

釈
参
照
。

権
中
納
言
親
房　

北
畠
親
房
。
正
月
九
日
条
・
二
月
十
二
日

条
注
釈
参
照
。
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内
侍
所　

「
賢
所
」
と
も
。
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
神
鏡
を

奉
安
す
る
祭
祀
施
設
。
ま
た
、
神
鏡
そ
の
も
の
の
別
称
。

	

　

里
内
裏
に
お
け
る
内
侍
所
の
所
在
は
一
定
せ
ず
、
院
政

期
で
は
主
要
殿
舍
か
ら
離
れ
た
中
門
南
廊
な
ど
に
仮
設
的

に
設
け
ら
れ
た
。
院
政
期
の
内
侍
所
は
、
「
神
殿
」
（
神
鏡

安
置
の
空
間
）
・
「
御
拝
座
」（
御
拝
・
御
神
楽
見
物
の
空
間
）
・

「
女
官
候
所
」
（
女
官
の
詰
め
所
）
よ
り
な
り
、
こ
の
空
間

構
成
が
近
世
ま
で
続
く
。

	

　

中
世
後
期
に
入
る
と
、
内
侍
所
は
春
興
殿
に
常
置
さ
れ

る
。
そ
の
端
緒
は
鎌
倉
後
期
の
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）

に
造
営
さ
れ
た
二
条
富
小
路
内
裏
と
さ
れ
る
が
、
鎌
倉
前

期
の
閑
院
内
裏
に
遡
ら
せ
る
見
解
も
あ
る
。

	

　

内
侍
所
は
た
び
た
び
修
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
神
鏡

は
別
殿
に
遷
さ
れ
た
。
花
園
の
代
に
は
、
延
慶
二
年
（
一

三
〇
九
）
七
月
、
同
三
年
八
月
に
修
理
が
行
わ
れ
た
（
『
師

守
記
』
暦
応
三
年
〔
一
三
四
〇
〕
三
月
三
日
条
裏
書
所
引
「
中

原
師
右
勘
状
」
）
。

	

　

内
侍
所
に
つ
い
て
は
、
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室
制
度
史 

五
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
、
一
四
九
～
二
三
五
頁
。
初

出
一
九
四
二
年
）
、
藤
田
勝
也
「
宮
中
祭
祀
施
設
と
し
て
の

内
侍
所
」
（
同
『
日
本
古
代
中
世
住
宅
史
論
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
八
九
年
）
、
岸
泰
子
「
室
町

後
期
・
戦
国
期
の
内
侍
所
」
（
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

集
』
五
八
三
、
二
〇
〇
四
年
、
一
四
五
頁
）
参
照
。

自
今
日
始
神
事
。
洗
髪　

こ
こ
で
い
う
「
神
事
」
は
、
内
侍

所
に
行
幸
す
る
た
め
の
心
身
潔
斎
。

今
日
、
依
神
事
不
精
進　

「
精
進
」
に
つ
い
て
は
、
正
月
八

日
条
注
釈
参
照
。
こ
こ
で
は
神
事
の
た
め
に
仏
事
を
避
け

て
い
る
。

　

晴
る
。
廿
日
に
内
侍
所
に
参
る
べ
き
故
、
今
日
よ
り
神
事
を
始
む
。
髪
を
洗
ふ
。

　

今
日
、
神
事
に
依
り
精
進
せ
ず
。

 

【
注
釈
】
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参
内
侍
所
。
三
个
夜

　
　

　

内
侍
所
行
幸
の
こ
と
。
二
月
十
八
日
条

注
釈
「
内
侍
所
」
参
照
。
天
皇
は
、
譲
位
や
天
変
地
異
な

ど
の
異
変
が
起
こ
っ
た
際
や
、
特
別
な
祈
願
が
あ
る
場
合
、

内
侍
所
に
行
幸
し
て
神
鏡
を
拝
し
た
。
両
統
迭
立
期
の
内

侍
所
行
幸
は
、
通
例
三
箇
夜
行
わ
れ
る
（
『
花
園
』
正
和
三

年
〔
一
三
一
四
〕
四
月
十
日
条
）
。
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室

 

〔
十
九
日
、
己
卯
、
〕
晴〻
。
今〻
日〻
、
如〻
円〻
上〻
人〻
参〻
。
受〻
五〻
戒〻
。
法〻
文〻
等〻
暫〻
談〻
也〻
。
退〻
出〻
。

 

〔
廿
日
、
庚
辰
、〕
晴
。
自
二

今
夜
一

参
二

内
侍
所
一。
三
个
夜
。

　
　

亥
刻
、
裝
束
了
参
二

内
侍
所
一。経

二

清
凉
殿
南
幷
南
殿
西
一

、
降
レ

自
二

西
階
一

、
経
二

陣
座
・
宜
陽
殿
前
一

。

冬
（
中
御
門
）

定
朝
臣
取
レ

裾
。
俊

（
藤
原
）言

朝
臣
取
レ

剣
前
行
。
昇
二

賢
所
一

之
後
、
冬
定
朝
臣
取
二

草
鞋
一。
同
朝
臣
献
レ

笏
。
次
褰
二

御
簾
一。
予
入
レ

内
着
座
。
刀
自
取
二

御
幣
一×

伝〔

〔
　
■
〕二

内
侍
遠

（
高
階
）子

一。
々
々
伝
二

典
侍
蔭

（
藤
原
）子

一。
典〻
侍〻
予
取
レ

之
両
段
再
拝
。

懐
二

中

笏
一

。

了
返
二

給
御
幣
一

之
後
、
刀
自
振
レ

鈴
。三
个
度
。

　
　

後
暫
予
還
来
。
于
レ

時　

子
一
刻
。

〻
四×

×
 

位

〔
　
　
〕

・
五
位
殿
上
人
候
二

脂
燭
一。

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
今
夜
よ
り
内
侍
所
に
参
る
。三
个
夜
。

　
　

亥
の
刻
、
裝
束
し
了
り
て
内
侍
所
に
参
る
。
清
凉
殿
の
南
幷
び
に
南
殿
の
西
を
経
て
、
西
の

階
よ
り
降
り
、
陣
の
座
・
宜
陽
殿
の
前
を
経
。

冬
定
朝
臣
、
裾
を
取
る
。
俊
言
朝
臣
、
剣
を
取
り
前
行
す
。
賢
所
に
昇
る
後
、
冬
定
朝
臣
、
草
鞋
を
取
る
。
同
朝
臣
、
笏
を
献

る
。
次
に
御
簾
を
褰
ぐ
。
予
、
内
に
入
り
着
座
す
。
刀
自
、
御
幣
を
取
り
内
侍
遠
子
に
伝
ふ
。
遠
子
、
典
侍
蔭
子
に
伝
ふ
。
予
、

こ
れ
を
取
り
両
段
再
拝
す
。笏
を
懐　

中
に
す
。

了
り
て
御
幣
を
返
し
給
ふ
後
、
刀
自
、
鈴
を
振
る
。
三
个
度
。

　
　

後
に
暫
く
し
て
予
還
り
来
る
。

時
に
子　

の
一
刻
。
四
位
・
五
位
の
殿
上
人
、
脂
燭
に
候
す
。

 

【
注
釈
】
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制
度
史 

五
』
（
二
月
十
八
日
条
注
釈
前
掲
、
三
三
三
～
三
三
四

頁
、
三
五
九
～
三
六
六
頁
）
参
照
。

	

　

内
侍
所
行
幸
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
『
朝
儀
諸
次
第
』

六
三
〔
内
侍
所
行
幸
可
存
知
条
々
〕
に
詳
し
い
。
ま
た
、

両
統
迭
立
期
に
お
け
る
内
侍
所
行
幸
に
つ
い
て
は
、
筧
雅

博
『
日
本
の
歴
史 
一
〇 

蒙
古
襲
来
と
徳
政
令
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
一
年
、
二
四
三
～
二
四
六
頁
）
に
言
及
が
あ
る
。

裝
束　

こ
こ
で
は
衣
冠
・
束
帯
・
直
衣
な
ど
を
着
装
し
、
身

支
度
す
る
こ
と
。

清
凉
殿　

内
裏
の
殿
舎
。
「
中

ち
ゅ
う

殿で
ん

」
と
も
。
天
皇
の
日
常
の

居
所
。
紫
宸
殿
の
北
西
、
仁
寿
殿
の
西
、
校
書
殿
の
北
に

あ
り
、
東
面
し
て
建
つ
。
四
方
拝
・
小
朝
拝
・
叙
位
・
除

目
・
官
奏
な
ど
の
儀
式
や
、
御
遊
が
行
わ
れ
た
。

南な

殿で
ん　

内
裏
の
殿
舎
で
あ
る
紫
宸
殿
の
別
称
。
内
裏
の
ほ
ぼ

中
央
に
南
面
し
て
位
置
す
る
。
南
廂
に
お
い
て
即
位
・
節

会
な
ど
の
公
的
な
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
北
西
の
清
涼
殿
と

は
長な

が

橋は
し

と
称
さ
れ
る
廊
下
で
通
じ
て
い
る
。
東
の
宜
陽
殿

と
は
南
廂
の
東
階
下
か
ら
通
じ
る
軒こ

ん

廊ろ
う

、
ま
た
北
廂
の
東

階
下
か
ら
通
じ
る
左
近
陣
座
で
つ
な
が
る
。

陣じ
ん

座の
ざ　

「

仗じ
ょ
う
ざ座

」
と
も
。
こ
こ
で
は
左
近
衛
陣
の
公
卿
の
座
。

紫
宸
殿
北
廂
か
ら
東
の
宜
陽
殿
に
通
じ
る
廊
に
あ
る
。

宜
陽
殿　

内
裏
の
殿
舎
。
紫
宸
殿
の
東
、
綾
綺
殿
の
南
、
春

興
殿
（
内
侍
所
）
の
北
に
あ
る
。
紫
宸
殿
と
は
軒
廊
・
宣

仁
門
で
つ
な
が
り
、
南
に
は
日
華
門
が
接
し
て
春
興
殿
と

つ
な
が
る
。

冬
定
朝
臣
取
裾き

ょ　

「
冬
定
朝
臣
」
は
、
中
御
門
冬
定
。
こ
の

と
き
蔵
人
頭
。
正
月
一
日
条
・
二
月
十
二
日
条
注
釈
参
照
。

「
裾
」
は
、
束
帯
着
用
の
と
き
、
背
部
に
ひ
く
下
襲
の
す

そ
。
正
月
一
日
条
注
釈
「
候
裾
」
参
照
。

	

　

内
侍
所
行
幸
に
お
い
て
天
皇
が
出
御
す
る
時
、
蔵
人
頭

二
人
が
祗
候
し
、
上
首
が
天
皇
の
裾
を
取
り
、
下
﨟
が
天

皇
の
草
鞋
を
献
じ
た
。
五
位
蔵
人
が
つ
と
め
る
時
も
あ
る

（
『
朝
儀
諸
次
第
』
六
三
〔
内
侍
所
行
幸
可
存
知
条
々
〕
）
。
ま
た
、

関
白
が
祗
候
し
た
と
き
は
、
関
白
が
つ
と
め
た
（
『
花
園
』

延
慶
四
年
〔
一
三
一
一
〕
四
月
十
三
日
条
、
『
吉
口
伝
』
正
中
三

年
〔
一
三
二
六
〕
三
月
二
日
条
〔
御
裾
取
様
事
〕
）
。
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俊
言
朝
臣
取
剣
前
行　

「
俊
言
朝
臣
」
は
、
藤
原
俊
言
。
こ

の
と
き
正
四
位
下
、
右
中
将
・
蔵
人
頭
。
正
月
一
日
条
注

釈
参
照
。
「
剣
」
は
昼
御
座
の
御
剣
の
こ
と
。
二
月
十
六

日
条
注
釈
「
取
御
剣
前
行
」
参
照
。

	

　

御
剣
役
で
あ
る
頭
中
将
は
、
清
涼
殿
の
階
の
間
に
祗
候

し
た
。
天
皇
が
出
御
す
る
と
、
御
剣
役
は
長
押
を
昇
っ
て

御
剣
を
取
る
。
そ
し
て
、
天
皇
が
草
鞋
を
着
す
と
、
御
剣

役
は
長
押
を
降
り
て
立
ち
上
が
り
前
行
し
た
。
内
侍
所
御

拝
の
間
、
御
剣
役
は
御
剣
を
持
っ
て
祗
候
す
る
。
天
皇
が

清
涼
殿
に
還
御
す
る
際
、
御
剣
役
は
出
御
の
時
と
同
じ
く

階
の
間
に
祗
候
し
、
天
皇
が
奥
の
妻
戸
に
入
っ
た
後
に
御

剣
を
昼
御
座
に
置
い
て
退
出
し
た
（
『
朝
儀
諸
次
第
』
六
三

〔
内
侍
所
行
幸
可
存
知
条
々
〕
）
。

	

　

内
侍
所
行
幸
の
御
剣
役
に
つ
い
て
は
、
『
花
園
』
正
和

二
年
（
一
三
一
三
）
十
二
月
二
十
四
日
条
に
「
不
謂
上
下

﨟
、
清
華
人
可
取
御
剣
也
」
、
ま
た
同
三
年
四
月
九
日
条

に
「
往
古
者
不
撰
清
華
、
依
上
首
候
御
剣
歟
。
中
古
已
来

撰
人
歟
」
と
あ
り
、
清
華
の
人
が
命
ぜ
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。

昇

賢
か
し
こ
ど
こ
ろ

所　

「
賢
所
」
は
、
内
侍
所
の
別
名
。
内
侍
所
の
出
入

口
は
、
北
面
の
妻
戸
で
あ
っ
た
（
藤
田
勝
也
「
宮
中
祭
祀
施

設
と
し
て
の
内
侍
所
」
〔
二
月
十
八
日
条
注
釈
前
掲
、
二
〇
六

頁
〕
参
照
）
。

冬
定
朝
臣
取
草
鞋　

「
草
鞋
」
に
つ
い
て
は
、
二
月
十
六
日

条
注
釈
参
照
。
天
皇
が
内
侍
所
に
入
る
と
き
は
、
蔵
人
頭

の
一
人
が
天
皇
の
草
鞋
を
取
り
、
蔵
人
頭
が
祗
候
し
な
い

時
は
、
五
位
蔵
人
が
草
鞋
を
取
っ
た
（
『
朝
儀
諸
次
第
』
六

三
〔
内
侍
所
行
幸
可
存
知
条
々
〕
）
。

	

　

天
皇
の
草
鞋
役
に
つ
い
て
は
、
五
位
蔵
人
と
六
位
蔵
人

と
の
間
で
古
く
よ
り
相
論
が
あ
っ
た
。
『
勘
仲
記
』
弘
安

九
年
（
一
二
八
六
）
九
月
十
日
条
に
「
貫
首
不
祗
候
、
五

位
蔵
人
一
人
之
時
、
於
御
前
、
六
位
可
伝
之
。
五
位
蔵
人

人
数
有
之
者
、
罷
向
自
内
豎
之
手
可
取
之
。
相
互
不
可
有

論
之
由
、
先
年
被
定
下
了
」
と
あ
る
。
『
花
園
』
応
長

元
年
（
一
三
一
一
）
十
二
月
六
日
条
・
正
和
二
年
（
一
三
一

三
）
八
月
十
二
日
条
に
も
関
係
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
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よ
る
と
、
『
勘
仲
記
』
の
「
先
年
」
と
は
弘
安
年
間
（
一

二
七
八
〜
一
二
八
八
）
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
相
論
に
つ
い

て
は
、
筧
雅
博
『
蒙
古
襲
来
と
徳
政
令
』
（
前
掲
）
参
照
。

同
朝
臣
献
笏

し
ゃ
く　

「
笏
」
は
、
朝
儀
や
神
拝
に
お
い
て
、
手
に

持
つ
細
長
い
薄
板
。
『
和
名
類
聚
抄
』
一
四
〔
調
度
部
中 

服
玩
具
〕
に
は
、
「
長
一
尺
六
寸
、
闊
三
寸
、
厚
五
分

也
」
と
あ
る
。

	

　

天
皇
の
笏
の
形
状
は
、
上
下
と
も
に
方
形
で
あ
り
、
神

事
の
際
は
上
円
下
方
で
あ
っ
た
（
『
餝
抄
』
下
〔
礼
服 

牙
笏
〕
）
。

蔵
人
頭
が
笏
を
天
皇
に
進
め
る
時
は
、
笏
に
は
手
を
触
れ

ず
、
笏
の
入
っ
た
笏
筥
を
横
に
持
っ
て
持
参
す
る
（
『
吉

口
伝
』
正
中
三
年
〔
一
三
二
六
〕
三
月
二
日
条
〔
進
御
笏
事
〕
）
。

次
褰
御
簾　

「
御
簾
」
は
、
宮
殿
・
神
殿
や
貴
人
の
邸
宅
の
簾
。

天
皇
が
内
侍
所
に
入
御
す
る
と
き
は
、
蔵
人
頭
の
上
首
が

御
簾
を
掲
げ
て
開
い
た
（
『
朝
儀
諸
次
第
』
六
三
〔
内
侍
所
行

幸
可
存
知
条
々
〕
）
。

刀と

自じ　

女
官
の
職
名
。
元
来
は
女
性
一
般
の
呼
称
で
あ
っ
た
。

内
侍
所
・
糸
所
・
御
匣
殿
・
上
下
の
御
厨
子
所
・
御お

も

膳の
や

宿ど
り

な
ど
に
置
か
れ
る
。

	

　

内
侍
所
の
刀
自
は
、
神
物
を
供
え
祝
詞
を
奏
す
こ
と
を

職
掌
と
し
、
内
侍
所
の
渡
御
に
際
し
て
は
神
鏡
を
捧
げ

持
っ
た
。
ま
た
、
内
侍
所
行
幸
で
は
御
幣
を
伝
献
し
振
鈴

に
奉
仕
し
た
。
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室
制
度
史 

五
』
（
二

月
十
八
日
条
注
釈
前
掲
。
四
七
六
頁
、
五
〇
七
～
五
一
五
頁
）

参
照
。

御
幣　

幣
束
の
敬
称
。
幣
束
は
、
紙
や
布
を
切
っ
て
木
に
挟

ん
で
垂
ら
し
、
神
前
に
供
え
る
も
の
。
神
祇
に
祈
願
を
す

る
時
や
、
祓
の
料
に
用
い
ら
れ
た
。

内な

い

し侍　

正
月
七
日
条
注
釈
、
二
月
七
日
条
注
釈
「
掌
侍
」
参

照
。
内
侍
は
、
典
侍
に
次
ぐ
内
侍
所
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
。
内
侍
所
が
他
所
に
遷
御
す
る
際
に
は
女
官
を
率

い
て
随
従
し
、
内
侍
所
に
神
物
を
供
え
る
際
は
女
官
よ
り

こ
れ
を
受
け
て
伝
献
し
た
。
ま
た
、
神
鏡
を
納
め
た
唐
櫃

の
錦
覆
や
紐
を
取
り
替
え
る
内
侍
所
御お

か

搦ら
め

に
奉
仕
し
、
内

侍
所
行
幸
に
は
、
女
官
よ
り
御
幣
を
受
け
、
こ
れ
を
天
皇

に
伝
献
し
た
。
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室
制
度
史 

五
』
（
二
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月
十
八
日
条
注
釈
前
掲
。
四
七
四
～
四
七
五
頁
、
四
九
一
～
四

九
九
頁
）
参
照
。

遠
子　

高
階
遠
子
。
女
房
名
は
「
兵
衛
督
」
。
生
没
年
未
詳
。

父
は
遠
経
。
花
園
の
女
房
。
掌
侍
の
第
一
で
あ
る
勾
当
内

侍
を
つ
と
め
た
（
『
花
園
』
正
和
二
年
〔
一
三
一
三
〕
五
月
十

三
日
条
・
十
四
日
条
）
。

	

　

正
和
元
年
十
一
月
七
日
、
松
尾
・
梅
宮
祭
に
使
と
し
て

参
向
（
『
花
園
』
）
。
そ
の
後
も
宮
中
の
神
事
や
諸
社
へ
の
祭

使
に
参
仕
し
て
い
る
。
ま
た
、
旬
儀
や
白
馬
節
会
に
際
し
、

剣
璽
を
捧
持
し
て
花
園
に
供
奉
し
た
（
『
花
園
』
文
保
元
年

〔
一
三
一
七
〕
六
月
二
日
条
別
記
・
同
二
年
正
月
七
日
条
）
。
正

和
二
年
五
月
七
日
、
花
園
は
遠
子
所
持
の
本
を
以
て
『
大

鏡
』
を
読
ん
で
い
る
（
『
花
園
』
）
。

	

　

譲
位
後
の
花
園
に
も
仕
え
、
花
園
や
永
福
門
院
が
持
明

院
殿
に
お
い
て
催
行
し
た
歌
合
・
続
歌
に
た
び
た
び
参
加

し
て
い
る
。
後
に
洞
院
公
賢
と
の
間
に
女
子
（
比
丘
尼
理

明
）
を
も
う
け
る
（
『
尊
卑
』
一
―
一
七
三
）
。

	

　

遠
子
の
和
歌
は
、
『
玉
葉
和
歌
集
』
に
「
掌
侍
遠
子
」

の
名
で
一
首
、
『
続
千
載
和
歌
集
』
に
「
新
院
兵
衛
督
」

の
名
で
一
首
、
『
風
雅
和
歌
集
』
に
「
院
兵
衛
督
」
の
名

で
八
首
、
『
新
千
載
和
歌
集
』
に
「
花
園
院
兵
衛
督
」
の

名
で
一
首
入
集
す
る
。
旧
来
の
伝
統
的
な
歌
風
に
属
し
、

さ
ほ
ど
京
極
派
的
な
特
色
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
い
と
評

さ
れ
る
。

	

　

遠
子
と
そ
の
歌
風
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
美
代
子
「
花
園

院
宸
記
を
め
ぐ
る
歌
人
達
」
（
同
『
京
極
派
歌
人
の
研
究 

改

訂
新
装
版
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
一
九
七
四
年
）

参
照
。

典な
い
し
の
す
け

侍　

「
て
ん
じ
」
と
も
。
後
宮
十
二
司
の
一
つ
内
侍
司
の

二
等
官
。
大
中
納
言
・
諸
大
夫
の
女
が
こ
れ
に
任
じ
た
。

鎌
倉
時
代
前
期
に
尚
侍
が
廃
絶
す
る
と
、
典
侍
が
女
官
の

最
高
の
地
位
と
な
っ
た
。
天
皇
に
近
侍
し
て
陪
膳
や
御
湯

殿
に
奉
仕
す
る
ほ
か
、
即
位
式
の
褰
帳
命
婦
や
祭
使
を
つ

と
め
た
。
ま
た
、
内
侍
所
に
神
物
を
供
え
る
際
は
掌
侍
よ

り
こ
れ
を
受
け
て
伝
献
し
、
内
侍
所
御
搦
に
は
掌
侍
と
と

も
に
こ
れ
を
奉
仕
し
た
。
内
侍
所
行
幸
に
お
い
て
、
掌
侍
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の
奉
る
御
幣
を
天
皇
に
献
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
帝
国
学

士
院
編
『
帝
室
制
度
史 

五
』
（
二
月
十
八
日
条
注
釈
前
掲
、

四
七
四
～
四
七
五
頁
）
参
照
。

蔭
子　

藤
原
蔭
子
。
女
房
名
は
「
中
納
言
」
（
『
花
園
』
文
保

元
年
〔
一
三
一
七
〕
四
月
十
九
日
条
別
記
）
。
生
没
年
未
詳
。

父
は
日
野
俊
光
か
。
花
園
の
女
房
。
こ
の
と
き
典
侍
。

	

　

応
長
二
年
（
一
三
一
二
）
二
月
十
八
日
、
朽
損
し
た
神

璽
の
筥
の
裹
絹
・
結
緒
を
取
り
替
え
る
神
璽
御
搦
を
奉
仕

し
た
（
『
花
園
』
）
。
譲
位
後
の
花
園
に
も
仕
え
、
た
び
た
び

陪
膳
役
を
務
め
る
ほ
か
御
幸
の
際
に
牛
車
に
乗
り
合
わ
せ

る
な
ど
、
親
昵
の
女
房
で
あ
っ
た
。

	

　

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
十
一
月
二
日
、
広
義
門
院
の

催
行
し
た
歌
合
で
勝
を
収
め
る
（
『
花
園
』
。
こ
れ
以
後
「
従

三
位
蔭
子
」
と
見
え
る
）
。
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
十
月
五

日
、
後
伏
見
上
皇
は
広
義
門
院
の
居
所
に
お
い
て
、
蔭
子

の
知
音
の
白
拍
子
を
召
し
出
し
箏
を
弾
か
せ
て
い
る
（
『
花

園
』
）
。
蔭
子
は
持
明
院
殿
の
女
房
の
束
ね
役
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
蔭
子
の
局
に
女
房
が
会
合
し
て
年
始
を
祝
っ

た
こ
と
が
『
花
園
』
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
正
月
十
七

日
条
に
見
え
る
。

両
段
再
拝　

「
再
拝
両
段
」
・
「
四
度
拝
」
と
も
。
拝
礼
の
ひ

と
つ
。
再
拝
（
二
拝
）
を
二
度
行
う
こ
と
を
い
う
。
拝
礼

の
う
ち
、
最
も
鄭
重
な
も
の
。

刀
自
振
鈴
。
三
个
度

　
　

　

天
皇
が
内
侍
所
神
鏡
に
両
段
再
拝
し
た

直
後
、
女
官
が
鈴
を
三
度
振
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
（
『
花

園
』
正
和
二
年
〔
一
三
一
三
〕
十
二
月
二
十
四
日
条
・
同
三
年

三
月
二
十
七
日
条
）
。
内
侍
所
に
鳴
る
鈴
の
音
は
、
素
晴
ら

し
く
優
美
な
も
の
と
さ
れ
た
（
『
徒
然
草
』
二
三
段
）
。
安
良

岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈 

上
』
（
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
、

一
一
七
～
一
二
〇
頁
）
参
照
。

子
一
刻　

午
後
十
一
時
こ
ろ
。

四
位
・
五
位
殿
上
人　

二
月
十
六
日
条
注
釈
「
五
位
殿
上

人
」
参
照
。

候

脂し

燭そ
く　

「
脂
燭
」
は
「
紙
燭
」
と
も
。
小
形
の
照
明
具
。

松
の
細
木
を
、
長
さ
一
尺
五
寸
ほ
ど
に
切
り
、
太
さ
直
径

三
分
ほ
ど
に
丸
く
削
っ
た
上
で
、
先
端
を
焦
が
し
て
油
を
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〔
廿
一
日
、
辛
巳
、
〕
晴
。
子
刻
、
参
二

内
侍
所
一

如
二

去
夜
一。
職
事
冬

（
中
御
門
）

定
朝
臣
・
俊

（
藤
原
）言

朝
臣
・
仲

（
平
）

定
等
也
。
暫
還
来
。

于
レ

時
丑

一
点
。  

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
子
の
刻
、
内
侍
所
に
参
る
こ
と
去
ぬ
る
夜
の
如
し
。
職
事
冬
定
朝
臣
・
俊
言
朝
臣
・
仲
定
等
な
り
。
暫
く
し
て
還
り

来
た
る
。
時
に
丑　

の
一
点
。

 

【
注
釈
】

参
内
侍
所　

二
月
二
十
日
条
注
釈
「
参
内
侍
所
三
个
夜

　
　

」
参
照
。

冬
定
朝
臣　

中
御
門
冬
定
。
こ
の
と
き
蔵
人
頭
。
正
月
一
日

条
・
二
月
十
二
日
条
注
釈
参
照
。

俊
言
朝
臣　

藤
原
俊
言
。
こ
の
と
き
蔵
人
頭
。
正
月
一
日

条
・
二
月
二
十
日
条
注
釈
参
照
。

仲
定　

平
仲
定
。
こ
の
と
き
五
位
蔵
人
。
二
月
十
二
日
条
注

釈
参
照
。

丑
一
点　

午
前
一
時
頃
。
一
点
は
一い

っ

時と
き

を
四
等
分
し
た
う
ち

の
最
初
の
時
刻
。

塗
り
、
手
も
と
に
は
紙
を
細
く
巻
い
て
持
つ
。

	
　

内
侍
所
行
幸
に
お
い
て
天
皇
が
清
涼
殿
と
内
侍
所
を
往

還
す
る
際
は
、
脂
燭
を
持
っ
た
殿
上
人
が
下
﨟
か
ら
前
行

す
る
（
『
朝
儀
諸
次
第
』
六
三
〔
内
侍
所
行
幸
可
存
知
条
々
〕
）
。

あ
ら
か
じ
め
蔵
人
か
ら
殿
上
人
に
参
仕
を
命
ず
る
御
教
書

が
下
さ
れ
た
（
『
実
躬
卿
記
』
正
応
五
年
〔
一
二
九
二
〕
三
月

一
日
条
）
。
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国
忌　

二
月
十
七
日
条
注
釈
参
照
。
後
鳥
羽
上
皇
の
追
善
仏

事
は
、
も
と
は
修
明
門
院
（
後
鳥
羽
の
妃
、
順
徳
天
皇
の

母
）
の
四
辻
殿
で
開
か
れ
た
が
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）

以
降
、
後
嵯
峨
上
皇
の
主
催
と
な
り
、
亀
山
殿
大
多
勝
院

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
『
深
心
院
関
白
記
』
同
年
二

月
六
日
・
二
十
二
日
条
）
。
花
園
在
位
中
に
も
応
長
元
年
（
一

三
一
一
）
の
例
が
確
認
さ
れ
る
（
『
園
太
暦
』
同
年
二
月
二
十

二
日
条
）
。

　

	

後
鳥
羽
は
承
久
の
乱
に
敗
北
し
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
死
後
に
そ
の
怨
霊
が
恐
れ
ら
れ
た
。
鎌
倉
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
後
鳥
羽
怨
霊
に
よ
る
託
宣
事
件
が

し
ば
し
ば
起
こ
り
、
託
宣
記
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
花
園

も
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
十
二
月
二
十
日
に
後
伏
見

上
皇
か
ら
「
後
鳥
羽
院
文
永
御
託
宣
記
七
巻
」
を
下
賜
さ

れ
た
（
『
花
園
』
）
。
後
伏
見
自
身
は
、
元
亨
二
年
（
一
三
二

二
）
閏
五
月
二
十
二
日
の
後
鳥
羽
忌
日
に
、
持
仏
堂
に
お

 

〔
廿
二
日
、
壬
午
、
〕
国
忌
。
後
鳥
羽
院
。
天
陰
雨
降
。
免
者
。
上
卿
権

（
北
畠
親
房
カ
）

中
納
言
。
又
今
夜
、
日
吉
社
大
宮
上
殿
造

営
日
時
定
。
亥
刻
、
参
二

内
侍
所
一

如
二

去
夜
一。
今
日
巳
刻
、
広

（
藤
原
寧
子
）

義
門
院
御
着
帯
云
々
。
今
月
令
レ

当
二

五
月
一

給

云
々
。

 

【
訓
読
】

　

国
忌
。
後
鳥
羽
院
。

　
　
　

天
陰
り
雨
降
る
。
免
者
。
上
卿
権
中
納
言
。

　

ま
た
今
夜
、
日
吉
社
大
宮
上
殿
造
営
の
日
時
定
。

　

亥
の
刻
、
内
侍
所
に
参
る
こ
と
去
ぬ
る
夜
の
如
し
。

　

今
日
巳
の
刻
、
広
義
門
院
御
着
帯
と
云
々
。
今
月
五
月
に
当
ら
し
め
給
ふ
と
云
々
。

 

【
注
釈
】

『花園天皇日記（花園院宸記）』正和二年二月記（二）

211



い
て
「
後
鳥
羽
院
宸
筆
名
号
三
尊
一
幅
」
を
供
養
し
て
い

る
（
『
花
園
』
）
。
同
四
年
以
降
、
忌
日
に
は
「
慇
懃
御
遺

誡
」
「
遺
誡
之
旨
」
に
基
づ
き
、
持
明
院
殿
に
お
い
て
密

教
修
法
で
あ
る
行
法
が
行
わ
れ
た
（
『
花
園
』
同
年
二
月
二

十
二
日
条
・
正
中
二
年
〔
一
三
二
五
〕
二
月
二
十
二
日
条
）
。

	

　

託
宣
記
・
遺
誡
の
流
布
か
ら
も
、
鎌
倉
後
期
に
お
け
る

後
鳥
羽
怨
霊
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
看
取
さ
れ
る
。
中
村

直
勝
「
後
鳥
羽
院
」（
『
中
村
直
勝
著
作
集 

六 

歴
代
天
皇
紀
』

淡
交
社
、
一
九
七
八
年
。
初
出
一
九
三
四
年
）
、
徳
永
誓
子

「
後
鳥
羽
院
怨
霊
と
後
嵯
峨
皇
統
」
（
『
日
本
史
研
究
』
五
一

二
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

後
鳥
羽
院　

諱
は
尊
成
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
～
延
応

元
年
（
一
二
三
九
）
。
在
位
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
～

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
。
父
は
高
倉
天
皇
。
母
は
七
条
院

殖
子
。

	

　

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
正
月
、
土
御
門
天
皇
に
譲
位

し
、
以
後
土
御
門
・
順
徳
・
仲
恭
の
三
代
に
わ
た
り
院
政

を
敷
い
た
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
、
北
条
義
時

追
討
を
命
じ
て
挙
兵
し
た
が
敗
北
（
承
久
の
乱
）
、
七
月
に

出
家
し
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
。
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）

二
月
二
十
二
日
、
配
所
に
て
死
去
。
当
初
顕
徳
院
を
諡
号

さ
れ
る
が
、
の
ち
後
鳥
羽
院
に
改
め
ら
れ
た
。
遺
骨
は
、

仁
治
元
年
（
一
二
四
一
）
二
月
に
大
原
法
華
堂
（
の
ち
の
大

原
陵
）
に
安
置
さ
れ
た
。

	

　

和
歌
に
す
ぐ
れ
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
、
『
新
古
今

和
歌
集
』
を
勅
撰
す
る
な
ど
、
諸
々
の
芸
能
に
も
長
け
、

ま
た
武
芸
も
嗜
ん
だ
。
日
記
に
『
後
鳥
羽
天
皇
日
記
』
が

あ
る
。
著
書
が
多
く
、
故
実
書
の
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
、

歌
論
書
の
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
な
ど
が
あ
る
。

	

　

目
崎
徳
衛
『
史
伝
後
鳥
羽
院
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

一
年
）
、
鈴
木
彰
・
樋
口
州
男
編
『
後
鳥
羽
院
の
す
べ
て
』

（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
谷
昇
『
後
鳥
羽
院
政
の

展
開
と
儀
礼
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

免
者　

二
月
十
七
日
条
注
釈
参
照
。

上
卿
権
中
納
言　

不
明
。
北
畠
親
房
か
。

日
吉
社　

近
江
国
志
賀
郡
（
比
叡
山
の
東
麓
坂
本
）
に
所
在
す
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る
一
宮
。
古
代
は
「
ひ
え
」
、
中
世
以
降
は
「
ひ
よ
し
」

と
呼
ぶ
。
当
社
の
神
社
群
は
日
吉
山
王
二
十
一
社
と
総
称

さ
れ
、
二
宮
と
大
宮
の
本
殿
を
筆
頭
に
、
上
・
中
・
下
各

七
社
と
神
域
内
外
に
あ
る
百
八
社
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
神

仏
習
合
の
も
と
、
当
社
の
神
々
は
延
暦
寺
の
護
法
神
と
さ

れ
、
本
地
仏
も
設
定
さ
れ
た
。
社
頭
で
は
山
王
礼
拝
講
を

は
じ
め
、
法
華
八
講
や
一
切
経
会
な
ど
の
仏
事
が
行
わ
れ

た
。

大
宮
上
殿
造
営
日
時
定　

「
大
宮
」
は
山
王
七
社
の
西
本

宮
・
大
比
叡
の
こ
と
（
祭
神
は
大
己
貴
神
、
本
地
は
釈
迦
如

来
）
。
山
王
二
十
一
社
で
は
上
七
社
の
一
。
山
王
七
社
の

各
本
殿
に
は
、
下
級
僧
侶
や
乞
食
非
人
ら
が
参
籠
す
る
下

殿
と
呼
ば
れ
る
床
下
祭
場
が
存
在
し
（
黒
田
龍
二
「
日
吉
七

社
本
殿
の
構
成
―
床
下
祭
場
を
め
ぐ
っ
て
―
」
〔
同
『
中
世
寺
社

信
仰
の
場
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
八
二
年
〕
）
、

こ
こ
で
い
う
「
上
殿
」
と
は
下
殿
に
対
し
て
本
殿
床
上
の

建
築
空
間
と
お
ぼ
し
い
。

	

　

今
回
の
神
殿
造
営
の
背
景
に
は
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇

八
）
以
来
の
本
覚
大
師
諡
号
を
め
ぐ
る
東
寺
と
山
門
と
の

相
論
が
あ
る
。
こ
の
相
論
は
、
同
年
二
月
、
後
宇
多
法
皇

の
伝
法
灌
頂
伝
受
の
賞
と
し
て
益
信
（
八
二
七
〜
九
〇
六
、

真
言
僧
）
に
大
僧
正
を
追
贈
し
、
本
覚
大
師
号
を
勅
賜
し

た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
に
不
満
を
抱
い
た
山
門
側

は
、
朝
廷
に
対
し
て
諡
号
の
撤
回
を
要
求
し
、
一
方
、
東

寺
を
始
め
と
す
る
東
密
諸
寺
も
こ
れ
に
対
抗
す
る
動
き
を

見
せ
た
。

	

　

事
態
は
二
転
三
転
す
る
が
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）

七
月
と
十
二
月
、
山
門
衆
徒
は
二
度
の
神
輿
入
洛
を
強
行

し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
鎌
倉
幕
府
の
介
入
も
あ
り
、
同
三

年
十
一
月
、
東
寺
は
大
師
号
を
辞
退
す
る
。
し
か
し
、
騒

ぎ
は
な
お
収
束
せ
ず
、
十
二
月
、
不
満
を
も
つ
一
部
の
衆

徒
が
日
吉
社
大
宮
に
閉
籠
し
楼
門
に
放
火
、
四
面
の
廻

廊
・
侍
所
ま
で
焼
失
し
た
。

	

　

以
来
、
神
殿
修
造
と
神
輿
造
替
は
懸
案
と
な
っ
て
い
た

が
、
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
八
月
十
五
日
、
伏
見
上
皇

の
院
宣
に
よ
り
、
朝
廷
の
沙
汰
と
決
定
し
た
。
今
回
の
造
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営
日
時
定
は
こ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
神
殿

の
造
営
料
足
と
し
て
近
江
国
戸
津
関
の
升
米
（
船
の
積
載

す
る
米
に
か
け
ら
れ
た
関
税
）
が
寄
進
さ
れ
た
。
同
三
年
三

月
二
十
日
に
は
大
宮
の
造
営
が
開
始
さ
れ
、
同
年
四
月
二

十
六
日
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
（
『
天
台
座
主
記
』
〔
百
四
世
前

大
僧
正
公
什
〕
）
。

	

　

以
上
の
経
緯
は
、
『
元
徳
二
年
三
月
日
吉
社
並
叡
山
行

幸
記
』
律
四
、
官
幣
大
社
日
吉
神
社
社
務
所
編
『
官
幣
大

社
日
吉
神
社
大
年
表
』
（
一
九
四
二
年
）
に
詳
し
い
。
大
師

号
相
論
と
山
門
嗷
訴
に
つ
い
て
は
、
辻
善
之
助
『
日
本
仏

教
史 

中
世
篇
之
一
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
七
年
、
六
〇
〜

七
四
頁
）
、
永
村
眞
「
寺
院
と
天
皇
」
（
永
原
慶
二
ほ
か
編

『
講
座
・
前
近
代
の
天
皇 

三 

天
皇
と
社
会
諸
集
団
』
青
木
書
店
、

一
九
九
三
年
）
、
永
井
晋
「
本
覚
大
師
諡
号
事
件
に
み
る
中

世
国
家
の
意
思
決
定
―
延
慶
年
間
の
山
門
嗷
訴
の
分
析
か

ら
―
」
（
『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
六
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
参

照
。
ま
た
、
山
門
衆
徒
の
閉
籠
に
つ
い
て
は
、
下
坂
守

「
中
世
延
暦
寺
の
大
衆
と
「
閉
籠
」
―
『
元
徳
二
年
三
月

日
吉
社
幷
叡
山
行
幸
記
』
に
見
え
る
大
衆
の
動
向
―
」

（
『
武
蔵
野
文
学
』
四
九
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

参
内
侍
所　

二
月
二
十
日
条
注
釈
「
参
内
侍
所
。
三
个
夜

　
　

」
参

照
。

広
義
門
院　

西
薗
寺
寧
子
。
二
月
十
五
日
条
注
釈
参
照
。

御
着
帯　

「
着
帯
」
は
婦
人
が
懐
妊
し
て
五
カ
月
目
（
六
・

七
カ
月
と
も
）
に
帯
を
し
め
る
儀
式
。
着
帯
者
の
在
所
で

行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
皇
后
・
女
御
の
場
合

は
内
裏
、
女
院
の
場
合
は
院
御
所
を
使
用
し
た
。
帯
は
多

く
は
着
帯
者
の
近
親
が
調
進
し
、
そ
の
長
さ
は
概
ね
一
丈

二
尺
で
あ
っ
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
皇
室
制
度
史

料 

儀
制 

誕
生
一
』
第
二
章
「
着
帯
の
儀
」
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

	

　

今
回
の
広
義
門
院
の
着
帯
で
は
、
葉
室
頼
藤
・
同
長
隆

が
奉
行
を
つ
と
め
た
。
早
朝
、
左
少
弁
日
野
資
名
が
西
園

寺
家
の
常
盤
井
殿
に
向
か
い
、
西
園
寺
実
衡
調
進
の
帯
を

賜
わ
り
院
御
所
で
あ
る
持
明
院
殿
に
持
参
し
た
。
帯
は
女

院
披
見
の
の
ち
、
常
住
院
道
昭
の
僧
房
に
運
ば
れ
て
加
持
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が
行
わ
れ
、
資
名
に
よ
り
持
明
院
殿
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
施
薬
院
使
の
丹
波
行
長
か
ら
長
隆
を
通
じ
て
仙
沼
子

と
い
う
薬
が
献
上
さ
れ
た
。
女
院
は
持
明
院
殿
の
昼
御
座

に
移
り
、
配
偶
者
の
後
伏
見
上
皇
が
帯
を
結
ん
だ
。
以
上

の
流
れ
は
、『
広
義
門
院
御
産
御
祈
記
別
記
（
隆
有
卿
記
）
』

本
日
条
参
照
。

	

　

広
義
門
院
の
着
帯
と
と
も
に
、
持
明
院
統
は
多
く
の
御

産
祈
禱
を
行
わ
せ
て
い
る
。
『
門
葉
記
』
一
七
二
〔
勤
行

法
補
六
・
御
産
御
祈
目
録
〕
に
よ
れ
ば
、
道
昭
僧
正
が
金

剛
童
子
法
を
、
禅
助
僧
正
が
愛
染
王
法
・
六
字
供
を
、
公

什
僧
正
が
薬
師
護
摩
を
、
正
遍
法
印
が
愛
染
王
供
を
、
俊

禅
法
印
が
訶
利
帝
・
十
五
童
子
供
を
修
し
た
。
ま
た
、
三

月
九
日
、
伏
見
上
皇
は
春
日
社
に
願
文
を
捧
げ
、
自
身
の

重
厄
の
無
為
無
事
と
と
も
に
広
義
門
院
の
御
産
平
安
を

祈
っ
て
い
る
（
「
伏
見
上
皇
願
文
案
」
〔
『
醍
醐
寺
所
蔵
大
手

鑑
』
〕
）
。

	

　

広
義
門
院
の
父
西
園
寺
公
衡
は
、
応
長
元
年
（
一
三
一

一
）
の
広
義
門
院
御
産
で
生
ま
れ
た
の
が
皇
女
（
珣
子
内

親
王
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
無
念
と
し
、
二
月
二
日
、
日
吉

社
に
安
居
院
法
印
覚
守
を
遣
わ
し
て
皇
子
降
誕
を
祈
請
せ

し
め
る
（
『
日
吉
十
禅
師
冥
助
記
』
、
『
山
王
絵
詞
』
）
ほ
か
、

摂
津
尼
崎
大
覚
寺
の
琳
海
上
人
（
律
僧
）
に
も
祈
禱
を
依

頼
し
て
い
る
（
「
西
園
寺
公
衡
書
状
写
」〔
『
大
覚
寺
文
書
』
二
〕
）
。

広
義
門
院
は
、
七
月
九
日
に
量
仁
親
王
（
の
ち
の
光
厳
天

皇
）
を
出
産
す
る
（
『
花
園
』
）
。

	

　

以
上
の
御
産
祈
禱
に
つ
い
て
は
、
中
村
直
勝
「
量
仁
親

王
の
降
誕
」
（
『
中
村
直
勝
著
作
集 

三 

南
朝
の
研
究
』
淡
交
社
、

一
九
七
八
年
。
初
出
一
九
二
八
年
）
、
近
藤
喜
博
「
山
王
霊
験

記
と
そ
の
成
立
年
代
（
続
）
」
（
『
国
華
』
六
五
―
七
、
一
九
五

六
年
）
、
佐
藤
眞
人
「
『
山
王
絵
詞
』
と
『
広
義
門
院
御
産

日
吉
十
禅
師
冥
助
記
』
」
（
菅
原
信
海
編
『
神
仏
習
合
思
想
の

展
開
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。
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〔
廿
三
日
、
癸
未
、
〕
精
進
也
。
念
誦
。

 
【
訓
読
】

　

精
進
な
り
。
念
誦
す
。

 

【
注
釈
】

精
進
也
。
念
誦　

二
月
八
日
条
注
釈
「
精

〔
進
脱
カ
〕

念
誦
」
参
照
。

 

〔
廿
四
日
、
甲
申
、
〕

 

〔
廿
五
日
、
乙
酉
、
〕
今
日
、
如

（
如
縁
房
阿
一
）

円
上
人
参
。
受
二

五
戒
一。
法
談
。

 

【
訓
読
】

　

今
日
、
如
円
上
人
参
る
。
五
戒
を
受
く
。
法
談
す
。

 

【
注
釈
】

如
円
上
人　

如
縁
房
阿
一
。
西
大
寺
流
律
僧
。
こ
の
と
き
河

内
教
興
寺
長
老
。
二
月
八
日
条
注
釈
参
照
。

五
戒　

二
月
八
日
条
注
釈
参
照
。

法
談　

仏
法
の
要
義
を
説
き
聞
か
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

談
話
。
説
法
。
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如
円
上
人　

如
縁
房
阿
一
。
二
月
八
日
条
・
二
月
二
十
五
日

条
注
釈
参
照
。

受
戒　

こ
こ
で
の
「
戒
」
は
、
前
後
の
例
か
ら
五
戒
と
考
え

ら
れ
る
。

俊
幸
僧
都　

生
没
年
未
詳
。
常
住
院
門
跡
（
天
台
宗
寺
門
派
）

の
山
伏
。
父
は
侍
顕
春
法
眼
。
「
越
前
僧
正
」
と
号
し
た

（
『
大
舘
記 

書
札
礼
』
〔
修
学
者
進
退
事
〕
）
。

	

　

『
花
園
』
に
は
、
「
雖
非
護
持
僧
、
自
幼
年
参
来
之
者

也
」
（
延
慶
三
年
〔
一
三
一
〇
〕
十
月
三
十
日
条
）
、
「
是
自
朕

幼
少
時
参
之
間
、
雖
非
御
持
僧
、
以
別
儀
、
令
参
入
者

也
」
（
正
和
三
年
〔
一
三
一
四
〕
閏
三
月
十
七
日
条
）
な
ど
と

あ
り
、
花
園
の
幼
年
時
か
ら
祗
候
し
て
加
持
を
行
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
本
年
三
月
十
八
日
・
二
十
日
に
も
加
持
の

た
め
参
内
し
て
い
る
。

	

　

『
実
躬
卿
記
』
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
七
月
三
日
条
に

み
え
る
伏
見
上
皇
の
病
気
平
癒
の
験
者
「
春
幸
阿
闍
梨
」

と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
、
同
月
五
日
条
に
「
常
住
院
僧

正
門
弟
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
昭
僧
正
の
弟
子
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。

	

　

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
三
月
、
春
宮
量
仁
親
王
（
の
ち

 

〔
廿
六
日
、
丙
戌
、
〕

 

〔
廿
七
日
、
丁
亥
、
〕
陰
雨
降
。
如
円
上
人
参
。
受
レ

戒
。
又
俊
幸
僧
都
参
。
加
持
了
退
出
。

 

【
訓
読
】

　

陰
り
雨
降
る
。
如
円
上
人
参
る
。
戒
を
受
く
。

　

ま
た
俊
幸
僧
都
参
る
。
加
持
し
了
り
て
退
出
す
。

 

【
注
釈
】
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如
円
上
人　

如
縁
房
阿
一
。
二
月
八
日
条
・
二
月
二
十
五
日

条
注
釈
参
照
。

五
戒　

二
月
八
日
条
注
釈
参
照
。

法
談　

二
月
二
十
五
日
条
注
釈
参
照
。

 

〔
廿
八
日
、
戊
子
、
〕

 

〔
廿
九
日
、
己
丑
、
〕
晴
。
如
円
上
人
参
。
受
二

五
戒
一。
法
談
。
暫
退
出
。

	

入
レ

夜
、
道
昭
僧
正
参
加
持
。

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
如
円
上
人
参
る
。
五
戒
を
受
く
。
法
談
す
。
暫
く
し
て
退
出
す
。

　

夜
に
入
り
、
道
昭
僧
正
、
参
り
て
加
持
す
。

 

【
注
釈
】

の
光
厳
天
皇
）
の
病
気
平
癒
の
祈
禱
に
際
し
て
も
、
験
者

と
し
て
功
が
あ
り
（
『
花
園
』
三
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
条
）
、

同
月
二
十
九
日
、
法
印
権
大
僧
都
か
ら
権
僧
正
に
昇
進
す

る
（
『
砂
巌
』
六
〔
宣
旨
第
四 

僧
官
部
〕「
後
醍
醐
天
皇
口
宣
案
」
。

『
鎌
倉
遺
文
』
に
は
脱
漏
）
。
正
慶
元
年
・
元
弘
二
年
（
一
三

三
二
）
、
新
熊
野
別
当
（
『
類
聚
諸
寺
長
者
補
任
』
〔
新
熊
野
別

当
次
第
〕
）
。

加か

持じ　

仏
語
（
梵
語a

d
h
i
s
t
h
ā
n
a

の
訳
）
。
元
来
は
仏
・
菩
薩

が
衆
生
を
加
護
す
る
意
。
の
ち
に
仏
の
加
護
を
願
っ
て
、

病
気
や
災
難
を
除
き
心
願
の
成
就
を
祈
る
祈
禱
の
意
に
転

じ
た
。
加
持
の
際
に
は
印
を
結
び
真
言
陀
羅
尼
を
唱
え
る
。

218



道
昭
僧
正　

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
～
文
和
四
年
（
一
三
五

六
）
。
天
台
僧
（
寺
門
派
）
。
常
住
院
門
跡
。
こ
の
と
き
熊

野
三
山
・
新
熊
野
検
校
。
三
十
三
歳
。
『
尊
卑
』
一
―
九

八
。
父
は
一
条
家
経
。
行
昭
の
付
法
。

	

　

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
十
二
月
、
長
乗
よ
り
伝
法
灌

頂
を
受
け
る
。
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
正
月
・
徳
治
三

年
（
一
三
〇
八
）
八
月
・
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
五
月
の

三
度
、
熊
野
三
山
検
校
に
就
任
（
『
類
聚
諸
寺
長
者
補
任
』

〔
熊
野
山
検
校
次
第
〕
）
。
ま
た
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
七

月
と
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
三
月
の
二
度
、
新
熊
野
検

校
に
補
任
さ
れ
る
（
『
類
聚
諸
寺
長
者
補
任
』
〔
新
熊
野
検
校

次
第
〕
）
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
・
文
保
二
年
（
一
三
一

八
）
・
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
の
三
度
、
平
等
院
執
印
と

な
る
。
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
十
二
月
、
園
城
寺
長
吏
。

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
十
二
月
、
准
三
后
（
『
釈
家
官
班

記
』
上
〔
准
三
宮
〕
）
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
四
月
、
四

天
王
寺
別
当
（
『
玉
英
記
抄
』
〔
官
位
部
〕
同
年
条
）
。
貞
和
三

年
（
一
三
四
七
）
十
月
、
園
城
寺
長
吏
に
再
任
。
以
上
の

経
歴
は
、
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
、
『
寺
門
伝
記
補
録
』
一

四
〔
僧
伝
部
戌 

長
吏
高
僧
略
伝 

下
〕
、
『
三
井
続
燈
記
』

四
〔
長
吏
次
第
〕
、
『
僧
官
補
任
』
も
参
照
。

	

　

持
明
院
統
の
信
頼
厚
く
、
延
慶
三
・
四
年
の
広
義
門
院

御
産
（
珣
子
内
親
王
）
で
は
、
祖
師
常
住
院
良
尊
が
寛
元

元
年
（
一
二
四
三
）
の
大
宮
院
御
産
（
久
仁
親
王
〔
の
ち
の

後
深
草
天
皇
〕
）
に
参
仕
し
た
先
例
に
基
づ
い
て
着
帯
加
持

と
験
者
を
兼
ね
た
。
着
帯
加
持
は
、
常
住
院
本
坊
（
大
炊

御
門
河
原
に
所
在
）
で
行
わ
れ
た
（
『
広
義
門
院
御
着
帯
記
（
公

衡
公
記
）
』
延
慶
三
年
十
月
二
十
三
日
条
）
。
延
慶
四
年
二
月

二
十
三
日
の
出
産
当
日
に
は
、
産
所
の
常
盤
井
殿
に
お
い

て
実
讃
僧
正
（
新
熊
野
別
当
）
・
実
静
法
印
と
共
に
験
者
と

し
て
参
仕
し
た
（
『
広
義
門
院
御
産
愚
記
（
公
衡
公
記
）
』
）
。

そ
の
後
も
広
義
門
院
の
御
産
祈
禱
（
量
仁
親
王
〔
の
ち
の
光

厳
天
皇
〕
・
景
仁
親
王
・
皇
女
某
・
豊
仁
親
王
〔
の
ち
の
光
明
天

皇
〕
）
で
は
、
毎
度
着
帯
加
持
を
勤
仕
し
た
。

	

　

一
方
、
大
覚
寺
統
の
御
産
に
お
い
て
も
、
乾
元
二
年

（
一
三
〇
三
）
五
月
九
日
の
昭
訓
門
院
瑛
子
（
亀
山
法
皇
妃
、
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〔
卅
日
、
庚
寅
、
〕
晴
。
今
日
、
所
労
之
後
、
顕

（
藤
原
）親

初
参
。
奏
二

吉
書
一。

	

如
円
上
人
参
。
受
二

五
戒
一。
法
談
。
暫
退
出
。
七
瀬
祓
等
、
如
レ

例
。
梵
網
経
、
如
レ

恒
読
レ

之
。

 

【
訓
読
】

　

晴
る
。
今
日
、
所
労
の
後
、
顕
親
初
め
て
参
る
。
吉
書
を
奏
す
。

西
園
寺
実
兼
女
）
の
恒
明
親
王
出
産
に
際
し
、
験
者
と
し

て
実
讃
法
印
と
共
に
祗
候
し
た
（
『
昭
訓
門
院
御
産
愚
記
（
公

衡
公
記
）
』
）
。
網
野
善
彦
「
あ
る
貴
族
が
記
録
し
た
出
産
」

（
『
い
ま
は
昔 

む
か
し
は
今 

五 

人
生
の
階
段
』
福
音
館
書
店
、

一
九
九
九
年
）
参
照
。

	

　

御
産
祈
禱
の
他
に
も
、
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
六
月
、

伏
見
法
皇
の
病
気
平
癒
の
五
壇
法
で
中
壇
を
つ
と
め
た

（
『
五
大
成
』
、
『
五
壇
法
記
』
）
。
ま
た
、
暦
応
元
年
（
一
三
三

八
）
七
月
、
光
厳
上
皇
の
瘧
病
を
祈
禱
で
平
癒
し
、
禄
を

賜
っ
て
い
る
（
『
中
院
一
品
記
』
七
月
二
十
五
日
条
）
。
道
昭

の
一
族
で
あ
る
一
条
経
通
は
、
道
昭
を
「
天
下
之
老
宿
、

一
門
之
管
長
」
と
評
し
て
い
る
（
『
玉
英
記
抄
』
〔
雑
類
〕
文

和
二
年
〔
一
三
五
四
〕
三
月
八
日
条
）
。

	

　

な
お
、
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
以
前
和
談
、
可
遵
行

之
由
」
を
伝
え
に
東
使
が
上
洛
し
た
際
、
伏
見
上
皇
は

「
早
速
落
居
」
を
念
願
し
て
道
昭
に
祈
禱
を
命
じ
た
（
十

月
二
十
日
「
伏
見
上
皇
自
筆
消
息
」
〔
『
東
北
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
秋
田
家
史
料 

蒐
集
文
書
』
。
『
鎌
倉
遺
文
』
に
は
脱
漏
〕
）
。

	

　

和
歌
も
得
意
で
、
『
玉
葉
和
歌
集
』
か
ら
『
新
続
古
今

和
歌
集
』
ま
で
の
勅
選
集
に
入
集
す
る
。
修
行
の
つ
い
で

に
大
峰
の
花
を
見
た
こ
と
を
、
後
年
に
追
憶
し
て
詠
ん
だ

歌
が
あ
る
（
『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
九
九
六
）
。

加
持　

二
月
二
十
七
日
条
注
釈
参
照
。
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顕
親　

藤
原
顕
親
。
の
ち
顕
高
・
房
高
と
改
め
る
。
弘
安
七

年
（
一
二
八
四
）
～
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
。
こ
の
と
き

正
五
位
下
、
民
部
大
輔
・
蔵
人
。
三
十
歳
。
『
尊
卑
』
二

―
一
〇
七
。
『
公
補
』
文
保
元
～
康
永
二
（
『
公
事
』
五
〇

九
頁
）
。
父
は
顕
家
。

	

　

延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
正
月
、
花
園
の
五
位
蔵
人
と

な
る
（
『
花
園
』
正
月
十
七
ヵ
日
条
、
『
職
事
補
佐
』
〔
花
園
院
〕
）
。

同
年
二
月
、
禁
色
勅
許
を
受
け
る
（
『
伝
宣
草
』
上
〔
禁
色

事
〕
所
引
同
年
二
月
六
日
「
花
園
天
皇
口
宣
」
）
。

	

　

『
花
園
』
に
は
職
事
と
し
て
の
活
動
が
多
く
見
え
る
ほ

か
、
花
園
主
催
の
連
句
・
詩
会
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
。

正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
八
日
に
は
、
す
で
に
職
事

を
辞
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
た
る
十
三
日
の
詩

会
の
奉
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
職
事
の
と
き
、

詩
会
を
奉
行
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
『
花
園
』
）
。

	

　

な
お
、
『
伝
宣
草
』
上
〔
武
官
〕
、
下
〔
僧
都
以
下
〕
に

顕
親
が
奉
行
し
た
花
園
の
口
宣
が
引
か
れ
る
。

初
参　

「
顕
親
が
、
（
所
労
か
ら
回
復
し
た
後
に
）
初
め
て
参
っ

た
」
の
意
。

吉き
っ
し
ょ書　

年
始
・
改
元
・
代
替
り
・
政
始
・
任
官
な
ど
、
事
が

改
ま
っ
た
と
き
に
初
め
て
奉
る
文
書
。
ま
た
は
吉
日
を
撰

ん
で
奏
覧
す
る
文
書
。
儀
礼
的
な
も
の
で
内
容
に
乏
し
い
。

田
中
稔
「
儀
礼
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
書
」
（
同
『
中
世
史

料
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
九
〇
年
）

参
照
。

如
円
上
人　

如
縁
房
阿
一
。
二
月
八
日
条
・
二
月
二
十
五
日

条
注
釈
参
照
。

五
戒　

二
月
八
日
条
注
釈
参
照
。

　

如
円
上
人
参
る
。
五
戒
を
受
く
。
法
談
す
。
暫
く
し
て
退
出
す
。

　

七
瀬
祓
等
、
例
の
如
し
。

　

梵
網
経
、
恒
の
如
く
こ
れ
を
読
む
。

 

【
注
釈
】
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法
談　

二
月
二
十
五
日
条
注
釈
参
照
。

七
瀬
祓　

正
月
二
十
九
日
条
注
釈
「
七
瀬
祓
等
」
参
照
。

梵
網
経　

正
月
十
五
日
条
注
釈
「
梵
網
経
、
如
恒
読
之
」
参

照
。
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223

執
筆
者
一
覧
（
五
十
音
順
）

　

千

坂

英

俊

	

中
央
大
学
大
学
院

　

ヒ
ラ
リ
ー　

ピ
ー
ダ
セ
ン　
　
　
　

神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部

　

堀

川

貴

司
	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授

　

本

多

道

隆

	

奈
良
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

森　
　

宏　

之	

妙
心
寺
派
長
性
寺
副
住
職
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

横

山

住

雄

	
濃
尾
歴
史
文
化
研
究
所
主
宰
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　

林　
　

觀　

潮	

廈
門
大
学
副
教
授

　

花
園
天
皇
日
記
研
究
会



花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢　

第
六
号

二
〇
一
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　
　

編
集
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九世紀の日本における信仰の多様性

―神護寺五大虚空蔵菩薩像と五行説の関係を中心に―

ヒラリー　ピーダセン

は じ め に

　八、九世紀を通じて、唐から帰国した日本の僧侶が多くの密教経典や図

像を請来し、新しい仏のあり方が日本の仏教界にもたらされた。それに

伴って、新たに導入された密教儀式に用いる仏像が必要になったため、請

来されたこれらの経典や図像は、日本の仏教絵画や彫刻が新しい時代に入

るきっかけとなった。この新しい密教仏像の一つが、虚空蔵菩薩（Skt. 

Ākāśagarbha）である。彫像形式の虚空蔵菩薩像の最もよく見られる形式は

一尊形式だが、九世紀の中頃に五大虚空蔵菩薩（五尊形）が登場する。本

論文では、京都の神護寺五大虚空蔵菩薩像を中心に論じ、この五尊形がこ

の時期に特有の意味をもっていたという解釈を提示したい。

　日本製の五大虚空蔵菩薩彫刻像は、京都にある神護寺にしか現存しな

い（1）。しかし、諸史料や現在東寺の観智院に置かれる五大虚空蔵菩薩の

存在から、九世紀には安祥寺と貞観寺にも五大虚空蔵菩薩像が存在したこ

とがわかる（2）。これらの例によっても、九世紀における五大虚空蔵菩薩

像の重要性が知られるだろう。現存の研究においても、神護寺五大虚空蔵

菩薩の造像や制作年代については、屡論じられてきた（3）。しかし、この

五尊形の図像的な特徴（当初の配置、肌の色、持ち物）や、九世紀の多様的

な宗教背景に関する論文は少ない。本論文では、五大虚空蔵菩薩と関係が

ある図像、彫刻、そして文献を検討し、神護寺の五大虚空蔵菩薩像の図像

的な特徴と、日本の九世紀の多様的な宗教環境との関係を明瞭にしたい。

ここでは、最初に造像された神護寺像を中心に、九世紀の五大虚空蔵菩薩

彫刻像がどのような役割を担ったのか考えてみたいと思う。特に、空海
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（七四四―八三五）の弟子達、そして朝廷との関係を中心に考察したい。

　具体的に、中国から伝来した信仰要素と日本の九世紀の神護寺五大虚空

蔵菩薩像の図像的な要素との関係を明らかにしたいと思う。例としてあげ

られるのは、八、九世紀には、虚空蔵菩薩の一尊形と天体崇拝とは深い関

わりをもつ。それは、九世紀の五大虚空蔵菩薩像の配置や肌の色にも現れ

ている。後に述べるように、この表現が中国の五行説や天体崇拝にも見え

る。このような信仰要素が、日本の十二、十三世紀の宗教環境に出てくる

ことは、既に指摘がある。しかし、本論文では、天体崇拝や五行説などが

日本の九世紀の宗教環境でも重要視され、朝廷やその周辺の僧侶達に王権

を強化、そして鎮護国家のための儀式に用いられたと提案する。つまり、

本論文では、神護寺五大虚空蔵菩薩像と日本の九世紀の宗教の多様性の関

係を指摘したい。

図１　神護寺五大虚空蔵菩薩像

１　現在の神護寺の五大虚空蔵菩薩像

　現在、五大虚空蔵菩薩像は神護寺の宝塔院の多宝塔の奥の壁に一列に安

置されている（図１）。五菩薩の尊名や、色、持物は経典によって多少異

なるが、神護寺像の尊名は一般に次のように比定されている。左より、金

剛虚空蔵菩薩、業用虚空蔵菩薩、法界虚空蔵菩薩（4）、蓮華虚空蔵菩薩、

宝光虚空蔵菩薩（5）である。各菩薩の色と持ち物は以下の図２のようである。

九世紀の日本における信仰の多様性
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金剛

虚空蔵

菩薩

右手：金剛

左手：三鈷鉤

黄色

業用

虚空蔵

菩薩

右手：羯磨

左手：三鈷鉤

紫色

法界

虚空蔵

菩薩

右手：茎に

乗る蓮華

左手：三鈷鉤

白色

蓮華

虚空蔵

菩薩

右手：三弁

蓮華

左手：三鈷鉤

赤色

宝光

虚空蔵

菩薩

右手：蓮華座

に乗る如意宝

珠

左手：三鈷鉤

青色

図２　神護寺五大虚空蔵菩薩の配置、右、左手の持ち物、肌の色

　後に述べるように、本来、像は曼荼羅の形に配置され、宝界虚空蔵菩薩

を中心とし、他は四方守護の位置にあるようである。およそ承和七年

（八四〇）から承和十二年（八四五）の間に製作されたと考えられるこれら

の像の像高は約百 cm、ヒノキ（或いはカヤ）の一材から頭部と両足部まで

を彫出し、全体に乾漆を盛り、その上に彩色を施している（6）。像はそれ

ぞれ蓮華座上に結跏趺座する。様式的には、観心寺如意輪観音像や東寺講

堂の五大菩薩像など、他の九世紀の密教彫刻と類似する。丸い顔、顔の下

半にある細長く伸びた目。首は短く、三道のモデリングが柔らかくなされ

ている。身体は筋肉の筋を強調せず柔らかく見えるが、腰は絞られている

（図３）（7）。さてこの五体の菩薩は、どうやって神護寺に安置されたのであ

ろうか。像の色、配置は、何の意味を持つであろうか。そして、この五尊

形は、よく知られている一形尊との関係は何であろうか。この疑問を中心

に、日本の九世紀における多様な宗教背景を検討していく。

２　八、九世の神護寺：空海、真済と仁明天皇

　まず、五大虚空蔵菩薩像の安置された神護寺に考察を移したい。神護寺

は、真言宗の高野山系の寺院で京都の北西、高雄山に位置している。現在

の神護寺の伽藍がある一帯は、八世紀からの複雑な歴史をもっている。八

世紀末頃には、ここに高雄山寺という寺があった。最澄（七六六―八二二）

と空海は高雄山寺に滞在し、灌頂を行っている。八二四年（弘仁三）に、

高雄山寺は神願寺という和気氏の氏寺と合併された。神願寺は、一説には
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現在の近畿周辺にあったとされている（8）。

その時に、神護国祚真言寺という新しい名

前が付けられ、その後、神護寺と略され、

神願寺の「定額寺」の地位も神護寺に移さ

れた。現在神護寺の金堂に安置されている

一木造り薬師如来像は複雑な歴史を持つが、

少なくとも、八世紀からこの薬師如来像は

「悔過」という鎮護のための儀式に使われ

た可能性が高いとはいえる（9）。長岡龍作氏

が示すように、『続日本後記』によると、

八三七年（承和四）に神護寺で悔過が行わ

れているが（10）、これは仁明天皇が神護寺

の多宝塔建立の命を発した年（八三六年）の一年後だったといわれている

（11）。このように、五大虚空蔵菩薩像が造像された当時、神護寺には鎮護

国家儀式の行われる場としての要素が存在していたことは明らかである。

　多宝塔は当初も、そして現在も五大虚空蔵菩薩像の安置場所なので、そ

の建立の状況を理解することは重要な課題である（12）。九〇一年に書かれ

た『日本三代実録帳』によると、空海の弟子真済（八〇〇―八六〇）が一重

宝塔を建て、その中には五大虚空蔵菩薩像が安置されたと記されている。

（略）真済表請。一重宝塔於高尾岑神護寺建。五大虚空蔵菩薩像造。

置塔中安。七口僧及度年分三人置。春秋二季。法会永設。虚空蔵十輪

等経轉読。以鎮護国家也。（略）（13）

　更に、九三一年に書かれた『神護寺承平實録帳（14）』によれば、仁明天

皇が八三六年（承和三）に多宝塔建立を発願し、八四五年（承和一二）に建

設が終わったということが記される（15）。つまり、神護寺の多宝塔に安置

されている五大虚空蔵菩薩像は、八三六〜四五年の間に造像された可能性

がある。しかし、神護寺像と空海の思想に基づく東寺講堂五大菩薩像（八

三九）様式と図像的な特徴を比較すると、五大虚空蔵菩薩像の制作年代は、

図３　法界虚空蔵菩薩像

九世紀の日本における信仰の多様性
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早くても八四〇年以降となる可能性が高い（16）。上に述べたように、この

とき既に神護寺は定額寺であり、五大虚空蔵菩薩像が造像された時、神護

寺と天皇を中心とする貴顕との間に密接な関係があったことは確かである。

　なぜ仁明天皇が多宝塔の建立を発願したのかは、よく分かっていない。

しかし、一般的な仏教の教えでは、仏像やお寺の伽藍の建物を発願するこ

とによって、徳を得るといわれる。そのため、密教に詳しい真言僧真済と

相談し、何が適切なのかを一緒に決めたのであろう。また、五大虚空蔵菩

薩像そのものの造立を発願したのが仁明天皇であったかどうかも不明だが、

この時期、最も仏像造像を発願したのは朝廷なので、その可能性は高い。

『日本三代実録』によれば、国家鎮護のために、毎年春と秋には「虚空蔵

十輪経」がこの像の前で暗唱されたという（17）。つまり、仁明天皇が国家

鎮護のために五大虚空蔵菩薩像を発願した可能性は十分にある。さらに、

後に述べるように、五大虚空蔵菩薩は星、そして陰陽道と関係があると思

われ、仁明天皇はそのような菩薩（又は星）と自分とを関係付けることで、

支配者としての自らのイメージをさらに強めようとしたということがいえ

るかも知れない。しかし、このことを確かめるには、今後、星、そして日

本の陰陽道などについての研究が必要である。

　仁明天皇が多宝塔の建立を命じた時に、空海の弟子真済が神護寺に滞在

していたので、五大虚空蔵菩薩像を神護寺に安置することを決定する際、

影響力を持ったであろう。真済は八三二年（天長九）に神護寺に来て、

八四〇年神護寺の別当となった。空海の弟子である真済は、『空海僧都

傳』の著者として知られており、空海をよく理解した人物といえる。後に

も述べるが、佐々木守利氏が指摘するように、『五部肝心記』の中で空海

は、高雄山寺は五大虚空蔵法にふさわしい場所であり、そして真済は自分

の跡を継ぐべき人物であると述べている（18）。よって、真済が空海の思想

を実行し、神護寺に五大虚空蔵菩薩像を仏師と相談し、像を造ってもらっ

たという可能性も考えられる。

　現在、多宝塔は金堂の後ろにあるが、九世紀の頃の本来の位置は分から

ない。一般的に、平安時代においては仏像が安置されている多宝塔が建ら

れることは比較的珍しいことである。しかし、藤井恵介氏によれば、平安
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時代初期には、真言の寺の伽藍には多宝塔が建立され、その中に大日如来

像、五智如来像、又は五大虚空蔵菩薩像を安置する場合がいくつかがある

という。例として、神護寺、金剛峯寺、貞観寺などである（19）。こうした

ことの理由としては、五大虚空蔵菩薩が五智如来の化身と考えられたこと

が挙げられるだろう（20）。五大虚空蔵菩薩像と関連のある他の寺院も合わ

せて考察すると、この菩薩の特徴や役割がより明らかになる。

　五大虚空蔵菩薩の図像として最初のものは、真言僧が一一二九年頃に編

集した『図像鈔』に見られる（21）。また、『別尊雑記』という図像集にも見

られ、これも平安後期の編集である（22）。よく知られている十二世紀末～

十三世紀初の『覚禅抄』にも見ることができる（23）。経典についてはおそ

らく空海の時代から存在するが、同時代の図像はまだ確認されていない。

しかし、空海は、唐から帰国した時に、五大虚空蔵菩薩の画像を持って

帰ったということが文献上知られる（24）。空海作とされる『性霊集』の「四

恩奉為二部大曼荼羅造願文」がそれである（25）。弘仁十二年（西暦八二一）

という日付が書かれている。願文の内容は、朝廷の支援で、空海が仏像の

何体かを寄贈することができたという。空海が八〇六年（大同元）に請来

した絵画（両部曼荼羅など）が、以来、様々な儀式に用いられたので、絵の

損傷が激しくなった。そのため、描き直すことになった。続いて尊格につ

いて述べる。

（略）奉図大悲胎蔵大曼荼羅一鋪八幅。金剛界大曼荼羅一鋪九幅。五

大虚空蔵菩薩。五忿怒尊。金剛薩埵。仏母明王。各四幅一丈（26）。（略）

　残念ながら、この絵画は現存せず、どのような絵だったかは不明である。

しかし、空海の願文に記されていることが、日本における最初の五大虚空

蔵菩薩像についての証拠であることは間違いないであろう。この願文に登

場する絵画は、図像と経典に基づいたものであろう（27）。以下に説かれる

『瑜伽経』という経典との関係がある可能性は高いと言えるであろう。

九世紀の日本における信仰の多様性
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３　『瑜伽経』、図像、そして『五部肝心記』

　五大虚空蔵菩薩は九世紀中頃に登場しており、空海が請来した経典や図

像から伝わったのが最初だと思われる。五大虚空蔵菩薩像は、空海によっ

て伝えられた不空（七〇五―七七）訳『金剛峯楼閣一切瑜伽瑜祗経』いわ

ゆる『瑜伽経』にも基づいている（28）。この経典は、日本で制作された偽

作と思われるが（29）、九世紀に制作されても、空海や弟子達に重要視され

たであろう（30）。これは、空海の『請来目録』に記載されている（31）。この

文献は、空海が唐から日本へ帰国した時に天皇に献上した中国の経典、仏

具、図像などが載っている目録である。

　この経典は、密教仏教によく利用されている金剛界曼荼羅と胎蔵界曼荼

羅は「両部不二」であるということを語っている。その中に、五大虚空蔵

菩薩は、虚空蔵菩薩が五つに分かれたものでもあり、又は金剛界曼荼羅の

中の成身会に表れている五智を表す菩薩でもあると書かれている（32）。続

いて、五大虚空蔵菩薩に関する文に、儀軌が記され、そして本尊の作り方

も載せている。

（略）行者應畫五大金剛虛空藏。於一圓明中。等自身量畫之。於一圓中。

更分為五。於中圓畫白色虛空藏。左手執鉤右手持寶。前圓中畫黃色虛

空藏。左持鉤右執寶金剛。右圓中畫青色虛空藏。左執鉤右持三辦寶。

放大光明。於後圓中畫赤色虛空藏。如前左持鉤右持大紅蓮華。左圓中

畫黑紫色虛空藏。如前左持鉤右持寶羯磨。是名五大虛空藏求富貴法。

若畫此像。於青色或金色絹上畫之。其菩薩衣服首冠瓔珞。皆依本色。

跏趺坐。畫此像已。對於壇前。無問時方。但誦五字明一千萬遍。即得

富貴成就。時時護摩。速獲大悉地次當說印相。（略）

　ここに説かれている虚空蔵菩薩の名前、持ち物、肌の色そして配置を図

像にする以下（図４）のようである。
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後

右手：大紅蓮華

左手：鉤　　　

赤色

左

右手：羯磨

左手：鉤　

紫色

中

右手：宝

左手：鉤

白色

右

右手：三辧宝

左手：鉤　　

青色

前

右手：金剛

左手：鉤　

黄色

図４　『瑜伽経』による五大虚空蔵菩薩像

　この一節の内容は、曼荼羅の描き方の説明であるが、彫刻のケースにも

合っているのではないだろうか。例えば、赤い像は「上」黄色像は「下」

ではなく、それぞれが「後」「前」となっている。これが、建物の中の祭

壇の上に置いてあるように記されているので、彫刻の場合にも（特に神護

寺五大虚空蔵菩薩像）この説明に合っていると考えられる。九世紀には、神

護寺の五大虚空蔵菩薩も、このように配置されたのではないかと考えられ

る。

　伝真済作の『五部肝心記（33）』も五大虚空蔵菩薩と同時期の八四〇年ご

ろ、神護寺に滞在した時に制作された文献である（34）。真済がこの時期に、

五大虚空蔵菩薩像を神護寺の多宝塔に安置したと記す史料が現存する（35）。

『五部肝心記』は、仏具、そして金剛界曼荼羅、舎利、如意宝珠に関わる

儀式での注意を説いている。儀式の内容は、後に述べる虚空蔵菩薩が中心

である福徳法と類似する内容である。如意宝珠や舎利は王権を表す象徴な

ので、朝廷、そして鎮護国家と関わる儀式であるといえるであろう。

　次に、「五仏」の図像が記されているが、『瑜伽経』に説かれる五大虚空

蔵菩薩の図像（像の色、配置、持ち物）とほぼ同内容である。

九世紀の日本における信仰の多様性
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（略）中方尊身色白色ナリ。東方尊身ハ黄色ナリ。南方尊身ハ青色ナリ。

西方尊身ハ紅色ナリ。北方尊身ハ黒紫ナリ。（略）

　つまり、九世紀に神護寺多宝塔に安置されている五大虚空蔵菩薩像は、

鎮護国家に関わる儀式に用いられたとみることができよう。

　残念ながら、九世紀の神護寺像の安置法を表す図像は現存しない。しか

し、十一、十二世紀の図像（『別尊雑記（36）』、『図像抄（37）』、そして『曼荼羅

集（38）』　など）にも、上記の『瑜伽経』と同じような五大虚空蔵菩薩像の

置き方が記されている。最も詳しいのは、十三世紀の『覚禅鈔』にある

「高雄塔」の図像である（39）。高雄塔というのは、以上に説かれたように、

神護寺（旧高雄さ山寺）の宝塔のことであり、以下のように記されいる。

左
如
先
。
三
古
鉤

西
北
方
芳
赤
色
五
佛
寶
冠

右
手
掌
持
二
如
意
寶
珠
一
。
五
顋
也
。

　
　
　

赤
蓮
為
レ
座
。
當
レ
心
。

左
如
先
。
三
古
鉤

五
佛
寶
冠

東
北
方
芳
黒
色

　
　
　

右
手
掌
持
二
羯
磨
一

竪
レ
之
如
如
意
。
寶
ィ
上
歟
ィ
无

左
手
如
先
。
三
古
鉤

五
佛
寶
冠

西
南
方
芳
黄
色

　

右
手
掌
持
二
横
五
古
一
。

　
　

上
に
有
二
如
意
寶
五

　
　

顋
一
赤
蓮
為
レ
座
。

持
ィ

左
三
古
鉤

白
色
五
佛
寶
冠

　

左
手
持
二
三
茎
蓮
華
一
。

　
　
　

但
二
茎
蓮
華
云

各
有
二
如
意
寶
珠
一
。
合
一
茎

　
　
　

也
。
各
五
果
。

左
如
先
。
三
古
鉤

五
佛
寶
冠

東
南
方
芳
縁
青
色

　
　
　

右
手
掌
持
二
如
意

　
　
　
　

宝
珠
一
五
顋
。

図５　『覚禅鈔』より「高雄塔」（略）（40）
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　『瑜伽経』と比べてみると、中央の白い虚空蔵菩薩の一位は変わらない

が、その他の色の虚空蔵菩薩の配置は、異なっている。ほとんどの図像に

は、他の四つの像の配置が変わっても、五行と違って、中央に黄ではなく、

白菩薩が安置されている。これの入れ違いは、八、九世紀の日本における

虚空蔵菩薩（一尊形）の重要性であるからであろうか。しかし、この特徴

は何に基づいているのであろうか。以下では、五尊形の九世紀の独特な意

味を知るために、インド、中国そして日本における一尊形の虚空蔵菩薩を

検討する。

４　インド、中国の虚空蔵菩薩像の一尊形：朝廷と天体の関係

　ここからは虚空蔵菩薩の一尊形式の背景を説明し、この菩薩と関連する

経典や図像を明らかにしたい。この菩薩は、日本仏教の儀式において様々

な役割を持った。虚空蔵菩薩は特に鎮護国家や天体との関連儀式に用いら

れ、八世紀以来、これに応じて様々な一尊形式と複数尊形式虚空蔵菩薩像

が登場した。日本では、この形式が求聞持法と福徳法という儀式に利用さ

れた。この発展を明らかにするため、インド、中国、そして日本での、こ

の菩薩の一尊形式の信仰の様相を示唆したい。さらに、八世紀から九世紀

初期かけて、日本における、虚空蔵菩薩の朝廷（さらいに転輪聖王）と天体

との関係を明らかにしたいと思う。つまり、この菩薩像がどのように政治

的及び宗教的環境の中に登場したのかということと、八世紀にこの二つの

分野はどういう関係があったのかを検討していく。

　ここからはインドと中国における初期の虚空蔵菩薩に関する経典や図像

を説明したい。サンスクリット語では、虚空蔵菩薩は Ākāśagarbha と呼

ぶ。Ākāśa は「空」、garbha は「蔵」という意味である。『大方等大集経

虚空蔵品（41）』や『虚空蔵菩薩経（42）』などで説明されているように、虚空

のごとく無量の知恵や功徳を蔵する菩薩である。

　虚空蔵菩薩に関するもっとも古い文献は、五世紀から八世紀にかけてイ

ンド人や中央アジアの僧侶が翻訳した経典である。しかし、偽作の可能性

があり、注意すべき文献もある。本稿で用いる虚空蔵菩薩と天体について

九世紀の日本における信仰の多様性
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の記載がある古い経典は、五世紀に漢訳された、以下の経典で、内容はほ

とんど同じである。

表１　五世紀に訳された虚空蔵菩薩に関わる経典

経　名
『虚空蔵菩薩

経』

『大方等大集

経虚空蔵品』

『虚空蔵菩薩

神呪経（43）』

『観虚空蔵菩

薩経』

『大正新脩大蔵経』
巻十三、

四〇五

巻十三、

三九七

巻十三、

四〇七

巻十三、

四〇九

制 作 年 代
四〇三～

十三年
五世期

四二四～

八一年

四二四～

八一年

作者・役者 仏陀耶舎訳 曇無讖訳 曇摩密多訳 曇摩密多訳

　六世紀に、中国天台僧智顗（ちぎ、五三八―九七）『法華文句』の序文には、

虚空蔵菩薩が天体を表す仏像の一つとして含まれている。この文章には、

（略）名是寶吉祥月天子。大勢至應作。普香是明星天子。虚空蔵應作。

寶光是寶意日天子。観世音應作（44）。（略）

　とされる。この文書には、虚空蔵菩薩は明星（金星）を表す仏像と記さ

れ、このことは本論文に関連する非常に重要な点である。

　インドと中国で、七世紀から八世紀にかけて虚空蔵菩薩の文献や画像が

多くみられる。密教系の教えが広がり、画像や彫刻に影響が与えられ、唐

時代に数多く経典が訳され、集められた。そのうち、本論文のテーマと関

連するのは以下の表２の五経典である。

　そして、特に関連する経典は『虚空蔵菩薩能満諸願最勝心陀羅尼求聞持

法』である。これは修法虚空蔵菩薩が中心となる求聞持法の儀軌であり、

『求聞持軌』と略される場合もある。儀軌は中央アジア僧、善無畏（六三七

～七三五）によって唐首都長安の西明寺で訳された（45）。

　八、九世紀インドでは、虚空蔵菩薩が一尊形式ではなく、中央の仏像

（大日如来、又は阿弥陀如来）の脇侍（二体か八体）として見られる。例えば、

現在インドのラトナギリ博物館に安置されている九世紀の石の彫刻パネル
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にみられる（46）。中尊は大日如来坐像で、左右に八体の菩薩像がある。向

かって左上にある蓮華の茎を持つ坐像は虚空蔵菩薩像と認められる（47）。

他の作例はインドのオリッサ州のウダヤギリ遺跡にある（48）。この旧仏教

遺跡には、八世紀半ばの四面の石塔があり、南面には与願印の宝生如来坐

像（いわゆる五如智来の一つ）と脇侍として二体の立像の菩薩が彫刻されて

いる。中尊から向かって右側に蓮華からのびる剣を持つ像がある、このこ

とにより、虚空蔵菩薩像であると複数の学者が認めている（49）。

　中国では、甘粛省・楡林窟第二五窟の唐時代半ば（約七八〇―八五〇年）

に描かれた虚空蔵菩薩像を含む八大菩薩曼荼羅が例としてあげられる（50）。

現存するのは中尊の大日如来像と向かって左側の四体の菩薩のみで、右手

に剣を持ち、上に向けられた左の手のひらが肩の高さにかまえられている

菩薩像の右側に「虚空蔵菩薩」という銘が書いてある（51）。上に挙げた諸

作例や『大日経』、『八大菩薩曼荼羅経』といった経典にみられる虚空蔵菩

薩は、中央の仏の脇侍としての性格をもつものである。

　大日如来は密教仏教の最も中心的な如来で、仏の世界の王とされている。

密教仏教の教えがインドから広がったのち、如来は慈悲深い仏として知ら

れている。この概念が人間界の政治の支配構成にも至った。このような宗

教と政治の両世界につうじる理想的な支配者は「転輪聖王」と呼ばれる。

転輪聖王の概念はインドから、中国、そして日本に広まった。経典、絵画、

そして彫刻では虚空蔵菩薩は大日如来の脇侍として表されているので、こ

表２　八世紀に訳された虚空蔵菩薩に関わる経典

経　名

『虚空蔵菩薩

能満諸願最勝

心陀羅尼』

（『求聞持軌』）

『大日経』

『大虚空蔵菩

薩念誦法』

（「福徳法」含

む）

『八大菩薩

曼荼羅経』

『大集大虚

空蔵菩薩所

門経』

『大正新脩

大蔵経』

巻二〇、

一一四五

巻十八、

八四八

巻二〇、

一一四六

巻二〇、

一一六七
巻十三、四

制 作 年 代 七一七年 八世紀 七六六年 八世紀 八世紀

作者・役者 善無畏訳
一行と 

不空訳
不空訳 不空訳 不空訳

九世紀の日本における信仰の多様性
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こでの菩薩は王権の脇侍だと言える。このように、インドと中国では虚空

蔵菩薩は政治と宗教の両領域に関連があると言える。この関係は日本にも

伝えられ、天体との関係と相俟って、更に強まった。日本では虚空蔵菩薩

に関して資料は他の地域に比べ多く残されている。次に八、九世紀の日本

において、虚空蔵菩薩像がどのような宗教環境に受け入られたのかを検討

したい。

５　八世紀の日本における陰陽道、天体崇拝、五行説

　八世紀に虚空蔵菩薩に関する文献や図像が日本に登場したころ、仏教は

すでに日本の国家宗教として受けいれられ、宗教が国家体制に組み込まれ

ていた。八世紀、現在の奈良市がこの仏教を基とした天皇中心の政府を拠

点であった。

　仏教の教え以外、他の信仰の要素も八世紀日本の宗教の環境に取り込ま

れた。天体や自然の動きが、人間世界に影響を与える複雑な占い制度と

なった。例として、中国の道教の要素の一つである天体崇拝である。それ

以外、中国の信仰に基づくほかの要素は、陰陽説や五行説も日本の多様な

宗教背景に受け入れた。陰陽説や五行説は現在、中国の宗教史学ではよく

知られている。そして、日本の平安時代の十一世紀から陰陽師として活躍

した安倍家、加茂家についても、よく研究されてきた（52）。しかし、八、

九世紀の日本において天体や五行説が、王権に正当性を与えるために用い

られたことについては比較的新しい研究分野である。

　例えば、インドと中国のモデルに基く天体崇拝や占星術は、早くとも七

世紀に日本に伝わっていた証拠が存在する（53）。八世紀には、これが日本

の朝廷の権力を確認するためのとても重要な役割を担った（54）。例えば、

八世紀には、日本の天皇が北斗の化身となる儀式がある（55）。

　唐時代に漢訳された経典も天体との関係を表す（56）。例えば空海に請来

された不空訳の『宿曜経』が挙げられる（57）。この経典は、二八宿と九曜

との対応関係を述べている（58）。密教の儀軌を行う適切な日を選ぶために、

空海、円珍（八一四―九一）と円仁（七九四―八六四）などの密教僧侶がこ
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の経典を用いた（59）。妙見菩薩や北斗いわゆる天体崇拝と密教に関わる儀

軌も説かれている（60）。後で述べるように、八世紀から九世紀にかけてこ

うした要素は、日本の政治と宗教にも受容されている。唐にも伝わり、こ

のような知識をモデルとして、道教の天体の崇拝や神仙、陰陽説、暦学や

自然と五行との相互関係などの制度が構成された。

　天体崇拝の他、日本の八、九世紀の信仰要素のなかでも本稿で特に注目

したいのが、五行説である。五行説とは、一般的には、占いなどに用いら

れたようである。遅くても七世紀までに日本に請来されたと思われる『五

行大義』等に、この説が詳しく説明される（61）。林温氏の研究によると、

「五行とは五つの本質的な要素（木・火・土・金・水）によって万物の生成と消

滅を説明しようとするもの」である（62）。これら五要素はそれぞれ色と方

位に関係づけられ、「相生」や「相克」といった関係を相互にもってい

る（63）。

水

水星

北

黒

土

土星

中

黄

火

火星

南

赤

木

木星

東

青

金

金星

西

白

図６　五行と関与する星、方位、色（64）

　五行説の起源はよく解明されていないが、少なくとも中国では紀元前

二〇〇年～西暦二二〇年の間に朝廷において用いられ（65）、季節や王朝の

変遷も五行説によって説明された（66）。また幸運か運が悪い日、政府の行

九世紀の日本における信仰の多様性
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為、個人的な出来事、または健康の診断のような現象を予測することに使

用された。これらの要素は、中国と日本の陰陽道に関わる活動に用いられ

た。

　しかし、中国と日本の陰陽道制度を比較すると、異なるところが明瞭で

ある。九世紀の日本の僧侶、支配者や陰陽師はこの要素から日本には特に

役に立つと思われる部分を選び、実施した。例えば、中国の道教における

複雑な天体崇拝に用いられた神々は、日本では受け入れなかったが、他の

天体崇拝（明星や北斗などに関わる）が受け入れられた。また、日本の七世

紀に制定された陰陽療の中で、陰陽師や暦学は全部一つの部になったが、

中国ではそれぞれ別の部である（67）。吉野裕子氏が、現在「神道」に分別

される要素は、陰陽道・五行説に基づくことが多いとされ、千田稔氏も神

道と道教においては、同じ五色が使われているとする（68）。このように、

仏教、道教、陰陽道、そして五行相互に関連しながら展開したといえる。

　九世紀の日本では、五行が様々な仏教に関わる場合に利用された。事例

としては、御所の真言院で行われた密教儀式にも、火、風などの自然の要

素を支配する神が登場したという。それらの儀式は中国の自然信仰から影

響を受けたものとみられる（69）。真鍋俊照が指摘するように、九世紀、そ

して現在の真言密教の儀式にも、五行で利用されている五色の糸、旗、瓶

そして花を飾る祭壇に見られる（70）。空海が記した史料を検討すると、彼

にとっての色と密教の関係が明瞭になる。晩年に書かれたと思われる（71）

『声字実相義』には、「顕色」、「形色」、「表色」の三組の色が記されている。

「顕色」というのは『大日経』にも載ってあり、空海の「五大」の色に一

致する。この「五大」と「五色 ｣は土・黄色、水・白、火・赤、風 ･黒、

空・青である（72）。これらの五色が『瑜伽経』による神護寺五大虚空蔵像

の色と一致するが、中国の五行による自然の要素とは一致しない。なぜこ

の相違があるのかということは、はっきり分かっていないが、空海が自分

の密教的な五行（五大）を固守したからであろうか。空海が神護寺の五大

虚空蔵菩薩像を計画したと言う証拠が現存しないが、おそらく彼の書いた

文書（『声字実相義』等）が弟子達（特に神護寺の別当真済）にかなりの影響

を与えたと考えられる。
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６　虚空蔵菩薩と関わる儀式：自然智宗や求聞持法、福徳法

　他に、八世紀に取り込まれた「自然智宗」に、中国の道教の要素を見る

ことができる。この非公式な「宗派」では、政府に支えられた僧侶も独立

した僧侶も山深き寺で座禅修行で「自然智」（回りからではなく、自分から得

る知識）を得ることが目的であった（73）。薗田香融氏が指摘するように、奈

良県の山にある吉野の比蘇山寺は自然智宗の修行場であり、元興寺や大安

寺からの僧侶達を受け入れた（74）。この山のある地域は天界と人間界の中

間だと思われていた（75）。自然智宗の修行を行った僧侶達は、自然から出

る荒々しい力強さを吸収し、呪術的な力を授かったと思われていた。特に

政府に支えられた僧侶が、政府のためにこの特別な力を利用したとされる。

　自然智宗の儀式の一つは求聞持法で、前に述べたようにこれに関わる儀

軌が『虚空蔵菩薩能満諸願最勝心陀羅尼求聞持法（76）』であり、『求聞持

軌』と略される。この義軌の目的は、「一經耳目文義俱解。記之於心永無

遺忘」とされる。つまり、求聞持法を行うことによって、いったん耳に聞

いたことは永久に忘れない、勝れた記憶力の獲得ということである。この

精神的身体的に苦しい儀式は虚空蔵菩薩を中心とし、この儀軌によって日

本に虚空蔵菩薩が紹介された。七一七年に善無畏によって中国語に訳され、

七一八年に入唐した日本の僧侶道慈（六七五―七四四）によって請来された

（77）。さらに道慈以降、善義（七二九―八一二）、勤操（七五八―八二七）や護

命（七五〇―八三四）などの様々の奈良仏教の僧侶が求聞持法を修得したと

いう（78）。求聞持法の内容をみると、まず、虚空蔵菩薩像の本尊を作る。

（略）當於絹素白或淨板上。先畫滿月。於中畫虛空藏菩薩像。其量下

至不減一肘。或復過此任其力辦。菩薩滿月增減相稱。身作金色。寶蓮

華上半加而坐。以右壓左。容顏殊妙作熙怡喜悅之相。於寶冠上有五佛

像。結加趺坐。菩薩左手執白蓮華。微作紅色。於華臺上有如意寶珠。

吠琉璃色黃光發焰。右手復作與諸願印。五指垂下現掌向外。是與願印

相。畫像了已。（略）

九世紀の日本における信仰の多様性
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　この説明によると、白い絹又はきれいな板に、月輪を描き、この中央に

金色の虚空蔵菩薩半跏趺坐像を描く。虚空蔵菩薩の冠に、結跏趺坐をする

五仏像が飾ってある。菩薩は左手に如意宝珠が載る白い蓮華の茎を持って、

右手は与願印を表す。次に、静かな隔離された修行場を見つけ、道場の西

壁に虚空蔵菩薩の絵をかける。曼荼羅の壇を造って、虚空蔵菩薩を迎える

ために、花、香、食物、そして燈明を供養する。虚空蔵菩薩が行者の前に

現れるまでに、同じ真言を百日間で百万遍繰り返す。菩薩が出現したとき

に、真言の文字が虚空蔵菩薩から出て、行者の頭頂にふりそそぎ、再び口

から出て菩薩の足もとへ帰ってゆく、と想念する。息を整えて、菩薩を送

り出し、行事が終わる（79）。

　八世紀の終わり以降、求聞持法は明星との深い関わりが見られるが、こ

れは、明星を神格化した明星天子が、虚空蔵菩薩の化身であると考えられ

たためと思われる。しかし、儀軌を注意深く検討すると、「明星」という

言葉は記されていない。泉武夫氏が述べるように、虚空蔵菩薩と明星の関

係は経典には記されていないが、日本の文化においては長い歴史がある（80）。

この関係は、具体的にどうのように形成されたのか。

　最も古い文献は、上記のように、智顗の六世紀の『法華文句』に記され

ている。次の記録は二四歳の空海が書いた七九七年（延歴十）『三教指帰』

の序に記されている（81）。ここに、自分の求聞持法の経験を表し、最後の

念通を行ったときに、明星が空に見られた記述している（82）。

（略）爰有一沙門呈余虚空蔵求聞持法。其経説。若人依法誦此真言

一百万遍、即得一切教法文義暗記。於焉、信大聖之誠言、望飛燄於鑚

燧。躋攀阿国大瀧嶽、勤念土州室戸崎。谷不惜響く、明星來影す。

（略）

　この資料によると、空海がある「一沙門」に求聞持法を習い、土佐（現

在の高知県）の室戸で求聞持法を修めた後に、「明星來影」と記され、「虚

空蔵菩薩の応化とされる明星が、大空に姿を現した」と解釈される（83）。

　この表現は求聞持法の結果で明星が出たという意味ではなく、むしろ求
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聞持法が済んだ時点で明星が見えたということである。このことは、明星

と虚空蔵菩薩との間に関係が発生したということを示す。

　薗田氏が示しているように、十七世紀末の『弘法大師弟子伝』には奈良

の僧、道昌（七九八―八七五）の八三三年（天長九）の求聞持法の経験に

よって虚空蔵菩薩と明星との関係が示めされている。

（略）［天長］九年依大師教。於法輪寺修聞持法。五月感明星来影虚空

蔵現衣袖。（84）（略）

　また、ここでも虚空蔵菩薩と明星とが関連している。求聞持法を行って、

明星が空に出て、虚空蔵菩薩像が道昌の袖に映った。空海と道昌の経験に

より、八世紀の終わりから九世紀初期までには、虚空蔵菩薩と明星が関係

づけられたと言える。上に述べたように、この関係は経典や儀軌に記され

ていないが、空海と道昌のころから、虚空蔵菩薩を中心とする求聞持法と

明星の関係が流行したと言える。インドと中国ではこの菩薩と星との関係

はほとんど記されていないので、空海やその天皇政権に支えられた密教関

係の僧侶達が、虚空蔵菩薩と王権との関係やさらに天体とのつながりを強

調した可能性が考えられるだろう。

　求聞持法は、八、九世紀の僧達が自身の記憶力を高めるための儀式だけ

ではなく、王権にも利益を与えた。仏教が日本に来て最初の数百年間で、

経典の暗誦又は暗記は、解義と同じことであると薗田氏が示している。経

典を読めない朝廷からみると、経典を解義できるということが僧侶たちに

力を与えているように見えた（85）。王権が僧侶達の求聞持法の修行活動を

援助し、求聞持法を行った僧侶が宗教的な力で王権を支えた。このように、

求聞持法は個人的な利益だけではなく、政治的な目的でも行われたと言え

る（86）。虚空蔵菩薩、明星、そして王権との関係は日本の七世紀から九世

紀までの天体崇拝の例といえよう。

　虚空蔵菩薩と関係のある儀式としては、他に福徳法がある（又は、虚空

蔵法ともいう）。この修法は、前述したように、空海によって伝えられた不

空訳『大虚空蔵菩薩念誦法』の第一巻に記されている。この修法では、虚

九世紀の日本における信仰の多様性
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空蔵菩薩以外、如意宝珠と関連する金剛宝菩薩も用いられる（87）。如意宝

珠は仏舎利の化身と考えられており、この宝珠を持つ人に、力や王権を与

えたといわれる。福徳法は、増益、息災、富貴、を願う儀式であるので、

一般的には　鎮護国家のために行われた儀式と言うことができる（88）。菩

薩が個人に「徳」を与えるより、全国民が徳を得るように行われたという。

　泉氏は、福徳法に用いられる虚空蔵菩薩像は宝珠を持つことを指摘して

いるが、現存する福徳法の義軌を見る限りでは、図像は記されていないた

め、福徳法においてどのような形で本尊が使われていたかは不明であ

る（89）。このように、虚空蔵菩薩は、星を利用する儀軌との関係、また、

増益、息災、富貴、そして鎮護国家を目的とする儀式との関係が明確であ

る。現段階では、福徳法が具体的にはどのような形で朝廷に対する重要性

を担ったのかを論じる物証は少ないが、虚空蔵菩薩像は福徳法においても、

鎮護国家にとって重要な役割を持ったといえるのではないかと推測される。

　なぜ九世紀には、鎮護国家が必要であったのかというと、日本の平安初

期の状況を検討すると分かる。この時期、飢饉や疫病のため、総人口が著

しく減少した（90）。これら災害の原因は、怨霊だと思われていた。民の信

仰や道徳が廃れた結果、怨霊が現れたと信じられていた（91）。虚空蔵菩薩

の力を生かすことによって、民に徳与えられ、国家が蘇る（いわゆる利益、

富貴を得る）と思われていた。

７　日本における初期の虚空蔵菩薩像（一尊形）

　佐々木守俊氏、紺野敏文氏、そして佐野賢治氏の研究によって、虚空蔵

菩薩像の様々な形式が知られるようになった。例えば、円珍が九世紀後半

に請来した『胎蔵旧図像』系と、空海による様々な図像、いわゆる『現図

胎蔵界曼荼羅』系である（92）。これは現在の胎蔵界曼荼羅の根本である。

これらの図像について複雑な問題もあり、描かれている虚空蔵菩薩像は

様々の形式があるが、これについては、多くの虚空蔵菩薩像が図像形式の

定着する以前に登場したためとする説がある。しかし、一般的には、如意

宝珠を載せた蓮華の茎を握る像と、剣を持つ像の二つの形式が知られる。
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田辺氏や紺野氏が、蓮華を持つ像は求聞持法の本尊として用いられ、そし

て剣を持つ像は、福徳法の本尊であった可能性を指摘する（93）。しかし、

八、九世紀の仏教図像や彫刻はまだ様々な尊形や利用があり、彫刻の像が

図像や儀軌に説かれている形と一致しない場合が多い。それに、福徳法の

儀軌には、虚空蔵菩薩の様子は記されていない。つまり、どのような像が

どのような儀式に使われていたことを、確認することは困難である。

　八世紀から九世紀半ばにかけて、奈良は宗教と政治の中心だったので、

この地域に安置された虚空蔵菩薩像を検討したいと思う。現存する虚空蔵

菩薩像のうち、最古作例と思われるものは、現在、奈良県の大和郡山にあ

る額安寺に安置されている（94）。像底には弘安二年（一二八二年）の銘文が

あり、これによると、道慈の求聞持法の本尊であったという（95）。道慈自

身がこの像を崇拝したということを確認することはできないが、しかし、

遅くとも八世紀までには、額安寺は額田氏の氏寺とされていて、『続日本

記』によると、道慈も額田氏の一人だったと記されている（96）。このこと

は、道慈と額安寺像の関係の深さを物語っているといえるだろう。像高は

約51.5cm で、左足を踏み下げて蓮華座の上に座る木心乾漆像である。漆

が後の時代より厚みがあるので、八世紀の像と判断される（97）。左手は与

願印のように表し、右手には小さな蓮華の茎（現在のものは複製）を執る。

手の様子は求聞持法の儀軌の説く形に比べると逆になっているが、平安時

代以前に造像され、求聞持法の本尊とされたというのが定説となってい

る（98）。

　現在、福島県の能満寺にも虚空蔵菩薩像が安置されている（99）。確かに、

その様式、形式的特徴には、奈良の官営工房で造像された仏像との類似性

がみられる。能満寺像の像高は62.5cm、比較的小さい像である。制作時

期は八世紀に比定され、カヤ材の上に木屎漆を塗った木心乾漆のやや早い

時期の作例である。結跏趺坐し、左の肘を曲げ、掌は上に向ける。右腕も

同様に臂を曲げ、五指を軽く握って持物を執る姿を示しており、現状では

右手には剣を持っている。本間紀男氏のＸ線による調査を参照すると、両

手ともに後補であり、本来の姿は不明であるが（100）、しかし、本来、右手

に剣、左手のひらに如意宝珠を持つとすれば、『胎蔵旧図像（101）』の虚空

九世紀の日本における信仰の多様性

20



蔵菩薩像と一致する。能満寺像は八世紀の像と判断され、『胎蔵旧図像』

より先行する作例といえ、この形式の虚空蔵菩薩像は八世紀既に日本に伝

わっていたと考えられる（102）。

　また、同様の形式の作例が奈良県の山林にある矢田寺の北僧坊に安置さ

れている（103）。蓮華座上に左足を踏み下げて半跏し、右手は肘を曲げて能

満寺の像のように持物を執る姿に表し、左手は膝上で掌を上に向ける。足

の位置は異なるが、手の位置と持ち物は能満寺像と、『胎蔵旧図像』の像

と類似する。矢田寺像は、体の肉体的な表現や翻波式に刻まれた衣文など

から、造像時期は九世紀と考えられる。この像の高さは86.3cm、やや小

さい。上記の額安寺像と同じ様子だが、矢田寺像の右手は蓮華の茎のよう

な細い物を持つようには見えず、おそらく剣を持ったというのが一般な学

説である（104）。現状では、右手に剣を持ち、左手のひらに宝珠をのせる姿

である。矢田寺像について、岩田茂樹氏は、求聞持法の本尊と異なる形式

を持つものの、奈良の山林にある矢田寺は求聞持法の道場と知られるため、

同像も求聞持法の本尊であった可能性があるとしている（105）。しかし、

『求聞持軌』に記されているように、虚空蔵菩薩は剣ではなく、蓮華を握

るとされる。

　像、図像、そして儀軌に説かれる形が一致しないため、これらの像の機

能を判断するのは困難である。しかし、求聞持法でも、福徳法でも、鎮護

国家のために利用されたと考えられる。天体の力を持つ明星との関係と、

求聞持法で自然の力を得る僧侶との関係で、この虚空蔵菩薩像が八世紀か

ら九世紀にかけて、日本の朝廷の王権を正当化する重要な役割を担ったと

考えられる。すなわち、上記に述べた像は、もし求聞持法との関係があれ

ば、天体と王権と関係のある明星と、行者の得た宗教的な力とが関連する

ので、日本の朝廷の王権に関しては重要な像であったということができる

であろう。

８　空海と虚空蔵菩薩

　先に述べたように、虚空蔵菩薩が日本の宗教的な環境に広まるに当たっ
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ては空海が一定の役割を担った。空海は求聞持法の行者として知られ、こ

れについては、この修業と明星との関係を述べた。空海が初期には道教を

学習したこと、又智顗の書物を学んだことの影響が見て取れるかもしれな

い。さらに、『請来目録』をみれば、『大集大虚空蔵菩薩所門経』、と福徳

法儀軌を示す『大虚空蔵菩薩念誦法（106）』といった虚空蔵菩薩に関連する

経軌が確認される。本論文では、虚空蔵菩薩像の特徴として、王権との関

わりを見てきたが、これについても、空海との関係が明らかである。

　前述したように、仏教国では、虚空蔵菩薩像は宗教と王権との関連を

もっていた。インドと中国では、虚空蔵菩薩が王権と関係つけられ、大日

如来、又は、阿弥陀如来を中央に配した形式に如来の脇侍として見られる。

この像の具体的な機能は知られていないが、こうした王権との関係は日本

にも伝来した。

　日本では、虚空蔵菩薩像に関する文献が現存するので、朝廷の王権と関

連する儀式に利用されたと知られる。求聞持法の本尊は天体と関連された

ので、さらに行者、儀式、そして朝廷に正当性を与えた。この関係は儀軌

に記されているわけではないが、むしろ、空海や道昌といった九世紀の僧

侶の事跡から推測することが出来るだろう。福徳法に崇拝された像は増益、

息災、富貴、を願う儀式の本尊であり、つまり、鎮護国家の関係を示す像

である。空海が両界曼荼羅も請来し、この中の胎蔵曼荼羅の中央の大日如

来像の近くに、虚空蔵菩薩が他の仏像より大きく描かれている（107）。この

曼荼羅が朝廷、僧侶達の灌頂に用いられたので、虚空蔵菩薩の重要性を示す。

すなわち、八世紀から九世紀にかけての虚空蔵菩薩像は日本の朝廷を支え

る重要な役割があった。後の時代には、このような朝廷を支える役割は、

単独尊形式だけでなく、空海の『声字実相義』、『五部肝心記』等の史料の

内容を応じ、弟子達が神護寺の五大虚空蔵菩薩像を構成したと考えられる

であろう。

９　神護寺五大虚空蔵菩薩像の配置

　さて、以上に述べたように、八、九世紀の日本においては、五大虚空蔵

九世紀の日本における信仰の多様性
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が登場する以前、虚空蔵菩薩の一尊形が朝廷や鎮護国家との関わりのなか

で制作された。求聞持法には、虚空蔵菩薩が明星と結び付けられ、福徳法

には、国のために徳を得て、守ることができた。以下に述べるように、こ

の役割は、五尊形にも受け継がれることになる。

　空海は虚空蔵菩薩の一尊形、五尊形とも深い関わりがあった。八、九世

紀の宗教環境を検討してきたように、仏教には天体崇拝や五行説がよく用

いられた。このような背景に、空海が求聞持法の修業者の一人であり、弟

子達にも虚空蔵菩薩と明星の重要性を伝えたであろう。一尊形の虚空蔵菩

薩が明星と関係があり、中国の五行では明星（金星）は白と関わる。この

関係が、五大虚空蔵菩薩にも関与すると考えられる。そして、空海の

八二一年の願文で、彼にとっては五大虚空蔵菩薩の重要視が分かる。

　空海の弟子真済が、五大虚空蔵菩薩像を神護寺の多宝塔に安置されたこ

とが、空海に影響された可能性が高い。『五部肝心記』が、真済、空海、

そして神護寺の五大虚空蔵菩薩の密接な関係を語っている。真済が、五大

虚空蔵菩薩像を多宝塔に安置した際、密教と共に中国の五行に影響された

と考えられる『声字実相義』がこれらの像とその配置に反映された。

　『瑜伽経』に基づいて五大虚空蔵菩薩像の九世紀配置と肌の色を、中国

の五行と比較すると、日本の宗教の多様性が明らかになる。五大虚空蔵菩

薩の配置と五行説とは完全に一致しないが、その違いが重要である。すな

わち、中国の五行では、白（明星・金星）が西に安置され、黄（土星）が中

央におかれている。しかし、『瑜伽経』、五大虚空蔵菩薩関係の図像では、

法界虚空蔵菩薩（白）は必ず中央に置かれ、黄は南西などの違う配置であ

る。空海とその弟子達にとっては、虚空蔵菩薩、明星、そして白の関係は

とても重要とされ、白い法界虚空蔵菩薩像が西ではなく、中央に置き換え

られたと思われる。中国の色 ･方位と一致する五行に基づきつつも、日本

の宗教環境、そして朝廷の必要としているもとを考え、空海の弟子達が、

神護寺五大虚空蔵菩薩の図像的な要素を決めたであろう。九世紀には、五

大虚空蔵菩薩像がどのような儀式に用いられたのかは不明であるが、本論

文で指摘したいことは、五大虚空蔵菩薩像が鎮護国家との関わりがあった

と考えられることである。このことによっても、八、九世紀の日本におけ
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る信仰の多様性が明瞭になろう。

お わ り に

　以上みてきたように、九世紀に、空海の弟子達や朝廷と関わる寺に、五

大虚空蔵菩薩像を安置したということから、九世紀という限られた時期に、

五大虚空蔵菩薩像と朝廷との間に関係があるということはいえるだろう。

両者が星宿に関わる信仰、仏教、五行説など様々な思想を背景とし、鎮護

国家にも関わって発展した可能性が高い。九世紀に造像された五大虚空蔵

菩薩像に関しては明らかにされていない部分が多い。例えば、神護寺、安

祥寺、そして貞観寺の五大虚空蔵菩薩像のそれぞれの造像理由についても、

現段階では明確な結論を出すことは出来ない。これらの問題は今後の課題

としたいが、本論文では、まずはこの像の九世紀における重要な役割を検

討をつうじて、九世紀の日本の宗教の多様性を少しでも明瞭になったでは

ないかと思う。
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